
    
      
        
      
    

  





【電子特別版】




今日から[image: まるま]王！




魔王誕生編








喬林 知





[image: ]

角川ｅ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。
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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あのねえ、ゆーちゃん。

　ゆーちゃんの名前はねえ、ママがボストンの街角でいやーっどうしよう今にも生まれちゃうーって困ってたときに、親切にもタクシー相乗りさせてくれた超カッコいいフェンシング選手が、ママを励まそうと「夏を乗り切って強い子供に育つから、七月生まれは祝福される。俺の育った故郷では、七月はユーリというんですよ」って、あまりにもさわやかにニコッて笑ってくれたから、ママが思わずつけちゃったのよ。だからゆーちゃんがいつもぶつぶつ言ってるみたいに、利率がどうとか利回りがいいとか、パパが銀行屋さんだからって利子とか利息とかのことばっかり考えててついた名前じゃないのよ決して！

　ね、ゆーちゃん？　七月生まれだからユーリ。ねっほら可愛いでしょー？　ママの愛を感じるでしょ？　七月生まれでユーリ。素敵よねえ、ちょっとどっかの少女マンガにでも出てきそうな美しさじゃなぁい？　ユーリ、ああすてき、キラキラーって感じ。










　　　　１




　だったらどうしてこんな漢字をあてた！

　中学時代からの宿敵であるヤンキーと、二対一という「不利」な格闘を続けながら、おれは聞き慣れた悪態を受け流す。

「なんとか言えよ渋しぶ谷や有ユー利リ！」

「じゃあ原宿は不利なのかよ」

　その決まり文句は五万回は聞いた。ちなみに生まれて十五年で。

　そう、おれの名前は渋谷有利。裕里でも優梨でも悠璃でもなく渋谷「有利」。五歳上の兄の名前は渋谷勝利。勝利と書いてショーリと読む。ちょっとかっこつけてカツトシとかではなく。

　青葉茂る五月、入学したての県立高からチャリを飛ばして帰宅途中だった。

　中学では野球部員やってたけど、高校からは剣道部員になろうかななんて喋しやべりながら、できたばかりのチャリ友と別れたのが五分前。機嫌よくペダルを踏んでいたおれは、自宅近くの静かな公園で、ただならぬ光景に出くわしてしまったのだ。

　集金。

　と呼ぶのは実行している加害者たちだけで、やっていることは昔からあるカツアゲだ。よりによって今日は加害者と被害者、合わせて三人とも同じ中学オナチユーだった連中で、トイレの裏の壁に追い詰められている眼鏡くんは、中二中三とクラスが一緒の村田健けんだ。

　いーじゃんこっちはチャリなんだから、気がつかなかったことにすれば。さーっと通り過ぎちゃえば、おれが誰かなんて村田には判んないよ。だって別に友達ってわけでもなかったし、口きいたこともほとんどない。そうやって正義の味方なんか気取ってみたってさ、誰もこっちに期待も感謝もしやしないんだし…………ああ…………。

　おれはゆっくりと自転車を止めた。

　あーあ、だめだ……村田健と、目が合っちゃった。

「……お前等そこで何やってんのー。もしかして集団で違法行為とか働いてる？」

　こうして、おれ、渋谷有利はヤンキー二人を相手にすることになり、推定五万回目の「じゃあ原宿は不利なんかよ!?」を聞かされることとなった。もって生まれた小市民的正義感のおかげで。カツアゲは犯罪だし、二対一は不公平だろうという倫理観のおかげで。

「オメーは勘違いしたかもしんねーけど、オレタチは単に『集金』してるとこだったの。あいつのオサイフの中の何枚かを、ゴーホーテキに集金してたんだぜ？」

　それがどこの国の法律で合法なのかを、世界地図広げて説明してくれ。

　紺とグレーの制服で、そろいの金髪にカラーコンタクトという無国籍風高校生の二人は、おれの腹に蹴けりを入れると、ザラつくモルタルの壁に押しつけた。

「なのにホラ、オメーが横から余計なこと言いやがるから、カモがダッシュで逃げちったじゃんよ。ええ？　銀行屋さんのムスコなんだから、お客がどんなに大事かよーくわかってるはずじゃねぇのか」

　本当だ。いや、なんということだ！　助けてやろうとした村田健は、こちらに背中を向けて一目散に逃げている。とにかく我が身がかわいいってことか。おれは加勢を求めて周囲を見回したが、午後四時半の公園には、小学生の姿ばかりだ。

「だいたいどーしてお前があいつを助けに来ンだよ。オメーらどっかでトモダチだったぁ？　それとも人知れずラブラブだったんか」

「るせーな、健て名前が気に入りなんだよ、健と勤は好きな名前ランキング上位なんだよ」

　一番好きな時代劇俳優が「松平健」、密ひそかに敬愛するココロの師匠の名前が「勤」。

「ああ？　好きな名前ェ？　渋谷有利原宿不利が？」

　ゲで始まる笑い声をたてる彼等になんとか一矢報いようと、拳こぶしやら膝ひざ蹴げりやらを繰り出していると、ヤンキーＡはおれの髪を摑つかみ、薄暗いトイレに引っ張り込んだ。

「おい待て……テメ……っ、こっちご婦人用って、マークちゃんとついてたじゃねーか！」

「そうだっけか。ま、いいじゃん。個室が多い方が、プライバシー重視でさっ」

「そうそう、個室でしょやっぱ。ヒミツはヒミツにしときたいしィ」

　調子を合わせたヤンキーＢが、もぎ取ったデイパックから財布を探しだす。青いストラップが切れて携帯が転がり、壁に当たって着信音が鳴りだした。

「……なんだこの着メロ、オマエ聞いたときある？」

「あーなんだっけなこれ、いつかなんか聞いた気ィすんな、ああ思い出せねぇ、確かあれだろ、テレビ。っつーか時代劇？」

「ンだそれ、いまどき水戸黄門以外の時代劇、着メロにするヤツいる？　しかもあのストラップ、プロ野球かなんかのじゃねえ？　信じらんねーや渋谷有利、どーなってんの渋谷有利」

「うッるせーなっ、お前等に野球の良さがわかってたまるか！　あっコラてめ……」

　ヤンキーＢが紙幣を引っ張り出す。野口英ひで世よのワンペアだ。

「なーにーこーれー。うっそ、お前ホントに銀行屋の息子？　てゆーか親父が貸し渋ってんだからぁ、普通にもっと持ってると思うじゃん。カシシブリーのシブヤちゃん」

「親の職業はかんけーねーだろッ」

　教えてやろうとも思わなかったが、所持金の大半は五百円玉だ。

「あーあ、せっかく村田の代わりに銀行屋が立て替えてくれると思ったのに、支払い限度額がたった青札二枚じゃよーお。せめて二万だよな、二万」

　髪を摑む力が急に強まった。貸し切り状態の女子トイレは、水色の扉が三つある。その真ん中に引きずり込まれ、背中を強したたかに蹴られて膝ひざをつく。有名メーカーの洋式便器が目の前に。

「おいまさかお前等……大昔の不良じゃないんだから……」

「県立合格うかったわりにゃアタマ働かねーみたいだから、今後のサンコーのために教えといてやるけどーぉ？」

　まさか便器に顔を突っ込んだりはしないだろうな。いくらこいつらが中学ヤンキーだったとしても、今どきそんなレトロなリンチ方法を!?

「オレ等のジャマすっと、殺すぞ？　次はマジで」

　恐れていたとおり、敵はおれの頭を洋式便器に押しつけた。どうやら時代はいま、レトロブームらしかった。

　首のつけ根で突っ張ってはみたが、十秒くらいで覚悟を決める。

　洋式便器がなんだってんだ！　ちょっと変わった洗顔器だと思えば機能は同じだ。押しつけられた顎あごの方から水が溢あふれだす。反射的に顔を上げようとするが、後頭部への力は一向にゆるまない。おれは諦あきらめて息を詰め身を硬くする。

　トイレが近代化されてからは便所に流された奴はいない。そんなことになったらギネスブックに載ってしまう。だからつまり、ほんの数十秒間、目をつぶって息を止めてりゃ、いくらぐいぐい押し込まれても、頭の先から引っ張られても……あれ？

　ヤンキーＡだかＢだかの手は、相変わらず上から押さえ込んできている。だがそれとは別に、何かおれを吸い込もうというような強い力が、洋式トイレの、黒い穴の中央から！

　噓だろ!?　ブランドトイレタリーに、こんな隠されたパワーがあったなんて！　強力掃除機なみの、最終奥義があったなんて！　もうどうやっても抗あらがい切れなくなり、頭から肩から腰から痛いほど吸い込まれていきながら、おれ渋谷有利は悲鳴とともに考えた。

　もしかして史上初？

　史上初、水洗トイレに流された男ぉーっ!?







　ねぇパパぁ。

　なんだいユーリ。

　どうしてパパはディズニーランドにくると「すたーつあーず」ばっかりのせてくれんの？

　なんだ、ユーリはスターツアーズきらいか？

　きらいじゃないよ、だいすきだよ。けどもう「ぱいろっと」の「どろいど」のいうことぜんぶおぼえちゃうくらい、なんどものったよー？

　すごいなユーリは！　操縦士のドロイドの台詞せりふ、全部覚えちゃったのか。それじゃあユーリ、それが合ってるかどうか確かめるために、もう一回スターツアーズ乗ろう。いつかお前が大きくなったときに、絶対これが役に立つから。







　役に立ちましたとも。

　ぼんやりと戻り始めた視界にしがみつきながら、おれは久しぶりに父親に感謝した。まさか十年以上前に、息子が水洗便所に流される未来を予測したわけではなかろうが、それでもあの東京ディズニーランド・スターツアーズ十連発は、確かにこうして役に立った。

　渦巻く水流に吸い込まれた後は、子供の頃くりかえし見たあの光景そのままだったからだ。ドロイドの叫び声、そしてワープ。光のつぶだった星々が尾を引き線になり伸ばされ歪ゆがみ縮んでまた元どおりの星になる。自分の身体も伸ばされ縮んでまた……。

　なーんてね。

　まさか本当にトイレに流されるわけないじゃん。しかも身体も適当に成長した、平均的体格の高校一年生が。

　おれは手も足も思い切り伸ばして、埃ほこりっぽい地面に大の字になっていた。舗装されていない道路なんて久しぶりだ。上にあるのはただ、ただ青い空。大気汚染とかオゾン層の破壊とかとは縁のないような、澄んだ空気のクリアな青空。顔を傾けると、道の両脇には緑が見える。左手は木々が茂る林で、右手は斜面に広がる草地と民家だ。家はどうやら石造りで、遠くにぼんやりと動物が見える。山羊やぎか……羊かな。

　あの連中のことだから、便器に顔を突っ込んだまま動かなくなっちゃったおれに慌てて、すぐには発見されないような場所まで引きずってきてから捨てたのだろう。

　とはいえ、ここどこ？　まるで現代日本ではないような風景に、身体を起こしながら呟つぶやいた。

「アルプス？」

　の少女ハイジ？　にしては交通手段が思いつかない。

　じっとりと湿ったままの学ランが重くて気持ち悪い。よくよく考えるとこの水分は、おそらくあの時の公衆便所のもので……よくよく考えるのはよそう。水は水。Ｈ２Ｏには変わりなし。

　道の向こうから妙齢の御婦人が大荷物を抱えて歩いてきた。両手に提さげていた籐とうのかごが、左右同時に下に落ちる。リンゴ、と呼ぶには巨大な果物が、音をたてて坂道を転がっていく。

「あの……」

　言いかけておれは息を吞のんだ。彼女の目はこちらを凝視している。自分の目も彼女を見ている。浮かんできた言葉はこうだ。

　コスチュームプレイ（略してコスプレ）の人。

　なんだろうあの引きずりそうなスカート丈は。なんだろうあの顎で結んだ昔風の三さん角かく巾きんは。なんだろうあの青い目とくすんだ金髪は……外国人!?　何故アルプスの少女ハイジに出てきそうなロングエプロンドレスの外国人が、両手に荷物持って坂を登ってくるのだろう。しかも彼女はかごを落としたまま、こっちを指差して何事か叫び始めた。

「あ、あの、すいません、おどかしちゃったんならほんとにすいません。けどあのおれは此こ処こに捨てられちゃっただけでして、危害を加えようとか乱暴しようとかいう気持ちは全く……」

　彼女の声がサイレン代わりになったのか、石造りのメルヘンな家から次々と人が飛び出し、足早に斜面を登ってくる。男も女も子供もいる。だがその人々は一様に。

「……ぜ、全員コスプレ？」

　違う。この人たちは確実に現代日本人ではない。そもそも全員がガイジンだ。おれたち日本人から見れば、天然の金髪や天然の茶髪、天然の碧へき眼がんや天然の割れアゴは、人種が違うとしか考えようがなかった。総勢十人以上の人々は、鋤すきや鍬くわや鎌といった便利な農耕器具を手にして集まってくる。叫び続ける女と、わけのわからないまま腰を抜かしているおれのもとに。

「ちょっと待って。ほんとにちょっと待ってくださいよ、おれは此処に投げ捨てられちゃっただけで。えーと信しん憑ぴよう性せいのある言葉で言うと、えー……遺棄！　遺棄されちゃっただけでして。あっ判った、謎はすべて解けた、じゃなくって」

　緊急事態で脳のう味み噌そはフル回転だ。日本とは思えない家並みとコスプレ外人の集団。おれの中で全ての要素が繫つながった。

「テーマパークでしょ？」

　そうですよ。コスプレの外人集団、異国風の町並み、二時間もののサスペンスドラマでよく利用される場所といったら、テーマパークしかないじゃないですか。

「いやー、まあそーだわ。すぐに気付かなかった自分が愚かでした。テーマパークに捨てられたんだわ、おれ。けどそれにしても何処、ここ。雰囲気からして千葉にあるっていうドイツ村とかですか？　にしてもあいつらずいぶん遠くまでおれを捨てに来たもんだねぇ……ってイテ、あっ、なんですかドイツ村の皆さんっ、ちょっと、どうして、石、とか、痛っ！」

　テーマパーク勤務の皆さんは、日本人の愚かさを心得た外国人の方々のはずだ。なのになぜ必死で弁解中のこちらに向かって石を投げる!?　いくら入園料を払っていなさそうだからって、投石したり農耕具（使いようによっては凶器）をかまえたりするのは、ちょっと過剰に反応しすぎだろ。

「あっ、あのっ、財布さっき取られちゃったんで入園料が払えないんですけどもッ、その分はきっと後日っ。いえ電話さえ貸してくれさえすれば、本日中にッ」

　本日中？

　石や泥を避けようと腕をかざし、巨大なフォークにも似た鋤を突き出してくる農夫に背を向け、怯おびえた顔で泣きだす幼児を茫ぼう然ぜんと見ながらおれは思った。

　どこまでも青い空？　ヤンキーどもとやりあったのは、午後四時を過ぎていたというのに？　十五時間近く気を失っていたとも、考えられないことはない。だがその間に誰にも発見されずに？　テーマパークの警備員さんにも？　そのうえ五月の陽気の中、学ランはズシリと濡ぬれたままだ。一体おれ、どうなっちゃってんの!?　頭の中が疑問符でいっぱいになってしまい、地面に額を押しつける。理不尽な投石を受けているというのに、助けてくれる人はいない。

　強い命令調の声が聞こえて、おれはガバッと顔を上げた。ありがたいことに、石が止む。

「だっ……」

　誰と問い掛けようとして、馬上の男を見て言葉につまった。村人たちとさして変わらないデザインの、だが光沢や織り目から明らかに質の違う服を着た人物が、オーバーアクションで馬から降りて、こちらに向かって二歩進み出る。

　アメフトだアメフト、この人絶対アメリカンフットボールやってるよ、というような二の腕と胸板。まぶしい金髪とトルキッシュブルーの瞳ひとみ、少々左に傾いてはいるが、高く立派な鷲わし鼻ばな、白人美形マッチョらしく薄っすらと割れたアゴ。この場に外人好きな日本人女子がいたら写真を求めて列を作るだろうし、この場に日本人熟女がいたら彼のビキニパンツにおひねりをねじ込んでしまうだろうなという容姿だ。欠点は、これまた白人特有の三角で巨大な鼻の穴。

　この男のことは密ひそかにデンバー・ブロンコスと呼ぼう。おれが知ってるＮＦＬチームはそれだけだから。彼は村人に一言二言なにか告げると、地面に膝ひざをついて覗のぞき込んでくる。

「あの、みなさんを宥なだめてくれて、マジでありがとうござい……」

　男の、ガタイに釣り合う巨大な手が、おれの頭をぐっと摑つかむ。

　このまま90ヤードくらいロングパスされるのかと思った。しかもそのままタッチダウンされるかも。だが摑まれた前頭葉は投げ飛ばされはせず、指に力が加わった状態で、何秒間か動けなかった。

「……いっ……」

　五箇所から一気に痛みが襲ってきて、思わず小さく声を上げる。痛みというよりは衝撃かもしれない。間違えて指をホチキスでとじてしまったような、痛みより恐怖が先走る衝撃だった。やっと男の手が離れる。と同時に音が流れこんできた。耳から脳にかけてのルートが、まるで水が入ったようにツンと痛い。

　風、木々、動物の鳴き声、同じくらい動物的な幼児の泣き声、そして言葉。

　いきなり皆さんが日本語で話し始めた。なーんだ皆さん、日本語できるんじゃん。そりゃそーだよね、単身（家族連れかもしれないけど）日本に来て観光客相手に働こうっていうんだから、日常的な会話くらいマスターしてるはずだよね。だったらどうして今まで推定ドイツ語で喋しやべり続けていたんだろう。まったく人が悪い。

　美形マッチョがにやりと笑った。

「どうだ、言葉がわかるようになったか」

「ああーやっぱ外人の口から流りゆう暢ちような日本語が出てくると違和感あるなぁ」

　言葉が通じたことで、これまでの緊張感からやや解放された。とにかく状況を把握しなければならない。おれは彼等に聞き取りやすいように、エセ外人風アクセントにしながら訊きく。

「それでですね、おれ自分でも知らないうちに此処に捨てられて、場所も時間も……あ、時間は時計持ってるから判りますが……えーと、スーイマセェン、コーコドーコデースカー？　ワタシドーヤッタラ、オウーチカエーレマースカーァ？」

「なんだ」

　デンバー・ブロンコスのアメフトガイは、腰に両手を当ててこちらを見下ろした。

「せっかく見目いいと思ったのに、今度の魔王はただのバカか」

　バカ？

「……初対面の、傷つきやすい年頃の少年に向かって、バカとはなんだバカとは」

　おれの悪い癖が頭をもたげる。小学校の頃からそうなのだが、脳味噌の演算処理能力がオーバーして、赤いランプが点滅すると、恐ろしい勢いで話し始めるのだ。きっと喋ることで考える時間を稼いでるのね、四年生の音楽教師がそう感心した。ついた渾あだ名なはトルコ行進曲。後にも先にもそう呼んだのは彼女だけ。

「まあ確かに中堅どころの県立高校在籍で、その中でも誰かに妬ねたまれるほど飛び抜けた成績ってわけじゃないよ。帰国子女だって時々言われるけど、ボストンに居たのは生後半年。だからっていきなりバカはないだろ、バカは。こう見えても親父はエリート銀行家で、兄貴は現役で一ひとつ橋ばしだぞ」

　自分自身の平凡さを棚に上げて、家族自慢で勝負にでてみる。

「ちなみにおふくろはフェリス出だ！」

「フェ……なに？　どっかの田舎いなか貴族か？」

　そう返されてしまい、言葉に詰まる。学歴問題はグローバル的には効果なし。

「だからって」

　だからってテーマパークの役者が客をバカ呼ばわりしていいってことにはならない。基本的にサービス業の就労者にとって、お客様は神様なのだ。その日本的経営法を説教してやらねばと、おれはなんとか立ち上がった。

　途端に村人役の人々の、尋常でない叫び声。

「魔族が立ち上がった！」

「黒を身に纏まとう本物の魔族が立ち上がったよ早く子供を家の中へ！」

「もうだめだもうこの村も焼かれちまうんだ二十年前のケンテナウみたいに」

「待ちなよこいつはまだ若いし丸腰だしかも見てごらん髪も眼も黒い双黒だよ双黒の者を手に入れれば不老不死の力を得るって西の公国では懸賞金をかけてるらしいぞ」

「ああそれはオレも聞いた小さな島の一つくらい買えちまうような額だった」

「気をつけろいくら丸腰だからってこいつは魔族だ魔術を使うはずだ」

「いやこっちにはアーダルベルト様がついてるアーダルベルト様この村をお守りくださいこの魔族をどうか神の御力で我々に害の及ばぬよう封じ込めてください」

　何を言ってるんだこの人たちは。句読点を入れる場所が摑めなくて、日本語には聞こえるのに、スムーズに頭に入ってこない。おれは無意識に右手首を確かめた。堅くて武骨なＧショックがある。動いているかどうかはわからないけれど、これで殴ったら少しは攻撃力がアップするだろうか。待てよそんな、殴るなんて、ちょっと待て、何考えてるんだ。けどこいつら、どう見てもおれに敵意を持ってるし、身を守る権利は誰にでもある。緊急事態だ、違う、緊急避難っていうやつだ。あれ、正当防衛？　もう完全にパニック状態。

　村人が再び凶器をかまえて、決死の形相でにじり寄る。アーダルベルトと呼ばれた奴は農具や石は手にしていない。その代わり、腰には長い剣を帯びていた。攻撃力の高そうな男は言う。

「まあ、落ち着けよお前ら。こいつはまだ何も飲み込めちゃいねぇんだ。今のうちに説得すればもしかすると……」

　背中を向けた遠くから、何か規則的な音が聞こえてきた。急速に大きくなるその音に、全員が戸惑いうろたえた。聞き覚えがある。蹄ひづめの音だ。複数の馬が地を蹴けって駆ける、地響きにも似た力強い、蹄の音だ。

「ユーリ！」

　名前を呼ばれて振り返る。

　白馬に乗った上様が、おれを助けに……。

「がっ」

　それを見た感想が「が」で終わってしまったのも無理はない。駆け付けた三騎は白馬でも上様でもなかったし、しかもちょっと目線を空に向けると、とんでもないものが迫ってきていたのだ。そこには「あるもの」が飛んでいた。生まれて十五年と九ヵ月あまり、見たことも想像したこともないような代物が。

　使い込まれて薄茶色くなった骨格標本に、竹ヒゴに油紙をはりつけたような翼が生えている。しかもそいつは羽をバタバタさせて、当たり前のように空を飛んでいた。

　ガイコツ、に羽根をつけると、飛べるもんなんですか？

　素晴らしい、素晴らしく精巧にできている。支えているピアノ線も、浮力源であるホバーやプロペラも見当たらない。この仕組みはどうなっているのだろう。

「離れろアーダルベルト！」

　駆け付けた三騎はいずれも額に星のある栃栗毛に近い馬で、抜き身の剣をかまえた兵士らしき男達を乗せていた。もっとも栃栗毛なんてＪＲＡ的な呼び方は、ここの住民たちには通じないだろう。リーダーらしき青年が、顔は見えないけれど厳しい声で、続く二人を制する。

「住民には剣を向けるな、彼等は兵士じゃない」

「ですが閣下っ」

「散らせ！」

　村人役の人々に割って入った三頭の馬は、一声いなないて前まえ肢あしを上げる。あまりの砂すな埃ぼこりに口を覆って、おれは情けなく咳せきこんだ。ベージュの霧の中で、青とオレンジがスパークする。追うようにガツンと、金属のぶつかりあう重い響き、集団が逃げ惑う、乱れた悲鳴と草の音。

　誰かに腕を摑つかまれる。周囲の幕が徐々に薄くなる。

「フォングランツ・アーダルベルト！　なんのつもりで国境に近付く」

「相変わらずだなウェラー卿きよう、腰抜けどものなかの勇者さんよッ」

　あ、解った。戦国時代の合戦の決まりごとみたいに、やあやあやあ我こそはなになにのなんたらかんたらなーりーと名乗ってからでないと勝負できないルールなんだな？　と考えている間に、おれの身体はゆっくりと地面から持ち上げられていった。埃の晴れた斜面では、騎兵に追われた村人が家を目ざして走り、馬から飛び降りた青年がアメフトマッチョと剣を合わせていた。大地が遠くなったと思ったら、急に反転してその場から運び去られる。自分の体重がかかった腕が猛烈に痛んだ。

「おれなんで飛んで……うそ!?」

　おれの両腕を摑んで運んでいるのは、仕組みがわからないほど精巧な骨格標本だった。茶色の油紙に似た翼を動かして、よたよたと前方に飛んでいる。そいつはどこからどう見ても、羽のついた骸がい骨こつに他ならなかった。真下から見上げても脊せき椎ついの先にあるのは表情のつくりようがない顎あご骨ぼねと頭ず蓋がい骨こつだったし、うつむいた眼がん窩かの部分には暗い空洞があるだけだが。

「なんかえーと、どーも」

　攫さらわれている身にもかかわらず、礼を言いたくなるくらい、一生懸命な気がしたのだ。ちょっとでも気を抜くと落ちそうになるのか、飛行骨格標本はパタパタと、必死で翼を動かしている。ちらりとこっちを見たアメフトガイが、兵士のリーダー格らしいウェラー卿なる人物とチャンバラしながら言い捨てた。

「うまく仕込んだものだな！　骨こつ飛ひ族ぞくに人を運ばせるとは」

「彼等は我々に忠実だ、私し怨えんにとらわれて自分を見失うこともない」

「貴様はどうだ、ウェラー卿？　おぉっと」

　運搬中のおれが首をねじって見たところによると、アーダルベルトと呼ばれたミスター肉体派は、ウェラー卿というリーダーの切っ先を、すんでのところで飛びすさって避けたようだ。

「あんな連中のために使うには、その腕、惜しいとは思わねぇのか」

「あいにくだったなアーダルベルト」

　ウェラー卿のほうは、相変わらずカーキ色の背中とダークブラウンの頭部しか見えない。それなのに何故か、彼が一瞬、笑ったのが判った。

「お前ほど愛に一途じゃないんでね」

　村人を残らず追い払った部下達が駆け戻ってくるのと、二人が互いに剣を引くのとは同時だった。アーダルベルトは馬に飛び乗り、木の高さを移動中のおれに叫んだ。

「少しの間の辛抱だぜ、すぐに助けてやるからな！」

「助けて……ってーとおれは今、善悪どっちの組織に連れ去られようとしてるわけ!?」

　眼下では敵を追おうとした兵士が、茶髪のリーダーにとめられている。

「何故ですか、奴は一騎です。分が悪いと思ったからこそ引いたのでしょう、今追いつけばおそらくは」

「よせ、深追いするな！」

　ウェラー卿（依然として顔は不明）は、ビシッと言い放った。かーっこいー。

「今はなにより陛下の御身を、ご無事にお連れするのが最優先だろう」

　オンミをゴブジにオツレされるヘーカというのは、もしかしてこのスーパー歌舞伎みたいになってるおれだろうか。超斬新なテーマパークで、超凝った演出のアトラクションに参加しながら、陛下役のおれは密ひそかに呟つぶやいた。

「とりあえずこの、超よくできてる空中ライドから下ろしてくんねーかな」










　　　　２




「陛下！」と、その人は言った。

　濃い灰色の長い髪と菫すみれ色の瞳ひとみ、背筋の伸びた九頭身で。

　一人では降りられず、馬の背中で尻しりを押さえたまま、おれは返事に困っていた。陛下と呼ばれて何と答えればいいのか。しかもこんな三十前後の、男盛りの超美形に。

　この人の美しさを的確に表現できないのは、おれのボキャブラリーが貧困なせいでも、おれのＣＰＵの回転が特別遅いせいでもない。平均的高校一年生のまわりには、そうそう美形なんていやしないし、ましてや目の前に立つ男は、見慣れた日本人でさえなかったのだ。

　ウェラー卿の背中にしがみついたまま半日あまりという、初めてにしては過酷な乗馬体験ののちに辿たどり着ついたのは、さっきよりいくらか規模の小さい、木造建築の村だった。家の数は十五軒くらいで、村というより隣組だ。少し離れた森の入り口に、武装した兵が次々と別の方向から戻ってきていた。恐ろしいことに各パーティーには必ずあの「翔とべ、骨格標本！」がついている。まさかとは思うが、あいつはこのテーマパークのマスコットキャラクターなのだろうか。だとしたらすごい悪趣味、いや、斬新な起用。

　兵達とは離れて村の中央を突っ切り、他と較くらべてやや大きめな家の前まで来たときに、勢いよくドアが開いて彼が飛び出してきた。

　顔を見た瞬間に言葉にするのを諦あきらめた。それくらい美形、もう超美形、スーパー美形、ウルトラ警備、じゃなかった、美形。怜れい悧りさを感じさせる端整な面立ちだとか言ってらんない。あったまよさそなすげー美人。頭悪そな表現だが。

　見目麗しい上に声も腰にくるバリトン。さっきのアーダルベルトもかなりのハンサムさんだったが、この人はもう目が合っただけで女の子が失神するような完かん璧ぺきさだった。二十代後半かという年齢からすると、気を失うのは少女だけではないだろう。熟女も、老……いや淑女全般。

「コンラート、早く陛下に手をお貸しして」

「陛下、こちらに身体を傾けて、ゆっくり降りてください、そうゆっくりと」

　ウェラー卿の名前はコンラートというらしい。やっと馬から解放されて、両足が平らな場所に着く。まだ上下に揺れてる感じ。

「ああ陛下、ご無事で何よりです！　このフォンクライスト、お会いできるこの日をどんなに待ち望んでいたことか」

　芝居がかった調子でそう言いながら、地面に膝ひざをついた。おれはぎょっとして後ずさる。急な動きに臀でん部ぶが痛んで舌打ちすると、美しい人が顔色を変えた。

「陛下、どこかお怪我でも!?　コンラートっ、あなたがついていながら」

「ケツが痛いんですよね、陛下。乗馬が初めてだったから」

　ねっ、て。にっこりされて戸惑った。だがフォンクライストと名乗った美人さんはそれどころじゃない。

「初めて!?　最近の初等教育では乗馬の訓練もしないんですか？　どうして眞しん王おうはそのような世界に陛下を……」

「とか言ってる場合じゃないようだよ、ギュンター。フォングランツに先を越されかけた」

「アーダルベルトに！　陛下、奴等に何かされませんでしたか!?」

「……石を投げられて鍬くわや鋤すきで詰め寄られたけど……」

「なんということを！　あの人間ども……けれど陛下……何故お言葉が」

　なぜ言葉が通じるのかと訊ききたいのだろうか。おれは右手をへろへろ振って、にやけかける頰を我慢する。

「やだなあ、皆さんの日本語はとてもお上手ですよ。通じるかどうか心配するなんて、謙けん遜そんにも程がある。もう出てくる人出てくる人、みんなペラペラでびっくりだよ。すげーや、ブラボー、ビバ役者魂。日本にきて何年目？　お国はどっち？」

　フォンクライスト（姓）ギュンター（名）が、怪け訝げんな顔をした。

「お国……は、ここですよ」

「日本生まれ？」

　その時、ウェラー卿きようが衝撃的なことを言った。

「陛下、ここは日本じゃないんだ」

「あ、ほーらね、やっぱ日本生まれじゃないんでしょ。だったらここは……って」

　はい？

　ここは日本じゃない？

　今、ここは日本じゃないって仰った？

「じゃあなんで皆さん日本語しゃべってるんですか？」

「しゃべってないよ」

　この時初めて、おれはウェラー卿を真正面からじっくり見た。二十歳はたちくらいの背せ恰かつ好こうで、これまでの村人とは違った機能的な服装だ。テレビや映画の影響でか、カーキ色でベルトとブーツが革のそれは、どこかの国の軍服に思えた。

　ダークブラウンの短めの髪と、薄茶に銀の虹こう彩さいを散らした瞳。眉まゆの横には古い傷跡が残っている。傷はそこだけではなく、両手の甲や指にもあった。その手をおれの肩に置いて、わざと目線を下げてくる。

「ここは日本じゃないんです、ユーリ。日本どころか、あなたの生まれ育った世界でもない」

　こんな衝撃的なことを告げられていながら、おれはぼんやりと別のことを考えていた。ああ、この人はわかる。こいつのことを誰かに伝えろと言われたら、きっとどうにかうまく説明できるだろう。

　ウェラー卿コンラートというのは、ウィンブルドンのセンターコートで思わずガッツポーズをとると、観客が総立ちで拍手するような人だ。でもその祝福は彼の造作のせいじゃない。ギュンターやアーダルベルトに比べれば、彼は地味で、ハリウッドの脇役にはこんなタイプが多いだろうという程度だ。けれどこの人の表情は、今まで生きてきた人生の結果だ。神が愛したものでも芸術家がつくりあげたものでもない、彼自身の生きざまだ。

　と、いう奴なんだよ、コンラッドって。おれは誰かにそう教えてやれる気がした。

「コンラッド……じゃない、えーと、コンラート」

「え？　ああ、英語に耳が慣れてるなら、コンラッドのほうが発音しやすいでしょう。知人の中にはそう呼ぶ者もいます」

「おれ、あんたとどっかで会ってるかな」

　少し考えてから、コンラッドは首を横に振った。

「いや」

　灰色の長髪に菫色の瞳、年長の美形が割って入る。

「とにかく陛下、こんな場所ではお話もできません。むさ苦しいところですが、どうぞ中へ」

　他人の家で勝手なことを言いながら、ギュンターはおれの背中を押した。ふと振り返ると木造の質素な家々の曇った窓に、この村の住人であるらしい人々がはりついて、こちらの様子を窺うかがっていた。










　部屋は暖かく、薪ストーブに火が入って、湿った学ランのままだったおれにはありがたい環境だった。半日前までは日本の五月だったのに、今はどこだ、どこの何月だ。西だか東だかも判らないような汚れた窓から、夕陽のオレンジが差し込んでくる。

　公園のトイレから濡ぬれて流されて生乾きして、ここが日本の我が家だったら、とっととひと風呂浴びにいくところだ。

　湿気って気持ち悪い上着を脱いで、火の近くに広げようとする。そんなことでギュンターは感激したようだ。

「陛下、普段から黒を身につけていらっしゃるのですね。素晴らしい、素晴らしくお似合いになる。平素から黒を纏まとわれるのは、王かそれにごく近い生まれの者のみです。その高貴なる黒髪と黒い瞳ひとみ、確かに我々の陛下です！」

「っていわれても学ラン、制服なんで……それに日本人の大半は、生まれた時から目も髪も黒いんで……」

　それぞれの成長過程によっては、肌の色まで変わってしまうのだが。かつて流行はやったいわゆるガングロとか松まつ崎ざきしげるに。おれの場合は中三の中頃まで野球部員で、髪もようやく伸びてきたところだ。夏休みに入ったら思いきろうかな、なんて考えていた矢先。

「ガクラン？　ガクランというのですかこの上衣は。なるほど、最高に腕のいい職人に、陛下のお召物として特別にあつらえさせたものなのですね」

　実際は工場で大量生産。日本全国の男子中高生が愛用中。しかも三年間着られるようにと、現在の体格より少々でかい。

「陛下、寒いとお思いかもしれませんが、この国ではこれでも春なんですよ」

　コンラッドがそう言って戸口の脇に陣取った。見張りの役割のつもりなのか、剣を立てかけ腕組みをしたまま頭を壁に預ける。ゆっくりと目をつぶった。

　仕方なくおれはなるべく火の近くに椅子をずらし、山奥の民芸品店でしか見ないような荒っぽい丸木造りのテーブルについた。電灯がぶらさがっているはずの天井からは、山小屋にありそうな心こころ許もとないランプが。

「季節まで細かく設定してるなんて、どこまで凝ったアトラクションだ」

「アトラクションじゃありません」

　目を閉じたままのコンラッドに訂正される。

「だってそんなん急に言われて、信じられるわけないじゃん！　おれの中では今のところ、いちー、金のかかったテーマパークの凝ったアトラクション、にー、テレビでよくあるサプライズ企画、さーん、夢オチー、のどれかだもん。さあ、どれか選んで。希望としては三番」

　コンラッドは答えなかったが、目の前のちょっと困った顔をしたギュンターが、耳慣れない単語を呟つぶやいてからおれに向き直る。

「てーぱー……さぷらいず……？　お待ち下さい陛下、順を追ってご説明申し上げますから。どうかご冷静に、異国の単語で私わたくしを試すのはお許しください」

「おっけー、おれは冷静だよ。もうあんたがおれの母親だって言われても、手ェ叩たたいて笑ってアメリカンジョークを返せるよ」

　諦あきらめて両手をあげると、向かいに座ったギュンターは、ぐっと身を乗り出して話しだす。

「では申し上げます。陛下、今から十八年前、陛下の魂はこの国にお生まれになるはずでした。ところが当時の戦後の混乱のためか、それとも陛下の魂を狙う者の気配が国内にあったのか、眞王のご判断はあなたさまの御み魂たまを異界へ送るというものでした。それで我々は未だお生まれになっていない陛下の気高い御魂を、眞王のご指示通りにあなたさまの地球にお連れいたしました。陛下はそこで現在の御尊父と御母堂の間でお身体をつくられ、今こん日にちまであちらの世界でお育ちになられたのです。しかしつい先頃、本来なら異界で成人するまで安全にお過ごしいただくはずだった陛下を、お呼びしなければならない事態が……」

「待ってくれ。あまりに『お』が多すぎてよく判らない。できたらもっとくだけた言葉で」

「そんなご無理を仰らないでください。陛下は陛下であらせられ、我々は臣下なのですから」

「へーかへーかってさあ、おれの名前は有利、渋谷有利なの。ここまでの展開はこうだよな？　本当はおれはこの世界に生まれるはずだったけど、何らかの理由で違う世界で生まれ育った。けど今になって用事ができたから、日本からここまで呼び戻した。どっか違う？」

「素晴らしい、その通りです。そのご聡そう明めいさに感服いたします」

　おれの自棄やけになったまくしたてに、心底うれしそうにギュンターは深く頷うなずいた。

　ナルニア、じゃなかった、なるほど、よくある話だ。映画じゃそんなのザラにあるし、アニメや漫画でもよくあるネタだ。文庫本や児童文学書にだって、クオリティーの差はあるにせよ、そりゃもう数えきれないほど転がっている。目新しさはまったくない。ただし、実際にそれに巻き込まれる人は滅多にいない。しかも、公衆便所からというのは、非常に珍しい。

「で、おれは便所穴から異世界につづくトンネルを通って、あの山道に落ちてきたわけね」

「そうなのです。計算では国内の、それも王都の範囲内にお呼びできるはずでした。しかし余分な力が加わったのか、国境を外れた人間どもの村に。申し訳ありません、陛下。万一に備えて国境に配した者のうち、コンラートが間に合って本当に良かった。この土地はもう我が国の領土です、さしあたっての心配はございません。どうかご安心くださいますよう」

「ご安心っていってもさ、安心してる場合じゃないのはあんたたちだって同じだろ。ホントにそっちの捜し人はおれなの？　日本の人口密度からいったら、人違いって可能性もあるぜ？　おれなんか外見も脳のう味み噌そも平均的だし、生まれつき変わった形のアザもないしさー」

　おれの身体のどこにも、こういう場合によく証拠になる特殊な形の痣あざはなかった。強いて言えば左ひだり肘ひじに微かに残る、ガキの頃のひきつった痕あとだけだ。

「だってえーと、ギュンター、さん、左腕の火傷やけどっぽいのは、野球やってて人工芝で擦った痕ですよ。生まれつき持ってる『陛下の証』みたいなのは、身体のどこを探しても……」

　知的だった様子が、少し崩れて甘くなった。よくいえば熱愛報道に答える俳優みたいに、悪くいえば猫のことを語る飼い主みたいに。

「いいえそれはもう陛下、一目お姿を拝見した時から、このお方に間違いないと強く思いましたとも。純粋で気高い黒の髪、澄んで曇りない闇の瞳、こんな美しい色を身に宿してお生まれになり、その上、漆黒のお召物を纏まとわれるのは、あなたさま以外に考えられませんから」

　げ、美しいとか言ってるよ。美しいっつーのはアンタみたいなヒトのことでしょ。

「それに、お言葉が堪たん能のうだったことで、一層はっきりいたしました。アーダルベルトがしたことは……私としては口惜しくてなりませんが……奴は陛下の魂の溝から、蓄積言語を引き出したのです」

「ちくせきげんご？」

　ギュンターはますます身を乗り出してきた。

「どんな魂も例外なく、それまで生きてきた様々な『生』の記憶を蓄積しています。もちろん通常はその扉が開くことはなく、新しい『生』で学んだことだけを知識として活用していくわけです。ところがあの男はその扉をこじ開けて、封印された記憶の一部を無理遣り引き出してしまったのです。野蛮で卑劣で無節操な、人間どもの使う術で！」

　語気の荒い説明に、おれは怖ず怖ずとうかがった。

「……便利なことのように聞こえるけど」

「とんでもない！　巧みに言語の部分だけを呼び起こせたから良かったものの、不要な記憶まで甦よみがえっていたらと思うと！　自らの魂の遍歴を好んで知りたがる者などおりませんよ」

　日本には知りたい人が多いみたいだけどなぁ。戸口の横から、コンラッドが冷静に口を挿はさむ。

「けど考えようによっては、我々が今こうして陛下とお話しできるのも、あいつの術のおかげだろう。済んでしまったことで青筋をたてるのは時間の無駄だよ、フォンクライスト卿きよう」

「……陛下に完璧な高等貴族語をお教えするべく、教本と物差しを用意しておりましたのに……」

　心底悲しそうな口調だけど、おれとしてはモノサシの使用法が気になるところだ。アンダーライン目的なら、無問題。

「とにかく、言語の蓄積があるということは、陛下の御魂がこの世界のものであったという証拠です。今では自信が確信に変わりました」

「ギュンターさんたら……どっかで聞いたようなこといっちゃってさ」

　どうやら彼等はおれのことを『陛下』と信じて疑わないらしい。

　だがこういうシナリオはだいたいの場合、勇者とか救世主とか王子とか王女とかとして喚よばれた主人公が、その世界の問題を無事に解決し、めでたしめでたし一件落着ぅーと終わる。ハッピーエンドではない物語は好まれないと、高名なベストセラー作家も言っているほどだ。

「わかった。信じろったっておれには多分無理だけど、とにかくこれを終わらせるには、そっちの話に乗るしかないわけだろ。だったらさっさと済ませちゃおうぜ、おれが喚ばれた使命は何、なんてお姫さま助けりゃいいの、どこのドラゴンやっつければいいの？」

「ドラゴンですって？　竜ですか!?　竜を殺すなんてとんでもない、あの種は人間どもの乱獲で絶滅しかかっていて、我々魔族が必死で保護しているのです」

　この世界では、ドラゴン、レッドリスト最上位。

　木の扉が遠慮がちに数回叩かれて、剣に手をやったコンラッドが用心深く細く開ける。立っていたのは十歳かそこらの子供達で、彼を見上げて満面の笑みになる。

「やあ」

「コンラッド！　投げるの教えて、どうしてもうまく狙えないんだ」

「打つのも教えて、そのあとどうなったら終わりなのかも」

　親達は兵士を恐れて家から出てこないが、子供はそうでもないらしい。そして彼等には、ウェラー卿でも閣下でもなく、ただの年上のコンラッドさんということか。

「おまえたち、もうじき日が暮れて真っ暗になるぞ。すぐに何も見えなくなる」

「まだ平気だよ」

「まだ大丈夫だよ」

　彼は困ったようにこちらを向き、頭を下げてから部屋を出ていった。

「子供に好かれてるとこ見ると、いいヤツみたいだね、あの人は」

「ええ、武人としてはおそらく王国一でしょう。私の自慢の生徒でした」

「教師なんだ、えーと、フォンクライストさんは」

「どうかギュンターとお呼びください。ええ、私は教師です。そして王陛下を補佐する、王佐としてもお仕えしております」

「教師だってんならズバッと簡潔に教えてもらおうか。ギュンター、おれはこの世界で何をすればいいわけ？　どんな厄介な敵を倒せば、埼玉の実家に帰してくれんの」

「人間です」

　ストーブの薪がパチンと爆はぜた。

「……人間。それで、それは、どんな人物で……」

「人物、ではございません。我が国に敵対する全ての人間どもを滅ぼし、奴等の国を焼き尽くす。そのためには指導者として、君主としての陛下の御力が必要なのです」

　人間を、滅ぼし、焼き尽くす？

　人間を滅ぼす!?

　おれは椅子を蹴けって背後に逃げ、失敗して床に尻しり餅もちをついた。慌ててギュンターが駆け寄ってくる。

「大丈夫ですか、陛下っ」

「うわ、待った！　あんた人間を殺そうっていうのかギュンターさん!?　だったらおれも殺されることになっちゃうよ！　だっておれどっから見ても平凡な人間だし、いや待てよ、そんなこと言ったらあんたたちだって、ちょっと顔は人間ばなれしてるけど……やっぱ人間だよな」

「陛下はどこから見ても我々と同じ魔族です。いえそれ以上に、高貴な黒を持たれる敬うべき存在のお方です！　身体に黒を宿してお生まれになるのは、魔族といえども王か、それに近しい、選ばれた御み魂たまの方のみです。しかも髪と瞳ひとみの両方が黒い、双黒の現あら人ひととなりますと……」

　聞き逃せないフレーズがあった気がする。

「我々と同じ、何だって？」

「魔族です」

　まさか。

「……で、おれはなんの、王だって？」

「魔王陛下であらせられます」

　魔王。

　お父さんお父さんほらそこに「ほにゃら」がいるよこわいよ。

　ハクション大「ほにゃら」。

　元、横浜ハマの大「ほにゃら」。

　あれ、ハマの大「ほにゃら」は答えが違ってた気がするな。

　そもそも何だっけ、この「ほにゃら」って。

　人間を呪ったり襲ったりぶっ殺したりする、おっそろしい悪魔の親分だった気がするな。

　で、それはそれとして、おれはなんの陛下ですって？

「しっかり、陛下、しっかりしてください！　お気を確かにもって！　あなた様は我等の希望となる、第二十七代魔王陛下なのですよ」

　ああー、やっぱりィー、やっぱおれのことを魔王なんて呼んでるー。けど二十七はいい数字だよねー、27はー。

　肩を摑つかまれがくがくと揺さぶられている。あまりのショックで現実逃避してしまったのだ。だってこの人、おれに悪魔になれとか、人間どもをぶっ殺せとか言うんだ。そんなバカな、そんなことできっこない、どうして敵がスライムとか悪の魔法使いとかデビルドラゴンとか大魔王じゃないんだー、って魔王はおれか、じゃ、おれは、この世界では敵側か!?　どっかに人間の勇者か救世主がいて、最終ダンジョンで倒されるラスボスがおれか。くっそーだったら二回や三回のリセットで終わらせないように、全力で勇者と戦ってやる。レベル99くらいないとエンディングに行けないように、こっちも死ぬ気で……おい最終的には死ぬ気どころか、確実に死ぬじゃん、ラスボスのおれ。これはまずいぞ、ピンチ時によくあるマシンガンシンキングじゃないか。今のおれは敵の魔法攻撃でパニック状態だ。

　あああーうそーっ、誰か噓だと言ってくれ！

「噓じゃありません陛下、ほんとにあなたが魔王なんです。おめでとうございます。今日からあなたは魔王です！」

　何がおめでたいものか！










　外はもう半ば紫で、残りの半分はオレンジ色だった。

　家々の窓から漏れる灯りも、頼りなくゆれるランプの灯だけ。そんな中で子供たちがはしゃぐ声と、ぼんやりとした笑顔が動き回っている。

「陛下？」

「うっわ、やめてくれ、陛下なんて呼ばないでくれ」

　コンラッドは腕組みをしたまま壁に寄り掛かっている。三歩離れた所に四角い板切れがあり、その横に十歳かそこらの子供が立っている。両手で構えている棒からすると、どうやらクリケットと野球の中間みたいなゲームらしい。グリップ部分に布を巻いたバットは妙に太いし、ピッチャーの後ろに野手は二人、その上どこにもキャッチャーがいない。

「おれ、クリケットのルールは知らないんだけど、一人打ったら次は誰が交代すんの？」

「交代もなにも、この村には子供が五人しかいないんですよ」

　もう一人は外野にいた。夕方なので影だけだ。

　投手がボール、らしきものを投げると、打者が思い切った空振りをする。壁に当たって転がるボールを、コンラッドが拾って投げ返してやる、という進行具合だ。

「空振り三振でアウト。ハウエル、一塁と代われ」

「野球だったのか」

　だが、なんでこの剣と魔法の世界に野球が。外野にいた子供が走ってくる。五人の中では体格がいい方の、金髪を突っ立てた少年だ。

「待て待て、野球ならどうしてキャッチャー置かないの。あんたが座ってやればいいじゃん」

「大人が入ると不公平だから」

「いや、そーいう問題じゃねーよ、そーいう問題じゃ。じゃあそうだな、外野だったやつ。きみ名前なんていうの？」

「ブランドン」

　まさに声変わり真っ最中という、いがらっぽく嗄しやがれた声だった。

「じゃあブランドン、お前キャッチャーやれ。ほらそこしゃがんで、来た球を受ける。ああもしかしてミットがないのか、それどころじゃない、グラブも無いのか」

「陛下……じゃなかったユーリ、さま、ここは国境の向こうから流れこんできた難民の村なんです。遊び道具が充実してるわけがない」

　子供はおれの手を振り切り、怯おびえた様子で見上げてきた。

「陛下？　陛下って、コンラッド、この人だれ、母さんたちが言ってた恐い人!?」

「ブランドン、この方は我が国の王になられるんだよ。恐い人どころか、お前たちの村を守ってくださるお優しい方だ」

　そんな考えてもいないこと、子供に宣言しないでくれ。

「王様!?」

　だが集まってきた五人……男の子四人と女の子一人は、その場に跪ひざまずいて顔を覆った。額を地面に押しつける子もいる。大尊敬、という様子じゃない。

「お許しください王様っ、どうか首をはねないで下さい。どうか家を焼かないで」

「ハウエル、お前たちは何も悪いことをしていないんだから、陛下がそんなことをなさるわけがないだろう。ほらエマ、顔を上げて」

「けど王様は父さんを」

　つらい記憶が甦よみがえったのか、少女が声を上げて泣きだす。何軒かの扉を開いて母親がそれぞれの名を叫ぶと、子供たちが一斉に、家に向かって駆け出した。

　おれは足元にあった球を拾った。この軽さであのピッチャーなら、マスクもミットも必要ないだろう。ボールといっても丸く縫った革袋に藁わらを詰め込んだ軟らかいもので、投げた本人にもどんな変化球になるか予想できないシロモノだった。

「おれがあいつくらいの頃も、やっぱり暗くなるまで野球やってたなあ。それで夜になったら今度はゲームとテレビで、宿題とかやるヒマ全然ないの」

「どこの国でも、子供なんてそんなもんです」

　ホームベース代わりだった板切れを踏んでみる。

「なあ、コンラッド」

「はい」

「おれが王様だってのは本当？　しかも、泣く子も黙る、大魔王だってのは」

「本当です。大がつくかどうかは定かじゃないけど、陛下は正真正銘、第二十七代眞しん魔ま国君主です」

「それじゃおれも、国民の首をはねたりすんのかな」

「それは違う！　ここは難民の村だと言ったはずです。確か六年前の冬に、宗教的な誤解から弾圧を受けて、男たちは全員処刑されたとか。庇ひ護ごを求めて国境の関まで来た女おんな子こ供どもに、農地を広げないという条件で、ほとんど課税もしないまま、我々はこの土地を貸しているんです。男たちを殺して家を焼いたというのは、彼等が捨ててきた人間の国の、愚かな王のしたことですよ。もっとも」

　コンラッドは唇をかみ、悔しそうに下を向いた。

「そんな人間ばかりじゃないってことも、覚えておいてほしいです。さ、陛下、中に入りましょう。日が暮れると急激に温度が下がります。またギュンターに説教されてしまう」

　星が光りはじめた。月はまだ低い。窓からもれる明かりは、ぼやけて頼りない。

　光るものは他に何もない。ネオンも自販機もコンビニも街灯も。

　なんてとこに来ちゃったんだろう、おれ。

「……なんて罠わなに、はまっちゃったんだろ、おれは」

「だけど、ここがあなたの世界だ」

　コンラッドがおれのために民家の戸を開ける他にたいした光源もない宵闇には、室内のランプの灯でさえ、まるで横向きのサーチライトだ。

　その中へと、おれを招きつつ彼は笑った。

「おかえりなさい、陛下」

　あなたの魂が在るべき場所へ。










　ああ、食文化の違い！

　夕食と称して与えられたのは、犬でもかじらないような靴の革と、常温でも釘くぎが打てそうな乾燥したパン、嚙かむより舐なめるほうが歯にいいだろうというドライフルーツだった。

「これは軍用の携帯食だから、こんなに乾燥しているんです」

　と言い張るギュンターと差し向かいで、おれは一口三十回咀そ嚼しやくを黙々と実行した。死ぬほど腹が減っていたが、それくらい嚙まないと飲み込めない干し肉だったのだ。

　子供に好かれる軍人ナンバーワンのコンラッドは、ブランドンかハウエルかあるいはエマあるいは名前を聞かなかった二人の家で夕食をご馳ち走そうになるらしい。

「おれもそっちに行きたいよー」

「いけません。この村の住人は人間ですよ、人間の作ったものなど召し上がって、お身体に障ったらどうなさいますか」

「おれ人間だから平気だって」

「いいえ！　連中が不届きなことを企まないとどうして言い切れます。陛下のお命を危険にさらすようなことなど、このギュンターにはとてもできません」

　そして、ああ、寝具文化の違い！

　おれとしてはもちろん自分が、住民から借り上げたというこの家の一番上等な寝室で寝られるものだと信じていた。だって魔王だというんだから、疲れ切った身体をふかふかの布団で休ませるくらいの贅ぜい沢たくは許されるだろう。ここまで見てきた世界観からすると、布団というよりベッドかもしれないけど。ところがおれの問いに、ギュンターは当然という顔で答えた。

「どうして？　ねえちょっと、どうしておれは寝袋で、さっきの寝室に入ってった兵隊さんはふかふかベッドなわけ？　なあおれホントに王様なの？　それ以前にこのシュラフ、ちゃんとお日さまに干してある？」

「陛下のお命を狙って、寝室に賊が押し入ったらどうなさいますか。先程の兵は身代わりです。ここなら窓からの襲撃はありませんし、入り口はコンラートが固めますからご安心を」

「陛下、明日は一日ずっと移動ですからね。今夜はゆっくり寝て、体力をたくわえてくださいよ」

　ぐっすり寝ろといわれても、窓さえないような狭くて埃ほこりっぽい納戸に閉じこもり、申し訳程度に綿の入った茶色のアウトドア寝袋を広げられては……。床は硬いし野営用シュラフはタフガイ仕様。おまけに外国製ハンサムさんに囲まれて眠るのも初体験だ。ああ、なんという「川の字」睡眠。王様ゲームの王様だって、もっと自由を保証されているだろう。

　そして翌朝、ああ、交通文化の違い！

　寝不足のおれの前には、元気のよさそうな五頭の栗毛が引き出されていた。早朝のきんと澄み切った空気に、彼等の鼻息は勢いよく白い。

「また馬ぁ？」

　濡ぬれて、再び乾いたバリつく学ランを着たままで、おれは巨大な生き物に恐る恐る手をだした。うひひん、と脅されてひっこめる。

「だってあんたたち魔族なんだからさあ、魔法とか自由に使えるんだろ」

「魔法……魔術のことですね」

「うん、そう、それ。だったらなにも、都？　だか城だかまでさ、猛スピードで馬で走んなくたって、魔法でばびゅーんと飛ばしてくれればいいことだろ」

　どこでも扉とか、バンブーコプターとか、そういった便利なもので。

　ギュンターはわざとらしい咳せき払ばらいをして言った。

「陛下、魔術とはそう万能なものではないのです」

「えー。おれの見たテレビではさ、魔女とか魔法使いとかが、ほとんど科学を無視した方法で、杖つえを振るだけで何でもできたけど」

「てれびというのが誰の書いた戯曲や舞台なのかは存じませんが、それは不必要に誇張された情報です。魔術が役に立つのはほとんどが戦闘の時ですし、それ以外では、ほら、陛下をお呼びした際のように、非常に重要で特殊な場合のみです」

　テレビと現実は違うってことか。おれが一ひと言ことごねようとすると。

「まあ簡単にいうと、省エネ」

　馬に鼻面をこすりつけられながら、コンラッドが言った。

「もっとも、魔力のかけらさえ持ち合わせていない俺がそう言っても、説得力はないけどね。さあ陛下、俺とギュンターのどっちとタンデムします？　昨日おっしゃってた乗馬経験は……」

「メリーゴーランド少々」

「そう、カルーセル少々でしたね。それではなかなか王都に着けないから、やっぱり俺の後ろに乗ってください。こいつらの負担は増えるけど、細かく中継していけば、まあ頑張ってくれるでしょう」

「まだ昨日のケツの痛みさえ治ってないのに……あれ、カルーセルなんてどうして知ってんの」

「まあ覚悟しておいてくださいよ。今日は前も痛むかも」

　先行する兵士たちが挨あい拶さつして次々と発たってゆく。見上げるとその上空には、昨日同様に改造骨格標本が。もちろん、自分たちの頭上にもだ。やはりマスコットキャラクターなのだろうか、だとしたら本名は？　コツモ飛び丸？　ミスターカルシウム？

　骨飛族というんですよ、とコンラッドが教えてくれた。でも種族名で呼びかけるのは少し寂しい気もする。

「じゃあコッヒーはどう？　やっほーコッヒー、昨日は運んでくれてサンキューな。同じヤツなのかどうなのか、ちょっと区別がつかないけど」

　勝手に名前を決めて、手なんか振ってみる。と、顎あごをカタカタ鳴らして、はばたきを盛んに繰り返した。ものすごくグロテスクだ。思わず教育係に訊きいてしまう。

「うわ、怒ったのかな。ねえあれ怒ったの？」

「いいえ、陛下にお声をかけられて、感極まっているのです。彼等には『個』という概念がありませんから、一人に告げれば全体に伝わったも同然です。骨飛族同士は離れていても簡単な意思伝達が可能なので、見張りや斥候には非常に重宝なのですよ」

　難しい言葉が多くてよくわからないが、一人は皆のために、皆は一人のためにということか。

「さ、陛下、我々もそろそろ」

　コンラッドが手綱を右手に、おれを引き上げようと左手をさしだす。

　ビビッてるのか顔も見せない村人の中で、一軒だけ扉が細く開き、突っ立った金髪が覗のぞいていた。ブランドンと呼ばれていた子だ。

「あーあ」

　そっちに向かっておれは叫んだ。

「もったいねーなぁ！　もうちょい重くて硬い球で練習すれば、あいつらもっとうまくなるのに！　バットももっと滑らかに削って、グリップ細くすれば打ちやすいし、それに……」

　あとやっぱ、捕手がいなくちゃね。

「キャッチャーがいなくちゃねー、野球にはー！」

　金髪が母親に摑つかまれて、慌ててドアが閉まるのが見えた。

「俺はときどき、この村に寄るんですが」

　言いながらコンラッドが勢いをつけておれを引っ張り上げてくれる。

「つらい経験をしたにしては、あの子たちはよく頑張って育ってます」

「ああ」

　父親を殺されて家を焼かれるなんて、おれには想像もつかないけど。

　ギュンターが不満げな顔をしているが、それを見ないふりで馬の腹をつつく。

　地獄の一日の始まりだった。










　健気にも時を刻み続けるアナログＧショックによると、朝から六時間ぶっ通しで走り、中継点と呼ばれる場所で二度ほど馬を乗り換えた。三度目の中継点は、後にしてきた村よりもずっと大規模な集落で、柵さくの外側に馬をつないだ一行は、ギュンターの合図で休憩に入った。

「よほどお疲れのようですね。さっきから意味の解らないことばかり呟つぶやいていますよ、陛下」

　コンラッドが絶えず励ましながら走らせるので、馬の名前を覚えてしまった。そのハシバミ色の乙女ノーカンティーから転がり落ちながら、おれは掠かすれ声で訴えた。

「助けてくれ」

「もちろんです。あと半分走り切ったら、どんなことでもしてさしあげます」

「じゃなくて、いますぐ」

「だったらとりあえず、熱量の補給にかかりましょう。要するに、昼メシ」

　地面に下りたはずなのだが、まるで船に乗っているみたいだ。おまけに春の第二月らしいのに、冷蔵庫が欲しいような日差しだった。

「食欲なんかないよ。夜は寒いし昼は暑いし、喉は埃でカスカスだしまったく、あ」

　望んでいたとおりの物が差し出され、思わず手をのばして慌てて止めた。

　一日体験教室で素人しろうとがつくったような、不格好なグラス。ふちまで注つがれた水の冷たさで、外側には霜と水滴がついている。今まさに欲しいもの、それは。

「冷たい水」

「陛下っ！」

　ギュンターが早足でこちらに来る。どうせまた人間のくれるものを飲み食いするなと言うのだろう。けど木の盆を捧ささげ持もつ十歳そこそこの女の子は、髪も瞳ひとみも菫すみれ色だ。色以外の全ては人間と同じだが、だが……。

「きみは魔族なんだよね？」

　少女がうなずく。

「はい陛下。我等の持てる最後のひとしずくまで、陛下のお役に立てれば幸せです」

　だったらいいでしょう。彼女は魔族で、おれは魔族の王様なんだから。硝子ガラスに指が触れる。思ったとおり、痛いほど冷たい。教育係が、何か言っている。

「陛下、お待ちくださ……」

　手の中から水がなくなって、横を見上げるとコンラッドが、おれから取り上げたグラスを口元に運んでいた。一口飲んでから、こちらに返してくる。短く「少し残して」とだけ囁ささやく。

　ほんのわずかに飲み残したグラスを盆に戻すと、女の子は嬉うれしそうに、深くお辞儀をして走り去った。喉のどを通った冷たい感覚は、一気に胸まで広がって、かき氷の直後みたいに眉み間けんが痛み、一瞬だけ足元がふらついた。急に頭がすっきりして、周囲の緑が濃く見えた。

「おれすっげー渇いてたらしいや。真夏の部活中の脱水症状なみに」

「あの子は陛下に水をお出しできたことを、一生の自慢にしますよ、きっと」

　人の好いい笑いでそんなことを言っている。だがこういうシーンは時代劇でよく知ってる。彼は今、毒味をした。おれのために、毒味をしたのだ。

　あきれたような顔で教育係が近寄ってくる。

「陛下、我々が持参した物以外は口になさらないようにと、再三申し上げましたのに」

「だって此こ処こは完全に魔族の村なんだろ。住んでる人達だってさ、ほらギュンター、あんたにも似てる、妙に美形の奴が多いし」

「だからといって……」

　コンラッドはノーカンティーから鞍くらを外し、ヒトと同様に彼女にも水を持ち上げてやった。

「変な味はしなかったし、溶けずに沈んでいた場合も考えて、最後の一口は残していただいた。陛下だって物分かりの悪いお方じゃない、最初の一杯に冷たいのが欲しかっただけで、あとは水すい囊のうの水でも携帯食でも、何でも我慢してくださるさ」

「コンラート、あなたは庶民に肩入れしすぎです」

「だから何だ？」

　ギュンターの非難めいた指摘に、しれっとした顔でコンラッドは言う。

「国民に肩入れしなくて、誰にしろっていうんだ。ああもちろん……」

　ノーカンティーが彼の髪を咬かんだ。楽しげに、愛しげに。

「陛下には肩なんていわずに、手でも胸でも命でも差しあげますが」

「……胸とか命はいらないよ」

「そうおっしゃらずに」

「そんかしあんたの魔術を貸してくれ。おれはもう今こそ非常事態なんで、魔術でばびゅーんと飛ばしてくれ。もう馬はだめだ、もう馬はしんどくて」

「魔術に関してはちょっとなあ。何せ俺は魔力が皆無だと言ったでしょう。魔術に関しては我が国でも最高の術者の一人である、ギュンターがお役に立てますよ」

　眉まゆを顰ひそめる。きゃーギュンターさまー憂えてるお姿もちょーカッコイイー。

「私などよりも、陛下御自身の魔力のほうが数倍上です。なにしろ歴代の魔王のお力といったら、神族でさえも恐れをなすほどでしたからね」

「ちょっと待った。おれ人間だから魔力とか霊力とか超能力とかぜんっぜん持ってないよ」

「へ、い、か、は、ま、ぞ、く、で、す！」

「だって霊が見えたこともマークシートが当たったことも女子の水着が透けたことも、コックリさんの十円玉が動いたことも」

　告白。小四の時、放課後の教室でやったコックリさんは、おれが自分で十円玉を動かしてました。いっしょにやってた野沢が恐がって泣いちゃって、おれがやったとはとても言い出せませんでした。何を勘違いしたのか、ギュンターは感心したような笑みを見せる。

「ご想像なさってるのは異国の高度な儀式でしょうか？　魔術と関係があるかは私の無知のせいで判りかねますが。とはいえ、ご心配には及びません、陛下。魔力は魂の資質です。今はお使いになれなくとも、いずれこの世の何もかもが、あなたの意のままになりますとも」

「そうとも思えないなー」

　魔力の欠片かけらもないらしいコンラッドは、愛馬の鼻面をゆっくり撫なでている。

「俺は使えなくても、不便を感じたことはないけどね。まあ、そちらは長期的展望でやっていただくとして。とりあえずはお一人で馬に乗れるようになってくださると助かるんですけど」

「一人で、おれが？」

　ノーカンティーが激しく顔を振ると、飲み残しの水とも彼女の鼻水ともつかない水滴が飛び散った。これに、おれが!?

「いえもちろん、突っ走れなんていいません。王都に入ってからだけでいいんです。国民を失望させては可哀相でしょう。彼等は強く気高く絶対的な王を求めているのだから、やっぱり馬くらい一人で乗って、堂々と入城していただかないと」

「うはぁ……こいつにィ？」

「いえいえ、とっておきの淑女をご用意しましたよ。生まれるときも俺が手懸けて、今日まで丹精こめて育て上げた愛まな娘むすめを。陛下にとてもお似合いの黒い子です」

　白馬に乗った上様、の夢は、潰ついえた。










　　　　３




　明かりを灯しはじめた店が数えきれないほど並び、人々はにぎやかに忙せわしなく動き回っていた。巨大な門はおれたちのために開かれ、衛兵達が神妙な面持ちで背筋をのばす。

　となりに馬を進めながら、ギュンターが言った。

「おかえりなさい、陛下。あなたの、そして我々の国である、偉大なる眞王とその民たる魔族に栄えあれああ世界の全ては我等魔族から始まったのだということを忘れてはならない創主たちをも打ち倒した力と叡えい知ちと勇気をもって魔族の繁栄は永遠なるものなり……」

　国歌？

「……王国、王都にようこそ」

　かと思ったら国名だった。略して眞魔国、とコンラッドが小声で教えてくれた。そっちのほうだけ覚えておくことにしよう。

　王都に入った感想は、非常に解りやすくのべると「ケタの違うハウステンボス」というものだ。町並みといい、住民たちといい、おれの目から見るとまるで異国だ。けれど、もうさすがにテーマパークなのではないかとは疑わなかった。こんなに巨大で、こんなに凝ったテーマパークは日本には存在しない。たとえ日本ではなく、どこか海外なのだとしても、そこまで手のこんだ方法で一個人を騙だます理由など、どこにあるだろうか。

　昨日まで、その辺の平凡な高校生だった自分を。

　今日からあなたは魔王ですなんて。

　騙されていないとなると、残る答えは「夢オチ」のみ。

「だったら醒さめるまで、付き合うしかねーじゃん」

　乗りかかった船は港につくまで降りられないし、野球だってほとんどの場合は九回裏までゲームセットにならない。ＥＮＤマークが見たけりゃゴールまで付き合えってこと。

「何をおっしゃってるんです？　陛下、さあ参りましょう。私とコンラートが両脇に並ばせていただきます」

　わかりましたよ、参りますとも。

　前に九人、残りを後に従えて、一行は三列でメインストリートを進んだ。通りにいた住民は皆、両脇によけて、おれに向かって深々と腰を折った。

「あ、ども。あ、えーと。あ、ちぃース。あ、これはご丁寧に」

　律儀にもいちいち返礼すると、年長の教育係はあきれ顔だ。

「陛下……民に頭を下げるのはおやめください。もっと威厳をおもちになって」

「なにいってんの、挨あい拶さつは人間関係の基本だよ。それはどこの世界でも同じ。万国共通のルールだろ」

　今まで通ったどこの村よりも、この街は裕福そうに見える。

　少なくとも、表通りに面した場所は。

　まるで優等生にでもなったように優雅に歩く馬の背から、おれは都市を見下ろした。ついさっき主人となる男を二度も振り落とし、黒い悪魔と恐れられた馬とは思えない。

　王のために用意された駿しゆん馬めは、滅多に生まれない漆黒の毛並みで、日本では青毛、この国では闇毛と呼ばれていた。パドックで見る競走馬よりも、ずんぐりして脚も太い。軍馬としての資質をすべてかねそなえているらしい。たとえ心臓が止まっても、主人を乗せて走り続けるという。理由、心臓が二つあるから。ちょっとしたズルだ。

　覚えやすいから名前は「アオ」にした。人間でいえば太郞みたいなもんで、日本では昔から馬の名前の主流だ。時代劇とかでよく出てくる。

　人々の髪や肌の色は、実に多彩で非現実的だった。聞かされていたとおり、確かに黒髪の者はいない。金髪、茶髪、銀髪、白髪、赤毛、栗毛、オレンジ（染めてんのかな）、紫（白髪染めかな）、緑（葉緑素ありそうだな）…………緑？

「ねねねねねえ、ギュンターっ」

「はい」

「あそこに緑色の人がいるんだけどっ、ううう宇宙、宇宙、宇宙じ」

「ああ、癒いやしの手の一族ですね。彼等は血の色が少々独特なために肌も青白くなるのですが、患者の治癒力を向上させる、特殊な力の持ち主なのです。人間達が彼等を迫害したために、この地に流れて来たようです。お陰で現在の我々の長命があるわけですが」

「じゃ、じゃあ、あの紫の髪の人は？　さっきの女の子もそうだったけど」

「湖畔族です。生まれつき魔力の強い者が多く、王都では教育や保安に携わっています。お気付きかもしれませんが、陛下、私も湖畔族の血を受け継いでおります」

　菫色の瞳ひとみが、そうなのか。

　おれは馬上で溜ため息いきをついた。

「心臓が二つの馬に、空飛ぶ生きた骨格標本、緑や紫の天然の髪。日本にいたら出会えてなかったもんばっかだよ。まさかもうこれ以上はでてこないだろうな。ウサ耳の女の子とか、セクシー黒くろ豹ひようギャルとか、目が三つある鳥人とか」

　想像して狼狽うろたえるおれに笑いを堪こらえながら、コンラッドは教育係に目配せをした。

「この国には信じられない数の種族がいます。長く生きてる俺やギュンターばかりか、学者連中でも確認できてないような者達も。例えば、ヒト型に限定して数えれば個体数は約五千万だけど、骨飛族や骨地族、水すい棲せい族や石鳥族となると正確な数さえ判らない。その上、森林や山岳地帯にひっそり暮らしてる魂たちのことを考えれば、空にも、大地にも、川にも、木々にも、あらゆる場所に魔族は存在することになる。陛下、あなたに従う意思は、この国のあらゆるところに散らばっているんですよ」

　あきらかにその一員である金の瞳の少女が、アオの横を小走りについてきながら花を渡そうとしている。薄紅色の八重の花弁が、わずかに開きかけた可か憐れんな花束だ。受け取ったギュンターが一回り確認してから、おれに渋々差し出した。

「観賞用の平凡な花です。毒もなければ棘とげもありません。あの娘としては私より陛下にお渡ししたかったのでしょうから」

「そんなことないのにー。おれよりあんたのがずーっとモテそうなのにぃー」

　そうは言っても女の子から花をもらうなんて生まれて初めてのことだから、気分としてはまんざらでもない。

　行軍は何事もなく進み、やがて城壁にたどりついた。

　重い音をたてて門が開かれる。

「……うっわ」

　その時たしかにおれの頭の中では、あの名曲が響き渡った。世界遺産、ああ世界遺産、世界遺産。城のすばらしさを詠んだ一句だ。

　白い石畳の直線道路が遠くまで続き、両脇には滔とう々とうと流れる水路が。二手に岐わかれた水の行方は、街の東と西に向かっている。正面を見上げると、ヨーロッパ城物語でよく目にするような、巨大な石造りの建築物がどーんとあった。ワイド画面かというくらい、横にも縦にも幅を取っていた。背後は緑豊かな山が守り、水路は山腹のトンネルから始まっていた。

「……あのねえ、おれもう何をどう言ったらいいのか判んなくなってきたよ」

「なにも仰らずとも、ここが魔王の居城『血盟城』ですよ」

　血盟？　日本史的には「一人一殺！」という恐ろしいコピーを持った団体がいたのだが。なんにしろあんまり穏やかな名前ではない。こんなに美しく立派な城には、聞かないほうがいい由来が……聞きたかないってのに教育係は説明してしまう。

「眞王がこの地を王都にお選びになった時に、地の霊を傷つけないことを約束されたのだそうです。地の霊は感謝と友好のしるしとして、この城を魔王以外のものが占拠した場合、その血をもって罪を贖あがなわせることを誓った。血の盟約、つまり血盟城は、魔王陛下にしか従わない。難攻不落、いえ完全無欠の王城というわけです」

「はあ、じゃあお城とその王様がそれぞれ血判を押したわけじゃないんだな」

　コンラッドはとても楽しそうに、中央の通路を顎あごで示した。両サイドには遥はるか先まで、直立不動の兵士が並んでいる。きっとおれが通ると、スタジアムの逆ウェーブみたいに頭を下げていくのだろう。こんな状況に立たされたのは、近道しようと開店と同時にデパートを突っ切った時の、いらっしゃいませ攻撃以来だ。

　どこからかラベルとエルガーがユニット組んだみたいな曲も聞こえてくる。多分、国歌なのだろう。

「この歓迎ぶりだと、フォンシュピッツヴェーグ卿きようの説得は失敗したようだな」

　その舌を嚙かみそうな名前の人は誰だ。それよりどうしてこの国の皆さんはフォンとか卿とかが同時につくのだろう。ひょっとして、フォンというのは日本でいう「山」みたいなもので、山田さんと山本さんと山川さんという具合で、多い苗字の代表格なのか。それとも……。訊ききたそうなおれを察して、コンラッドが説明してくれる。

　いよいよ庭園に踏み込むと、案の定、いらっしゃいませ地獄。

「この国は魔王の直轄地と、魔王に従う十貴族の領地に分かれているんです。フォンってのは、十貴族の姓につくわけです。治めてる土地の名前にフォンをつけたものが、それぞれの姓になっているんですよ。ギュンターの場合、クライスト地方を治めてる十貴族の出だからフォンクライスト卿。卿がつくのは、有事の際に戦場に赴く者だから。基本的に貴族は軍人階級ですからね。男も女も同じです。戦う覚悟のあるものは成人すればそう呼ばれることになる」

　……あれ、最初に会ったマッチョの名前にもフォンがついていたような気が。

「フォンシュピッツヴェーグ卿シュトッフェルは、前魔王の兄君で、摂政として権力をほしいままにしていた男です。前魔王が……今となっては上王陛下というわけですが、彼女が辞意を表明して、我々は即座に陛下をお喚よびするべく動いた。けれど奴は、どうにかして辞意発言を撤回させようとしたんです。上王陛下を説得して、自分の地位を守ろうとしたんですね。ところが、どうやらそれに失敗したらしい」

　あれ、コンラッドの名前には……。

「今度は新王の入城を盛大に祝って、陛下に取り入ろうって算段なんでしょう」

　この、いいひとを地でいくウェラー卿の、憎しみに似た表情は初めてだ。だがそれはすぐに消えた。おれが花束を、右手に持ち替えるわずかな間に。

　自分で感情をコントロールしたのか、ギュンターがすぐに言葉をつないだせいなのかは判らない。

「もうあの男の自由にはさせません。こればかりはグウェンダルもヴォルフラムも、間違いなく同じ気持ちでしょう」

「そう願いたいものだね」

　なにかあったんだ。どんな鈍い奴でも気付くだろうが、おれもそう思って身を乗り出した。花を持つ右手が、猫をかぶっていたアオの耳に近づく。

「あのさ、そのスピッツだかスピルバーグだかいう人は……」

　アカデミー賞を何回とったの？　というオチまで言うことはできなかった。いきなりキレた黒い悪魔が、ケツに仕込んだＶ８エンジンを全開にしたからだ。

　何がどう気に入らなくて、彼女が暴走したのかは、乗り手のおれにもさっぱり判らなかった。確かなのは、振り落とされたら無事では済まないということだけ。直線コースを突っ走る馬体に必死でしがみつき、悲鳴ともイェイともつかない叫びをあげながら、おれは一人だけ異様に早く、城の正面にゴールインしようとしていた。

　敬礼しようと並んでいた兵達も、目の前を過ぎる黒い疾風がまさか新王陛下だとは思わないだろう。後ろからアドバイスが聞こえる。

「陛下、手た綱づなっ、手綱を」

「コンラート、やはりあの馬は、まだ調教が、足りませんよっ！」

　馬の腹を蹴けって後を追いつつ、ギュンターが言葉を詰まらせた。

「泣くことはないだろう、この程度で。教育はしっかり、できてるんだけど、さすがに俺も、花アブが耳に、入るとこまで、想定した訓練は、してなかったな。陛下ーっ、手綱引いてー、腿ももで挟んでーっ！」

　おれはおれで、暴走トラックが店舗に突っ込む、とか、客も店員も頭かばって右往左往とかいう見出しばかり考えていた。アオは何箇所かの段差を軽々と飛び越え、城の正面玄関に迫りつつある。これまでずっと縦一列だった兵達が、突然横一列になっていて邪魔な場所を、アオはするりと走り抜けた。茫ぼう然ぜんとする男たち、中央に金髪のナイスミドル。

　また段差を飛び越えた。空中にいる短い間に、最悪の事態を想像する。

　おれは馬から落ちて、コンラッドとギュンターに、あとのことは頼むって言い残してがくっと首が傾く。あとのことって何、がくって何!?

　扉の閉まった正面入り口まであとわずかという所で、アオはいきなり棒立ちになった。落とされる！　と焦ったおれは、手綱ばかりでなく彼女の鬣たてがみを摑つかみ、目をつぶって衝撃を予測した。だが、五秒待っても痛みはこない。

「……止まってる」

　と、気を抜いた瞬間に落ちた。残念ながら今回、下は硬くて冷たくて値段も高いという大理石だ。受け身は大切だと、身をもって知ってしまった。

　仰向けになったまま、おれはぼんやりと思った。

　ああ、天井が高い。まるで国立科学博物館のホールの床に寝転がったみたいだ。

　アオが数回、足踏みをして、顔をすぐそばまで持ってきた。自分のしでかした恐ろしいことなど覚えてもいないような澄んだ瞳ひとみで「なにやってんの、おやびん」と訊いてくる。唇はよだれの泡でいっぱいだ。

　肩の横に、誰かの足がある。視線を少しずらすと、高い位置に顔があった。とんでもなく背の高い人なのだろう。だがその男は、声をかけてもくれなければ、手を貸してくれもしなかった。ここまであからさまに無関心な奴は、この世界に来てから初めてだ。おれは本当に魔王で、この城の主人で、これはホントにおれ自身の夢なのだろうか。

　だったらもっと、楽しませてくれてもいいんじゃないの？

「陛下ーっ」

　コンラッドとギュンターの声が聞こえる。石に叩たたきつけられる蹄ひづめの音も。男は二人の言葉から何かを悟ったようだ。ずっと上の方から、あきれたみたいな独り言が降ってくる。

「……陛下……これが？」

　コレとは何だ、コレとは、と抗議するよりも早く、おれの頭の中にゴッドファーザー愛のテーマが流れていた。あんたのテーマソングはもう決定だ。誰の手も借りずに立ち上がったおれの前には、予想どおり、何度生まれ変わっても身長ではかなわないという相手が居た。

　身長ばかりではない、顔もかなわない、顔も。

　中途半端に長い髪は、黒といっても差し支つかえないような濃のう灰かい色しよくで、一部分だけ後ろで縛っていた。すがめられた瞳は青く深く、楽しいことなど何一つないようだ。眉まゆと目の間が狭まっているから不機嫌そうに見えるのか、不機嫌だからそうなのか、おれの短い人生経験じゃ判らない。けれど彼の不機嫌さに、女の子はきゅーきゅーいうはずだ。

　魔王だとかいわれながら、内面も外見も地位に追っつかない高校生はグレはじめた。どうせおれは、容姿も頭脳もボチボチです。筋骨隆々でもなけりゃ、声が重低音なわけでもない。おまけに野球をやらせたら、三年間ベンチウォーマーという情けなさだ。

　男は興味をひかれたのか、首を傾けてこっちを眺めた。こうなるとますます悩ましさが際立つ。

「陛下、お怪我は」

　先に着いたコンラッドが、ひらりと馬をおりて歩み寄ってきた。それを追い越そうとして、さっき邪魔だったナイスミドルの一団が駆けてくる。ギュンターも葦あし毛げを飛び降りて何事か叫んでいた。人々の中心にいるのが自分だなんて、おれにはとても信じられなかった。

「それが新魔王だというのか？」

　癇かんに障さわるようなアルト声が響きわたるまでは。

　四人目の超美形は、体格的にはおれでも充分勝負ができそうだった。足の長さは人種的特徴だから仕方ないとして、背とか肩幅とか体重とかは。いつからこんなにガタイのことばっか気にする奴になっちゃったかなあ、おれ。それは多分、「あんたって、的が小さいから、どーも投げ込みにくいんだよなー」って二番手ピッチャーに言われたあの日から。

　肉体勝負ではどうにかイーヴンに持ち込んだのだが、視線を上に持っていった途端に、もう負けが確定した。どうよ、この美しさ！　とばかりに、彼の頭部はオーラを発していた。まばゆいばかりの金髪のせいで、そう見えちゃったんだろうけど。ウィーン少年合唱団ＯＢみたいな声と容よう貌ぼうだ。透けるような白い肌、湖底を想わせるエメラルドグリーンの虹こう彩さい、しかも顎あごが割れていない。天使だ、まさに怒れる天使。しかしこの場所にいるということは、やはり彼も、美しき魔族、なのだろう。

「グウェンダル……いえ兄上、あんなやつの連れてきた素性も知れない人間を、王として迎え入れるおつもりですか」

　あんなやつ、のところで、少女漫画的超美少年はコンラッドの方を鋭く睨にらむ。グウェンダルという名前はさっき聞いたが、いっしょに並んでいたのは確かヴォルフガングかヴォルフラムだった。ということはゴッドファーザー愛のテーマの男がグウェンダル、ウィーン少年合唱団ＯＢのほうが、ヴォルフラムだろうか。

「ぼくはあんな薄汚い人間もどきを信用する気になれません！　見たところ知性も威厳も感じられない、その辺の街道にでも転がっていそうな男を……」

「ヴォルフラム！」

　兄だというグウェンダルではなく、ギュンターが彼の言葉を制した。

「なんという畏おそれ多いことを！　陛下が広いお心をお持ちでなかったら、今頃あなたは命を落としているところですよ」

　心が広いってのは、おれのこと？　他人ひとごとのように考えてしまう。

「口を慎みなさい、陛下を畏れぬ物言いは、たとえ王太子のあなたといえども許せません！　コンラートのことを悪し様に言うのもおよしなさい、仮にもあなたの、兄上なのですよ」

　あれ。

　聞いているだけのおれには、人物相関図がゴチャゴチャになってきた。ゴッドファーザーとウィーン少年合唱団ＯＢは兄弟、コンラッドはヴォルフラムの兄、ということは。

　グウェンダル、コンラート、ヴォルフラム。

　魔族三兄弟。

「……うっそ!?　に、似てねェー」

「そりゃ、もうしわけない」

　コンラッドが、横に歩いてきながら、にこやかに言った。こんなことにはもう慣れている、という表情だ。

「それぞれ父親が違うんですよ。ま、似てようが似てまいが、血の繫つながりを無効にすることはできない。グウェンダルは俺の兄で、ヴォルフラムは弟です。おそらく二人はそんなこと、口にしたくもないだろうけど」

　あんたは？　と、おれは心の中で訊きいた。

　コンラッド、あんたは彼等をどう思ってんの？

　だがその疑問を口にするよりも早く、全員のアテンションは再び自分にプリーズされていた。陛下の御前、というギュンターの一言で。

「新王陛下っ」

　ナイスミドルが足元に駆け寄る。もう美形を見慣れてしまって、この男の外見がどうであろうがかまわなくなってしまった。んー、えーとーお、五十代にしては麗しい、くすんだ金髪と青い目のオヤジ。ただし瞳の奥の隠し扉に、卑劣な作戦を仕込む場所あり。

「私は、前王であり上王となるフォンシュピッツヴェーグ卿きようツェツィーリエの兄で、この国の繁栄のため摂政として働かせていただきましたフォンシュピッツヴェーグ・シュトッフェルでございます。陛下のご無事なご到着を、心より歓迎いたします！」

「あのさあ、フォンシュピッツヴェーグ卿」

　わざとくだけた口調で話しかける。

「あんたはおれと、あんたの兄妹きようだいと、どっちに魔王でいてほしいの？」

「……は？」

　ばーか。即答できないってこと自体、我が身がかわいいって証明なんだよ。

「はっ、もちろん、新王陛下でございます！　王室の時機を見計らった交代は、総すべての民の利ともなりましょう。新王陛下は全ての救い主、この国の将来をお造りになる、偉大なる魂の持ち主だとも聞き及んでおります」

「人違いだと思うな。おれはそんな、偉大な魂の人じゃねーもん」

「ご謙けん遜そんを。その漆黒の御お髪ぐし、闇夜の瞳！　陛下こそ魔族の頂点に立たれるお方です」

　この国の基準は、髪と目が黒けりゃ、あなたがたのようなハンサムガーイ！　にも勝ててしまうのですか。つまりおれは平均的日本人だってだけで、この国のシード権を獲得してるってわけですか。

　なんかそんなの、噓っぽくてやだな。

　シード権もらうなら、やっぱ実績を残してからでないと。

「証拠はどこにある！」

　敵意むき出しという口調で、まさに今、考えていたことを言われてしまった。ブロンドの外見天使・ヴォルフラムだ。

「そいつが本物だという証拠は？　それを確かめるまでは、こんなガキが魔王だと認める気はないからな」

「ガキ？　あ、いやそりゃ外人さんの歳は見た目じゃわかんねーって、おれも知ってるつもりだけど。けど、けどだよ？　どう見てもきみは、おれと同じ歳くらいに見えるぞ。アメリカの高校生なみに大人びてるとしたら、もしかしたらおれより年下なんじゃないの」

「いくつだ」

　ふんぞり返って腕組みをしたまま、三男が居丈高に訊いてくる。どうやらこの人には、敬語禁止なんて命じる必要はなさそうだ。

「……十五……あと二ヵ月で十六……」

「ふん」

「ふんって何だ、ふんって。じゃあお前は何歳だよ。そーんな美少年ヅラしてて、もう老人だとかいうんじゃないだろうな」

「八十二だ」

「……はい？」

　八十二歳？　それにしてはお肌のハリが、頭髪の量が、若々しさが。

「ってそんなわけねーじゃん！」

　あんたたち、おれのお祖父じいちゃんよりも人生経験豊富なの!?










　二日ぶりの風ふ呂ろは、貸切どころか個人専用だった。

　クリーム色を基調にした石造りの浴室は、魔王陛下のプライベートバスで、浴槽は水泳の公式記録がはかれそうなくらい広く、角が五本の牛の口から湯がゴボゴボと流れ出ている。第一コースのはじっこに、ちんまりと身体を沈めながら、おれはこれまでとこの先の我が身を想った。

　どーするどーなる渋谷有利。

　洋式便器に流される、テーマパーク風の異世界に放り出される、住民に石投げられる、魔族だって言われる、人間どもを殺せって言われる、死ぬほど馬に乗せられる、みんなにお辞儀される、恐い名前の城につれてこられる、これが？　って言われる、お前なんか魔王と認めないと言われる、皆さんの実年齢は見た目カケル五だと告白される、恐い名前の城に入らされる。

　部屋数は二百五十二、三階建て一部五階建て、天井サーブが不可能なほど高く、ゴジラでさえ手を焼く頑丈なつくり。

　息切れするくらい長い階段、城内で働く人の数は百九十余、厩うまやの向こうには簡素だが巨大な兵舎、常勤の兵士は四千五百、別の方角にある客舎は現在グウェンダルとヴォルフラムが使用していて、彼等は兵を自分の領地から連れてきている。

　とりあえず案内された部屋はバスケのコートくらいの広さで、暖炉に火が入り床には織物と毛皮が敷かれていた。白の塗装ですっかり隠された石壁には、小学生の頃に母親に連れられて上野で見たものに似た絵画。残る三面には国旗らしきものとタペストリーか。意外にも部屋の隅には観葉植物。

「テレビ無いし、ラジオ無いし、ゲームないし」

　それ以前に電気もガスも、電話もないし。

「……ベッド……超デケーし……」

　ベッドは、でかかった。

　天てん蓋がいこそついていなかったが、中学生になった五つ子ちゃんがみんな一緒に眠やすんでも大丈夫というくらいデカかった。

　辛うじて急所が隠れるくらいの腰布だけ着けた麗しき三助さんが、ゴージャスで金ぴかな桶おけで背中をお流しくださるという申し出は、きっぱりと断った。劣等感に苛さいなまれるから。

　手近にあったボトルから、薄桃色の液体を手に取る。いいにおいだ、多分これがシャンプーだろう。ガシュガシュ擦こすって手桶でガンガン湯をかける。コンディショナーはなし！　男らしい、というより体育会系。

　身体もしっかり洗ったし、二日ぶりの風呂も堪たん能のうしたから、もういちど湯ゆ槽ぶねであったまってそろそろ出ようかな。と思った時だった。

「あら」

　おれが入ってきたのとは逆の入り口から、バスタオルを巻いただけの女性が姿を現した。女子、ではない、女性だ。まさか此こ処こ、混浴!?

　待てよ、ギュンターは確かプライベートバスだって言ってた。ということは彼女は、おれに対するサービス？　そんないかがわしいサービスがあるもんかい。いやいや、今まで庶民だったから知らなかっただけで、王様とか大臣とか代議士先生にはアリなのかもしれない。けどちょっと！　この広いプールのよりによって第二コースに、並んで身体を伸ばさなくても。

　腰まである金色の巻き毛が困っちゃうくらいセクシーな女性は、おれからほんの一メートルのところに胸までつかった。湯気、もしくは緊張と興奮で目が霞かすみ、はっきりとは見えないけど、とんでもなくフェロモン系。タオルの下はボンキュッボーンだし、上気した目元と頰と唇はピンクに染まって美しい。

　しかも「女性」だ。同年代の「女子」ではなく。

「あーら」

「あああああの、ここここ混浴だとは聞いてなくてっ」

「いーえぇ、いいのよぉ。ここは魔王陛下だけのお風呂ですもの。あたくしはちょっと、いつもの癖で入ってきちゃっただけ。お気になさらないで、新王へ、い、か」

「うっ、あ、ちょっとだめ、近寄んないでくださいようっ」

「ね、あなたが新王へいかなんでしょ？　奇遇だわぁ、こんなところで会えるなんて」

　いまや、顔と心臓と下半身のどこに最も血液が集中しているのか、冷静には判断できなくなっていた。やばいやばいやばい！　おれまっとーな思春期迎えてるだけに、なおさら十倍、二十倍やばいって！

「あっあのねえ、お嬢さん、じゃないな、おねーさんっ、カラダ流さずにいきなり湯槽入るのはルール違反よ？　その上そーやってバスタオル、お湯ん中にタオル入れるのも公衆浴場ではマナー知らずよ!?」

　声がほとんど裏返っている。みのもんたみたいには言えてない。

「あらぁ、ごめんなさい。殿方とお風呂に入るのなんて、すっごく久しぶりだったから」

　彼女は動けなくなっているおれを眺めて笑った。

「くす……かーわいぃ」

　その瞬間、おれは、泣き声とも悲鳴ともつかない叫びを残して走りだしていた。

　カワイイってのは何のことをおっしゃったのですかセクシーさんっ、どうしてあなたは王様風呂に入ってきたのですかフェロモンさんっ、そんでもって結局のところ、あなたは誰だったんですかセクシークィーンさんっ！

　腰にタオルを巻いただけという格好で突っ走り、教えられた自分の部屋と思われる所へ飛び込んだおれは、またまたそこに若くてかわいい女の子が居たことで、文字にはならないような声を上げた。

「どうなさいました陛下っ」

「どうかしたんですか陛下」

　自称・ユーリ派の二人が駆け付けたときには、光沢ある黒の布を抱えた少女が部屋の隅で震えており、巨大なベッドにうずくまった新王陛下は、虚うつろな視線をさまよわせながら、何事か低く呟つぶやいていた。ケツ丸出しで。

「……女の子は好きだ、女の子は好きなんだけど、見られていいかっていうと、見られんのはやだってことで、それはおれとしてもそんなビッグでマグナムな人じゃないってことで」

　侍女を部屋から帰すと、コンラッドはベッドにやってきた。その頃にはおれも落ち着きを取り戻していて、座りなおして腰にシーツをかけるくらいの分別があった。

「やれやれ、お尻しりはしまってくれたんですね」

「この国にはプライバシーはないのかよ」

「陛下、王に従者や侍女がいるのは当然のことなんだから、いちいちそれに驚かれていたら……」

「風呂や部屋にまで入ってくるのはあんまりだろ。それじゃこの国ではエロ本どこに隠せばいいわけ？　風呂場で全裸の美女にナンパされかけたら、どこに逃げ込んでハアハアすりゃいいんだよ!?」

「湯殿で全裸の美女に？　ああ……」

　コンラッドは、なんてことだといわんばかりに天を仰いだ。

「……やってくれるよ」

「おれはまた、なんかのサービスなのかと思ってさ、もうちょっとでお願いしちゃうとこだったんだからなっ……まあとりあえず、おれ、そんなに大物じゃないから、逃げ出してきたんだけどさ」

「よかった、陛下の理性に感謝します」

「うっ、ううっ、べいがっ、ごぢらをおべじにっ」

　黒い布を持つ教育係が、鼻をぐずぐずいわせていた。すっかり涙目になっている。

「どうしたの急に、花粉症？」

「も、もうじわげございばぜんっ、習慣もお立場もまったく異なる初めての地にいらして、ご苦労なさってるお姿を見ているうちに……あまりに健気で同時にいとおしく……ああっ申し訳ありませんっ！　とんでもないことを口にしてしまいました、わたくしとしたことが、とっ取り乱しまして」

「どうしたギュンター、らしくないな」

「花粉症なら鼻ウガイがいいよ、鼻ウガイ。おれの兄貴もかなり楽になったって」

　服を取ろうとした拍子に、おれの指がギュンターの腕に触れた。彼はすごいスピードで壁まで後ずさる。熱でもあるように顔が赤い。一番上にあった艶つやのある布を持ち上げると、どうやらそれは下着の一種らしかった。

「パンツまで、黒。しかもツヤツヤ、しかも」

　紐ひもパン。両脇できゅっと縛るやつ。でも振り返るとコンラッドは、別に当たり前という顔だ。

「なんで男なのに紐パン!?」

「え？　一応それが一般的な下着なんで」

「うそ、じゃああの人もあの人もあの人もヒモパン!?　あーんな顔しててもあいつもヒモパン!?　まさか、あんたも」

「あ、いや、俺はもっと庶民的なのを」

「ぶひゃっ」

　二人同時に振り向くと、壁際でギュンターが鼻を押さえていた。やっぱり杉花粉にやられたか、くしゃみが来たら確実だ。目もどこかトロンとしているのだが、何というか……こう、いきなりイタリア男になったような口調で話しだした。もともと超絶美形だから、女の子だったらコロリと引っ掛かっちゃうだろう。

「身持ちの堅い御婦人のようなことを仰って、私を困らせないでください、陛下。脱がせやすい下着を避けるということは、扉を叩たたく私自身を拒まれたも同然で……って……はっ!?　私は今なんてことを！」

　深紅の薔ば薇らでも差し出しそうな雰囲気だったのが、ひとりボケ突っ込みで我に返る。

「もっ、ぼうじわげございばぜんッ！　わたくし、ふっ、ふっ、不ふ埒らちな想像をッ」

「生理食塩水で鼻ウガイだって、生理食え……え？　不埒、って、なに？」

「頭を冷やしてまいりますっ」

　駆けだしていく背中に、冷やすんじゃなくてウガイしろってと叫んだが、聞いちゃいないようだった。だがとりあえずの問題は、指先でつまんだこのパンツだ。

「……ま、日本人だって、伝統的には『ふんどし』なわけだし、な？」

「そうですよ陛下。もしかしたら意外とはきごこち良くて、新しい自分に出会えるかもしれないしね」

　出会いたくない。

「それにしてもギュンターは一体どうしたんだろう。はい、下着の次はこれを。あれ」

　学ランによく似た衣服を次々と渡しながら、コンラッドが顔を近付ける。

「……陛下、なんかいいにおいしますね」

「あ、多分それシャンプーだわ。風呂場にあったピンクのやつ」

　誰が置いたのかは、知らないけど。










　眞王の晩ばん餐さんというのは、大きなしゃもじを持った男が突撃してくるコーナーのことではない。

「魔王陛下と近しい血族の方々だけで囲む、高貴で特別な晩餐のことです」

　なぜか鼻の穴に綿をつっこんだギュンターは、妙にテンション高く胸を張りながら先導している。髪はきっちりと後ろでまとめ、僧衣に似た服は、オフホワイトで丈が長く、前面に金糸の見事な刺し繡しゆうがある。

「失礼、遅れまして」

　大急ぎで着替えに戻っていたコンラッドが、小走りで追いついた。その格好ときたら、本年度のコスプレキングはこの人に決定！　というものだった。

　アメリカ女性の憧あこがれ、純白の海軍士官服。愛と青春の旅だち、原題はアンオフィサーアンドアジェントルマン、主演リチャード・ギア。誰もが聞いたことのあるあのテーマ曲をＢＧＭに、全米人気ナンバーワンはさわやかに言った。帽子はなしで。

「一応これが正装なんでね」

　窓の向こうには山肌が広がり、その頂点には灯りが見えた。周囲の空気はすでに暗く、その灯は星より強く瞬いている。

「ご覧ください、あれが魔族の聖地、眞王廟びようの灯りです。我等の全ての始まりである、偉大なる眞王の眠る場所です」

　魔族、なのに聖地？　という疑問はおいといて、おれは山頂の揺らめく炎に目をやる。日本でいう寺のようなものだろうか。現代日本人・渋谷有利の眼で見ると、何度も話題にのぼる眞王とはこの連中にとって、神のような存在らしい。墓があるということは、おそらくこの世を去っているのだろう。

　だが、その眞王のお告げだか言葉だかのせいで、自分はここまで連れてこられた。

「……王かどうかも判らないってのにさ」

「陛下、こちらもご覧になってください。この廊下は展示室も兼ねておりまして、歴代魔王陛下の御勇姿が全て飾られているのですよ。先代と先々代は肖像画が未完成なのですが」

　延々と続く廊下には、両手を広げても横幅に足りないという大きさの絵画が、二十枚は掛かっていた。どれも写実的で、眼に痛いくらい細かく描かれている。

「美術館みたいだな」

「新しい順に手前から並んでおります。こちらが第二十四代魔王フォンラドフォード・ベルトラン陛下です。国民には獅し子し王と呼ばれ敬われました」

「獅子王かぁ。どこの世界も似たような渾あだ名なを考えるもんだね」

「こちらは第二十三代のフォンカーベルニコフ・ヤノット陛下、厳格王と呼ばれました。そして第二十二代ロベルスキー・アーセニオ陛下、武豪王として名高かったお方ですね。第二十一代フォンギレンホール・デュウェイン陛下は好戦王、その前のヘンストリッジ・デイビソン陛下は殺さつ戮りく王で、フォンロシュフォール・バシリオ陛下は残虐王……」

「なんかだんだんヤバイ呼び方になってこねぇ？　もっと気楽な、石油王とか新聞王とかブランド王とかの人はいないの？」

「さあ……石油も新聞もブランドもないからなぁ」

「第十五代魔王グリーセラ・トランティニアン・ヤッフト陛下、首刈り王。第十四代フォンウィンコット・ブリッタニー陛下、流血王……」

　魔族の国民性がみえてきたぞ。

　椅子に座って犬の頭に手をやっている人もいれば、地面に突き立てた剣に寄り掛かる人もいた。棹さお立だちになった馬上で、討ち取った敵の生首をかかげる、これこそ魔王という絵もある。三人ほど女性もいたし、中には少年としかいえないような年恰好の王もいた。

　だが、髪や瞳ひとみの色に相違はあるにしても、いずれの人物も美しさではひけをとらず、遡さかのぼって古くなるにつれて、ますます人間離れしてゆくようだった。まあ基本的に人間ではないということだけど。服装も現在の魔族よりずっとファンタジー色が濃く、マントや甲かつ冑ちゆうも描かれている。

「昔はＲＰＧみたいなカッコしてたんだな。やっぱ剣と魔法の世界はああでなくちゃ。あんたたちの軍服姿って今風すぎるもん。あ、この人」

「第七代魔王フォンヴォルテール・フォルジア陛下ですね」

「さっきのゴッドファーザー愛のテーマにそっくりだ」

　ちょっと考えてコンラッドが回答にたどりつく。

「ゴッド……グウェンダルのことか。彼の先祖にあたる人だから」

「え、だったらあいつが次期魔王になるんじゃないの。先祖が王様なら、子孫の誰かが王様を継ぐでしょ」

　ギュンターは教師面になり、軽く小首を傾げて言う。

「陛下、魔王の地位は、世襲で続くものではないのです」

「けど選挙ってわけでもないんだろ？　どーも難しいな。どーも納得いかない」

「そりゃそうでしょう、違う世界で十五年も育ったんだから。ま、おいおい解ってくるはずです。一年もいれば魔王らしくなりますよ」

「一年？　おれは一年もここに居んの!?」

　コンラッドに訊き返すおれを見て、教育係は憮ぶ然ぜんとした。

「陛下はこの国の国主なのですから、今後一生をここで過ごされるに決まっています。一年もとは何というお言葉ですか」

　大変なことになってきた。このままでは間違いなく留年してしまう。しかも高一の五月にダブリ決定だなんて、いくらなんでも早すぎる。この上は課せられた使命をとっとと果たして、最短距離でゴールを目指すしかない。

　おれの内心の強い決意など知らぬまま、教育係は熱心に説明を続けている。

「そしてこちらにあらせられるのが、我等魔族を統一し、創主たちを打ち倒して眞魔国を確立された、初代国主である眞王陛下です。尊き魂に栄光あれ」

「はあ、これまたあのツンツンしてた子にそっくりだね。きっとご先祖なんだろうけど。で、名前は？」

「御み名なは濫みだりに口にしてはならないのです」

「名前も言えないのかよ、ちぇ、ケチくせぇ」

「陛下」

「だっておれ、こいつのおかげでこんなとこまで連れてこられちゃって、しかももっと前に遡って言うとー、死んでるはずのこいつの一言で、おれの魂は異世界に飛ばされちゃったっていうんだろ？　なのに名前も言えないなんて、やっぱ、ケチくせ」

「あとで教えるよ、陛下」

　コンラッドの声は、笑いを堪こらえていた。

　一際大きく、正面に設しつらえられた肖像画には、金髪の青年が抜き身の剣を片手に立っていた。ヴォルフラムによく似ている。ただし、彼の目は明るく澄んだ湖面のブルーで、後世の魔族とは何かが、どこかが違って見えた。おれの素人しろうと感想では「偉そう、大物、生まれながらにして王様って感じ」だ。

「……この人は？」

　この絵だけは、一人ではなかった。少し後ろに下がった場所に、今までの王様とは明らかに異なる人物が描かれている。ごく普通の機能的な服で、剣もなければ、鎧よろいもない。薄く微笑んでいるような口元からして、臣下とか従者とかいった関係ではなさそうだ。

「ちょっと東洋的な顔立ちだね」

　彼の説明をするギュンターは、とても誇らしげだった。心からの尊敬と愛情が、彼のことを知らないおれにも伝わってきた。

「こちらは双黒の大賢者、この世で唯一、眞王と対等のお立場にあられるお方です。この方がいらっしゃらなければ、我等魔族は創主たちとの戦いに敗れ、土地も国もなく彷徨さまよっていたことでしょう。それ以前にこの世界そのものが、消滅していたかもしれませんが」

「要するに、すごい人？」

「その通りです。しかも誰より美しい！」

「はあ？」

　どうやら連中の美的感覚は、日本人には計り知れないようだった。どちらかといえば穏やかな顔つきの東洋人は、整っているという程度に過ぎない。むしろ彼の外見は、美よりも知性に勝っていた。

「このお方と陛下はとても良く似ていらっしゃいます。民も皆、陛下の高貴さに絶対性を見いだして、喜び讃たたえることでしょう！」

　フォンクライスト卿きよう、鼻から綿を弾きださんばかりだ。あっ待てよ、おまえ鼻血、鼻血でてるじゃん！

「似てねーよ！　どこが？　どこが似てるって!?」

　コンラッドが口を挟んだ。妙に楽しそうだ。

「髪とか目の色が。すごい人に似ちゃったもんですね陛下、カリスマカリスマ」

「黒目黒毛は日本人の優性遺伝なんだって！」

　それ以外はどこをとっても、自分にも家族にも似ていないって。

　恨むよ、眞王。胸の中でおれは毒づいた。

　死んでるはずのあんたのおかげで、おれはどんどん巻き込まれてるんだよ。この上、留年なんてことになったら、霊れい廟びようだかなんだかを荒らしにいくからな。

　ギュンターは自分に酔ったみたいにうっとりと、ロマンチックな言葉をまだ並べ続けている。

「眞王は闇、賢者は光。彼等は互いに憧あこがれ、焦がれて、それぞれの色を身体に宿して生まれてきたのです。つまり、闇は光を、光は闇を！」

　コンラッドは肩をすくめ、教育係を残して歩き出す。

「放っておこう、長くなるから」

　聞き慣れているらしかった。










　　　　４




　これは本当にお食事会なのか？

　乳白色の石の円卓に歩み寄りながら、おれは緊張で手足が強ばるのを感じていた。

「晩ばん餐さん会っていうより、軍事会談に見えるんだけど」

　部屋にいたのは長男と三男で、彼等は二人とも当たり前のように制服姿だった。コンラッドがそうなのだから、その兄弟だって正装といえば軍服だ。だがそれぞれの制服は、デザインが同じだが色が違う。グウェンダルはくすみのないビリジアンで、ヴォルフラムは青の強い紺だった。部署ごとに色が異なることは多い。陸海空の区別もつけやすい。

　盆を持った給仕らしき男が、おれに深々と頭を下げる。だが長男も三男も、シャンパンらしきグラスを手にしたまま、挨あい拶さつのアの字もしてこない。きまずい雰囲気に耐えられなかったのは、やっぱりおれのほうだった。

「こ、こんばんは」

　ヴォルフラムが鼻で笑った。顔のいい人からの軽けい蔑べつは、攻撃力も三割増しだ。コンラッドがにこにこしながら間に入って、グウェンダルの背中に左手を置く。

「陛下、彼は俺の兄のフォンヴォルテール卿グウェンダル。それでこっちが」

　輝く金髪に指を突っ込むと、触るな、と振り払われる。

「……弟のフォンビーレフェルト卿ヴォルフラム。二人とも、ついこの間までは殿下と呼ばれる立場だったけど、今は閣下。もちろん陛下より数段格下だから、気軽に呼び捨てでかまいませんよ」

「ぼくに触るなっ」

　グウェンダルは黙ったままだったが、若いのはヒステリックにきゃんきゃん騒いだ。

「人間の指で触れるなと言っているだろう！　ぼくはお前を兄と思ったことなど、一度としてないからなっ」

「はいはい、わかったから飲み物をかけないでくれ。お前たちのと違って生地が白いから、染みになっちゃって大変なんだ」

　いかにも慣れているという様子で、次男は自分の兄弟から離れた。美少年、カラマワリだ。

「父親が違うってのは説明しましたよね。俺だけウェラー卿コンラートで、十貴族の一員じゃないのにもお気付きでしょう。俺の父親は素性も知れない旅人で、剣以外には何の取り柄もない人間だったんです」

　ヴォルフラムは不愉快そうな顔をしていた。グウェンダルは無関心だった。

「じゃあ、ハーフ？　あ、ハーフとかダブルとか言わないのか。母親が魔族で、父親が……」

「人間です。薄茶の髪と目で、無一文の」

「そしてとってもいい男だったの」

　全員の視線が一斉に入り口に向かう。セクシークィーンが犯罪すれすれの扇情的な恰好で微笑んでいた。へそまで届くかという切れ込み、脚線美丸見えのスリット、艶つや消けし素材の黒のタイトなドレス。アクセサリーはひとつもなし。あたくし自身が宝石よといわんばかりに。

　全裸の時以上に、フェロモン発散中だ。

「母上！」

「母上!?」

　三人のうち誰が叫んだにしろ、結局は三人の母親だ。百歳近い人たちの母親が、三十そこそこでいいのだろうか。

「三十……かける五……百五十……百五十歳前後かぁ」

　つまり自分はさっき、百五十歳前後のご婦人にときめいてしまったわけだ。年上好みにも程がある。

　母親はとりあえず、手近な息子に抱きついた。金の巻毛が優雅に広がる。

「久しぶりね、コンラート。ちょっと見ない間に父親に似て、ますます男前になったわね」

「母上こそ、いつにもまして麗しい」

「やぁん、そんなこと、他の娘コみんなにも言ってるんでしょう」

　これが母と息子の会話かい。

　彼女は次々と息子を抱き締めたが、辛うじて親子に見えるのは三男のヴォルフラムのときだけで、長子であるグウェンダルにいたっては、年下だけど落ち着いた彼氏と年上でも甘え上手の彼女みたいだった。次男にこっそり訊きいちゃったほどだ。

「再婚した夫の連れ子とか、そういう？」

「いいえ、俺たち三人とも、確かにあの女性から生まれてます」

「グウェン、あなたまた眉み間けんにシワよってるわよ。そんなんじゃ女の子に敬遠されるじゃない。ああヴォルフ！　ヴォルフったら、もっと顔をよく見せてちょうだい。あぁら、相変わらずあたくしにそっくり。殿方が放っておかなくてよ」

「……母上、今朝お会いしたばかりです。それに男に好かれても嬉うれしくありません」

「そうなの？　男の子ってそういうものなの？　これだから年頃の男の子の気持ちはよく判んないっていうのよねぇ。ああ、どうしてあたくしには女の子ができなかったのかしら。男の子なんてがさつなばかりで、すぐ母親を疎んじるんだからっ」

「そんなっ、ぼくは疎んじてなんていませんよ母上！」

「そーぉ？　ほんとに？」

「本当ですとも！」

　バカ親子だ。

　だがクィーンの矛先は、すぐおれに向けられる。

「陛下ぁ」

「ひゃあ」

　あの魅惑的な肉体が、弱冠十五歳の平均的高校生に押しつけられる。顔の高さが同じ位置で、キスできそうなくらい近かった。ローズ系の唇が笑みを形づくる。

「湯殿でお会いしましたわね、あなたが新王陛下でしょう？」

「そ、そうですね」

「こんなに緊張して固くなっちゃって、ほんとに可愛らしい方。あなたみたいな方が新王だったらいいなって、あたくしずっと思ってたのよ」

「そうですね」固くなってるのは、あなたのボンキュッボンのファーストボンがおれの胸に当たっているからです。

「ね、ユーリ陛下。ユーリ陛下っておっしゃるんでしょ」

「そうですね」アルタの客みたいな受け答えしてる場合じゃないぞ。

「恋人は、いらして？」

「そこまでです！」

「やぁーん」

　妙に色っぽい声を出しつつ、おふくろさんはおれから引き離された。ギュンターが照れとも怒りともつかない顔色で割って入る。

「新魔王陛下と恋に落ちるのはおやめください、上王陛下！」

「いやーねぇ、ギュンター。ひがみっぽい未亡人みたいに聞こえてよ」

「恨まれようとも罵ののしられようともかまいません。とにかく私は、前魔王陛下が新魔王陛下を愛……いえ失礼、恋人にするというような不適切な関係を避けたいのです」

「前魔王？　誰が？　この……彼女が？」

　セクシークィーンではなくて、本物の女王だったのか。黒いドレスの麗しき魔族（もしくは魔女）は、微笑んで白い手を差し出した。

「眞魔国へようこそ、ユーリ陛下。あなたの先代にあたる、フォンシュピッツヴェーグ・ツェツィーリエよ。あたくしが王位を退くと言ったから、陛下をお呼びすることになったの」

「じゃあおれはあなたのおかげで、うー、いや、えー、フォンシュピッツヴェーグ卿きようツェ……えーとツェツィーリア？　違う、リ、エ？」

「ツェリって呼んで。ツェ、リ。お兄さまは考え直すようにっておっしゃるけど、恋愛も自由にできない生活なんてもううんざり！」

　ツェリ様、貴女あなたのそんな動機のせいでおれは、まだ未成年なのに、魔王になれとかいわれてるんですね。

　目の前の細い指を握りながらおれは嘆いた。ああ、この白魚のような美しい指の持ち主が、あと百年くらい権力に執着してくれれば、おれは日本で平凡な人生を送り、不幸にも女房には先立たれたがその半年後の春の日に、ひとり息子や嫁やかわいい孫たちに見守られて、あの世に旅立つことができたのに。待てよ、あの世がここだったらどうしよう。そうすると今現在、おれは死んでいるということに……。

「どうなさったの、陛下？」

　明るい家族計画が、走馬灯のごとく浮かんでは消え、浮かんでは消え。










　こういう話がある。

　ある国で晩ばん餐さん会に招かれた客人が、王や貴族の前でガチガチに緊張してしまい、本来なら指を洗うはずのボールの水を、間違えて一気に飲んでしまった。周りにいた貴族たちは「マナー知らずめ」と冷笑し、器で優雅に指を洗った。ところがただひとり女王様だけは、涼しい顔でフィンガーボールの水を飲み干したという。お客に恥をかかせないようにと。

　おもてなしとはこうあるべきだ！　という心あたたまる逸話だ。

　もしこの水をぜんぶ飲んじゃったら、誰か優しい女王様になってくれるかな。

　銀器に注がれた水を見つめながら、おれは密ひそかに溜ため息いきをついた。

　やめとこ。コンラッドくらいはつきあってくれそうな気もするが、長男と三男は絶望的だ。

　マダム・ツェリはどっちだか判らないけれど、何も無知を装ってまで、試すことでもないだろうし。

　おれは両手の指を揃えて、慎重に小さめの器に浸した。と……。

「ええっ!?」

　他の連中はボールを両手で持って、中身を一気に飲み干している！　しまった。道徳の教科書なんか真面目に読むんじゃなかった。コンラッドは飲まずに給仕に下げさせている。

「薄汚さを心得ているらしいな。酒で自らを清めるとは」

　隣に座ったヴォルフラムが悪意の直球勝負できた。ということはあれは酒だったのだ。だったらいいや、どうせアルコールは飲まねーもん。法律遵守のためではなく、希望の身長と心肺機能維持のために、おれは禁酒禁煙主義だ。

　ギュンターが円卓から離れたところで、給仕に何事か指示を出す。彼は魔王の近しい血族ではないので、眞王の晩餐の席にはつけない。したがってテーブルを囲むのは五人。席順は若いほうから時計まわり。

　新王おれさまユーリ陛下、ヴォルフラム元王太子殿下、コンラート元王太子殿下、グウェンダル元王太子殿下、先代魔王ツェツィーリエ現上王陛下。

　そういうわけでおれは、もっとも嫌われているヴォルフラムと、食事をしようにも気もそぞろ、なフェロモン女王に挟まれているのだ。ついこの間まで王子様だったのに、いきなり格下げになったのだから、ヴォルフラムがおれを憎む気持ちもよくわかる。無難に世襲制にしておけば、こんな厄介なことにはならなかったのに。

　江戸切子風のグラスに飲み物が注つがれ、給仕が軽くかがんで、機内食みたいに尋ねてくる。

「陛下、魚と肉……鳥類と哺ほ乳にゆう類るいと爬は虫ちゆう類るいと両生類の、どちらを」

　どちらを、って!?　確か昔ヤクルトに、ワニを食う選手がいた気もするけど。驚いてはいけない。これこそ国による食文化の違いだ。日本だってマムシは国民的人気食だ。マムシったってこの場合は鰻うなぎの別名だけど。

「そっ、それじゃあ育ち盛りなんで、哺乳類を。いや待って、ちょっと待って。今夜の哺乳類はどんないいもんが入ってんの？　いきのいい猿とか生まれたての子犬とか、そういうもんじゃありませんよね？」

　イメージ映像、中国の食材市場。

「牛です」よかった。

「胃袋が八つ、角が五本の最高級品でございます」

「つのが五……もしや遺伝子操作とか、そういう……うう、じゃあ、その牛を」

　ハチノス、ミノ、ギアラ、ヤン……だめだ、それ以上の胃袋はどうやっても思い出せない。コンソメの色と匂いをしたスープと、前菜らしき皿が運ばれてきた。おれはナイフとフォークの代わりになるものを手に取った。曇りひとつなく磨かれた銀の、

「……懐かしいなー先割れスプーン。まあ合理的っちゃあ合理的だけど」

　小学校の給食じゃ、これ一本で二役だ。スープもオードブルもおまかせだ。

「それで、陛下、陛下はどんな国でお育ちになったの？　あたくしたちの世界とは、どういうふうに違うのかしら」

　ツェツィーリエ前魔王・現上王陛下が、おれの右手をきゅっと握ってきた。元体育会系モテない男子高校生は、途端に体温が二度ばかり上がる。

「どっ、どうっていってモ、特に変わったとこもないつまんない世界デスが。ああでも、この国とはずいぶん違ってるデスよ。魔法を使える人もいないし、もっと科学が進歩してるし……」

「科学！　聞いたことあるわ。魔力や法力を持たない者でも遠くの敵を倒せる技術でしょう？　人間達の国ではそういう研究をしているらしいの。恐ろしいことよね、弓よりもっと遠くまで攻撃できる戦力なんて。そうなったとき人間達は、戦力協定を守るのかしら」

　三男が冷たい目で母親に言った。

「奴等にそんな倫理観があるとは思えませんね」

「恐いこと言わないでちょうだい。ヴォルフラム。そんなことになったら、あたくしたちはどうすればいいの」

「簡単なことです。魔術の制御をやめればいい。戦力の平等だの公正だのと、譲ってやるから人間どもがつけあがるんです」

「待って待って待って、科学ってそんなことのためにあるんじゃないですよう。つまりあの面倒な掃除や洗濯を機械がやってくれるようにしたり、畑を耕すのも機械が一気にやってくれたり。要するに人が楽に生活できるようにですね」

　ツェリ様が可愛らしく驚いてみせる。

「あら、掃除や洗濯を面倒だと思ったことはないわ。だって掃除夫や洗濯女の仕事でしょう」

　女王様の暮らしがどんなだか、これまで考えてもみなかったよ。

「だっ、だから、その掃除係とか洗濯係の人の代わりに、機械がですねえ」

「そんなことしたら使用人たちの仕事がなくなってしまわない？」

「そうなったら、その人たちは工場で掃除機や洗濯機を作る仕事をするわけで……」

　人々が楽に生活できているのかどうか、よくわからなくなってきた。

「ね、それじゃ陛下、恋愛はどう？　異種間の恋愛とかどうなのかしら。やっぱり障害や反対があると、恋はますます燃え上がるものなの？」

　異種間というのが、イマイチつかみきれない。彼女は魔族と人間のことを仄ほのめかしているのだろうが、日本人的にはどう変換すればいいのだろうか。国際結婚？　それはもうフリーどころか憧あこがれだし、かといって人間とチンパンジーというのも、滅多に恋には落ちないし。

「とにかく、とても遠い世界からいらしたのよね。王位を継いでくださって嬉うれしいわ。これでやっとお城から離れられる。あたくしずっと昔から、自由恋愛旅行に出るのが夢だったの」

　素敵でしょ、と指を握られて、おれはカクカクと首を動かす。

「す、素敵です」

　素敵なものが食卓に運ばれてきた。メインディッシュの肉類だ。おれの前には好意的にみればレアといえないこともないような赤い肉。前女王の前には両生類の丸……いや、姿焼き。その顔で、カエル喰くうのねセクシークィーン。一句詠んでみた。

「いきなり王になれなんて言われて、できるかどうか不安もおありでしょうね。あたくしの時もそうだったの。ある日とつぜん使者がきて、あなたさまの魂が次代魔王陛下であらせられることが眞王言げん賜しにより明らかになりましたぁなんて。でもね陛下、そんなに深刻に考えてはだめ。難しいことはすべて周りの者がやってくれるし、あたくしの兄も息子達も、誠心誠意お仕えすると思うわ」

「母上！」

　鳥類にナイフを入れていたヴォルフラムが、咎とがめるような声で言う。

「ぼくはこいつに仕えるつもりなどありません！　この男が新王に値する者かどうかもはっきりしないのに、ぼくには納得できませんね」

「あら、じゃああなたが王位を継いでくれるの、ヴォルフ？」

　彼は次にポテトらしき白い物体を掬すくい、それを皿に置いたままで首を振る。

「とんでもない。ぼくなどより兄上のほうが、はるかにその地位に相応ふさわしい。兄上ならば愚かで卑劣な人間どもに目にもの見せてくれることでしょう」

　続いてヴォルフラムはワインかそれに似たアルコール類のグラスを手にとる。

　コンラッドはその隣で、聞いてないみたいな顔で魚類を口に運んでいる。末っ子にとっての兄上とは、口数の少ない長兄だけを指すらしい。

「そうですよね、グウェンダル」

　再び鶏とり肉にくにナイフを。食べる順番が決まっているようだ。前女王が、可愛らしく首を傾げる。

「でもヴォルフラム、眞王のお言葉に背いてたてた王が、どういう結果を招いたか、あなたも知らないわけじゃないでしょ」

　どうやら神様的存在のお言葉どおりに行動しないと、恐ろしいことが起こるらしい。では、おれが魔王になるのを断った場合、恐ろしいことに見舞われるのはこの国や国民の皆さんなのか、それとも新参者のおれ自身なのか。

「当然、陛下もですよ」

「ぅえぇっ」

　見透かしたようなコンラッドの答えに、思わず変な声がでてしまった。

「なんだよそれー。おれは王様になりたいなんて思ったことも願ったことも頼んだこともないのに。それじゃほとんど脅迫じゃん」

「……やはりな」

　順番からして次は絶対にポテトにスプーンがいくだろうと、ヴォルフラムを横目でちらちら窺うかがっていたおれは、グウェンダルの呟つぶやきにそちらを向かされた。彼の短い一言に、侮りの響きがあったからだ。

「最初から、王になる気などないのだろう」

　グウェンダルは、ワイン用にしては頑丈すぎるグラスを手にしたままで、こちらの席を見もせず続けた。彼の瞳ひとみの凍るような青には、小心者の日本人など映っていないのだ。

「双黒だろうが闇持つ者だろうが、そんなことはどうでもいい。こいつは魔王になりはしないからな。最初からそんな覚悟はない。そうなんだろう、異界の客人？」

「えっ……って、確かに……」

　思わず肯定しかけた返事は、コンラッドの言葉に遮られる。

「この国にいらしてまだ二日だ。陛下ご自身も戸惑われている。無礼な憶測の物言いは、些いささか傲ごう慢まんに過ぎるんじゃないか、フォンヴォルテール卿きよう」

「だがこれは逃れようもない事実だ。誰よりお前が知っていることだろう。王としての責任を果たす気もない国頭が、どんなに民の犠牲を生むか。……陛下、もしも私の言葉どおりに、王として生きる覚悟をお持ちでないなら、今すぐ元の世界にお戻り願いたい」

　もっとも魔王に相応しい容よう貌ぼうの男は、初めておれに冷たい笑みを向ける。

「魔族の代表の一人として願うよ。民の期待が高まらぬうちに、我々の前から消えてくれ」

「おれだって……」

　還れるもんなら帰りたいよ、と言いかけたのだが、自分の中のよくわからない何かが喉のどにつかえて声を止めた。意地とかプライドとか強がりとか、そういう厄介な何からしい。

　気を取り直して赤い牛肉に立ち向かう。卓上ではまだ、新魔王バッシングが続いていた。

　攻撃側のグウェン、ヴォルフに対し、ツェリ様は中立で、コンラッドが孤軍奮闘している様子だ。

「そいつが本当に魔王の魂を持つのかどうか判らないし、特に確かめたいとも思わない。どのみちすぐに帰る客だ。代理を探すほうが賢明だろう」

「彼は本物だよ、グウェン、本物だ」

「何故そう言い切れる？」

　視界にはレアステーキだけだったが、コンラッドが小さく笑うのは見えた。見えた、気がした。彼の背中と後頭部しか知らないときにも、やっぱり笑顔が見えたみたいに。

「俺がユーリを間違えるはずがない」

　余裕すら感じられる彼の一言に、ヒステリックにヴォルフラムがくってかかる。

「何の証拠があるっていうんだ!?　言葉が通じるとかそういう適当なことじゃ誤魔化されないからなっ！　髪だって染めているのかもしれないし、目だって……色つきの硝子ガラス片を被せるとか、姑こ息そくな方法がいくらでもあるだろう」

「お前を納得させられるような証拠は、あいにく俺には示せないな」

「だったらそんなこと断言するな！　大体、もし万が一こいつが魔王の魂の持ち主だったとしてもだ、所しよ詮せん、人間どものあいだに生まれた卑しい身分の小こ倅せがれじゃないか。そんな奴に我が国を任せるわけにはいかない。偉大なる魔族の歴史に傷がつく」

「ヴォルフラム、生まれに身分も卑しいもないよ。それは生きていく過程で、自分自身の行動によって決まるものだ。けれどお前がそんなにこだわるなら教えておく。陛下の御み魂たまはあちらの世界の魔王陛下に預けられ、そのお方が御自分の配下から、然しかるべき人物をお選びになった。それが陛下の御尊父だから、この世界のものじゃないとはいえ、魔族の血が流れているのは確かなんだ」

「ええっ、まさか、親父が悪魔!?」

　悪魔、じゃなくて魔族。日本が記録的大不況に陥ってからというもの、銀行員は鬼とも悪魔とも呼ばれた。だがしかし、父親が本当に魔族だったなんて。息子として今後、どのように接すればいいというのか。

「どんな顔して会えってんだよー、実の親父が魔族なんて」

「いいじゃないですか、父君にしてみれば、実の息子が魔王なんだから」

　次男は涼しい顔。それもそうだ。そのほうが大変だ。

「けどコンラッド、どうしておれの親父のことまで知って……」

「たとえ父親が魔族だったとしてもだ！　母親はどうせ人間だろうが！」

　どうあっても攻撃の手を緩める気はないらしい。ヴォルフラムはぐいと杯を呷あおり、麗しいからこそいっそう険しい眼差しをこちらに向ける。

「お前の身体には、半分しか魔族の血が流れていないわけだ。どうりでコンラートと話が合うはずだ、どちらも〝もどき〟だからな！　残りの半分は汚らわしい人間の血と肉、どこの馬の骨ともわからない、尻しり軽がるな女の血が流れているんだろう？　そんな奴にこの……」

　しまった、と思ったときにはもう遅かった。後悔はいつも先に立たない。十年間続けた野球をやめることになったのも、このカッとくる短気な性分のせいだ。小市民的な正義感が、どうしても抑えきれない一瞬がある。捕手としては致命的な欠点だ。人生的にも非常に不利だ。

　おれは目の前の美しい顔に、片道ビンタをくらわせていた。

　いいビンタだった。音も良かったし角度も良かった。当たりがよすぎてシングルヒットにはなったが、敵に与えたダメージは計り知れない。その証拠に、相手は茫ぼう然ぜんとこちらを見つめている。反撃態勢もとれていない。周囲は水をうったように静まり返り、打たれたヴォルフラムの左頰が赤く染まっている。左頰だけではない。右も、それに額も、白目も。

　コンラッドが椅子を倒しながら立ち上がる。今度こそ顔色が変わっている。

「陛下っ、取り消して、今すぐ取り消してくださ……」

「やだね！」

　ツェリ様が、ゆっくりとナイフを皿に置く。ギュンターがつんのめりながら走ってくる。

「取り消すつもりも謝るつもりもおれにはねーかんな！　こいつは言っちゃいけないことを言った、やっちゃいけないことをやったんだ。バカにしようが悪口言おうが、おれのことなら構わねぇよ。だけど他人の母親のことを、見たことも会ったこともないくせに尻軽とは何だ。どこの馬の骨とはどういうこった！　馬の骨と人とで子供が生まれるか!?　おれのおふくろは人間だよ、どっからどう見ても人間だよ。お前に言わせりゃ汚らわしい血の流れてる人間だよ！　お前ナニサマのつもりだ。人間が汚らわしいってどーいうこと？　お前のおふくろがそういうふうに言われたら、息子としてどう思う!?　ああ、謝んねーかんなっ」

　テンパっちゃうといつもこう、まるでマシンガンみたいな猛抗議だ。ギュンターを制して、おれは続けた。

「絶対に取り消さない！　それでも顔が綺き麗れいだから、グーじゃなくてパーで我慢したんだぜ」

「絶対に、取り消すつもりはないっておっしゃるのね？」

　おれが頷うなずくのを確かめてから、ツェリ様は胸の前でぱんと手を叩たたいた。

「すてき、求婚成立ねっ」

　きゅうこん？

　埋めておくとチューリップとか咲くアレですか。

「ほぉらね、ヴォルフラム、あたくしの言ったとおりでしょ？　こんなに美しくなっちゃったら、殿方が放っておかなくてよ、って」

　両手の指をくっつけたまま、小躍りしそうな喜びようだ。

　とのがた、というのは……おれか!?

「陛下はとっても可愛らしいから、ちょっと妬やける気もするけど。でもしかたないわ。愛する息子のためですものね」

「ちょっと待って、落ち着いて、いや、誰かおれを落ち着かせて。何が起こってるか教えてくれる？　またおれどういうマナー違反やっちゃったのか、誰か解りやすく教えてくれるっ!?」

　おれの肩を持ってくれていたコンラッドは、がっくりと俯うつむいた。あちゃー……という感じだ。

「……作法違反はされてません。それどころか最近じゃ貴族間でも使われていないような、古式ゆかしく伝統に則った方法で、陛下は彼に求婚されたんですよ」

「求婚、というのは、まさか」

　彼はちらりと弟を見てから答えた。

「結婚を申し込んだんです」

　結婚!?　十八歳になっていないと、異性との婚姻は許されないぞ日本男児。婚約という形なら問題ないが、それ以前にどう見たってヴォルフラムは、おれと異性関係にはないだろう。

「けけけ、結婚!?　男と男が!?　しかもおれから求婚して!?　いったいいつ、おれが求婚を」

「相手の左頰を平手で打つのは、貴族間では求婚の行為です。そして打たれた者が右頰も差し出せば、願いを受け入れるという返事になる」

「うわぁ、そんなバカな！　けっ、けど、男同士、おっとこどーしだしい！」

「この国では、そう珍しいことじゃありません」

　なんてこった、母親を侮辱した男にこっちから求婚!?　咲いたのはチューリップでもヒヤシンスでもなくて、ビッグカップルの恋の花。もしかするとビッグどころか、ロイヤルカップル誕生なのか!?

　ギュンターがスンスン泣いている。嬉うれし涙かどうかは考えたくもない。

「へ、陛下っ、このわたくしに何のお言葉もなく、突然の御求婚とはあんまりで……いいえ、喜ぶべきことなのでしょうね。これで陛下も国王として、この国に落ち着いてくださることでしょう……」

「誰か男同士で変だとか言ってくれよーっ」

「こんな屈辱的なことが許せるものか！」

　ようやく自分を取り戻したらしいヴォルフラムが叫ぶ。右頰を差し出す様子はない。

「しょーがないだろう、殴るときはグーパンにしろなんてこと、誰も説明してくんなかったんだからさっ」

「黙れ、こんな辱めを受けたのは生まれて初めてだ！」

「へえー、そうなの。そりゃずいぶんと恵まれた人生送ってきたもんだねっ。おれなんかポジションとられた後輩に靴下洗っといてって言われたときとか、チーム一の鈍足にスチール決められたときのがよっぽど屈辱的だったね！　八十年も生きてきて、他人の過ちひとつも許せないなんて……」

　結婚を申し込まれて興奮したのか、ヴォルフラムは卓上で腕を払った。皿やグラスが床に落ち、銀のナイフがおれの足元で跳ねる。

「うわっ、とぉ、あっぶねーなぁ。ごはんに当たるなよ、ごはんにィ」

「陛下、拾っては……」

　おれはしゃがんで、鶏肉の脂で少し曇ったナイフを拾った。

「拾ったな？」

　ありゃ？

　座ったまま周囲を見回すと、コンラッドとギュンターが途方に暮れたような表情でうな垂れていて、落とした本人の美少年は、怒りにひきつりつつ薄笑いを浮かべていた。

「拾ったな。よし、時刻は明日の正午だ。武器と方法はお前に選ばせてやる。なにしろ戦場に出たこともなければ、馬にさえ満足に乗れない腰抜けだからな。せめて得意な武具を使って、死ぬ気でぼくに挑むがいい」

「な、なにを？」

「覚悟しておけ、ずたずたにしてやる」

　そこまで言って冷酷に笑うと、彼は母と長兄に食事の途中で席を立つ非礼を詫わびてから出ていってしまった。およそ役に立っていない教育係が、ためいき混じりに肩を落とす。

「求婚なさったかと思えば、すぐさま決闘をお受けになる。陛下、陛下のお気持ちの変わりようには、私、ついてゆけません」

「決闘、を、申し込まれたの？　おれが」

「故意にナイフを落とすのは、決闘を申し込むという無言の行為で、それを向けられた相手が拾うのは、受けて立つという返事になるのです」

「決闘!?　ねえ、じゃあおれもし負けたら、や、多分負けるけど、し、死んじゃうのか？　うっかり親切にナイフを拾ったくらいで、あいつに撃たれて死んじゃうの？」

　おれの貧困な想像力では、砂すな埃ぼこりの舞う西部の荒野で十歩進んだら振り向いて撃ち合う、マカロニウェスタンの早撃ちガンマンしか浮かんでこなかった。

　大丈夫ですよ、いまどき決闘で命を落とす者は滅多におりませんからとか、ヴォルフラムが思いつきもしないような奇をてらった武器で相手を驚かすってのはどうだろうとか、いっそのこと可愛い着ぐるみであいつの戦意を喪失させるって手は、とか言い合って、新王陛下を慰める「おれ派」の二人を眺めながら、すっかり言葉少なになっていたグウェンダルとツェリ様は、互いのグラスを空にしてから話し始めた。

「以前から感情の制御ができない奴ではあったが……まさかここまで直情的だとは」

「そうよねぇ、いくらなんでもいきなり決闘を申し込むとは思わなかったわ」

　あの求婚行為がうっかりであることは、冷静になればすぐに気付く。おれはいわゆる異世界育ちで、右も左もわからない帰国子女だ。魔族の、それも貴族限定のしきたりなんて正しく身についているはずがない。

「でも、あの子のせいだけではないのよね」

「どういうことです」

　グウェンが横目で聞き返している。

　いやな予感がする。母親がこういう含み笑いを見せるときは、だいたい何か隠してるんだ。

「あのねぇ、うふふ、陛下の髪から、あたくしの美香蘭のかおりがしたの。洗髪水に混ぜたものを、湯殿に置いたままにしていたのよ。きっと効能もごぞんじないまま、髪を洗うのに使われたのねっ」

「その、効能というのは」

「薬術師に頼んで作らせた、魔族にしか効かない貴重なものよ。その香りをはなつ者に少しでも好意をもっているなら、いっそう情熱的で大胆になるようにって」

「つまり媚び薬やくとか、惚ほれ薬とかいうやつですか」

「やぁね、そんなぞんざいな言い方」

　好意を持つものはより大胆に。では逆に、もともと悪意を抱いている場合は？　僅わずかに眉まゆを寄せてグウェンダルは、給仕に酒を注つぐよう合図する。

「嫌っていれば、より険悪に……ヴォルフラムが逆上するわけだ。母上、そういうことは早めに教えておいてやるべきなのでは」

「あらどぉしてぇ？　ヴォルフは怒ってる顔がいちばんかわいいのよー？　自分の息子のかわいらしい様子を見たいと思わない母親がいて？」

「……いいえ」

「そうだわ！　あなたもアニシナと二人の時に試してみたらどう？」

「……まだ生命いのちが惜しいので」

　ラジオから流れる英語放送みたいに、おれは茫ぼう然ぜんと会話を聞いていた。

　悪意を抱くものはより険悪に。好意を持つものは、より大胆に。

　なるほど、それで先程から、ギュンターが目を潤ませているわけだ。
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　おれは泣きそうになっていた。

　信じられない、どうしてこんなことになるんだろう。パーで叩たたいたら求婚で、ナイフを拾ったら決闘だって。おれの中の常識では、求婚には赤いバラで決闘には手袋なのに。この国の作法を知らなかったばかりに、生と死の岐路に立たされてしまった。

「ああああああああ」

　ごろんごろん転げ回っても落ちないほど、城のベッドは広かった。あまりに広すぎて淋さびしいくらいだ。女の子がぬいぐるみを持ち込む気持ちが、齢よわい十五にして初めてわかった。

「どーする、おれ。この局面をどう切り抜ける!?」

　気を静めて、人生においてもっとピンチだったことを思いだそうとする。今よりもっと、危機的状況に陥ったときのこと検索中……該当事項なし。

「ねーよこんなにヤバかったことは！　普通ないって、決闘とか」

　落ち着け、落ち着け、落ち着け、落ち着けっ。敵にやられる前に自分自身に痛めつけられてどうする。

　さっきギュンターが涙と鼻水で苦しみながら教えてくれた。敵の死を以もつて勝ちとする決まりは、何百年も前に廃れているらしい。現在の決闘は単にプライドの問題だけで、命を落とすことは滅多にないと。

　そう、滅多に。

　つまり例外もあり。

　無意識に枕を両足に挟んで、おれは大声で「どうする」と嘆いた。お返事みたいなタイミングで、厚い扉が叩かれる。

「陛下」

「なに」

　コンラッドが、いろいろ抱えて入ってきた。

「よかった、陛下、まだお休みじゃなかったんだな。足に何を挟んでるんですか？」

「あ？　ああこれ、なんか落ち着くような気がして。とても眠れそうな気分じゃないからさ」

「でしょうね。だろうと思って持ってきました。さ、陛下、練習練習」

「練習ぅ？」

　渡されたのは革の盆と棒で、盆は裏を握ると盾になり、棒は鞘さやから引き抜くと練習用の剣になった。

「利き腕に剣を持ってください、そうこれは片手剣なので、左には軽めの盾を持つんです。振ってみて。どうですか。重すぎて持ち上がらなかったら言ってください。これでも女性用のなるべく短いのを、慎重に選んだつもりですが」

　片手で振り回すには少々重かった。でも鈍い銀色のシンプルな武器は、柄の部分を握った感じが、持ち慣れた道具によく似ていた。

「グリップ部分がバットみたいだな、これ。でも重さは金属バットどころか、プロ野球の木製バットなみだけど」

「なるほどね、気が付きませんでしたよ。バットか、そうかもしれないな」

　もう随分長いこと野球をやっていない。ボールもバットもマスクもミットも、もう随分長いこと触っていなかった。

「なっつかしいなぁ、この握り具合。もうすぐ一年になるもんな」

「どうして辞めちゃったんですか」

「ええ？」

「野球」

　腕組みをして訊きいてくる顔には、どこか楽しげな笑みがあった。おれは剣を膝ひざに置いて、そのまま仰向けにベッドに倒れる。

　懐かしい記憶。今となっては腹も立たない。けれど微かに胸の痛む記憶だ。

「……さっきみたいにカッときて、監督殴って速攻クビ」

「それはチームを辞めた理由でしょう。俺が訊きたいのはチームじゃなくて、野球をやめた理由だよ」

「野球をやめたのは……なんでだろ。自分でもはっきりとは説明できないな」

「じゃあ、まだ、やめてないんじゃないの」

「はあ？」

「引退してないんじゃないかってことです」

　サンタクロースかマジシャンみたいに、コンラッドは掌てのひらに丸いものを出した。使い込まれて黄ばんだ革に、擦り切れかかった赤い縫い目。

「ボールだ！　おいおいすげぇ大発見！　この国の硬球って日本と超そっくりじゃん！」

「軽ーくやってみましょうか。投げ心地も同じか確かめるために」










　中庭は四方を建物に囲まれていて、全ての窓からやわらかい光が降り注いでいた。空には月があり、地上には明々と燃える松たい明まつが、黄色い半円を描いている。

　観客は、要所に立つ哨しよう兵へいだけ。けれど。

「ナイターみたいだ」

「ナイター？　ああ、ナイトゲームのこと」

「この国にもナイトゲームなんて言葉あんのか。どっかで夜に野球すんの？」

「しないな。ていうよりベースボール人口が極端に少ないっていうか……俺と子供たちだけしか興味がないっていうか……」

　コンラッドに渡されたのは、彼の私物だというグラブだった。なるほど、グラブだ。ミットではなく。ま、しょうがないかと呟つぶやきながら、人差し指を外側にして、茶色く固い革を握ってみる。やや型式が古いとはいえ、ほとんど新品の内野手用だ。おれはゼットの心の師匠モデル愛用だけど、これはミズノでもデサントでもなかった。もちろん世界が違うんだから、知ってるブランドのはずがない。だがこの見慣れたブーメランマークは……。

「……ナイキ……まさか」

　十メートル以上離れたところから、コンラッドが大きく手を振っている。

「陛下、いきますよ」

　顔の斜め上にかかげたグラブに、パチンと硬いボールが入ってきた。革と革がぶつかり擦こすれる独特の感触。掌の中心に集まってきた衝撃が、うずくようにゆっくりと肘ひじまで伝わる。

「硬球だぁ」

　そりゃそうだ。でも感動的。今まで長いこと軟式だったから。

　右手に握りなおした硬球は、案外なめらかで引っ掛かりがなかった。よく見ると今にも消えそうな線で、文字らしき何かが書いてある。魔族の字が読めないのは当たり前だけど、ボールにお名前入りなんて、外見に似合わず子供っぽい。ゆっくりと腕を後方に引き、軽いスナップで返球する。思ったより距離がなかったので、相手のグラブはいい音を立てた。

　昼夜の寒暖の差が大きくて、春だというのに息が白くなる。フィールド・オブ・ドリームスのワンシーンみたいに、ウォームアップを念入りに続けてから、おれはコンラッドの顔色をうかがい、楽しんでいるのを確かめてから言ってみた。

「ちょっと座ってみようかな」

「座るって？」

「そうだな、えーと、あと六歩離れて。よーしいいぞ、そっからここめがけて投げてみな」

「遠いですよー、陛下ー」

「いーんだよもう高校生なんだからっ、ほらど真ん中、直球こいよ！」

　腰を落として、足の裏の一部に力を入れる。来たボールは強烈なワンバウンドで、膝をついて両足の間で補球する。とんでもないフォームから投げられたにしては、重さもスピードもなかなかだ。

「だーれに教わったんだよそんな投げ方」

　おれは走っていってボールを突き返し、彼の指の位置からしていい加減なことに驚いた。

「こんなんであれだけスピードがでりゃたいしたもんだよ。それにしても一体どこで、だれにこんなデタラメ教えられたんだ」

「誰にも教えてもらってないよ。野球の試合を観て、勝手に自分でこんな感じかなって覚えたんだ。握り方とか詳しい投げ方は、遠くから観ただけじゃ解らないんで」

「試合があるってことは練習もあるんだろ？　だったら指導者もいて生徒もいるんだろ。いいか、ボールは三本指でこう持つの、基本は縫い目に指を乗せるの」

「なるほど……え、これで強い球が放ほうれるものなんですか」

「当たり前だろ。そんなしっかり握っちゃったら、手から離れなくて大変じゃん。試合ってさぁ、どこでやんの。この国にもやっぱスタジアムとかあんの？　金曜の夜の国民の娯楽は、ビールとナイターとジャイアンツだったりすんのか」

「ジャイアンツはナ・リーグなのであまりよく知らないんですが……でも陛下、この国に野球はないんですよ。俺が試合って言ったのは、我が国のことではありません」

　いい加減な生返事を口にしながら、おれは脇にグラブを挟み、コンラッドの手を握って説明していた。ほら、これがフォーシーム、縫い目と交差するとホップ気味になるから。この世界の野球事情を聞くよりも、教えることに熱中していた。

「ワインドアップで体重移動してる？　でないと軸足がしっかり着かないぜ。この時も目線は目標を見たまま、おれのミットから逸そらさないこと。で、ストライドが短いのは本人が回数投げて、一番いいとこみつけないと。フォースルーは妙に大きいけど、お手本誰よ」

　言っているうちに、なんだか嬉うれしくなった。相手の指や肩を摑つかんで、言葉どおりに動かしていると、子供の頃の自分が蘇よみがえり、胸があたたかくなってきた。

「……こんなだったのかなあ」

「何がです？」

「こんなだったのかと思って。おれが教えてもらったときも。十歳かそこらの頃なんだけど、プロ選手が来てくれる一日野球教室なんてのがあってさ。当時泣く泣くキャッチャーをやってたおれは、親父のコネだか抽選だかで、その会場に紛れ込んだの」

　特に身体が大きいわけでも、精神的にしっかりしているわけでもなかった。単に父親の一言で、ポジションを決められた小学生は、向かってくる速球も怖かったし、突っ込んでくる走者も怖かった。ちゃんとマスクはあるんだけど、やっぱり目の前にくると怖いんです。名捕手と名高いその人に、おれはうなだれてそう打ち明けた。

「怖いなんて言ったらさ、適性がないんじゃないかってことになりそうだろ？　けどその人はおれをしゃがませてね、自分もおれの後ろに座って、こう、なんていうか抱え込むみたいにして、手を持ってミットの位置を決めてくれてから、近くにいた投手を呼んだんだ」

　百八十センチ以上あるプロの投手が、大きく振りかぶって足を上げ、青いグラブの中で握られたボールは、長い指で宙に押し出された。いま考えてみれば山なりの超スローボールだったに違いない。けれど新品の真白い軟球が、自分のミットに飛び込んだあとも、おれは瞬まばたきするのも忘れて、その場に座ったままだった。

「で、おれの肩ごしに、師匠は訊きいたね。怖かったか、って。けどこれでもう、おれは……」

『きみはもうプロの球も捕れるようになった。それでもまだジュニアの選手が怖いのか？』

　おれはコンラッドの手の中を見ながら、あの日の風を思い出した。グラウンドに降りそそぐ陽光が直接キャップに当たった。

「……忘れられないんだよなー、あの感触が」

「師匠って人のぬくもりが？」

「ぬくもりじゃねーよぬくもりじゃ！　それにおれが勝手にココロの師匠にしてるだけだし、その一回っきり喋しやべったこともないの。運悪くサインももらえなかったの」

「けど陛下はその……師匠のチームのファンなんだ」

「あったり前だろー？　携帯の着信も一時期は球団歌だったし、中継は必ず最後まで見るし、土日はラジオでチェックするし、ファンクラブ入って球場にも行くし。記事のスクラップなんか今年で十冊目だし、永久保存の録画も増えちゃって増えちゃって……あんたはどこのファンなの？　こっちではチーム名とかどうなってんだろ」

　コンラッドが、意味ありげな表情で腕を組んだ。

「ボストン・レッドソックス」

「レッドソックス？　松坂がんばったよな」

「誰です？　知らないな」

「だってパで……おれの世界で活躍してた選手だもん。なんだ、こっちの世界にも同じチーム名があるんだな。ま、そーいうのもアリかもね、タイガースだってジャイアンツだって日本とアメリカと両方にあるんだもんな。日米野球なんか混乱するよね、カブス対ジャイアンツなんて、国籍ぜんぜん違うのに……」

「ジャイアンツ、ナショナルリーグですからね」

「リーグ名まで一緒なの？　それにボストンって地名まで……そんなはず……」

　考えてみれば、この男は妙だ。自分と話が合いすぎる。おれはボールを摑んだままで、まじまじとコンラッドの顔を見た。指は無意識に危険な握りになっていて、人差し指がひきつった。

「ギュンターには全然通じないことを、あんたはけっこう知ってるよな。メリーゴーランドとか、おれの親父のこととか……そのうえレッドソックスってのは……どういうことだ。さっき、この国のことじゃないって言ってたよな、じゃあどこだ？　この世界のどこの国が、どこの人間社会が野球好きなんだ？　どこにボストン・レッドソックスがある？」

　そんなはずが。

「地球、アメリカ、マサチューセッツ以外のどこに？」

　そんなはずがない。

　コンラッドはグラブのまま両手を上げ、首を振ってＮＯの意思表示をした。

「どこにもない。地球、アメリカ、マサチューセッツ以外のどこにも」

「じゃあ、何で」

「行ったからです」

「行ったって、どこに、誰が」

「俺がボストンに、行ったからです」

　ボストンに？

「ボストンだけじゃない。色々なところへ行きました。ワシントン、スタテン島、ニューハンプシャー、オーランド、ケベック、エジンバラ、ウェールズ、デュッセルドルフ、シェルブール。陛下の魂を大切にお護まもりしながら、あなたの育った世界に行ったんです」

　地球の歩き方、異世界からのお客さん編。

「十七年前、前世の傷をすべて癒いやして、真っ白になった陛下の魂をお護りしながら、俺はあなたの生まれた場所、アメリカ合衆国へ行ったんです。そこでベースボールの楽しさを知って、未来の魔王が無事に生まれるのを見届けてから帰ってきた。陛下の母上はそれはもう気丈な人で、今にも生まれそうだってのに、タクシーの運転手を怒鳴りつけてました」

「まさか……まさか相乗りの名付親!?」

「採用されちゃうとは思いもしなかったもんで……」

　じゃ、十五年間からかわれ続けた渋谷有利原宿不利は、二割くらいは彼のせいだったのか。残りの大半は漢字を決めた両親のせいだけど。

「その話が本当だとすると、おれはおふくろの腹の中にいた時に、あんたと接触してるわけか」

「そういうことになりますね」

　こんな奇妙な話が、あっていいものだろうか。十五年前に母親が会ったのと然さして変わらないような年恰好で、おれの因縁の名付親が、すぐ目の前で笑っている。おれのこと陛下なんて呼んでいる。

「十五年間、ずっと待っていたんだ」

　彼はグラブを外して脇に挟み、おれの手をボールと一緒に包み込んだ。

「直接、陛下にお会いできる日を」

　おれの左脳のストックの中では、その節はどうもとか母に成り代わってお礼申し上げますとか、そういうオーソドックスな候補が用意されていたのだが、彼のとても人間っぽい表情を前にしたら、どう抗あらがっても右脳が勝って、もう他に言葉がなくなってしまった。

「……陛下なんて、呼ぶなよ、名付親のくせに」

「ユーリ」

　だってそうだろ、あんたがつけた名前なんだからさっ！　それでもまだ照れを隠すために、おれは裏返った声で続けなければならなかった。ちょっとじんときちゃってたから。柄にもなく感動なんかしかけてたから。

「それに、生き別れの兄弟みたいな言い方すんなよ！　実質的には昨日が初対面なんだから。あんたはおれの名前を知ってたかもしれないけど、おれの方は相乗りの人としか聞かされてなかったんだから。まあその時、荷物かなんかに名前でも書いてあれば、おふくろも覚えておけたかもしれないけどさ、ほらこの」

　握ったボールを突き付ける。

「所有者ネーム入りベースボールグッズみたいにな」

「それは俺の名前じゃないよ」

　なに？

「グラブは持ち帰ろうとして自分で買ったものだけど、ボールは球場で貰もらったんです。別に頼んだわけじゃないけど、遠征で来てた敵チームの若手が、サインしてやろうかってぱっと取ってサッと」

「なななななんだよあんたっ、偉大なるメジャーリーガーのサインボールで、おれとキャッチボールしてたのか？　誰、誰のサイン!?」

　消えそうな文字は、英語と教えられても判読できない。メジャーの神様だったらどうしよう。

「なんですか、そいつは陛下よりも偉いんですか」

「ああああたりまえだろー？　三年間補欠だったおれなんか甲子園めざすのも気が引けるってのに、その甲子園どころか、プロの選手でさえかなわないような……なあ、この世界にはまだ野球があんまり広まってないんだよな」

「あんまり、どころか、俺と子供たちくらいしか」

「てことは、今現在、おれがだんとつトッププレイヤー？　試合で間違いなくスタメン起用？　眞魔国のイチローとか呼ばれるのおれ？　でもおれポジジョン、キャッチャーだから、あっもうどうしようポスト伊い東とうなんて言われちゃったらっ」

「それどころじゃないですよ、陛下の場合、確実に選手兼コーチ兼監督兼審判兼オーナーということに。国営チームということは、つまり国王がオーナーですからね」

「国王か。国王ねぇ、だったら魔王もいいかもなー」

　コンラッドは真っすぐに視線をあわせ、薄茶の瞳ひとみを細めて言った。

「よかった、陛下。少しでもお気持ちが晴れて」

　気持ちは晴れないよコンラッド。でもなんか、何か妙案が浮かびそうで浮かんでこない。

「てことはおれが王様なんだから、野球を国技にするってのはどう？　渋谷有利記念スタジアムとか造ってさぁ、第一回渋谷杯争奪トーナメントとかやっちゃうの！」

　脳のう味み噌そを何かが横切った。
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　横切ったのは鳥だった。

　環境汚染されていない朝の空気を思い切り吸おうと、部屋の窓を開けたとき、サファイアブルーの羽とオレンジ色の長い尾を持つ鳥が、バルコニーのすぐそばを横切った。美しい姿と、「エンギワルー！」いやな鳴き声。

　朝食は各自で摂とってもいいらしく、部屋に運ばれてきたパンやチーズを、おれは非常識なくらい腹に詰め込んだ。体育会系の食事なんて、ここだけのはなし質より量だ。最高級素材のモルトブロートより、百円の菓子パン食い放題に惹ひかれる。だから昨夜のレアステーキなんか、燃料の足しにもなりゃしない。

　主食だけでも三人前はたいらげたあたりで、ギュンターがげっそりとした顔で現れた。髪も服も彼らしくきっちりしているが、赤くなった目の下には隈くまができている。四杯目の牛乳に紅茶を入れながら、おれは、おはようと右手を挙げた。

「おはようございます陛下、ご機嫌うるわしいようで、何よりです」

「あんたはご機嫌うるわしくなさそうだね。ろくに寝てないって顔してるよ」

「はい、本日の……決闘のことを考えておりましたら、よい案も浮かばぬままに夜が明けてしまいました……」

「そいつに関しては、おれもちょっと考えたよ」

　一生懸命考えた結果、もうこれ以外ないでしょうという作戦に辿たどり着ついたのだ。これで負けたら勝てる種目はない。いわばおれにとっての最終兵器だ。

「コンラッド起きてっかな、借りたいもんがあるんだけど」

「今朝早くに、調達するものがあるとかで街に出掛けましたが、正午までには戻るでしょう。それより陛下、どうなさるおつもりですか。ヴォルフラムは兄二人よりは華きや奢しやですが、ああ見えてなかなか剣の腕も立ちます。炎術においては母方の血を引いて、この国でも有数の使い手です。迂う闊かつな方法で挑まれては……」

　当事者以上に沈痛な声で、ギュンターは言葉を詰まらせた。

「そんなに深刻な顔をされてもなぁ。昨日は滅多に死なないって言ってたじゃん」

「申しました。確かに、申しましたが……」

「おれだってどう考えてもかなわないような、剣とか魔法で勝負する気はないよ。そこら辺は戦術、戦術っ。相手の裏をかかないとさ」

「では一体、どのような武具で……」

　あっというまに太陽が真上にきて、正午を報しらせる管楽器が鳴った。これを機に時刻を合わせようかと、アナログＧショックをいじってみる。しばらくそうやって時間をつぶしてから、急かすギュンターを従えて部屋を出た。街から戻ったコンラッドには、入り用なものを借りてある。

　約束どおり中庭に出ると、哨しよう兵へいは最小限に減らされて、プライベートな勝負の様子が外にもれないようにと、中央に面した窓も閉められていた。特等席のバルコニーにはツェリ様が陣取り、おれを見つけてにこやかに手を振った。グウェンダルは腕を組んで壁に寄り掛かり、決闘の相手であるヴォルフラムは、椅子に座ってふんぞり返っている。

　神経質な奴だから、なかなか姿を現さない敵に、かなりイライラしているはず。その苛いら立だちで集中力が乱れるという「待ちかねたぞ武む蔵さし」大作戦。かなりせこい。

「お前がぼくに打ち据えられて、泣きながら許しを乞こう姿を想像してみた。そう考えると待ち時間も楽しいものだな」

　なんかあんまり苛立っていない。宮本武蔵作戦、大失敗。

「おれが負けるって決まったわけじゃないだろ。十五年間眠ってた格闘センスが、これをきっかけに目覚めるかもしれないじゃん」

　自分が苛立ってどうする。落ち着け、落ち着け。

　蠟ろうで石畳の部分にぐるりと円を描き、おれはその外側で準備を始めた。ヴォルフラムの顔色が変わる。

「なぜ服を脱ぐ！」

「なに言ってんだよ、お前も脱げ」

「ぼくが!?」

「そうだ。相撲すもうは『はだか』がユニフォームだからな」

　そのためにコンラッドから新しい下着を借りたのだ。庶民はトランクス型を穿はいているが、金持ちや貴族の間では、例のヒモパン着用がステイタスとされているらしい。バリバリ貴族のヴォルフラムなら、ほぼ確実にヒモパン派だろう。彼の下着姿が見たいわけではないが、あんな脱げやすそうな構造だ、もしかしたら取り組み中に外れるかもしれない。そうなってしまえばこっちのものだ。土俵上で脱げたら即座に負け。そういうルールがちゃんとある。

「相撲とは、男と男がまわしいっちょでぶつかり合う、日本が誇る超重量級格闘技だ。この土俵から一歩でも出るか、足以外が地についたほうが負けとなる。由緒正しい伝統的スポーツだ！」

「マワシ？　ドヒョウ？」

　ユーリ陣営のギュンターまでが困惑顔。コンラッドだけが「ああ、ジャパニーズ・スモウレスリングね」と納得している。アメリカで少々かじってきたのだろう。

「ほら早く脱げよ」

「男と男が、は、は、は、裸でぶつかり合うだと」

「そう、弾む肉体、飛び散る汗」

「ふざけるな、そんな野蛮で淫みだらな競技で、ぼくに挑むというのか」

「みだら？　失礼なこと言うなよ、日本の国技だぜ。殺し合いよりずっといいだろ」

　ツェリ様がバルコニーで大きく手を振る。

「あたくしはぁ、その競技ィ、だーいすきーィ」

　熱烈な投げキッス。

「……しょーがねーな、じゃあ服は着たままでいいよ、早く円の中に入れよ」

　だったら普通の拳けん闘とうと同じだと思ったのか、ヴォルフラムは偉そうに土俵入りしてくる。ひとりだけ雲龍型を披露するわけにもいかず、おれも上着を脱いだだけで線を越えた。

「みあってはっけよいとか説明してもわかんないだろうし……じゃあさっきのラッパを始めの合図にするか。いいな、一回きり、ガチンコだかんな、ヴォルフラム、さん」

　どこまでも弱気。呼び捨てにさえできないおれ。

　急きゆう遽きよ、望楼に指示が行き、高らかな「開始」が告げられる。

　最初から低い姿勢で構えたおれの方が出足が早く、虚を衝つかれたヴォルフラムの腰にぶちかまし、廻まわしの代わりにベルトを摑つかむ。勝負は一瞬でついた。四つに組む間もなかった。

「うりゃ」

「……っ」

　足を払ったつもりもないのに、敵が仰向けに転がっていた。

「あれ」

　何が起こったか理解できずに、口を半開きにしたままで間抜けに転がる美少年、真上には青空。一昨日おとといのおれも、こんな感じだったのだろうか、気の毒に。憎しみも敵意もどこかに忘れて放心状態のヴォルフラムは、魔族のエリートというよりも、悪魔に騙だまされた天使みたいだ。などと同情してはいられない。ゆっくり実感がわいてくる。もしかして、おれ、勝った？　相撲のルールは足の裏以外の身体の一部が……一部どころか転がっている。

「っしゃあッ！　おれ勝ったんだろ？　勝ったんだよな！」

　軍配に尋ねれば、ＹＯＵ　ＷＩＮ。

「勝ったぞ勝ったぞ勝ったぞ勝ったぞーっ！　うぷ」

「陛下！　ご立派な戦いぶりでございましたッ」

　早くも涙ぐむギュンターが、冷静さを失って勢いよく抱きついてきた。

「てゆーかおれの戦略勝ち、アタマアタマアタマ、ここ使わないと」

「双方ともに一滴の血も流さない、陛下の慈悲深さゆえに生まれたこの決闘は、我々魔族の美談中の美談として、後の世まで語り継がれることでしょう」

「美談っつーより笑い話として、語りぐさになりそうな気はするなぁ」

「……これでことがおさまれば、いいんだが」

　一人だけ冷めた様子のコンラッドは、転がったままの弟に手を差しだしながら呟つぶやいた。みるみるうちに白い肌が朱に染まり、敗者は兄の手を払う。

「こんなバカな勝負があるか！」

「ヴォルフラム」

「異界の競技で勝敗が決められてたまるか！」

　少しでも同情して損をした。彼はまったく懲りてない。屈辱感は怒りに油を注ぎ、敗北の事実さえ燃やして消してしまったようだ。

「いいか、お前、お前はこの国の王になるつもりなんだろう？　だったらこの国の方法で勝負をしろ。魔王なら魔王らしく、魔族の決闘で勝負をしろと言っているんだ！」

「ちょっと待てよ、おれの好きな方法でいいって、そっちが先に言ったんだろ。それを自分が負けたからってなんだよ。往生際が悪いだろ。そーいうの男らしくないんじゃねえ？」

「うるさい！　誰か、ぼくの剣を持て」

　兵の一人が走ってくる。おれは大慌てで、声まで裏返った。

「おいおいおい待て、ちょっと待て、まじで待てよっ、そんな本物の刀つかったら死んじゃうだろ。負けたからって本気になるなよ」

「ではお前は今のくだらない勝負、本気ではなかったというのか」

「くだらない言うなーっ」

　だんだん夫婦漫才めいてきた。ギュンターが仲裁してくれようとする。

「ヴォルフラム、あなたから提示した条件ではありませんか。これ以上の身勝手な要求は私としても聞き流すわけにはいきませんよ」

「ではどうする、そいつの代わりにお前が勝負を受けるのか。新魔王と名乗る男は、一対一の勝負に部下の力を借りるというのだな」

　口の減らない野郎だと思いながらも、おれは感情と別の部分で、今までしたこともないような、奇妙な計算を始めていた。こんな知恵がどこからわいてきたのかも、頭の、脳のう味み噌その右と左のどちらで考えているのかもわからない。いつのまにか周囲を見る眼が変化していることさえ、自分自身でははっきりと自覚できていなかった。決闘中の相手から目を離さずに、おれは横にいるコンラッドに尋ねる。

「もしもおれが魔王になったとして、あ、万一の話だよ万一の。そうなったとしたら、あいつは味方になるんだよなぁ」

「もちろんです」

　コンラッドは深く頷うなずく。弟だからというわけではない。

「あいつって、どういうやつ？　おれを憎んで逆恨みして、そういう理由で裏切るやつかな」

「いいえ」

「じゃあ大きな目標のためなら、嫌いな奴とでも組めるタイプ？」

「ヴォルフラムに関して申し上げるならば、どんなに嫌いな相手であっても、それが魔族のためになるのなら、最終的には妥協すると思います。あいつは魔族であることに誇りを持ってる。そして魔族がこの世界の頂点に立ち続けることを望んでいる。そのためになると認めれば、嫌いな相手にでも従うでしょう」

「なるほど」

「もうひとついいですか、グウェンのことです。彼はこの国を誰より愛してる。俺なんかよりも、ずっと真剣に。ただし彼の愛情と献身は、魔族と眞魔国にしか向けられていない」

　疼うずく傷を抑えるような。

「……それが問題なんです」

　彼の言葉を信じるならば、ヴォルフラムは味方だ。今は紅白戦で敵対していても、いずれは同じチームになる。計算と感情が一致した。

「わかったよ。練習用の剣に替えてくれ。やんなきゃあいつの気が済まないなら、さっさと片付けるしかないよな」

　傷つけられたプライドは、真剣勝負でしか戻らない。

「正直、剣道素人しろうとだから勝てっこないよ。でも今度おれが負けたとしても、一勝一敗で引き分けだろ。もともと勝ち目のない勝負だったんだから、おれとしちゃイーヴンで上出来じゃないの」

　引き分けで停戦できるのなら、チーム内で諍いさかうことはない。

「こうなるだろうと思った」

　コンラッドは壁に立て掛けてあった剣と盾をとり、おれに渡してからギュンターを呼んだ。その頃には年長者も巧みな言葉で、向こうの武器を訓練用に替えさせていた。

「陛下、ご安心ください。巨大で強力には見えますが、刃はなく斬れることもございません。頭部に当たれば陥没する程度で、心臓をえぐったりはできません」

「頭ず蓋がい骨こつ陥没ってだけで、かなり天国に近くなると思う……」

　服のボタンを二個くらい外して、コンラッドが首に掛けていた革かわ紐ひもを引っ張った。五百円玉と同サイズの、銀の縁取りと丸い石。

「陛下、これ」

　空より濃くて強い青。

「ライオンズブルーだね」

「俺の……友人がくれたものです。ある種のお守りと聞いていたけど、今朝がた街で尋ねたら、これはもともと魔石なので、魔力のある者にしか効果がないらしい。運でも防御でも攻撃でも、何かの役に立てばいいけど」

「くれるの？」

「ええ」

　わざとらしい咳せき払ばらいで教育係が割り込む。

「お収めになるときは御注意下さい。陛下にその気がおありでないとしても、捧ささげ物ものを受け取るという行為は、その者の忠誠をも受け入れるということです。私やコンラートからはかまいませんが、知らないところで忠臣をお増やしにならないように」

「迂う闊かつに物をもらうなって？　なんだよ選挙みたいだな」

　胸にかけると、石の部分がわずかに暖かい。霊れい験げんあらたかというよりは、前の人の体温の残る便器に座っちゃったような感触だ。おれは昨夜、生まれて初めて触った剣を右手に盾を左手に、灰色の硬い土に立ち上がった。

　ヴォルフラムは盾を持たず両手剣をかかげ、バッターボックスのイチローみたいにこっちを狙っている。

「あれほんとに訓練用なんだろうな……」

　剣というより、ものすごく活きのいい太刀たち魚うおだった。それか冷凍の新巻鮭。あんなもの振り回されたら、衝撃だけで場外ホームランだ。やる前から腰が引けてきた。

「な、なるべく早くギブアップするつもりだけど、もしおれが一撃でやられちゃって口きけそうになかったら、さっさとタオル投げちゃってくれ」

「ギブってなんですか、タオルってなんですか」

　戸惑いを隠せないギュンターを後しり目めに、コンラッドがにわかアメリカ人風に答える。

「ＯＫ、ユーリ」

「準備はできたか、異世界人！」

　勝手にあっちにやっといて、そんな呼び方はないだろう。

「おれの名前は渋谷有利。よかったらサマをつけてくれてかまわないぜ」

「ふざけるなッ」

　勝負はいきなり始まった。走ってきたヴォルフラムが大きく振りかぶり、おれめがけて新巻鮭を打ち降ろす。一瞬の反射でおれは真下に移動し、身体の中央に盾をかざす。鉄球でも食らったかのような衝撃が、がつんと全身に伝わった。外野が必死に叫んでいる。

「陛下っ、よけてください、よけてっ！　正面で受けたら危険です」

「よけいな助言はやめておけ、ギュンター。慣れないやつが腕だけで受けたら、一度で骨が折れてしまう。本能的なものだろうけど、陛下の判断は正しいよ」

　判断なんて理性的なものではなくて、単に長年の癖だった。とにかく身体の正面で受けろ、かぶっておさえてでも前に落とせ、後逸だけは絶対にするな。要するに、自分のポジションの仕事だ。

　こちらが返球するまでもなく、すぐにまた次の攻撃がくる。もう一度、上段からストレート、盾で吸収しきれずに、左腕と肘ひじと肩がじんと痺しびれる。続いて右サイド、再び上。

「どうした、なんのために剣を持たされている!?　右手が無駄に下がったままだぞ！　それとも恐怖で動かせもしないのか」

「っるせーなッ」

　落ち着け、焦るな、渋谷有利。

　目の前に重い鉄の武器がくる。真昼の陽光にきらめいて、銀の流線が描かれる。冷静になれ、腕が痛い、バランスを保て、重心を低く、まばたきできない、する間がない、前傾姿勢だ、攻撃に転じる、好きこそものの上手なれ、剣道でいうなら面、面、胴、汗が目に入る、面、面、胴、染みる。

　ビビってんじゃねーぞ、おれ。けど、やっぱり目の前にくると怖いんです、振りかぶって上段から、きみはもう……。

　きみはもうプロの球も捕れるようになった。それでもまだジュニアの選手が怖いのか？

　あの日の風。

　もう怖くない。

「お前のスピードじゃ怖くないねっ」

「なんだと？」

　思い切って跳ね上げた盾を手放し、相手の体勢を崩させる。その隙に剣の柄を両手で握り、自分を守るよう前に振り出す。

「ああっご自分で盾を捨てられるなんて。ああもう見ていられませんよコンラート。たおるだかオマルだかを、早く投げてさしあげて」

「まだだ。陛下はヴォルフラムのリズムを読んでるぞ。基礎のできた模範的な攻撃だからこそ、次にくるコースが予測できるんだ。ほら、かろうじてだが剣で止めている。それにタオル持ってきてないし」

「ええっ」

　コンラッドの指摘したとおり、おれには次に狙われる場所が読めてきていた。けれどそれは基礎とか模範とかのせいではなくて、敵の性格が判ったからだった。

　食事の順番が決まってた。それも一度の狂いもなく。そしてさっきからずっと同じリズム。緩急つけないピッチングは、やがては読まれて長打を食らう。同じことだ。

　顔の前で金属がぶつかり合い、火花が散るのに歯を食いしばる。グリップエンドに乗せた小指が、最後の振動で軽く痺れた。

「……もしおれが監督だったら、お前は絶対ファーム落ちだなっ、だって投げてくるタイミングがっ、最初からずっと同じだぜ、そんな芸のないピッチャーは……っ」

　サイドから立て直すには、他よりコンマ数秒余分にかかるはず。おれは右足と同時に肩を引き、スクエアに構えて剣を四十五度に倒した。

　テイクバック、相手の踏み出しと同時に左足をシンクロさせ、バットに、いや刃と刃が当たる瞬間に親指に力を加えて、決して腰を引かない。けれど打ち急いで前のめりにもならない、身体の軸を固定したままで。

「……っ！」

　最後まで振り抜く！

　キーンと、聞き慣れた金属バットの音がした。両腕が付根まで激しく痛んだ。次第に衝撃は震えとなって、肋ろつ骨こつや腰骨までモールス信号みたいに広がった。

　ヴォルフラムの巨大な武器が飛ばされ、くぐもった擬音で地面に刺さった。

「……ひゃっほーぅ」

　気分的には逆転サヨナラ満塁アーチだが、距離からすればセカンドフライだ。いずれにしろ敵はもう丸腰だ、ここで下した手てに出て折衷案を探れば、なんとか停戦に持ち込める。

「……おれ的にはもうクタクタで勘弁してって感じなんだけど、もしお前さえよかったら、今日のところは引き分けってことで……うっわ」

　おれは仰天して飛びすさる。蒼そう白はくな顔のヴォルフラムの右手は、バスケットボールでも摑つかむような形で、わずかに中指だけ外向きにしながら、オレンジの火球を乗せていた。

「ヴォルフラム！」

　ギュンターが叫ぶ。

「陛下はまだ魔術について学ばれていないのです。自分が負けたからといって、得意の炎術を持ち出すのは」

「ぼくは負けたわけじゃないっ」

「だっ、だから引き分けでいいって、おれ言ったじゃん」

「引き分けもなしだ。どちらかが戦えなくなるまで続ける」

　美しい顔を憎悪に歪ゆがませて、魔族のプリンスは右手を突きだす。

　ギュンターは何か呪文めいたことを叫ぶが、彼等の頭上で小さな爆発が起こっただけだった。常人のおれには想像できない方法で、せめぎあっているらしい。

「グウェンダル！　なぜ邪魔をするのです!?　ヴォルフをとめないと陛下の身が」

「邪魔をしているのはお前だろう。真偽を見定めるいい機会だ。あれが本物の魔王だというのなら、ヴォルフラムごときに倒されはしないはず」

「しかし陛下はまだ要素との盟約も……」

「魔力は」

　言葉を奪ってグウェンダルは、壁から離れてギュンターに向き直る。いつもどおりの不機嫌な美び貌ぼうだ。

「魔力は魂の資質だ。学ぼうが焦がれようが得られるものではない。あれが真の魔王だというのなら、盟約も知識も追い付かなくても、あらゆる要素が従いたがるはずだろう？　その高貴な魂に跪ひざまずいてな」

　外野の会話に耳を傾けられたのはここまでだった。そんなことに心を割く余裕はない。そもそもおれが本物の魔王のはずが……、いや万が一そうだったとしても、炎のドッジボールに勝てる自信などない。

「炎に属する全ての粒子よ、創主を屠ほふった魔族に従え！」

　美しい顔によく合う凜とした声で、ヴォルフラムは炎を生み出す。おれは駆け出した。逃げろ、逃げちまえ！　反撃のチャンスはきっとある、だから今はこのファイアーボールが届きそうにない所まで、一歩でも遠くへ逃げるんだよ！

「我が意思をよみ、そして従え！」

　つんのめって転んだのは偶然だった。だが大きさを増した火球は、頭を掠かすめて壁に当たる。髪が焦げる独特のいやな匂いが、嗅きゆう覚かくを刺激した。

　殺される、こんなものをヒットさせられたら確実に殺される。

　どうして、なんでおれが。そりゃＥＮＤマーク出るまで付き合うって決めたけど、だからってなんでだまし討ちみたいに、非科学的な炎にやられなきゃなんないんだよ！

　コンラッドは自分の剣を抜き、グウェンダルに銀色の切っ先を向けた。

「グウェン、障壁を解け。でなければお前を斬ってでも、ヴォルフラムをとめに行くことになる」

「私を斬ってでも？　どこまで本気なんだ、コンラート」

「全て本気だ」

　ヴォルフラムも同じく本気だったらしい。今度は炎の球ではなく、彼の僅わずかに曲がった中指から、空気の揺らぎが生まれてきた。爪の先に血のような赤が灯り、突然ふくらんだその色が狼ほどの大きさの獣になる。炎のままで。

「なんだよそれっ」

　酷薄な笑みを浮かべるヴォルフラムから、獰どう猛もうな獣が放たれた。

　なんだよそれ、だったら相撲すもうと剣での勝利はなんだったの。最後に逆転チャレンジありだってんなら、これまでの苦労はどうなるの？

　自分が必死に走った距離を、獣が三歩でかせぐさまを、おれは突っ立ってただ見ていた。動けなかった。動こうにもどこに逃げても、あの四本の足で追い付かれるだろうから。恐怖というより「そりゃないよ」という思いで、ぼんやり口を開けていた。

　凶器の前肢が襲いかかる瞬間、おれはふっと首を沈めた。そいつはすれすれのところで獲物を飛び越し、勢い余って止まれずに進む。本来なら壁のある場所へ。

　運悪くそこには回廊があり、小走りで横切る人がいる。おれは首を痛いほどひねって、彼女に危険を伝えようと叫んだ。見たことがある。あの娘こは確か、昨日おれの着替えを持って。

「危ない！」

「……ちっ」

　全てが遅かった。おれもギュンターもコンラッドも。

　燃え続ける獣は真っ直ぐに突っ込み、少女は悲鳴もなく弾き飛ばされた。同時に狼も消える。誤った標的を打ち倒して。

「……これが」

　近くにいた哨しよう兵へいが慌てて少女に駆け寄る。右側の肋骨の一箇所が、折れたみたいに鋭く痛む。息をするのが苦しくなって、鼓動が重低音でがなりたてた。

「これがお前等の勝負なのか」

　腰とも腹ともつかない身体の奥から、熱い感覚が広がりだした。神経の末端まで走り抜けるそれは、脳の後ろで警報を鳴らす。

「関係ない女の子を巻き添えにする、これが……っ」

　目の前で純白の煙が弾けた。

　生きているのかどうか判らなくなる。

　耳の奥で、誰かが短く囁ささやく。

　やっと……。

　やっと、なに？

　それっきり、意識が。
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　晴天がにわかにかき曇り、中庭の上空だけに黒雲が広がった。石畳に叩たたきつけられる息もできない豪雨。辛うじて開いた眼に映ったのは、ヴォルフラムを見据えるユーリだった。

「……陛下？」

　ギュンターがおずおずと声をかけるが、そちらを振り向く素振りもない。

　口調どころか、声まで別人のようだ。

「己れの敗北を受け入れず、規則を無視した暴走行為。果ては罪もない少女を巻き込み、それでも貪どん欲よくに勝利を欲する」

「な、なにを役者口調で言っているんだ」

「それが真の決闘だというのか。だとしたらそのような輩やから、野放しにしておくわけにはゆかぬ。血を流すことは本意ではないが、やむをえぬ、おぬしを斬るっ」

「な……」

　斬るとか言っておきながら、ユーリの武器は剣ではなかった。

「成敗ッ！」

　ヴォルフラムが使った火獣のように、彼の指先にも術が現れる。叩きつける雨と同じウォーターブルーの、二匹の牙きばのある蛇だった。

「なんというか、こう、あまり王らしくない術形態だな」

「そんなことより、陛下はいつ水の要素と盟約を結ばれたんです？　それに命文の一言も口にせず、粒子を操るのは至難の業。なにひとつお教えしていないのに、どうして陛下はそのようなことを……」

　それぞれ勝手な感想を述べるユーリ派の二人に聞こえないように、グウェンダルは小さく呟つぶやいた。

「なるほど、魂は本物、ということか」

　半透明にきらめく蛇の横腹には、うっすらと漢字で『正義』と書かれている。場違いだ。宙をくねった二匹は過たず、獲物の魔族に絡みつく。ヴォルフラムはらしくない悲鳴を上げ、そいつらを振りほどこうと抵抗した。指先では彼の命によって幾度も炎が生まれるのだが、そのたびに豪雨が叩き消す。これは炎の術者よりも水の術者に分がある証拠だ。主人の格と実力によって、具現した要素の勝敗は決まる。

「はなせ、このっ！　一体どうして、こんなに急に……。貴様、本当は何者だ!?」

「何者だと？　余の顔を見忘れたか」

　すっかり時代劇モードだ。

「罪もない娘の命を奪ったおぬしの身勝手さ、断じて許すわけにはゆかぬ」

「ぐ……っ」

　いよいよ蛇（正義一号二号）がヴォルフラムを成敗しようと締めつけたとき、哨兵の一人が嬉うれしげに叫んだ。

「おーい、気がついたぞ、命に別状はないようだ」

　少女が男の腕の中で、意識を取り戻して目を開いた。小さく呻いて顔に手をやる。

「……あたし……どうして……」

　ユーリもヴォルフラムもそれを見た。ヴォルフラム自身は弁解する気もなかった。殺すなら殺せ、こんなちょっと外見がいいだけのガキに首をとられるのは屈辱的だったが、跪ひざまずいて命いのち乞ごいをするよりは、武人らしく死を迎えるほうがずっと潔い。

　だが首にまで絡みついていた水蛇は、急激な蒸発によって姿を消した。力が抜けて、座り込む。爛らん々らんとした眼の輝きまでもが常人でないユーリが、ヴォルフラムを指差して言い放った。

「ヴォルフラムとやら、以後よくよく改心いたせ。お上にも情けはある」

「な……ナサケ？」

　自称・お上は、派手な飛沫しぶきをあげて、泥水の中にぶっ倒れた。
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　誰かが身体を洗ってくれた。誰かが部屋に運んでくれた。誰かがベッドに寝かせてくれた。誰かが毛布をかけてくれた。

　そして誰かが、夢の中で囁ささやいた。

　野球？　野球をやるならキャッチャーをやれ、サッカーだったらえーとゲームメーカー？　とにかくチームに指示を出すポジションをやれ。監督だったら最高だ。

　小学生は監督できないよ。

　そうだな、そこが残念なとこだ。よーしユーリ、キャッチャーをやれ。お前がサインをださないと、ゲームはずっと始まらないぞ。

「……おれがサインを出さないと……ゲームはずっと……」

「お気がつかれましたか」

　ぼんやりと白い天井が見える。覗のぞき込んでくる超美形の灰色の髪も。紫の瞳ひとみが潤みかけて、泣きそうな微笑で唇を嚙かんでいる。

「……おれ……死んだんだっけ」

「縁起でもないことを仰らないでください、一時は陛下のお身体を案じて、国中皆で祈りましたのに」

「大おお袈げ裟さだなぁ」

　ギュンターはとんでもないという感じに肩をすくめた。

「大袈裟ではありません。三日も眠ってらしたのですよ」

「三日も!?」

「そうです。けれど今朝からは通常の睡眠になり、疲労が回復すれば目が覚めるだろうと医師が申しておりました。お身体の方には、何ら異常はございません」

「だろうと思った。いやに腹が減ってるから」

　それにしてもあんな炎の化け物に倒されたにしては、目立った傷も火傷やけどもない。よっぽど頑丈にできているのか、それとも誰かがタオルを投げてくれたのか。

「本当に、陛下が水の術を使いこなされたときには、私ばかりでなくグウェンダルもコンラートも仰天いたしました。いつのまに水の要素と盟約を結ばれたのですか。それも具現形態も見事な美しい蛇でした。一体いつ……」

「水の術？　要素、盟約？　何の話だよ何の。ああそうだ、あの女の子は無事かな。あの、燃える狼に突っ込まれちゃった彼女」

「あ、ええ、幸い命に別状はありませんでした。もっともヴォルフラムの炎が突っ込む直前に、グウェンダルが彼女を障壁で覆ったので、実際には軽い波動というか衝撃で弾き飛ばされただけなのです」

　グウェンダルが。ああ見えて結構いい人なのだろうか。

「そか、あーよーかったぁ、おれ気がちっちぇーからさ、女の子が大火傷したらどうしよう、もしかしておれのせいか、おれの責任問題なのかっ、って思ったら、かーっと頭に血が昇っちゃって……あれ、おれどうしてやられちゃったんだろ」

「やられ……いいえ、いいえ陛下、陛下は決してヤラレてなど……」

「いーんだよ慰めてくれなくてもー。もともと勝ち目のない勝負だったじゃん。きっとめちゃめちゃ怖かったんだろうなー、記憶がなくなるくらいだもん」

　おれは筋肉をほぐそうと、首をコキコキ鳴らしながら、コンラッドの聞き慣れた「こうなると思った」を待った。けどその言葉はかけられなかった。近くに彼はいなかったので。

「コンラッドは、どうしたの。仕事？」

「仕事、です。実は国境近くの村で紛争があり、グウェンダルと共に鎮圧に出向いています。陛下のご容体が深刻でないと判っていましたが、後ろ髪を引かれる想いだったでしょう」

　後ろ髪を引かれるとか馬の骨とか、どこの国にも似たような慣用句があるもんだ。

　開け放たれた扉の向こうから、わざとらしい咳せき払ばらいが聞こえた。

　悪魔のプリンス、ヴォルフラムが、むっとした顔で立っている。本当は魔族のプリンスなのだが、こっぴどく痛めつけられたであろうおれにとって、彼の形容詞はデビルとかサタンしか思いつかない。地獄とかヘルとかブラッドとかつけて、Ｂ級映画のタイトルにしてやりたいほどだ。

　珍しく、くすっと小さく笑って、ギュンターが声をひそめて教えてくれた。

「あのあと、ツェリ様からお咎とがめを受けたのですよ、ヴォルフラムは」

「へえ、あのお袋さんが子供を叱ることなんてあんのか」

「あの方の怒りをかうくらいなら、私は……」

「余計なことを話すなギュンター！」

　叱られたという三男が、靴音も高らかにベッドに寄ってくる。おれから微妙に視線を外していて、斜め上向きなのが不自然だ。

「それでは後は若いかた同士で」

　意味深長な言葉を残して、年寄りは部屋を去ってしまう。待ってー、二人きりにしないでー、というのが本音だが、おれは俯うつむいて黙り込み、相手の出方をうかがった。

「まだまだだな！」

　ヴォルフラムは、ぶっきらぼうにそう切りだした。

「はあ？」

「少しはやるかとも思ったが、あの程度でみっともなく失神するようでは、お前など魔王としてまだまだだなっ」

　腕組みをして顎あごを上げたままだ。偉そうだよこいつ。

「今後ぼくに挑むときには、もっと力をつけてから来い！　あんなちんけな蛇の一匹や二匹では、ぼくの炎術に対抗できはしないからなっ」

「だから蛇ってなに。おまえ母親に叱られて、おれに謝りにきたんじゃねーの？　なのになんだよそのえっらそーな態度！　反省の色がみえねぇじゃん」

「何故ぼくがお前に謝る必要がある」

「だって勝手にルールは変えるし、おれが知らない魔法は使うし……あーもう……」

　最終的には負けたのだと思い出す。なにしろクライマックスの部分だけ、きれいさっぱり忘れちまってるんだ。多分、負けたんだろうなー。ギュンターはおれを慰めようと、やられてないなんて言ってくれたけど。

「もういいや、引き分けだよ引き分け。引き分けただけでも上出来だよ」

「引き分けだと？　あれは最後まで戦いを全うしたぼくの勝利だ！　だが恥じることはないぞ。どちらが勝者かはあらかじめ判っていたことだ。お前ごときに倒されたら、十貴族として面目が立たない」

「……はあ」

　もう口答えする元気もなくなって、おれはただただ溜ため息いきをついた。ヴォルフラムは機嫌を良くしたのか、敵ながら天あつ晴ぱれだった場面を講釈してくれる。

「しかしぼくの剣をはじき飛ばしたのは中々だった。ああいう打ち込み方は初めてだ。お前の育った国の剣術なのか？」

「どれ？　ああ、あの満塁ホーマーか。違うよ、あれは剣道とか武道じゃない。あれはおれがたまたま野球やってて、貰もらった剣のグリップがバットに似てたから同じように握って、いつもの癖でああ振っちゃっただけのこと」

「グリップとかバットとかは、ユーリの使い慣れた武器の名か」

「ちーがーうーよー。それは棒みたいな野球の道具で、他にグラブとかボールがあって、ピッチャーが投げた球をバッターが打って、成功したらバッターはランナーになって、そのランナーをキャッチャーが殺してェ」

「やはり生死をかけた勝負なんだな」

「殺すってそういう意味じゃねーよ。もっと楽しいことなの、もっと興奮すること」

「わからないな、球を棒で打って何が楽しいんだ？」

「あああー、実際に見てもらわなきゃ野球の面白さはわかんねぇって。ああでもおれ一人じゃやってみせようが……かといってこの国でのベースボール人口は、おれとコンラッドとあの子たちしか……」

「ぼくと話しているときに、コンラートのことなどどうでもいいだろう」

　次兄が話題に上ったせいか、三男はちょっと気分を害した様子だ。

「あいつなら、贔ひ屓いきの人間どもの村に行っている」

「え？　紛争だかもめごとだかって」

　国境近くの村の、子供たち。ブランドン、ハウエル、エマ、それから名前を聞かなかった二人。

「そう、難民に貸した我々の土地だが。この時期は早場の麦が実るからな、周囲の村に狙われやすい。昨年は豊作だっただけに、今年はなおさら危険だろうな」

　血が、急にひいていくような気がした。前触れもなく血圧が上がって、頭がぐらついて耳鳴りがする。ベッドに座っているはずなのに、底のない深いところへ落ちてゆく感覚。

「なんだ、気になるのか？　そうか、ユーリも半分は人間だったな」

「どれくらい……被害ってどれくらいの規模なんだろ……まさか死人が出たりとか、そんな大変なことじゃないよな……」

「死傷者のない争いなど聞いたこともない。どうしたユーリ、手洗いか？」

「ちがうよ」

　主に空腹と脱水でふらつく身体を、やっとのことでベッドからひきずりだして、おれは足元に靴を探した。

「行かないと、あいつらがどうなったか、確かめないと」

「行くって、国境へか？　そんなにコンラートの顔を見に行きたいのか!?」

「子供たちが心配なんだよ」

　ヴォルフラムが一転、拍子抜けした声になる。

「ああ、難民の心配か」

「うるせーなっ、お前にかんけーないだろ！」

「関係なくないぞ。そんな格好で行くつもりか。きちんと服を着ろ、それに髪も整えろ、寝癖がすごいぞ寝癖が。それに時刻をわきまえてるのか、せめて夜が明けるまで待て、それまでに何か飲んで腹に入れろ。ああ、食べすぎても困る、胃の中身をかけられてもたまらないからな」

　そこまでまくしたてるとヴォルフラムは、扉の向こうに声をかけた。最初の少女とは違った女性が、食事と服をと命じられて戻ってゆく。

「よし」

「よ、よしってェ」

　ブロンドの王子様は不ふ遜そんに言った。

「行きたいのだろう？　乗せてやる」

　あんなに険悪な関係だったのに、ご親切に乗せてくれるとはどういうことだ。もしや故意に落馬させて、今度こそ命を奪おうという魂胆なのか。果たしてこいつに相乗りさせてもらっていいものか、それとも罠わななのか。おれの数秒間の葛かつ藤とうをよそに、ヴォルフラムはますます偉そうにしていた。

「なにしろ馬にさえ独力では乗れないという、能無し魔王陛下だからなユーリは！　ぼくにとっては余分な荷物を積んで馬を走らせるなど雑作のないことだが、お前はそれさえ覚おぼ束つかないようだ。歴代の魔王の中で初めてだよ、お前ほどどうしようもないへなちょこ陛下は！」

「へ、へなちょこ言うなーっ」
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　村は燃えていた。

　未明に十騎の兵を連れ、ギュンターには告げずに城を発たった。ヴォルフラムと同乗したのだが、彼の手た綱づな捌さばきはワイルドで初日よりかなり辛い行程となった。とはいえおれもタンデム上級者になりつつあり、荒っぽい騎乗にもどうにか耐えられた。

　従う連中がいやに美形ぞろいだなと思ったら、ヴォルフの私兵ということだった。なるほど、要するに由緒正しい純血魔族の皆さんか。

　視線を感じて見上げると、骨飛族の一人が、一匹かな、ちょっと遅れてついてきていた。どうして視線なんか感じたのだろう、頭ず蓋がい骨こつの目の部分には穴しかないのに。

「兄上が向かわれたのだから、今ごろはもう全て治めて、事後の対策にかかっているだろう。特に危険はないと思うが、なにしろお前はへなちょこだからな、目の届かない所には行くなよ」

「……へなちょこ言うな……」

　だが、午後を過ぎておれたちが到着したときには、村は燃えていた。家も畑も。かなりの勢いの火の手は、曇り空さえ朱に染めていた。兵たちは森に飛び火しないようにと走り回り、村人は柵さくから離れてひとかたまりになっていた。

　女と、子供と、老人だけだ。皆、言葉を失って立ち尽くしている。老婆が一人だけ泣き叫んでいた。

「今頃はもう治まってるって、お前さっき言っただろ」

「妙だな、そんなはずが」

「けどもう目の前に見えてんだから。ああどうしよ、すげー燃えてる、あいつら大丈夫だったかなー」

　数十メートル先の村に向かって、とにかく早く森を抜けようとした、その時だ。

「相変わらず世間知らずだな、三男坊」

　部下しか居ないはずの背後から、聞き覚えのある人物の、面白がるような声がした。

「……アメフトマッチョ!?」

　三騎だけ従えてそこにいたのは、初日に会った、デンバー・ブロンコス。確か名前は……。

「アーダルベルトだっけ」

「おや、記憶力がいいな。あのときはただのバカかと思ったもんだが」

「バカそに見えて悪かったね」

　対応しているのはおれだけで、振り返って見たものは、馬上で凍り付いたように動けない美形ぞろいの兵士たちだった。それどころか、おれの前に乗っているヴォルフラムも、身体を硬くしたままピクリとも動かない。

　アーダルベルトはゆっくりとおれたちに近付き、ヴォルフラムの横顔を眺めながら言った。

「これだからお前は甘いってんだよ。王様を護まもるのに十騎ばかりでいいのか？　しかも純血魔族なんかばかり集めたりするから、魔封じの法術に簡単にひっかかる。こういう時は最後の一人に、術を無効化する兵を選ばねーとな」

　というと、今現在、おれを除いた味方全員が、その魔封じだかいう術にかかって身動きがとれなくなっているのか!?　信じられない、目的地を目の前にして。スタンドが見えているのにガス欠で止まっちまった車みたいなものだろうか。

「よう、また会ったな新魔王陛下」

「どもス」

　彼が敵なのかはっきりしないので、とりあえず曖あい昧まいに挨あい拶さつしておく。魔族と敵対してはいるようだが、おれにはどちらかといえば親切だった。初めて会ったときには、村人との間に仲裁に入ってくれたし、言葉が通じるようにしてくれもした。

　それに、彼のフルネームはフォングランツ・アーダルベルト。いかにも魔族って響きじゃないか。

「……こいつらが動けないのは、あんたのせい？」

「ああ、まあな。ちょっと修業して覚えた魔封じの法術だよ。お前さんはどうして、こいつの後ろになんか乗ってんだ？　母親と長兄にしか尻しつ尾ぽを振らねえ三男坊を、いったいどうやって手懐けた？」

　手懐けられてるとは思えない。にしてもこの男はコンラッドとも知り合いだったし、今の台詞せりふから察するに、ヴォルフラムやグウェンダルとも近しいようだ。なのにどうして敵対してるんだろう。おれは疑問を口にした。

「あんたホントは魔族なんだろ？」

　アーダルベルトは眉まゆを上げ、額に皺しわを寄せて短く答えた。

「昔はな」

「じゃ何でこいつやコンラッドと仲悪ィの。なんでわざわざ邪魔しに出てくんの」

「嫌いだからさ」

　嫌い？

「オレは魔族が死ぬほど嫌いでね。こいつらのやり方に嫌気がさしてんのさ。だから薄汚ねぇ魔族の手から、お前さんを救ってやろうっていうんじゃねぇか。さ、気の毒な犠牲いけにえの異世界人、早いとここの場から離れようや」

「おれを……救うって……」

「いきなり違う世界に連れてこられて、魔王になれなんて強要されてんだろ？　魔王っていやあ人間の敵だ。この世を堕落させ破滅させる凶悪な存在だぜ。お前みたいな若くて善良な人間を、そんな悪者に仕立て上げようってんだ。なあ、あんまりじゃないか。あまりにひどすぎると思わねーか？」

　この世界に来て初めて、おれが人間だということを肯定してくれた。おれは平凡な高校一年生で、ギュンターやコンラッドやツェリ様が期待する、魔王の魂の持ち主なんかじゃない。ずっとそう言い続けてきたけれど、誰も信じてはくれなかった。

「こいつらには犠牲が必要だったのさ。王の座に祭り上げるためのイケニエがな。それには抵抗も反抗もできないような、何も知らない真っ白な少年がいい。魔族に敵対する人間達に、全ての元凶として憎ませる、そのためだけの存在として、お前を魔王にしようとしてるんだ」

「……おれは」

　アーダルベルトは真横に並び、耳に二重にも三重にも響くように語りかける。

「お前は善良な人間だ。だから魔封じも効果がない。そうだろ？」

「……ああ、おれは人間だよ……魔族じゃないし……魔王でも……」

「そいつの話を聞くな！」

　ヴォルフラムの掠かすれた叫び。ぎくっとおれの肩が震える。

「あっ、えっ、しゃ、喋しやべれるのか？」

「そんな奴の話を聞くんじゃないッ！　その男は……っ」

　おれの肩だけではなく、腰に回した腕から伝わる、彼の全身の細かい震え。前を向いたままの首筋に、汗の粒がぽつぽつと浮かんでいる。

「その男は、我々を裏切った……っ、お前も、仲間にっ、引き込もうとしてるッ」

「ヴォルフラム、つらいんだったら喋んなくていいって」

「いーんだぜ三男坊」

　裏切り者と呼ばれたばかりの男が、長い剣をすらりと抜き放って、切っ先を魔族のプリンスの喉のど元もとに向けた。

「無理して声を出さなくても。ちょっとばかし魔力が強いと、完かん璧ぺきに術に支配されなくて損だよなぁ。もっと楽に意識を手放せれば、部下達みたいに楽しい気分になれたものを」

　首を捻ひねって後ろを見ると、おれたちが連れていた魔族の騎兵は、酔っ払ってふらつくおっさんみたいに視線を宙に彷徨さまよわせていた。

　プライドの高いヴォルフラムのことだから、血管切れそうな状態だろう。

　アーダルベルトは追い打ちをかける。

「見ろよ、お前の大嫌いな人間どもが、魔族の土地を炎に変えてるぜ。ヴォルフラム、お前はいつも言ってたよなあ。人間ごときに何ができる、あんな虫けらみたいな連中が、魔族に刃向かうこと自体間違いだって」

「人間!?」

　おれは馬から身を乗り出した。

　あと一ひと蹴けりで森を抜けるのに。木々の隙間には、絶望と憎しみの光景が見えていた。炎の向こうからは、矢らしき影が尾を引いて飛んでくる。剣を合わせる接近戦ではないものの、誰かが誰かを攻撃している。

　母親が、子供を抱えて地面に伏せた。駆け寄った兵士が自分も低い体勢をとりながら、引き絞った弓で応戦する。

　戦争してる。

　目の前で起こってることが俄にわかには信じられなくて、おれは繰り返し呟つぶやいていた。

「戦争してる、戦争、ほんとに、現実に」

　多分この程度の規模では、紛争とか別の呼び方があるのだろう。けれど、生まれて初めて目にする「現場」は、「戦場」にしか思えなかった。

「……どことどこが、じゃなくて、誰と誰が？　魔族と人間が？」

　森に避難しようと走ってきた老人が、背中を反らせて飛び上がった。そのまま前のめりに倒れる。腰の辺りに矢が突き刺さっていた。死んではいない、離れているのに、目が合ったから。

「なんで射うたれてんの、兵隊じゃないのに……どう見たってあの人は軍隊の人じゃないだろうに。あの人は村の住人だろ、村の人達は難民のはずだろ」

　人間どもが、魔族の土地を炎に変えている。

　でも、あの土地で生活していたのは、人間の子供や女や老人ばかり。

　声の最初が微かに震えた。驚きと恐怖となにかの感情で。

「あんたたち、人間同士で戦ってんのか？　逃げてきた子供たちがひっそり生活してる村を、人間の兵士が襲ってんのか？」

　ヴォルフラムが苦々しげに、アーダルベルトに吐き捨てた。

「どうせ貴様の差し金だろうっ」

「オレはちょっと助言してやっただけさ」

　バランスを崩しかけておれがばたつくと、栗毛が軽く身み動じろいだ。赤茶の尾が左右に大きく振れる。裏切り者と呼ばれた男は、惨状を眺めつつおれに言う。

「信仰する神の教えには背くなよ、ってな。知ってるか、去年は記録的な大豊作で、連中の国は増税したんだ。今年も同じ試算で徴収される、そうなったら食べる分も残らねえ。選択肢は二つだ、飢えるか、調達するか。あいつらはオレに助言を求めた。だから教えてやったのさ。隣の村ほどの近さとはいえ、ここは憎むべき魔族の土地だ。魔族の土地に住み、魔族の土地を耕す者から奪うのなら、神もお怒りにならないだろう。隣人から奪うという重い罪を、問われることもないだろうと」

「だってそんな、同じ人間だろ、どっちも同じ、人間なんだろ!?」

「違うな、同じ人間、じゃない。この村の奴らは魔族についた人間だ。魔族の側についた者達は、もう同じ仲間とは思われない」

　おれは親指が痛むまで両手を握り、もどかしさに腿ももを叩たたきつける。

「わっかーんねーよっ！」

「解らなくてもいい。とにかくオレは、お前を連れ出してやりに来たんだ。お前は魔族じゃなくて人間なんだろ？　異世界から連れてこられただけの被害者で、髪と目が黒いって理由だけで、魔王に仕立て上げられそうな生いけ贄にえなんだ。一いつ旦たん、魔族の側についちまったら、もう二度と仲間とは思われねぇぞ」

　アーダルベルトは、おれに手を貸してくれようというのか、馬の左に飛び降りた。間に馬体をはさむ状態になり、少しだけ彼と距離ができた。ヴォルフラムがこちらを向きもせずに低く囁ささやく。

「行け」

「え？」

「見たところ、こいつはお前を殺す気はなさそうだ。無理に抵抗して傷でも負われたら面倒だ。今はアーダルベルトに従っておけ」

「ったって、お前とか皆は……」

「構うな」

　おれは言葉を吞のみ込んだ。おれがこの場を去った後で、残った彼等はどうなるのだろう。

　もう一度ヴォルフラムは短く囁く。

「早く行けユーリ！」

　ゆっくりと反対側に回り込んだアーダルベルトが、おれに片手を差し出した。

「そうだよなあ、ヴォルフラム。ここでこいつを失ったところで、また新しいガキを喚よび寄せりゃいいだけのことだ。魔王候補をみすみす逃がしたってことで、兄貴たちに少々責められはするだろうが、自分さえ無事なら何とでもなる。こいつを護まもろうなんて暴れて生命いのちを失うより、ずっと賢い選択だ」

　ヴォルフラムは僅わずかに唇をかみ、おれの腕が離れる瞬間に小さく言った。耳から聞こえたのかどうかはわからない。何かを通じて伝わった。

「……迎えにいく。絶対に」

　瞬まばたきをするほんの一秒の間に、おれはいくつもの気持ちと情報を素早く受け入れ、自分のとる行動を導きだした。結果がどうなっても、現在の状況ではベストの答えを。

　どちらを選べば後悔しないのかを。

「手を貸してもらったからって、おれがあんたとタンデムすると思うなよ」

　おれは勢いよく地面に降り立ち、長時間の乗馬で足腰が痛むといわんばかりに屈伸をしてみせた。アーダルベルトの部下の中からいい乗り手を探そうと、後方の騎馬に歩み寄る。

「あんたみたいなガタイのいいマッチョは嫌いなんだ。劣等感刺激されるから。その上、顔でも負けてるから」

「じゃあ、どいつと相乗りしてーんだ、それとも独りで乗れるのか？」

「独りで？　とんでもない！」

　最後の「ない！」を発すると同時に、酔っ払った味方の足を思い切り叩いた。兵は目覚めたりしなかったが、そいつの拍車は馬の腹に当たり、葦あし毛げは嘶いなないて走りだす。一頭につられて他の騎馬たちも駆け出す。たじろいで止まったままのやつも、おれに蹴られてダッシュする。

　たちまち周囲は蹄ひづめの音で満たされ、十数頭の馬群は、敵味方入り乱れて森の出口へと突っ走った。ヴォルフラムの栗毛も巻き込まれていて、アーダルベルトとおれだけが取り残された。

「……なんでこんなことをする？」

「ヴォルフラムはちゃんと最後の一人を選んでたよ。その一人がおれだってことに、あんたが気付かなかっただけなんじゃないの」

　ああ、惜しむらくはその最後の一人となったおれに、身を守る武器を与えなかったことだ。

「ユーリ、オレはお前のためを思って、魔族のもとから連れ出してやろうと言ってるんだぜ。それをわざわざぶっ潰つぶすなんて、どうしてこんなことをするんだ、ええ？」

「おれは最後まで付き合うって決めたんだ。この悪い夢みたいなアトラクションに。だけど付き合う相手はアンタじゃない。あんたはおれのチームに要らないんだよ」

　おれの構想には入っていないので、戦力外通告を申し渡す。

「おいおい、そりゃないだろ」

　アーダルベルトが、巨大な両手剣をぶら下げて足を進める。

「お前が怖がらないようにって、せっかく気ィ遣ってやったのによ。だったら最初っから腕の一本でも圧へし折って、脅して拉ら致ちすりゃよかったよ」

「み、右投げだから右腕は勘弁して下さい」

「別に左腕でもかまわんよ。だが、一番手っ取り早いのは……」

　どうやらおれの人選は、この男に関しては間違っていなかったようだ。

「魔王を消しちまうことだけどなッ」

「ひー！」

　我ながら情けない悲鳴だとは思う。だがこんなにデカくて長い剣を振り回されたのでは、剣道経験のない身としては堪たまらない。しかも彼の武器は恐らく練習用ではない。恐らくっていうか、確実に実戦用だ。

「おっ、おれを魔族の皆さんから連れ出してくれようとしたんだろ？　だったら今からだって遅くはないじゃないか。なにも急に心変わりして殺さなくたって、歩いてだってこの国は抜けられるんだし」

「お前は魔族に肩入れすると決めたんだろ。だったらオレにとっちゃ敵ってわけだ。魔族に力ある魔王を持たせたら、ますます厄介な存在になる！」

「だってアンタさっきからおれに言ってたじゃん！　おれは普通の人間で、たまたま髪と目が黒いから魔王に祭り上げられてるだけだって。あっちの世界から喚ばれた被害者で、普通の人間だって言ってたのに！」

　刃やいばの向きを変える音が、やけに大きく重く響く。

「眞王がそんな戯れをするものか」

「じゃ、じゃ、じゃ、じゃあ噓だったのか？　おれが普通の人間だってのは、アンタの口から出任せだったのか!?」

「お前を懐柔できないもんかと、そう言い続けてきたんだが……」

　アーダルベルトは照準をあわせ、必要なだけ間合いを詰めた。

「お前は本物だよ、残念ながら」

　背中が乾燥した幹に当たる。後ろに逃げ場がないってことだ。一回二回は避よけられても、その先がどうにもならないだろう。ヴォルフラムとの決闘とは状況が違う。殺傷能力も高そうだし、使い手のレベルにも格段の差が。

　振りかざされた剣の影が額に落ちる。おれは観念して目を瞑つぶった。

　速球が風を切るみたいな空気の振動と、枯枝が折れるような乾いた音。しゃがみこんだおれの足や腕に、ばらばらと破片が降ってくる。膝ひざにかさつくボール状の物が転がりこみ、そっと片目を開けてみた。

「こっ……」

　ずっとついてきていた骨飛族が、アーダルベルトの巨大な剣で「壊れて」いた。脊せき髄ずいにもろにクリティカルヒットを食らったのか、ほとんど全壊して散らばっている。おれの膝に頭ず蓋がい骨こつが乗っていて、薄茶の翼は痙けい攣れんしていた。

　おれを、庇かばって？

「コッヒー、なんでこんな……」

「骨飛族のそんな行動は初めて見たな。主あるじを護ろうと命懸けってことか。ちッ、変なもん斬っちまったぜ」

「変なもんってどういうことだ」

　心の中でコッヒーに詫わびながら、彼の一部、恐らく腿ももの辺りを握り締めて立ち上がった。もちろん、骨で剣を凌しのげるとは思えない。しかし、目を閉じて成仏するのを待つだけでは、彼の死を無駄にすることになる。

「テメーなんかにコッヒーの何が解る！」

　いや、おれも深くは解ってないけど。

　もはや本性を隠そうともせず、アーダルベルトは悪役めいた笑みを浮かべる。

「意思も持たない種族に同情たぁ、今度の魔王は庶民派だな」

「うるせー！　おれは庶民派が売りだ、消費税据えおきが公約なんだよっ」

　おれが骨……武器を構えると同時に、５％ではきかないくらいの心強い馬群が迫ってきた。白馬の王子さまならぬ、ウェラー卿きようとフォンビーレフェルト卿の軍隊だった。










　分が悪い、多勢に無勢ではどうにもならない、しかも馬もない状況では、お前を人質にとって逃げることさえままならない。アーダルベルトは言い散らして、援軍が来る前に搔かき消えた。コンラッドは部下の数人に追跡を命じ、行き先を突き止めるようにと指示をした。決して必要以上に近付かず、チャンスと思っても手を出すな。こちらの生命いのちが危険だからと。

「おそらく、まかれるだろうが」

　それより前におれたちは外人俳優顔負けの抱擁をかわしており、なぜかヴォルフラムに砂を投げつけられた。

「よかった、ユーリ。今度ばかりはもう駄目かと」

「おれも、よかったよー。映画で男同士がガシッて抱きあってる気持ちがやっと理解できた」

　こういう感じだったわけだ。互いの背をばんばん叩たたきながら、コンラッドが引きつった声で言った。

「ところで、俺の背中に当たってる硬いものは何ですか」

「ああこれ？　ホネ」

「骨。なぁんだそうですか、骨ですか。で、陛下はそれを何に使われるつもりだったんです？」

「えーと、棍こん棒ぼうがわりに」

　彼ががばっと身体を離した。眉み間けんにしわが寄っている。

「まさか、アーダルベルト相手に一戦やらかすつもりだったんじゃ……」

「だってみすみす殺されるのヤだもん」

「あーもう、陛下、ヴォルフラムの時とは話が違うんですよ。あいつとヴォルフじゃ格が違うってのに」

「悪かったな、格が違って！」

　栗毛から降りた三男が、不愉快そうに下草を蹴けった。魔封じとやらの効果は切れたのだろうが、顔色がいいとはお世辞にもいえない。

「大丈夫なのか、ヴォルフラム」

「ふん、お前に心配される筋合いはない」

「だったら心配しないけどさー」

「こいつは自業自得です。勝手に陛下をこんな所まで」

　若い方の兄に咎とがめられても、悪わる怯びれた様子など微み塵じんもない。おれは自分が頼んだことにして、さっさと話題を切り替えた。

「それより、なんでこんなに早く来てくれたんだ」

「俺としては遅すぎるくらいだよ。村を越えた国境近くで交戦中だったんだけど、俺達の隊に従ってた骨飛族が、仲間の窮地を聞きつけて。言ったでしょう、彼等には独特の意思伝達能力があって、少々離れた場所からでも、精神だけで会話できるんです。で、その場をグウェンに任せて、ここまで駆け戻る途中でヴォルフラム達と……」

「そうだ！　どうしよう、コッヒーだよ！」

　おれは木の根元に散らばる残ざん骸がいを搔き集め、中央に頭蓋骨をそーっと置いた。

「可哀相にコッヒー……おれなんかのために自分の命を……ホントにごめんな、きみにだって妻も子もあったろうにさ」

　とはいえ性別、依然として不明。せめて簡単な墓をつくり、命日と彼岸には花でも手た向むけようと、悪いけど彼自身の大だい腿たい骨こつで、草の間を掘り始める。

「ああちょっと陛下、埋めちゃ駄目だ」

「なに言ってんだよ、コッヒーを野の晒ざらしにはしておけないよ」

「どうかそのままで。責任をもって回収させますから。埋めちゃったらもう二度と飛べないじゃないですか」

「は？」

「だから、骨飛族はきちんと組み立て直せば、元どおり飛べるようになりますから」

「し、死んでないの？」

「彼等の生態に関しては、実に不思議な部分が多くて」

「ほんとにー？　ほんとにそんなプラモデルみたいな仕組みなの？　じゃあ変なところに変なホネ組み入れちゃって、新しい生物にしないでくれよ」

「大丈夫、専門の技術者がいるんです」

　プロのモデラーか。けど良かった。生きててくれて何よりだ。

　ようやく森を抜けて村に戻ると、逃げ遅れた敵兵の対処にあたるコンラッドに、くれぐれも注意するようにと言い含められた。

「収束に近付いてきてはいますが、まだ残党の抗戦もある。いいですか、決して俺の目の届かないところには行かないでください。流れ矢に当たって命を落とす者もいるんだから」

「な、流れ矢かぁ」

　そういえばさっき、流れ矢っぽいものに射られた老人はどうなったのだろう。コンラッドの視界から外れないように気をつけながら、おれは負傷者が集められている一角に向かった。

　火の粉を避けて張られた布は、体育祭の救護テントを思わせる。だが屋根の下はそんな閑しずかな雰囲気ではなく、二十人以上の怪我人が、草の上に直接、横たわっていた。おれが茫ぼう然ぜんと突っ立っている間にも、次々と人が運ばれてくる。

　魔族も人間も村人もない。叫んだり呻うめいたり泣いたりしている。

　青白い肌の女の子が、一人で忙しく動き回っていた。癒いやしの手の一族、とギュンターが呼んでいた。彼女は、つまり、衛生兵なのだろうか。この国では男女の別なく戦地に赴くらしい。そういう点は、妙に進歩的だ。

「何かおれに手伝えることがあったら……」

　女の子は顔を上げ、おれを見て仰天した。外見はまだヴォルフラムくらいだが、きっとおれより年上だろう。

「いいえ、陛下！　とんでもない、ここは私一人で大丈夫です」

「でもどんどん運ばれてくるよ」

「あのっ、あの、申し訳ありません、陛下にこんなお見苦しいところを。どうぞ、陛下、お戻りになって、兵達の指揮をお願いいたします」

　おれは首を横に振り、彼女の領分に足を踏み入れた。

「見苦しいことなんて全然ないよ……みんな怪我して苦しんでるんだから。それにおれは軍隊を指揮できるタイプじゃないし」

　新たに一人、運ばれてきたことで、衛生兵の気持ちも変わったようだ。救急キットらしき箱を手渡して、入り口近くの男を指差した。

「本当に申し訳ありませんが、それではあちらの軽傷の患者から、この液で消毒をお願いできますか。必ず手袋をなさってください。布と鋏はさみはこちらにございますので。あの、陛下、負傷兵の治療のご経験は……」

「ないけど、多分、気を失ったりはしないと思う」

　死球傷とかスライディング傷とかスパイク傷とかを見てきているので。女性兵は、安心したという表情で、重傷患者を診てやりに行った。おれは太ふと腿ももを斬られた男に、大胆に消毒液をふりかけた。スパイクで切れた傷なんてものじゃない、肉が開いてピンク色だ。

「運が悪いな、鎧よろいのないとこやられちゃうなんて。けど安心しろ、傷は浅いぞ。その証拠に骨も筋肉も見えてない」

　手が震えた。

「そんな、陛下、もったいない……」

「もったいないだって？　何言ってんの、薬品をケチっちゃいけないよ。ねえちょっと、これ傷薬ー？」

　少女がおれに頷うなずいた。キットの中の黄色いジェルを、大きめのガーゼに塗りたくり、保健体育だったかボーイスカウトだったかで習った通りに、幅広い包帯で腿を覆う。男はしきりにもったいながっていた。次ッ、と自分に気合いを入れて、裂傷や火傷やけどの具合を調べる。

　比較的元気な者ばかりだったが、部活中の擦り傷や打ち身くらいしか負ったことがないおれにとっては、それでもここは「野戦病院」だった。何人かの軽傷患者を処置した後、うつぶせの男の番になった。

　背中を斜めに斬られているが、防ぼう刃じん服のおかげで、出血の割には深くない。辻つじ斬ぎりに襲われた町人みたいだ。汚れた襟えりに明るい茶色の髪がかかっている。革かわ紐ひもの先についた銀のコインが首の後ろに回ってきていた。幸運のネックレスなのか、どこかの貨幣なのか。深く考えもせずに、ぴかぴかの一円玉を摘つまもうとした。

「触るなっ」

「えっ、あっすんません！　別に取ろうとしたわけじゃなくて、ただちょっとキレイだったから……」

「オレに触るなっ！　どうせ殺すんだろ!?　魔族が人間を生かしておくわけがねえ」

「殺……殺したりしないって……」

　男は身体を起こそうとして、痛みに呻いて顔をしかめた。とても聞き取れない悪態を、おれに向かって繰り返す。こちらの姿は見えていない。

「あんた、人間か」

「当然だ、畜生、お前等魔族と一緒にすんな！　くそッ、殺すんなら早くやれ」

「殺さないよっ、なんだあんたいい大人のくせして、傷の消毒がそんなに恐いのか」

「消毒だァ？　今さら善人ぶった噓吐くんじゃねーや、魔族が人間を助けるわけがねえ！　テメーら魔族は人間を殺す、だからオレ達も魔族をぶっ殺すのさ」

　おれは構わず傷に液体を流しかけた。

「殺しゃしないようるせーなぁもう！　その証拠にあの村に住んでたのは人間だったじゃないか。魔族が人間を殺すってんなら、あの人たちはどうして生きてんだよ！　せっかく静かに生活してたのを、壊しにきたのはあんた達だろっ」

　そうだ、こいつらは人間の村を襲い、人間に対して剣を向けた。矢を放った。

　同じ人間なのに。

　男はおれを見ようと首をそらし、おれは男を見下ろして立っていた。

「あそこは壊してもいいんだよ！　あの村の連中は魔族に魂を売った、あいつらからは奪ってもかまわねーんだ、あんな村ぁ焼けちまって当然なんだ！　神はオレ達をお許しになる、魔族を懲らしめるために力をお貸し下さるのさ！」

　痛みと出血のせいなのか、ヒステリックに掠かすれた笑い声。

「神は人間をお選びになる！」

「それ、どんな神様だよ」

　額に包帯を巻いた兵士が、隣からゆらりと起き上がる。

「……陛下に……なんということを……」

　待てという間もなかった。彼は剣を摑つかみ、叫ぶ人間の首めがけて振り下ろす。

「だっ……」

「やめなさい！」

　剣は鋭く空を切り、やわらかい地面に食い込んだ。男の首はまだ胴についている。運よく武器が折れていたからだ。衛生兵の少女は男の顎あごを持ち上げ、濡ぬれた布を素早く鼻に当てた。負傷した兵士から力が抜けて、ぐったりと草の上に顔を押しつける。

「怪我人が興奮状態にあるときは、悪いけど眠ってもらうことにしてるんです」

　よくある揉もめ事ごとの類たぐいなのか、取り乱すこともなく彼女は微笑む。

「御気分を害されたことでしょう、申し訳ありません、彼等はいつも懐疑的なのです。そこのあなた、あなたも行動を慎みなさい。わたしの職場に運ばれてきたからには、全員が平等にわたしの患者です。傷つけあうことは許しません。あら、陛下」

　彼女は、圧倒されているおれを覗のぞき込み、喉のど元もとに揺れる石を見つけた。

「それはコンラート閣下からの捧ささげ物ものですか？」

「え、ああうん」

「そうですか」

　何を思いだしたのか小さく頷いて、次の負傷者にとりかかる。

「よくお似合いです。とてもよく」










　兵に指示を出しているコンラッドのもとへ、おれはふらつく足取りで寄っていった。所々焦げた服の兵士が来て、井戸について報告している。

「わかった、無理に近付くな。土はなるべく広範囲に、堀った分は全て柵さくの中だ」

　部下が略礼で走り去る。腕組みをしたヴォルフラムは、さして深刻そうな様子でもない。

「兄上が戻られたら、こんな村、地の中に飲み込ませてもらえばいいんだ。そうすれば火も消える、森に被害は及ばない」

「では村人の家や土地はどうなる。せっかく拓ひらいた田畑は？」

「ふん、奴等だって同じ人間に火を放たれたのだから、仕方がないと諦あきらめるだろう」

　同じ人間に。

　おれはわけもなく脱力して、その場にへなへなとしゃがみこんだ。

「陛下」

　コンラッドが膝ひざを折り、背中にそっと手を置いた。

「どうしてこんなことするんだろうな……食糧が欲しいからってこんなこと。おれはヴォルフラムやグウェンダルみたいに、人間を軽けい蔑べつしてる魔族の誰かが、嫌いだからってこの村を襲ったのかと思ったんだ」

　ヴォルフラムは心外だといわんばかりに鼻を鳴らした。

「どうしてぼくらがそんな無駄なことをしなければならない？　ここは昔から魔族の土地だ、燃えればそれだけ自然が失われる。それに森にでも火が届いてみろ、一年二年で復旧できるものじゃないんだぞ」

　黒煙とともに燃え上がり、やがて無惨に崩れ落ちる家々。ほんの数日前に訪れたときには、緑と黄金に輝いていたのに、今は炎に舐なめられる農地。森に逃げ込んだ数頭の家畜。

「どうして、人間同士でこんなこと……」

　コンラッドは降りかかる火の粉を遮り、おれの肩を摑んで引っ張った。

「あんたたち魔族が人間と敵対するのは、良くないことだけど解らないでもないさ。つまり、えーと、うまくいえないけど、シャチとイルカが仲が悪いとかそういう……けどそれはお互いが違うから生まれる不仲だろ、それはなんとなく解る気がするよ。なのに人間同士が争うってどういうこと？」

　さっきの男のヒステリックな笑い声が、頭の中を駆け回った。

「それじゃイルカ同士が傷つけ合うみたいなもんじゃねえ？　そんな無意味で残酷なことやってて、神様に怒られないってどういうことだよ」

　魔族と人間の中間にいる彼は、感情を読み取れないほど低く言う。

「では」

　兵士たちのあげる疲労と絶望の声。焼けた麦が灰になって舞い上がる。

　落ちて草の上に積もったそれは、蹄ひづめに散らされて再び踊る。

　何度も繰り返す。いずれ地に返るときまで。

「陛下のいらした地球では、人間同士が争うことはなかったとでも？」

「……それは……」

　炎に照らされた馬上の人影が近付く。三騎ばかり従えた彼は大きな布の塊を引きずっていて、おれたちの前で放り出し、村人の一団に目をやった。

「これ……」

　ボロ布に見えたのは人だった。兵士の服装の肩と右足に矢が刺さり、額からの流血で目まで真っ赤だ。もう一つの荷物は農民風の男で、青白い顔で低く呟つぶやいていた。怪我らしい怪我は見つからないが、両腕と足が奇妙に曲がっている。

　骨が。

　おれは痛みを想像してしまい、こみあげる胃液を、やっとのことで飲み下した。

「あちらは直じきに片付く。といっても大半は国境を越えて逃走したが」

　こんな大変な事態になっても、グウェンダルの表情はろくに変わらない。いつもどおりに不機嫌で秀麗で、服についた他人の血以外には、戦闘の痕こん跡せきをとどめていない。末弟たちが来ていたことに対してか、微かに眉まゆを上げた後、武人としては認めている方の弟と状況について話し始めた。

「この男がアーダルベルトが扇動したと吐いた。どうりで手慣れているわけだ。兵士くずれがかなり参加している。その中に火の術者がいたらしい。炎の勢いはそのせいだろう」

「一向に衰える気配がないよ。骨飛族の伝達が昼頃だから、術者が着くまではまだかなりある、それまで持ち堪こたえられるかどうか。森だけはなんとしても守らないと」

「ではそいつらは加勢ではなく、単に見物に来ただけか。それとも」

　見物人扱いされているのが自分だと悟り、おれは唇を嚙かんでうつむいた。優雅に降り立ったグウェンダルは、興奮気味の馬を炎から離すよう部下に命じ、背筋を伸ばしてこちらを見る。

「あの時のように見事な水の魔術で、この村の猛火を鎮めてくださるのか」

「どういう……」

　あの時の水の魔術とはなんだ？　不安が胸の奥で燻くすぶっている。ギュンターも水に関することを言っていた。要素との盟約で、具現形態がどうだとか。

　おれの記憶にない時間の中で、責任をとれないことが起こってるのか？

「兄上、どうやらこいつは覚えていないようなのです」

　ヴォルフラムが素っ気なく、然さしたることでもないように言った。

「あれは無意識下だからこそできた、幸運と呼ぶしかない奇跡。つまりユーリは現在、剣も魔術も使いこなせないばかりか、馬にも乗れない素人しろうとということで」

「奇跡？　おれが？　どんなすごい奇跡を、おれが起こしたって？」

　コンラッドが、済まなそうな視線を向けている。あの眼差しには心当たりがある。生徒指導室に付き合ってくれた担任の目だ。あんたがそんな顔をすることはないんだよ、監督殴って部活クビになるのはおれなんだから。おれは自分のやったことを、これっぽっちも悔やんでないんだから。呼び出された母親は監督と学年主任に、殴った事実を詫わびてから笑って訊きいた。それで監督さんは、なにやっちゃったんですか。この子を怒らせて殴られるような、ちょっとまずい出来事があったんでしょ。ゆーちゃんたら昔からそうなんですけど、子供のくせにポリシーみたいな変なもの持ってて、それに反することに出くわすと、頭に血が昇っちゃうみたいなんですよ。まあ我を忘れた状態になっても、正義の二文字だけは守るんですけど。

　教師間では、この親にしてこの子ありという結論が出されたらしい。

　母の言葉を信じるなら、小市民的正義感は、貫き通せているはずだ。

　とはいえ今、目の前で、再現しようにも思い出せないのでは……。

「どうせ役に立たないのなら、せめて邪魔にだけはならないでくれ」

　長男は、本気で期待していなかったようだ。

　肩を寄せ合う村人達から、年とし嵩かさの女が一人引っ張ってこられる。頰にほつれた金髪と涙の筋をつけた女は、魔族のなかでも位が高く美しい人を前に怯おびえていた。兵が彼女に剣を持たせ、うずくまる敵の近くに連れてゆく。グウェンダルが言った。

「そいつらがお前の村を焼いた。殺すなり晒さらすなり好きにするがいい」

「なんだって!?」

　またお前か、という顔で睨にらまれる。だが放ってはおけない。いつもどおりの、おれ。

　違う世界に飛ばされてまで、社会科の授業で習ったとおりの行動。

　けど、それが自分だ。

　おれは拳こぶしをかたくして、女と負傷兵の間に立つ。魔族の権力者に独り挑む。

「だめだろ、こいつはつまり、紛争の捕虜だろ。捕虜の扱いには決まりがあんだろ。さっき治療してた女の子も、怪我人は平等だって言ってたぞ」

「コンラート、このうるさいのをどうにかしろ」

「おれはどうにもされないよっ」

　さしもの彼グウエンダルも少しは苛いらついたのか、額に手を当てた。

「それは一般兵の話だろう、こいつらは首謀者だ」

「たとえ首謀者だって同じことだ、勝手に死刑とかできるわけないじゃん！　こいつにもちゃんと弁護士つけて、裁判開いて有罪か決めて……」

　武器を持ち上げられもしない女にも、おれは必死の説得を試みる。

「おばさんも、こんな非常識な連中の口車に乗っかっちゃ駄目だ。いくら相手が偉い人だって、従っていいことと悪いことがある。捕虜を勝手に殺しちゃいけないってことくらい、義務教育で習っただろ。中学の歴史か公民かなんかで、私刑リンチになるから禁止だって」

「あたしは……そんな……」

　グウェンダルの、どこか蔑むような冷たい声。

「その女は教育など受けていない。貴族に楯たて突くと厄介だから、人間どもは民が余計な知恵をつけることを嫌う。教育が義務だなど以もつての外ほかだ」

「義務教育がない？」

　剣と魔法の世界では、人としての権利はどうなっているのだ。

　説得の効果とはいえないが、女はためらって立ち尽くすばかりで、今のところ私刑は避けられそうだ。おれは胸を撫なで下ろし、できることがないかと周囲を見回す。例えば町火消しの纏まといを持つとか、初心にかえってバケツリレーとか。だがどこを見ても水がない。皆、土を掘ってはかけている。

「どうして水をかけて消さないの？」

　何の気もなくコンラッドに尋ねる。

「もう井戸に近付けないからですよ。それに術者の発した炎は、少々の水ではとても消えるものじゃない。命じられた目標を焼き尽くすから普通の火事より広がるのは遅いけど、よほど大量にないかぎり、ただの水では太刀たち打うちできない。グウェンダルは地術の練達者だから、土を盛り上げて遮断しようとも考えましたが、地下への影響が大きすぎて、森が犠牲になりかねない……水を操れる術師を待つしか、俺たちにできることはないんです」

　水を操る。それを自分がやったのだろうか。あの記憶のない、真っ白な時間に。

　腰に手を当てて立っていたヴォルフラムが、わくわくした声で兄に訊いた。

「我々の土地に対するこの襲撃は、宣戦布告の理由になりますか」

「……まあ、理由の一端にはな」

　せんせんふこく？

　十五歳の日常生活では滅多に耳にしない言葉を聞いて、おれは四字熟語らしき響きを反はん芻すうした。せんせんふこく、センセンフコク、宣戦布告。

　宣戦布告？

「宣戦布告だって!?　こっちから戦争しかけようってのか？　冗談じゃない、どうかしてる」

　無視された。

「……もう少し多角的に物事を考えろヴォルフラム。正規軍の兵士が一人として加わっていないんだ。この襲撃を布告の主たる理由にすれば、奴等は村をひとつ切り捨てるだけで逃れられる。必要なのは確実性だ」

「では、奴等がこの国の辺境を思うままにするまで、指をくわえて見ていろというのですか」

「おまえら、聞けー！」

　横目だけでおれをとらえ、真面目に取り合おうとする様子はない。

　血液が猛スピードで脳に集中しかけている。こんなときに血管を切ったら元も子もない。冷静に言葉を選ぼうとしながらも、おれの口端はひきつって、声の最後も震えていた。

「専守防衛って知ってる？　とにかく守るだけって意味だよ。自分から戦ったり絶対しないって意味だよ。現代日本は平和主義なんだ、戦争放棄してるんだ、憲法にもちゃんと書いてあるぞ？　日本人に生まれて日本で育った、おれももちろん戦争反対だ、反対どころか大反対だっ」

　コンラッドを指差し、語尾が上がった調子で言う。

「地球だって人間同士で争いがあるって、さっきおれにそう言ったよな。あーあるさ、全然ないってわけじゃない。けどそういう時でも必ず、誰かが止めようと努力してたね！　世界の人口の大半は、平和になるよう願ってたね！」

　半ば自棄やけ気味の叫びになる。ヴォルフラムとどちらが癇かん癪しやく持ちなのか判りゃしない。

「おまえらの話の中身はどーよ。もっと確実に戦争できるようになるまで、わざと黙って見てるだと？」

「……わめくな」

　グウェンダルは、頭痛を抑えるみたいに顔を顰しかめた。だが、おれの渾あだ名なはトルコ行進曲。

「話し合え、話し合いをしろってんだっ！　あんたの国の国民が、うちの農地を燃やしました。どうしてくれます、どう補償してくれます？　うちとしては絶対に戦争は避けたい、以後こういうことのないように、国内できちんと対処してくれますー？　って、解決めざして話し合えってんだっ」

「わめくな異界人！」

「いーや喚わめくね、わめかせてもらうね。おれは二十歳はたちまでは日本人なの、魔王の魂もってても、成人するまでは日本国籍があんの。平和に関しちゃ日本のが、この国より優秀だと思ってるからさ、やめろって言われても言い続けるね！　戦争反対、絶対反対、一生反対、死んでも反対っ」

「では一度死ぬか!?」

「やなこった！」

　やった、と思った。クールで、おれのことなど庭の小便小僧くらいにしか扱おうとしなかったグウェンダルを、こちらの議論に巻き込んだのだ。もうこうなったら、おれからは退ひかない。魔王みたいな容よう貌ぼうで凄すごまれようとも。

「王になる気もないお前が、我が国のことに口を出すな！　私には眞魔国を守る責任があり、国益を考える義務がある。お前はニッポンだかいう場所のご大層な倫理と生なま温ぬるい手段で、自分の育った国を守るがいい。だが我々には我々の、魔族には魔族のやり方がある！」

「だったらおれが変えてやるよッ。魔族のやり方だっつーのを、おれが一から変えてやる！」

　この空は汚れていない、この大地は毒されていない、この森は乱されていない、この世界は美しい。だけどこの世界は、何かがおかしい。

「おまえら綺き麗れいでかっこいーけど、性格超悪で問題ありすぎ。人間差別とか危険な風習とか特権階級意識とか戦争好きとか。だからってもう片方の人間側が、平和主義かっていうととんでもない。同じ人間同士なのに、魔族の土地に住んでるから襲っていいんだって、そんなバカな話ってある？　戦争するのに神様が力を貸してくれるって、そんな物騒な信仰ってあり!?」

「陛下」

　陛下なんて呼ぶのは、三兄弟ではコンラッドだけだ。彼の、虚を衝つかれたようなトパーズ・アイ。

「あっちも絶対間違ってるけど、だからっておれたちが乗せられちゃだめだろ。自分たちだけでも正しいことをしようよ、戦争するのは間違ってるよ」

　ごめんなコンラッド、マーチはクライマックスで止まれない。酸欠でアタマがくらくらしてきた。おれたちって誰たち？　おれは自分をどの集団に入れてるんだ？　おれは人間だったんじゃなかったっけ。

「王様が戦争なんかダメだって言えば、国民はそれに従うんだろ？」

「陛下」

　低く低く、おれは言った、次には怒鳴った。

「……おれが魔王になってやる……」

「ユーリ？」

「眞魔国国王になってやらぁ！」

　おれがサインを出さないと、ゲームはずっと始まらない。

　背後で柵さくに火が移った。小さな爆発を思わせる音に、女の悲鳴が被かぶさった。

「なに……」

　振り返ろうとしたおれは、身体を曲げて咳せき込むことになった。右の肋あばらへの一撃が、肺の空気を詰まらせる。

「動くな！」

　羽交い締めにされて無理遣り顎あごを摑つかまれた。喉のどと胸に重い金属が当たり、耳のすぐ横に誰かの呼吸がある。

　うずくまっていた首謀者が、女の手から武器を奪ったのだ。血で赤くなった目をぎらつかせ、興奮と苦痛で荒い息を吐く。肩と足には矢が突き刺さったままだ。

「誰も動くなよ、動いたらこいつの喉を搔かっ切る」

　目玉をギリギリまで横に向けて、男の顔を見ようとした。

「お前も無駄な抵抗はすんな！」

「わかりました……」

　超ちよー弱よわ気き。

「それとも偉大なる魔王陛下に、こんな口はきけねぇのかな。俺達みたいな下っ端は」

　誰かが舌打ちした。だれだ。

　おれを引きずって移動しながら、男は半ば笑いを含んだ声音で言った。

「あんたが本当に魔王だってんなら、こんなに簡単でいいのかよ。俺みたいな一介の兵卒が」

「……っ……」

「どっかに拉ら致ちしようとしてんのに。お前等、呪文の欠片かけらでも吐いてみろ、俺も死ぬかもしれねぇが、こいつも確実に命を落とす！　どっちが先か試そうなんて気ィ起こすなよ、こっちは二十年も兵隊だったんだ」

　首に熱に似た痛みが走る。恐らく、皮膚が浅く切れたのだろう。

　男は魔族達から慎重に離れ、馬と水と食糧を要求する。

「死にかけたふりして聞いてりゃあ、目の前のガキが魔王だっていうじゃねーか。しかも剣も術もてんで駄目らしい、そんな魔王がホントにいんのか？」

「……しょーが……ねーじゃん……」

　切っ先が触れる喉も痛むが、殴られた肋ろつ骨こつはもっと痛い。息をするたびに涙がでる。

「まあどっちにしろ、この世にふたつと生まれない双黒だ。たとえ王様じゃなくっても、連れてきゃ楽にひと財産稼げる。お前さん自分じゃ知ってんのかい、髪や瞳ひとみが黒いもんを手に入れれば不老不死の力を得るって、いくらでも金を積む連中がいるのさ」

　聞いた。三日、いや、六日前に。自分自身の生死もコントロールできないのに、他人の妙薬になるなんて、そんな不条理な人生があるか。おれはぎゅっと目をつぶった。

　さっき怒鳴っちゃってごめんなさい、謝るから今は助けてください。一生懸命、念じたが、味方は誰一人として手を出せず、遠巻きに囲んで息を吞むばかりだ。

　馬が牽ひかれ、鞍くら袋ぶくろに少量の水が入れられる。

　もしかしてこの一瞬が最初で最後のチャンスなのか？　二人同時には絶対に乗れない、まして人質に刃やいばをつきつけたままでは。だとしたら、今しかチャンスは……。

「乗れっ」

　男はおれの背中に剣を回した。背後から貫けるよう構えている。一人では乗れないと打ち明けるわけにもいかず、恐る恐る鐙あぶみに足を掛けた。

　右足が鞍を越えようとした瞬間だった。

　小さい黒い影が素早く近付き、男の足に突き立った矢を引き抜く。

　男が蛙みたいな悲鳴をあげる。刃が茶色い皮を傷つけ、臆おく病びような葦あし毛げが高く嘶いななく。前肢を持ち上げて「荷物」を振り落とし、恐怖から逃げようと走りだす。

「やばっ」

　宙に身体が浮いたと思ったら、地面とは違う硬さの上に落ちた。さっきの肋骨がまた疼うずき、酸素が吸えずに苦しんだ。

「……っえ……ッ」

　胸を摑んだ指に、暖かいものが降りかかる。

　血だ。

　逆光でコンラッドの背中は影にしか見えない。彼の足元にも影の塊があった。

　男が二つに折れて倒れていた。新しく赤い血を流して。

「……死んだの？」

「さあな」

　身体の下から声がして、慌てて草の上に尻しりをずらす。グウェンダルが、服についた泥と灰を払っていた。なんでこの男が、おれの下敷きに。疑問を口にする余裕はない。

　恐らく葦毛に弾き飛ばされたのだろう、小さな恩人の惨めな姿が目に入ったからだ。

　もうそこには炎が迫ってきていた。俯うつぶせに横たわる少年は、熱さにもかかわらずぴくりとも動かない。

「……おい……」

　突っ立てた金髪、子供達の中では体格がいいほう。

「ブランドン」

「ユーリ、危険だから俺が」

　コンラッドの腕を振り切って、おれはよろよろと炎に近付いた。子供が、人間が燃えてしまう、誰かが放った悪意の炎のせいで、消せない卑ひ怯きような炎のせいで。

「ブランドン！」

　脇から大きな火が飛ぶのを、コンラッドがどうにか薙なぎ払はらった。

「ブランドンっ!?」

　仰向けた少年を膝ひざに乗せる。薄く目を開き、唇を動かした。生きてる！

「……へいか……」

「陛下なんて呼ばなくていいんだよ」

「……でも、王さまに……なるんで……しょ……」

「ブランドン」

　この村を守ってやる、お前たちを守ってやる、そう約束した、約束する。

　ぽたりと、子供の頰になにかが落ちた。

「約束する」

「なげ、る……の……も、おしえて……くれ、るんで……しょ？」

「約束する！」

　叫びとシンクロするように、耳を劈つんざく突然の雷鳴。

　三半規管の奥の方で、甘く優しく嬉うれしげな囁ささやき。

　我等の最後のひとしずくまで……。

　雨が地面を叩たたきだす。

　滅多にないような豪雨だった。
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「うううー、信じられねぇ、どうしてこーいうことになるかなあ」

　広間の扉の外側で大理石の廊下を睨にらみながら、おれは吐き気を堪こらえていた。

「仕方ないですね、絶対魔王になってやるって自分で宣言しちゃったんだから」

　コンラッドは貴族らしからぬにやにや笑いで、天まで届くかという柱に寄り掛かっている。

「だからって戴たい冠かん式しき……歴史の教科書の《図８》でしか、見たこともないような戴冠式……」

「ノミネートはあなた一人、プレゼンターは母上」

「アカデミー賞っぽく言うな」

　さっきまでギュンターも一緒だったのだが、例によっておれを褒めちぎり、式の進行のために走り去った。彼が褒めたのは学ランのことと、もうひとつ、あの村の件だった。

「しかしあれだけの水術を使われて、まったく覚えていらっしゃらないとは……」

　ピンポイントとしか評せない豪雨は、村の鎮火と同時に噓みたいにあがった。王都から術者の一団が到着した時には、木と麦がくすぶる煙が昇っているだけだった。

　自分自身はブランドンのことまでしか覚えていない。その先はぷっつりと真っ白だ。国土を救ったのだと大おお袈げ裟さに誉ほめられても、総すべてに平凡な高一には、自分の手柄だと容易には信じられない。

「私の申し上げましたとおり、魔力は魂の資質なのです。陛下は魔王の御み魂たまをもたれるお方、盟約などでお手を煩わさずとも、四大要素も喜んで従いましょう」

　ギュンターは一人勝手に納得して、我が事のように吹ふい聴ちようして回ったようだ。コンラッドはもう少し客観的だ。

「俺は王都に来る途中の、休憩した場所が怪しいと思う。あの時陛下と俺は水を飲んだでしょう。俺には魔力がないから判らないけど、どうもあれが何かのきっかけに思えてならない」

「どうでもいいよ、そんなこと」

　だって自分では覚えてもいられない奇跡だもん。

　廊下の遠い向こうから、揺れる金髪が歩いてくる。青の強い紺の正装が素晴らしく似合う、魔族のプリンス・ヴォルフラムだ。男で美しいってのはこいつのことだよギュンター、溜ため息いきと一緒におれは呟つぶやく。

「なんだその質素ななりは」

「……はあ？」

　陛下のために開発されたデザインだけあって、もともと着てらしたこの黒のお召物が最もお似合いです、そういう意味のことを言われた直後だったのに。

「肩章も装飾もまったくないじゃないか。これから魔王になろうという者が、そんなみじめで貧乏くさい格好でいいと思っているのか!?」

　おれの顔を見ないまま、あちらへこちらへと視線が動く。いつもなら白磁のような滑らかな頰に、気のせいか微かに朱がさしている。

「財のかけらもないような姿で、兄上やぼくに恥をかかせるな！」

　言い返そうと口を開く前に、ヴォルフラムはおれの胸を摑つかみ、輝く金色の飾りを留めた。

「おい……」

「これはぼくが幼少の頃に、ビーレフェルトの叔お父じ上にいただいたものだ。特に謂いわれのあるものではないが、戦勲どころか戦場に出たこともない奴には、こんなものこそ似合いだろう。なにしろユーリは馬にさえ乗れない、史上最高のへなちょこ陛下だからな」

「へなちょこ言うなーっ」

「よし、まあまあだ」

　不自然な早口でそれだけ言うと、ヴォルフラムは小走りに立ち去った。左胸につけられた贈り物は、両翼を広げた金の鳥だ。コンラッドは得意げに弟の背中を見送る。

「どうやら陛下はヴォルフに気に入られちゃったようですね」

「えええええーっ、あの高慢ちきナニサマだ殿下にぃ？」

　その話題から逃れようと広間の扉を細く開き、中を窺うかがって再び気分が悪くなる。この国の各地方から本日のために集まってきた貴族諸侯の方々、更に各種族を代表する、ちょっとヒト型とは称しがたい方々。仲良しになった骨飛族とその親しん戚せきの骨地族、米国のビルの上にいるガーゴイル風、灰色の豹ひように似た四本足の人、アブラゼミの羽と音を持つ手のひらサイズのプチマッチョ（恐らく妖よう精せい）、床を濡ぬらしてデカデカと横たわる巨大なマグロ。

「ま……鮪まぐろっすか」

　あれがみんな国民なんだから、慣れなくてはいけないと言い聞かせる。人間は外見じゃない、いや、魔族は外見じゃない。あまりの緊張で所信表明演説を忘れかけた。

　魔王の野望、眞魔国日本化計画だ。

「えーと、わたくしが第二十七代魔王に就任しました暁には、平和主義と国民主権への移行を最終目的とし……おぇぇっ……コンラッド、もうおれ吐きそう……しかも緊張で……なんか、腹も痛ぇ……もいっぺんトイレ、トイレどこだっけ」

「またですか？」

「マタじゃなくて腹だよハラ」

「そんな時間はございません、陛下！」

　白くてタイトなチャイナ服風の教育係が、我が事のような心配顔で走ってくる。

「じきに始まりますからね。よろしいですか陛下、ご説明いたしましたとおりに、中央を進まれて壇に上がられましたら、ツェツィーリエ上王陛下から冠を戴いただき……もちろん儀式を執り行わなかったからといって、国民の陛下への忠誠が揺らぐわけではありませんが、やはり形式にはそれなりの効果が……」

「だぁーもう、だからちゃんとやるって言ってんじゃん」

「それを聞いて安心いたしました。よくぞご決心くださいました。陛下のこの頼もしいお姿を見られるだけでも……」

　感極まって「爺じい」モードに入っているギュンターの横を、無表情な男が通り過ぎる。そのまま扉に手を掛けるグウェンダルにおれは慌てた。

「ちょっと待て、おれより先にあんたが入っちゃってもいいの？」

　容よう貌ぼうのみならず風格や、多分、素質の面でも最も魔王に適任だろうという長兄は、相変わらず不機嫌そうな唇に、作り笑いを浮かべてくれた。だーいサービス。

「上王陛下に冠をお渡しする光栄な役回りを仰せつかったものでね」

「なんだそうか。おれはまた式をぶち壊してくれるのかと思っちゃったよ。だってあんたは、おれが王様になるの大反対だもんな」

「反対？　私が？」

　背筋が凍るような笑みを見せて、一歩戻っておれの顎あごに指をかける。ああ絶対的な身長差。けどこれはバスケでもバレーでもない、残念ながら野球でもないけど、背の高さは捕手にも王にも関係ないはず。

「とんでもない、反対などするものか。良い王になられることを心より願うね」

「良いって……」

「素直で、従順で、おとなしい王陛下にだ」

「それは貴方あなたが陛下を、思うままにしようという企みですかっ!?」

　おれのこととなると過保護ママみたいになっちゃうギュンターの後ろから、コンラッドがのんびりと関係ないことを言った。そういえば、という感じで。

「グウェン、アニシナが来てたぞ」

　クールが売りだった彼が、途端に苦虫をかみつぶしたようになった。もっともおれは生まれてこのかた、苦虫ってのを嚙かんだことはないんだけど。小さく舌打ちして扉の向こうに消えてしまう。驚いた、グウェンダルにもウィークポイントがあったんだ。

「さ、陛下、よろしいですか？　緊張してらっしゃいます？　深呼吸して、吸ってー吐いて」

「自分がやってどうすんだよ」

　おれはギュンターとコンラッドを従えて、教えられたとおりに広間の中央を進んだ。真っ黒い花びらが敷き詰められている。縁起でもない。石の階段をゆくと壇上には、輝くばかりの金の巻き毛と、艶つやめく素材の深紅のドレスで、ツェツィーリエ様が待ち受けていた。

「お、お美しいですツェリさま」

　満面の笑み。

「ありがと、へいか。でもこんな時まであたくしの機嫌を取らなくてもいいのよ。今日の主役は、あなたなんですもの」

　おれはちょうど、ライブ会場のアーティストみたいな位置に立っていた。ステージ正面には人工の小さな滝があり、両手を広げたくらいの幅の中央に、ソフトボールサイズの穴が空いている。水は静かに脇に落ちて、細い通路を下ってゆく。

「では陛下、滝の中央に右手を差し入れて、眞王の御意思を聞いていらして」

「は？　だって眞王って、死んでるんでしょ？」

「ええ。でもあの穴は眞王廟びように通じていて、魔王になることを許された者だけが、あそこに指を入れることができるのよ。そして眞王が新しい王と認めれば、差し入れた手をそっと握ってくださるの」

「ええっ」死んでるはずの人が？

　ツェリ様はおれの耳に唇を寄せ、フリだけよ、と囁ささやいた。

「あたくしのときも指を入れることはできたけど、誰も握り返してなんかくれなかったわ。入れたらもったいをつけてちょっと待ってから、ゆっくりと出した手を高く挙げるの。いかにも眞王の承認を得たというように。ね、陛下、難しいことはなにもないでしょう？」

　背後からギュンターがせっついてくる。

「陛下、お早く」

「っていったってェ」

　おれはイタリアの観光名所、真実の口みたいなものの前に立ち、右手を宙に浮かせたまま、サーサーと流れる小滝の音を聞く。

「噓ついてたら嚙まれるなんてこたないよな」

「まさか。こんなに硬い石でできているのですよ。急に動くはずがありません」

　そうだよねー。怖ず怖ずと暗い穴に右手を近付けると、人差し指と中指が一緒に入った。予想どおり中はひんやりとしていて、湿った空気がまとわりついてきた。思い切って手首まで入れてしまう。

「あー良かった、やってみればなんてことない儀式だよね。あとはこれで勿もつ体たいぶって腕を挙げりゃいいん……」

　あれ？

　指先が何かに突き当たった。奥の壁、かな。

「陛下？」

　ギュンターが心配そうに覗のぞき込む。

「あれ……っうゎ、わぁ、なんか、なんかが」

　冷たい何かがおれの指を摑つかむ。

「つっ、つ摑まれた、うわ、やっ、コンラッドっ、なんかに摑まれたよっ!?」

「摑まれた!?」

　そいつは恐ろしく強い力で、おれの右手を引っ張った。待てよオイ、引っ張ろうったってこれは人工の滝なんだから、流れ落ちる水の向こうは壁だろ！　壁に激突させてやっつけようってのか!?　それ以前にこの引っ張ってる力は何者の……。

「どぅゎっぷ」

　コーラス部員みたいな悲鳴とともに、顔から水の中に突っ込んだ。おれの服の背中や左腕を、ギュンターが必死で捉とらえようとする。コンラッドがおれの名前を呼んでベルトを摑む。けれどおれたちの間には水の壁があって、撓たわんだ音しか届かない。

　水の壁はあるのに、あるはずの石の壁はない。引き込まれたおれは酸素を求めて喘あえぎ……。喘ぎながら頭のどこかで感付いていた。この世界に来るときも公衆洋式水洗トイレだったのだ。往復チケットをお求めの場合、お帰りも同じ交通手段でということだ。けど今回は、水がキレイなだけまし。ちょっとだけランクアップして、ビジネスクラスでってとこかー!?







　あとはもう、勝手知ったるスターツアーズ。







　や……や……や……。

　なんだろ、相撲すもうの休場のしるし？　ヤばっか連呼されたって、ヤリイカかヤンキースかヤンバルクイナかわからない。ヤンバルクイナ、とても懐かしい。

　耳元で『暴れん坊将軍のテーマ』が鳴り響き、びっくりして目が覚めた。何のことはない自分の青い携帯が、タイマーセットで鳴っている。

「渋谷っ」

「うわびっくりした」

　渋谷のヤだったんだな。肩を揺さ振られておれは跳ね起き、名前を呼んでいたのが中二中三とクラスが一緒の眼鏡くんだと気が付いた。誰だっけ、ああ、健、村田健。

　プールで水を飲んだ時みたいに、鼻の奥がつんと染みる。濡ぬれた布はごわついて硬く重く、じっとりと肌を冷やして不快だった。ゆらぎかける視界をどうにかしようと、両目を細めて周囲を見た。薄暗い公園の女子トイレ、灰色の壁、水色のドア、背中にはこの場に不釣り合いなブランドものの洋式便器、関係ないけどペーパーホルダー。覗き込んでくる村田健と、二、三歩離れて制服警官。

「村田健……逃げたんじゃなかったのか」

「助けてくれようとした人を残して、逃げるわけにはいかないよ」

　警官が、大丈夫かと訊きいてきた。被害届を出すかとか、相手の名前は知っているかとか。

　おれはぼんやりと思った。

　ナイターが始まっちゃう。

　それから、やわらかい照明の中庭で、誰かとしたナイトゲームを思い出した。野球のヤの字さえ知らないような、子供たちとの約束を思い出した。夢のほとんどを思い出した。

「村田……なんかおれ、すげー夢みちゃったよ」

「どんな？」

　おれは黙って首を振った。長くて、とても話しきれない。

「あ、そう。じゃあ渋谷、ちょっと訊きたいんだけど……」

　立ち上がろうとした拍子に、服の下で肌に冷たい石が触れる。それから学ランの胸元で、金の翼がきらりと訴える。おれは金色の両翼を、左手でぎゅっと握り締めた。

　夢じゃ、ない？

　ギュンター、ヴォルフラム、グウェンダル、ツェリ、ブランドン……コンラッド。

「……それ本当に、夢だったの？」

「え？」

　村田健は、曖あい昧まいな笑みで手を差し出す。

「だって渋谷、きみ、ズボンのベルト切れてるし……いや、こういうことは個人の趣味だからどうこう言いたくないけど……」

　ふと我が身を見下ろすと、千切れたベルトと飛んだボタン、フルオープンの社会の窓。そこからのぞく、魔族御ご用よう達たしのセクシー下着。

「うひゃ」

　しまった、もしかしてあれは、夢じゃなくて……。







　どうやらまだ、

　ゲームセットじゃないらしい。
















今度は[image: まるま]のつく最終兵器！













　ジュリア、俺はとても幸せな男だと思う。

　きみを失ったとき、俺はこの世の総すべてを憎み、責めた。自分自身を憎み、責めた。生き延びたことを罪と恥じ、生きてゆくことに絶望した。

　もう二度と、生命いのちをかけて守るべきものを与えられることはないのだと、老いの緩やかな魔族の血を呪った。

　だが、今は違う。

　あのとき、先に逝ってしまったきみの魂の、罪や傷を全部、俺が背負いたい。天国とかいう場所が本当にあるのなら、きみの心がそこに行けたと信じたい。

　そしてもし、再びどこかできみが生まれるのなら、それが幸せな生であることを祈ってる。俺みたいな奴と出会って、道を間違えることのないように。

　ジュリア

　俺は今でも生きてるよ。

　君を忘れることはできないけれど、もう一度、大切なものを見つけたんだ。
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　やっぱり忘れられなくて、野球同好会を創ってしまいました。

　目標は草野球日本一、合言葉は「東京ドームで完全試合！」だ。

「ケーブルテレビのレポーターがさ、おれにマイクを向けて訊きくんだよ。一度は諦あきらめた野球を再開することになったきっかけは何ですかー？　だって」

　かぽーん、とケロリン桶おけを鳴らしながら、おれはドアの向こうにも聞こえるように大きめの声で語りかける。

「はー、極楽、極楽。しかも最後にさぁ、ありがとうございました、ダンディーライオンズのキャプテン、渋しぶ谷や有ユー利リ原宿不利さんでしたーとか言うんだぜ。信じられる？　ケーブルとはいえ仮にもテレビのレポーターがだよ、こっちがメチャクチャ気にしてることを、全国ネットで言っていいんかっての。ちょっと、聞いてんのかよ村田健けん」

　かぽーん。

「ケーブルテレビはご近所くらいしか視てないよ」

「だとしてもさー」

　水音に消されないようにと思ったのか、叫ぶような調子で村田は応こたえた。

「いいじゃないか別に、渋谷有利原宿不利だって！　なんかのコンビ名みたいでさ」

「ウッチャンナンチャンとかぁ？」

「そう、オール阪はん神しん巨人とか」

「うわヤメロお前それっ、おれが巨人や阪神と一緒にされて喜ぶとでも思ってんのか。おれは絶対パ・リーグ派なの、生まれたときから太平洋なの」

「その熱パの醍だい醐ご味みを教えてやるって言ったのはそっちだろ？　なのになんでまだのんびりお湯になんか浸つかってんだよ、ほんとに十三時開始に間に合うの？　もう宮みや川がわ大だい助すけ花はな子こでも瀬せ戸とてんやわんやでも渋谷有利原宿不利でも何でもいいよ」

「……村田、お前ってホントは何歳？」

　そう、おれの名前は渋谷有利。裕里でも優梨でも悠璃でもなく。この名前のせいで生まれて十五年間、どんなに苦労したことか。

　父親が銀行屋だから、利率のことばかり考えて、息子にまでこんな名前をつけたのかと、ずいぶん両親を恨んだりもした。結局は出産間近の母親をタクシーに相乗りさせてくれた青年が、名付親だと判ったのだが……漢字をあてたのはやっぱり親父だよなあ。

　ここ数週間のおれはといえば、日曜は朝から草野球の練習で、市民グラウンド近くの銭湯をランチタイム特別料金で楽しんでから、ダッシュで西武ドームへ応援に駆けつけるという、さながらおっさん野球ファンのごとき生活を送っていた。パ・リーグファンを一人でも増やすべく、本日は村田も引きずっていく予定。

　中二中三とクラスが一緒だった眼鏡くん、村田健とは、ちょうど一ヶ月くらい前に、公園の便所裏という奇妙な場所で再会した。おれはその直後に、洋式便所から異世界へＧＯ！　なんて夢としか考えられないような事件に巻き込まれ、自分の出生に関する衝撃的事実を知らされたのだ。

　たとえば盛り上がってきた合コンで、皆が割り箸ばしを片手にこう唱える。

「王様だーれだ」

　おれ。

　弱冠十五歳にして、一国一城の主あるじとなってしまったわけだ。

　しかも王様ったって、そんじょそこらの王様ではない。世界記録保持者である王監督にはちょっと負けるかもしれないが、おれの肩書きもけっこうすごい。ごく普通の背恰好でごく普通の容姿、頭のレベルまで平均的な男子高校生だったはずなのに……。

　おれさまは、魔王だったのです。

　いきなり異世界に呼び付けられ、超絶美形の皆さんに取り囲まれて、今日からあなたが魔王ですなんて言われたら、誰でもこれは夢だと思う。おれもそう思った。ところが、目を醒さました自分の首には、あちらの世界で貰もらったお守りが。

　あれからずっと胸に揺れている、五百円玉サイズの石を握ってみた。銀の縁取りに、空より濃くて強い青。ライオンズブルーの魔石は、夢ではないのだと訴えかけてくる。

　おれは魔王の魂を持って生まれ、あの国を守ると約束した。

　約束したんだ。

「渋谷っ、しーぶーや、本来なら所ところ沢ざわで乗り換えしてる時間だよ」

「だーいじょーぶだって。コンビニに寄ったりしなければ、この時期のデーゲームは充分間に合うの。試合前の練習時間から、じっくり解説してさしあげますって」

「先に外出て待ってるから、少しは急ぎなよ」

「はいはい」

　銭湯の良さが解らないなんて、あいつは日本人の風上にも置けない。あと百数えたらあがろうと、おれは鼻まで湯ゆ槽ぶねに沈む。目の前を緩やかな流れが横切った。左から右へ、ゆっくり、ゆったりと。

　ん？

　何故、銭湯の浴槽に一定方向への流れが。

　警告を発する心の声に逆らって、恐る恐る右に首を回す。そちら側は壁だった。水色の正方形のタイルと白いメジが、平安京なみに整然と広がっている。拳こぶし大の黒い円を中心にして。

「……黒い円……穴っ!?」

　流れの行き先はそこだった。

　数秒前より明らかに勢いを増した湯は、その穴にどんどん吸い込まれてゆく。

　おれは誰かに報しらせようと、前を隠すのも忘れて立ち上がった。真っ昼間の男湯は貸し切り状態で、子供も大人も長老もいない。

「おい、おーい村田っ！　ちょっと店の人、お店の人を呼んでくれ！」

　意味なく立ったりしゃがんだりを繰り返しながら、いや待てこれは人にものを頼む態度じゃないと思いなおす。

「村田くん、どこ行っちゃったの？　村田健さーん、番台さん呼んでくれー、じゃなかった呼んでくださーい！　湯槽に穴があいてますー、そっからお湯が漏れちゃってますよーう」

　誰も来ない。

　別におれのせいじゃないんだからさ、知らん顔で脱衣所に戻っちゃって、服着てから「お湯が漏れてるみたいだよ」って帰りがけに教えればいいじゃん。だってここで大騒ぎして、事情聴取なんかされちゃったらどうする？　試合開始に間に合わないどころか、おれが壊したことになっちゃうかもしれない。下手をしたら豚箱入りで臭いメシを食わされることになる。

　ふと穴に目をやると、心なしか先程より大きくなったような。神様、おれはどうしたらいいんでしょうか、正しい考えをお聞かせください。もしかして魔王という立場上、神様に助言を求めるのはまずいのかもしれない。だったら日本人の心の拠より所、霊峰富士からお力を分けていただこうと、背後の巨大な壁画を振り返る。

　箱はこ根ね八里の半次郎が、旅装束で微笑んでいた。何を頼んでも断られそうだ。

「くそっ、何年前の銭湯壁画ですかっていう。すいませーん、これこのままお湯が流れ出して建物の基礎とか土台に染み込んでそっから腐って倒壊しちゃったらエライことになっちゃいますよー。誰か、だーれーかー」

　自分で言っていて恐くなってきた。とにかくこの流れを止めなくては。

　穴に詰められそうなものを探しても、周りにあるのは桶と椅子ばかりだ。石せつ鹼けんならと思いつくが、あるのはボディーシャンプーのボトルだけだ。

　その時おれの頭に浮かんだのは、村を洪水から守ろうと、堤防の穴を腕で塞ふさいだオランダの少年の話だった。自らの生命いのちをもって人々を救った、涙なくしては語れないエピソードだ。

　どうする？　突っ込むか、おれ。

「えーいもう、死ぬわけじゃなしっ……ええッ」

　思い切って右手を突っ込んでみたら、その衝撃でタイルが壊れ、穴は倍近くに広がってしまった。こうなるとおれが「犯人」なのか!?　慌てて左手も押し入れてみる。漏ろう洩えいは治まるどころか、おれの身体が動きそうなくらいに強まっている。ザ・バキュームという勢いで、おれごと中身を吸い出しそうだ。まさかそんな、それなりに成長した平均的体格の男子高校生が、実際に風ふ呂ろに流されるはずが……。

　けどおれ、過去に一度、流されてなかったっけ。

「また!?」

　両手首をぎゅっと摑つかまれたような状態で、おれはタイルの穴に吸い込まれる。いやそんな、物理的に無理だ。生物学的にも無理だ、グローバル地球規模で考えても無理だ。どうサルティンバンコっても無理なのに！

　予想どおり、あの日と同じスターツアーズ。







　なあ、しょーちゃん。

　なんだ弟。

　人間の身体って「ワープ」するとどういうふうになっちゃうの？

　はあ!?

　だってさ、人類はそのうちすごい宇宙船を造って、他の惑星にも行くだろ。スターウォーズとかスタートレックとかレッドドワーフ号みたいに。だったらその時までに肉体を訓練しとかないと、ワープ中にゲロ吐いたりしたらみっともないだろー？

　ばっかじゃねーのお前!?　夢みたいなことばっかり言ってんじゃないよ。そんなこと考えてるヒマがあったら、英単のひとつでも暗記しろっての。そんなんだから成績悪ィんだよ。先週も駅で元もと担たんのオカムラに見つかって「実の兄弟とは思えない」って笑われたんだからな。空間移動装置なんて俺達が生きてるうちには開発されっこないから、そんな心配するだけ無駄！　ワープ訓練なんて必要なし！







　とか言われても、やっぱやっとくべきだった。

　だって実際に、おれはこうして何度も空間移動しているわけだし、エチケット袋を持つ余裕もないから、吐と瀉しや物がどうなるか判らないし。

　さっきまでと明らかに違う場所で目を覚ましても、今更取り乱したりはしなかった。

　だってまた呼ばれちゃったんでしょう、おれ。

　水に流されて異世界に来てしまうのは初めてではない。公衆便所からでないだけ今回のほうがましだ。剣と魔法の世界に迷い込んだ主人公が英雄として大活躍する話はごまんとある。おれの場合はちょっと特殊だが、キャラ設定でジョブが「魔王」に変わっただけのことだ。

　まだはっきりしない視界は一面の灰色で、仰向けに横たわった身体は海月くらげみたいにゆらゆら揺れていた。背中はほんのり温かいのに、逆に胸と腹は薄ら寒い。穴に突っ込んだはずの両手は、人差し指だけ突き出して組まれている。忍術か、カンチョーか。

　いったい何の穴を塞ごうとしてたんだ……。

　灰色だったのは高い天井で、ゆっくりと周囲を見回すと、わざとらしい椰や子しの木とかジャングルがあった。昔、町内の子供会で行った、サマーランドによく似ている。どうやらおれは温水プールの中央に、気を失って浮かんでいたらしかった。

　慎重に立ってみると、ちゃんと足の裏が底に届いた。水位は臍へそよりちょっと上で、お子様専用といった深さだ。遠くで数人が身を寄せ合っている。もしかしておれの髪の色に怯おびえているのだろうか。この世界では黒目黒髪は、魔族だけに生まれる希少価値で、ほとんどの人間の皆さんは縁起が悪いと恐れている。

　縁起が悪いというより、不吉。

　不吉というより、邪悪。

　悲しいことにここでは種族間差別が激しくて、魔族と人間は敵対している。人間は魔族を恐れ攻撃し、魔族は人間を嫌い軽けい蔑べつしている。その状況を少しでも改善したくて、おれは王になると宣言したのだが。

「あの、大丈夫ですよ。おれほら何もしませんから。どっちかっていうと女の子には人畜無害のレッテル貼られてる奴だから」

　いくら理想に燃えた王様でも、プールで全裸じゃ説得力がない。

「露出好きとか、そういうビョーキでもありませんし」

　肩まで浸つかっているので判らないが、恥じらう様子や仕し種ぐさからして、先方は女性グループと思われる。五、六人のうち一番手前にいたオレンジ色の髪のおねーさんが、ジャズシンガー張りのハスキーボイスで問いかけてきた。

「……陛下？」

「え？」

　思わず小躍りしてしまう。

　おれの日本人的黒髪を見て「陛下」と呼べるのは魔族しかいない。つまり彼女達は魔族の一員で、ここは眞しん魔ま国内のどこかということだ。前回は国境外に落ちてしまい、人間の村人の集団に石は投げられるわ鋤すき鍬くわはかまえられるわという、悲惨なウェルカムイベントだった。

「良かった、今回は場所が普通で。ただちょっと格好だけがセクシー過ぎちゃったんですけど……あのー誰かバスタオルとか持ってたら、必ず洗濯して返しますんで、貸してくれたりしませんかねぇ。それか皆さん全員がしばらく目ぇ瞑つぶっててくれれば、さーっとこの場を立ち去るんだけど……え？」

「陛下ァーッ！」

　妙に肩幅の広い金髪の人が、野太い声で叫んで立ち上がった。

　おれだけではなく、彼女達も全裸だ。

「ええッ」

「陛下よーッ、本物よーッ、カーワーイーイー！」

　派手な水しぶきを上げて駆け寄ってくる。

「あれっ、あれ皆さん、どーして誰一人として胸が……ぎゃ……」

　水中に押し倒されてしまう。生まれてこのかた、こんなにモテモテだったためしはない。美女がおれを取り合うなんて夢のようだ。だが大きな問題がひとつあった。

　誰一人として、胸がないのだ。もちろん、バストにあたる場所には引き締まった膨らみがちゃんと存在する。するこたするんだけど、これは胸筋のような気がするんだよなあ。しかも積極的なおねーさまたちは、抱き締めて頰ずりまでしようとする。

「ざらり……って今のヒゲ？　ヒゲの剃そり跡!?　もしかしてあんたたちって、おねーさんじゃなくておにー……がぼ……」

「陛下、お迎えに参りまし……ああっ」

　ばーんとドアが開いた。

　あらゆる意味でいけない世界に連れていかれそうになっているおれの耳に、聞き覚えのある声が届いた。シブヤユーリを一人前の魔王にしようと一生懸命な二人組が、息急せき切って走ってくる。それはもう、ステージへの花道をゆくアイドルのように。

　もちろん外見だけなら地球産のイケメンたちなど足元にも及ばない。あまりに綺き麗れいすぎて背後に花びらとか見えそうだ。

　教育係のフォンクライスト卿きようギュンターは、灰色の長い髪を振り乱し、紫の瞳ひとみを泣きそうに潤ませていて、超絶美形が台無しだ。それに比べてウェラー卿は、不謹慎な笑いを堪こらえているような、演技派俳優っぽい顔をしていた。そりゃあないよコンラッド、ついこの間の夜半には、キャッチボールした仲じゃないの。

　おねーさんたち改めおにーさんたちは、おれの下半身に抱きついたりしている。

「早く助け……がぼゴ……ああでっ、でボっ、プールサイドは走るの禁……ッ」

「陛下、ご無事ですか？　手を離しなさいお前たち、そのお方をどなたと心得る！」

　水戸黄門の紹介かよ。パールホワイトの服が濡ぬれるのもかまわず、ギュンターは一団に割って入った。印いん籠ろうとか預けておけばよかった。

「え、ギュンターさま？」

　おにーさんたちの顔色が変わる。

「な、なんですか、その目つきは」

　教育係はたちまち彼等の視線を釘くぎづけにしてしまう。

「きゃーっ陛下も可愛らしいけどギュンターさまもステキーっ！　さすが眞魔国一の超絶美形、濡れるとますます美しいわーッ」

「ぎゃああああああ」

　嬌きよう声せいというより怒号に近い声をあげて、野郎どもは美人さんに襲いかかる。

　まったく、美しさは罪だ。

「はい、救出成功」

　ラガーマンのスクラム中央から零こぼれたボールを拾うみたいに、コンラッドがおれを抱え出す。そのまま湯から引き上げられ、ホテルのバスローブらしき物をかけてもらった。

　おれの貴重な野球仲間は、記憶どおりに爽さわやかに言った。

「お帰りなさい、陛下」

「……ただいま、名付親。あんたは名付親なんだからさ、他人行儀に陛下なんて呼ぶなって」

「そうでした」

　彼こそがおれの魂を地球にまで運び、ボストンの街角で臨月だったおふくろをタクシーに相乗りさせてくれた好青年だ。従ってウェラー卿コンラートはアメリカ帰りで、おれの名前をつけた人だ。こんなに若くてかっこいい男が名付親だなんて、クラスの女子が知ったら羨せん望ぼうの嵐だろう。けれど二十歳はたちくらいに見えはしても、実際にはうちのお祖父じいちゃんよりも年上だ。この世界では魔族はとても長命で、おまけに美しさも折り紙付き。コンラッドは人間とのハーフだから地味なほうだが、それ以外の貴族達はすこぶるつきの美形ぞろい。ギュンターとまではいかなくても、人間離れした美び貌ぼうの連中がぞろぞろいる。

　ま、基本的に人間じゃないんだけどね。

　顔もガタイも脳のう味み噌そも十人並みのおれとしては、劣等感を刺激されて、こんなんで本当に王様なのかと膝ひざを抱えて悩むばかりだ。

「あっちの世界はどうです、母上はお元気ですか。ああそれから」

　コンラッドは、銀を散らした薄茶の瞳をいたずらっぽく細めて付け足した。

「レッドソックスは、今何位？」

「この時期の順位なんか参考にならないよ」

　おれもニヤついた。彼との共通点はここだ。ボストンでベースボールの楽しさに目覚めちゃったコンラッドは、メジャーリーガーのサインボールも所有している。今のところ魔族の野球人口は二人、その内訳は、彼とおれ。

「でもほら、松坂が他所よそへ……へぶしッ」

「お大事に。大丈夫ですか、とりあえず俺の上着で我慢して。風邪でもひかれたら大変だ。ギュンターに何を言われるか判らない」

「平気、鼻に水が入っちゃっただけだから。そういえばギュンターは」

　彼は温水プールの中央で、おねにーさんたちに揉もみくちゃにされていた。

「こん、コンラートっ、笑ってないで、助け……」

「いやーっ、お逃げにならないでギュンターさまぁーっ！」

　というよりもう「逃がすか！」って感じ。おれは知り合って初めて、彼の美貌に感謝した。

「ありがとうギュンター、おれなんかのために。あんたのことは一生、忘れないよ」

「陛下？　お待ちください陛下っ、私わたくしまだ死んだわけでは、私まだーっ」










　日本時間で約一ヶ月前、おれはこの国の王都にある血盟城に滞在した。

「でもここは、あそこと違う感じだな」

「仰るとおりでございます、陛下。この城は、偉大なる眞しん王おうとその民たる魔族に栄えあれああ世界の全ては我等魔族から始まったのだということを忘れてはならない創主たちをも打ち倒した力と叡えい知ちと勇気をもって魔族の繁栄は永遠なるものなり……」

　うっとりと目を閉じて歌いあげるギュンター。あたかもオペラのテノールのように。上向いた指先まで決まっている。国歌と思いきや国名である。大胆に略すと眞魔国。

「……王国の東に位置するヴォルテール城でございます」

「ヴォルテール、てことはもしかしてグウェンダルのお城？」

「お察しになられるのが早い。陛下のご聡そう明めいさには感服させられること頻しきりです」

　通された部屋は、一流ホテルのイベントホール並みの広さだった。壁には剣と盾が掛けられていて、四隅には中世の騎士風の甲かつ冑ちゆう人形が立っている。

　城の主人であるフォンヴォルテール卿グウェンダルの姿はない。学ランタイプの服を着せられたおれと、長い脚を組んで壁に寄り掛かっているコンラッド、それに嬉うれしげに目を細めるギュンターだけが暖炉にあたっている。眞魔国カレンダーでは春の第三月、それでも日没後には火が恋しい。

「ああ陛下、ご健勝そうでなによりです。急にお姿を消されたので、あまりのことに私、十日も泣き暮らしてしまいました」

　コンラッドが後ろで、ほんと、と口だけ動かした。

「そりゃ悪かった。でもおれ魔王である前に、一人の家庭人でありたいからさ」

「なんとご立派なお言葉！」

　ギュンターの頰には、巨大な唇マークがべったり残っている。つけた相手が相手なだけに、モテすぎるのも考えものだ。

「でしたら尚更、国家のことをお気にかけてくださらなくては。即位なされた今となっては、民は皆、王の子供と同じですから」

「十五歳にして、すげー子沢山！」

「はい。それでは陛下、こちらの文書にご署名をお願い致します。直轄地の春期の税収に関する報告と雨期に向けて堤防の強化を申請した地区への許可です。担当官の話を聞きました上で、僭せん越えつながら申し上げれば、この数字で妥当かと存じます」

　おれよりあなたのほうがよく理解しているでしょう。なるほど、国政ってこうやって成り立っているんだな。トップに立ってる者よりも参謀役のが頭がいい。

「ここにサインね……サイン……くーっ緊張するなあ。ガキの頃は野球選手にでもなんなくちゃ、サインなんて頼まれないと思ってたからね」

　カードで買物すると、誰でもサインを求められるのだと知った十二の夏。

　おれの鯱しやちほこ張ばった署名を見て、ギュンターはまたしてもベタ誉めモードに入った。

「素晴らしい。この優美にして勇壮な線の組み合わせ。このような芸術的な書体は目にしたこともございません。いかに手先の器用な者とて、真似ることのかなわぬ複雑さですね」

　そりゃそうだ、あの有名なジャン・レノでさえ、漢字を写すのには苦労していたのだ。四字熟語のごとく並べられた渋谷有利原宿不利には、贋がん作さく家だって手こずるに違いない。

　ん？　渋谷有利原宿不利って……原宿まで自分で書いちゃうことはないだろう！

「さて」

　ギュンターが急に真剣な表情で言った。いやな予感がする。教師がこんな顔をすると、次にくるのは大体が縁起でもない発言だ。お前をベンチ入り名簿から外すとか、福田君の給食費が盗まれましたとか。銀行振込のはずなのに。

「陛下には、重要なご決断をしていただかなければなりません」

「なっ、なにかな」

　ずいっと詰め寄ってくる。特に男に弱いわけではなくても、胸の鼓動が高まってしまう。

「人間どもに不穏な動きがあるのです。近いうちに一戦まじえることになるでしょう。どうか開戦のお覚悟を」

「開戦って……戦争？　言っただろ、おれは絶対に戦争しないよ！　覚悟もなにも、しないったらしない。この国の王様になったときに、戦争はしないって決めただろう!?」

　そう、おれが魔王になったのは、魔族と人間の共存のため。種族が違うから殺し合っていいなんてのは間違ってる。戦争は絶対に間違ってるんだ。この世界でそれを唱える人がいないなら、おれが最初の一人になるしかない。たとえ魂は魔王でも、日本人として生まれ育ったからには、それが異国での役割ってものだ。

「ですが陛下、我々から攻め込みはしなくても、奴等が仕掛けてきたらどうなさいます。戦わずして降伏するようなことは、我が国としてもできるはずが……」

「それでもとにかく戦争は駄目だ。開戦の書類にサインなんかしないからな！　あっまさかさっきのがそうだったんじゃないだろうな？　だいたいなんだよ不穏な動きって、具体的に言ってくんなきゃわっかんねーよ」

　背後から、絶対無敵の重低音が答えた。

「金に任せてやたらと法術士を集めている。人間どもが我々魔族と渡り合うには、法術使いが不可欠だからな」

　大きな扉を開け放って、天使と悪魔が立っていた。ゴッドファーザー愛のテーマでご登場のこの城の主人、フォンヴォルテール卿きようグウェンダルと、ウィーン少年合唱団ＯＢかという本格派美少年、フォンビーレフェルト卿ヴォルフラムだ。

　おれのコンプレックスを刺激してくれる美形集団が、これで全員揃そろったわけだ。










　似ていない兄弟というのは、本当に存在する。

　前魔王の長男であるフォンヴォルテール卿グウェンダルは、限りなく黒に近い灰色の髪と、どんな美女でも治せない不機嫌そうな青の眼で、誰より魔王に相応ふさわしい容姿を持っている。声も腰にくる低音だ。一方、三男のフォンビーレフェルト卿ヴォルフラムは、身長体重はおれといい勝負で、天使のごとき美少年だ。彼が魔族だと知らなければ、神様が創った最高傑作だと思ってしまうだろう。きらめく金髪、白い肌、長い睫まつ毛げとエメラルドグリーンの瞳ひとみ。ただし性格はクソ生意気で、きゃんきゃん吠ほえるポメラニアン。

　この二人が血の繫つながった兄弟なのだから、遺伝ってやつは奥が深い。さらにもっと驚かされることに、二人の間にはコンラッドが入る。

　前魔王現上王フォンシュピッツヴェーグ卿ツェツィーリエ陛下こと、フェロモン女王ツェリ様が、剣以外には取り柄もなく素性も知れない人間と恋に落ち、生まれた息子がウェラー卿コンラートだ。他の魔族達の美形ぶりからすると、彼は非常に人間に近い。うまく説明できないが、ハリウッドで映画のオーディションをすると、顔がまあまあの役者はいっぱい来るだろう。その中で脚本家が一番気に入っている脇役に選ばれるのがコンラッド。審査員のコメントは、こうだ。

　彼の演技の裏側には「真実」が見えるから。

　そいつどんな奴？　って誰かに訊きかれたら、ウェラー卿のことだけはこう答えられる。彼以外の魔族の様子ときたら、国語教師でもなければうまく言えない。美辞をどれだけ尽くしても、完全に描写することは不可能だろう。

　とにかく、グウェンダル、コンラート、ヴォルフラムの三人は、同じ母親から生まれた兄弟だが、外見も性格も考え方も、似ているところは一つもない。

「そいつが私の城に入る許可を、与えた覚えはないのだがな」

「ユーリ！　戴たい冠かん式しきの最中に消えるなんてっ、まったくお前という奴は……」

　おれを見下して嫌っているグウェンダルはそう言い捨て、おれに食ってかかるのが趣味のヴォルフラムはそう切り出した。二人が同時に歩きだして、中央のテーブルに寄ってくる。脚の長さの違いからか、グウェンダルが先におれの椅子まで来た。

　高い位置から見下ろしてくる眼は、権力者の威厳と自信に満ちている。

　あんたが何と言おうとおれはもう魔王として即位したんだから、言い包くるめられたりビビったりしないぞ、と身構える間もなく、彼は脇を通り過ぎて、ギュンターとコンラッドの前に地図を広げた。

「カヴァルケードだ」

「カヴァルケードが？　まさか」

「いや、ソンダーガードと見せかけて、カヴァルケードが金を出していた。私の間者の言葉を信じないというのなら、独自に調べてもらうしかない」

　カバとゾウがどうしたっていうんだ。

　地図を覗のぞき見ると、眞魔国らしき土地と、海を隔てて向かい合った大陸を指している。色分けされた国のどれかが、カヴァルケードでソンダーガードなのだろう。グウェンダルの最初の言葉から判断すると、カヴァルケードの人間達が魔族を攻撃しようとしているらしい。

　ギュンターは、典型的な頭のいい人口調になっている。

「しかしカヴァルケードは今、海賊問題でそれどころではないはずでしょう。タウログからの便もことごとく被害にあっていて、ソンダーガードやヒルドヤードからも援助を受けているという話では……」

「表向きはな。だが海賊被害の何割かは、自国に戻されているという情報もある」

　狂言？　狂言海賊？

　大人って汚いわ的な世界に耳をそばだてているおれの首を、ヴォルフラムが乱暴に引き戻した。湖底を思わせる緑の虹こう彩さいが、こちらに照準を合わせてきた。

　ターゲット、ロックオン。

「この国の王になると言っておきながら、ぼくの前から姿を消すとはどういうことだ!?　戴冠式が無事に済んだら、きちんと決着をつけるつもりだったのに！」

「け、決着って、あれは引き分けでいいって……あっいやおれはお前が気にくわないんならさ、おれの負けでもいいってことになったじゃん。そんな、終わってみれば決闘なんてさ、タイマン張ったらダチ！　みたいなもんでさ」

　そうだった。眞魔国の礼儀作法を知らなかったおれは、前回この天使のような美少年（でも実年齢は八十二）に、うっかり無礼をしてしまったのだ。ビンタが求婚で食事中に落ちたナイフを拾ったら決闘だなんて、現代日本では考えがたい。決闘なんて血なまぐさい風習は、平和ボケした高校生には無縁だった。それ以前に男同士でしょ、おれたち。

「お前はけっこう強かったし、おれもなかなか頑張った。もうそれでいいじゃん、決着とかリベンジとかいわなくてもさぁ」

「その決着じゃ……あっ、ユーリ！　これはどういうことだ!?　ぼくがやった金の翼は身につけていないのに、コンラートの魔石だけは持っているなんて」

「え？　だってあれブローチだったからさ、まさか胸にじかに針刺すわけにいかないだろ。なにしろ今回、全裸だぜ。全裸でこっちに喚よばれちゃったんだから」

「服も着ずに!?　まさかお前、あちらの世界で素性も知れぬ者と、情事の最中だったのでは」

「情……はあ？　おれが？　十五年間モテない人生送ってきたこのおれがぁ？」

「そう言ってごまかそうとしても無駄だぞユーリ。だいたいお前は慎み深さというものが足りない。まあ、少しばかり……見目いいし……誘われるのは致し方ないにしても、だ」

「はあ、つ、慎み深さですか」

　それ以前に、あんたたち独特の美的感覚で、おれをハンサム侍にするのはやめてくれよ。

　その時、いつもどおりのんびりした、けれど背中に真実を隠した声で、コンラッドが討議中のギュンターとグウェンダルに言った。

「二人とも、そういうことは、まず陛下に報告するのが筋じゃないか？」

　一瞬の沈黙の後、教育係は慌てて自らの立場を思い出し、長男は不愉快そうに末弟と目の上のたんこぶであるおれを眺めた。

「子供は子供同士、話があるようではないか」

　おれは全力で、コンラッドが靴をはさんで開いてくれた扉の隙間に駆け込まなくてはと焦る。彼の信頼に応こたえなくては、王と名乗る資格はない。

「いっ、言っただろ？　戦争はしない。おれのこの目の黒いうちは、誰も戦争なんかで死なせたくないんだ」

　案の定、駆け込み乗車は危険だった。たちまち冷たい反撃にあう。

「では、どうしたいというのかね、陛下」

　フォンヴォルテール卿の「陛下」にはいつも棘とげがあり、腕組みをして冷たく見下ろしてくる視線にも険がある。二ヵ月前のおれだったら、たちまち引き下がっていただろう。

「間もなく攻めてくる人間どもに、応戦もせずに国をくれてやれとでも？」

「攻めてくる相手が判ってるんなら、対策だって立てやすいじゃないか。話し合いの場を持ちゃあいいんだよ。そっちはうちの国の何が欲しいのって訊いて、だったらそっちの特産物のあれと交換しましょうとか、協定とか条約とか結べばいいんだ」

　グウェンダルは呆あきれたように右手を振り、部屋の外に控えている衛兵を呼んだ。

「陛下はお疲れのご様子だ。部屋までご案内しろ」

　新しん前まい魔王であるおれは、思わずあっさりご案内されそうになる。

「これはご親切に……じゃねーぞ？　待てよ、話は終わってないぞっ、王様の命令なんだから、ちゃんと従えよ」

　一生トラウマになりそうな眼で睨にらまれた。

「し、従ってくだサイ」

「知ったような口をきくな。話し合いに応じるような相手であれば、素人しろうとに言われるまでもなくそうしている」

「断られたの？　まあそうだよね、アンタがえっらそーにしかも高飛車に話し合おうって言ったって、普通は恐くてやだって思うよ」

　おれのことなど壁の落書きくらいにしか思っていないグウェンダルが、目に見えて苛いら々いらし始めた。誰だって落書きに意見されれば頭にくる。それが正しければ尚更だ。

「その点、おれだったら向こうも話を聞いてくれるかもしれない。だってあんたたちみたいに迫力もないし、どこにでもいそうな平凡な人間だし」

　これには非難ごうごうだった。

「平凡な人間だって？　ユーリがか？」

「陛下は魔族です！　魔族の中で最も高貴なる黒を御身に宿された、正真正銘の魔王ですっ」

「コンラート！」

　長男は、武人としては評価している弟の名を呼んだ。苛つきが最高潮に達しているのか、卓上で組まれた長い指は、ゲームのコントローラーを握ったみたいに動いている。怒りに震えているのかもしれなかった。コンラッドには緊張のかけらもない。この人が狼ろう狽ばいするのは、いったいどんなときなのだろう。

「なにか」

「お前の気に入りの新王陛下は、我々魔族と人間どもと、どちらを勝者にするつもりだ？」

「……俺には難しい質問だな。陛下はまれにみる大物だから。でも」

　彼は勢いをつけて壁から背中を離し、おれを楽しげに横目で見てから言う。

「戦を回避する方法なら、お勧めの案がひとつある」

「どんなどんな？」

「まあ落ち着いて。ギュンターが説明しますから」

　教育係は、長く長く長く溜ため息いきをついた。明らかに不本意ながらという態度だ。心なしか豊かな髪が艶つやをなくし、超絶美形も曇っている。

「我々魔族には、魔王陛下その人しか手にすることのできない伝説の武器があるのです。その威力たるや、ひとたび発動すればこの世の果てまで焼き尽くすという……実際には小都市を吹き飛ばす程度ですが……とはいえそれが伝説の武器であることに変わりはございません。史上最強の最終兵器、その名も……」

「最終兵器リーサル・ウエポン！　メルギブだな？」

「いいえ陛下、モルギフです」

　なんだよ、リーサル・ウェポンつったらメル・ギブソンでしょ。その紛らわしい名前を聞いて、グウェンダルは小さく舌打ちした。どうやらお気に召さないらしい。

「最後に発動させたのは八代前のフォンロシュフォール・バシリオ陛下で、その後は杳ようとして行ゆく方えが判らなくなっておりましたが、先頃、ずっ……そっ、その在処が……ずずっ」

「見つけたんだね」

　さっきまでおれに文句をつけることに夢中だったヴォルフラムが、素直な感想をぽろりともらした。

「なるほど、最終兵器が魔王の許もとに戻ったと広まれば、周辺の国々も迂う闊かつに我が国に手を出せなくなるな。千年近く手にした者はいないから、王としての格も上がって畏おそれられるし」

「そんなにすげーの？」

「記録では、モルギフが人間の生命いのちを吸収して最大限の力を発揮した時には、岩は割れ川は逆流し人は焼き消えて、牛が宙を舞ったらしい」

「牛が！」

　驚くポイントを間違えた気がするが、とにかく凄すごい武器だということは判った。

「じゃあそれ、その兵器を手に入れれば、この国はどこよりも強くなるんだな？　そしたら皆が畏れをなして、戦争仕掛けてくることもなくなる、っと。いいじゃん、いいこと尽くしじゃん。今すぐダッシュで取りに行こーぜ。どこに行きゃいいの、誰が行ってくれんの？　メルギブ取りに」

「モルギフです」

「あそ」

　ギュンターは俯うつむいたまま続けた。長い睫まつ毛げが震えている。

「眞魔国の東端であるここ、ヴォルテール地方から、船でかなりの長旅になります。シマロン領ヴァン・ダー・ヴィーア島というずっ……ずず……み、未開で野蛮な土地に……っ」

「行ったこともないのに未開だの野蛮だの言うのは良くないって」

「そ、そうでございますが、ああ陛下、私、やはりこの策には賛成いたしかねます。戦で民を傷つけたくないと仰る陛下のお優しいお心遣いには、いち家臣として痛み入るあまり、涙の流れる思いですが」

　うわ、涙どころか鼻水が。そんなんでおれに抱きつかないでください、あっおれの手をとって頰ずりとかしないでくださいー。

「モルギフは魔王ご本人にしか持つことができません。人間どもの領域に陛下がお行きになるなんて、牙きばを剝むく野獣の群れに最高級の肉を放り込むような無謀さですっ」

「肉に喩たとえんなよ肉に」

「それ以前に、野獣の群れはどんな肉でも気にしないけどね、陛下」

「しかも陛下っ、ヴァン・ダー・ヴィーアはこれから年に一度の祭りの時期を迎えるのです。島民のみならず各地から敵がっ、陛下の全てを我がものにせんと狙って」

「だからそれって普通の観光客でしょ。ちょっと待って、何を？　何を狙うって？」

　グウェンダルが呆れて部屋を出ていく。

　彼の堂々とした後ろ姿を目で追いながら、自分自身に言い聞かせなくてはならなかった。確かにあいつは威厳とか風格とか、おれにはないものを持っている。この国の行く末を真剣に考えてもいるだろう。けれど、あんたとおれではやり方が違う。どちらが正しいかは今だけじゃなくて、この先ずっと判らないかもしれない。

　悪いけど、グウェンダル、おれの中の日本人のＤＮＡが、小市民的正義感を叫ぶんだよ。

「……ですから、人間の領地では魔術の効果は薄いのです。つまり魔術の練達者では、陛下をお護まもりすることができないのです」

　よく聞いていなかったが、魔術なんかどうせ使えないから関係ないだろう。

「それはいいんだけどさ、そのモルギフだかいう武器は剣なんだよな。王様が持つ最終兵器なんだから、ラグナロクとかエクスカリバーとかオリハルコンとか備び前ぜんオサフネとかって、それがないとラスボスとバトルできないような、超難解なダンジョン奥にある聖剣なんだろ？」

　ギュンターとコンラッドとヴォルフラム、全員が一様に聞き返す。

「聖剣ー？」

「せ、聖剣じゃないの？」

「陛下、またそのようなお戯れを」

「そうだぞユーリ、聖剣なんて有り難くも何ともないだろう」

「陛下、魔王の持つ剣なんだから……」

　魔剣に決まってるじゃないですか。
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　この石を耳に当てると、なんだか波の音が聞こえるような気がするんだ。きっとどこか遠い国から、海を渡って来たんだね。

「そんなもの耳に当てなくても、波の音は聞こえますよ。さ、陛下、起きてください、それがいやならせめて起きるのか寝るのかだけでも決めてください」

「ううー、揺れてるー」

「当然。海だから」

　そうだった。

　魔王にしか持つことを許されない伝説の剣、最強最悪の最終兵器モルギフが眠るというシマロン領ヴァン・ダー・ヴィーア島、大ざっぱに言うと人間だけの住む土地に向けて、おれたちは船上の人となっていた。

　艦隊を出すからと言ってきかないギュンターを、そんなことしたら攻撃される、人間のふりして目立たないように行くのが一番確実だと説得するのはそりゃあもう大変だった。怪しまれないようにとおれの髪を黒から赤毛に染めたのだが、今度はそれを見て「私の陛下が……」と言ったきり目を潤ませて震えるばかり。いつのまに「あなたのシブヤユーリ」になったんだよ、まったく。渋谷区のキャッチフレーズじゃないんだから。

　自分が同行できないと知ったときの、この王佐の嘆きようも凄かった。狼狽うろたえて高級そうなカップを三つ割った。だってあんたみたいな超絶美形を連れて人間の国を歩いたら、女の子にチェックされちゃってどうしようもない。それに誰か賢い人が王都に残ってフォローしてくれないと、王様不在がバレちゃうだろと説明しても、「陛下はこのギュンターがお嫌いなのですか」とくる。慌てて、好きとか嫌いとかそういう特別な感情は持っていないと、優秀な上司っぽく言ってみたが、だーっと涙を流された。顔と性格のギャップが、ここまで顕著な奴も珍しい。

　どうにか教育係を説得して、おれはカクさんことコンラッドだけをお供に国を出た。

　カヴァルケード、ソンダーガード、ヒルドヤードの三国のうち、海を隔てて眞魔国と向かい合っているヒルドヤードだけは国交があるので、ヴォルテール地方の港町から、商船で三日かけて異国に渡った。

　隣接する国々から非難されながらも、ヒルドヤードが眞魔国との往き来を続けるのは、建国時の助力への感謝ということだ。だがそれは皆に対する建前で、シカトするよりも貿易で儲もうけたほうが得策、というのが本当のところらしい。計算高い国だ。

　シルドクラウトはヒルドヤードの南端に位置する。空港でいったらハブ空港で、世界各地から船と人が集まる、貿易国家の縮図というような、活気あふれる港だった。そこの市場で人間様愛用の品々を買い揃え、ヴァン・ダー・ヴィーア島行きの豪華客船に乗り込む。

　はずだった。

　ギュンターが現地コーディネーター（色々な地域の色々な場所に、魔族の息のかかった者は居るらしい。ちょっとしたスパイ大作戦だ）にリザーブさせた豪華客船は、タイタニックとまではいかないまでも、代打ニックくらいにはゴージャスだった。全長はおれの足で走って十二秒だから、百メートルちょっとという規模だろう。

　水色の制服の船員が、たたまれた真っ白な帆の下で所狭しと働いている。乗り込んでいくお客さん達は、十八世紀くらいの紳士淑女スタイルで、荷物係のガテン達に、これでもかという数の箱を運ばせている。

「すげー……おれの客船経験って、箱根の海賊船とディズニーランドのマークトウェイン号しかないからなー」

「前者はどうか知りませんけど、マークトウェイン号とはまた、えらく短い船旅でしたね」

　その頃になると人間ごっこもかなり慣れてきて、「坊ちゃん」「やめろよ夏なつ目め漱そう石せきじゃないんだから」とか「じゃあ旦だん那な様と使用人でいきましょうか」「やだよそんなオッサンみたいな。それよりご隠居とお呼びなさい、カクさんや」「ゴインキョはもっと年寄りじゃないですか」なんて軽口も叩たたけるようになっていた。

　結局、金持ちのどら息子とその世話役になりきったおれたちは、ポーターにキャビンを案内させて、この船で最高級だという部屋の扉を開いた。開いた途端、言葉に詰まった。

「……た、確かにゴージャスではあるけどさ」

　リビングの奥に寝室が続いている。広い。壁や床、窓枠まで装飾が素晴らしい。リッツのスイートとまではいかないが、とても船の中とは思えない。バス、トイレ別はあたりまえ、猫脚のソファーやティーテーブル、床には複雑な織りの絨じゆう毯たん。でも……。

「なんでダブルベッドがあんの？　いや、それ以前に」

「遅いぞお前たち！」

　なんでダブルベッドの上に、でーんとヴォルフラムが座ってんの!?

　コンラッドが、やられたという顔をした。彼にとっても予想外だったらしい。

「これは新婚さん向けの部屋のようですね。陛……坊っちゃんたちは、まだ婚前さん……信じていいんですよね？」

「アヤマチのおかしかたが判んないよ」

　あとはひたすらヴォルフラムの船酔いで、その日の午後は過ぎてゆき、豪華客船の旅二日目の朝が、やっと始まろうとしているのだ。

「さあ起きてください陛下、それとも朝食をベッドまで持ってきてほしいんですか。放っておくと給仕が来て、テーブル広げてしまいますよ」

　毛布の下で、今にも死にそうな声がする。

「ぼくの前で、食物の話をするな……」

「だってさ。着替えて顔洗って食いに行くよ。おれは船酔いしてねーから」

　密航まがいのことまでして押し掛けてきたヴォルフラムは、船が港を出てすぐに、トイレに駆け込む羽目になった。血の気のなくなった白い頰に乱れた金髪をはりつかせて、ベッドに寝たきりで水も飲めない。おれと言い合うこともできず、薄く目を閉じたままの三男は、天使が地上に堕おちてきて、帰れずに絶望してるみたいだった。

「なんかちょっとでも食ったほうがいいと思うよ、パンとかアイスとかプリンとか。喉のどごしよさそうなもんルームサービスしろよ。牛乳とかオレンジジュースとかヨーグルトとか」

「うぷ」

「ごめん、ヨーグルトは逆効果だったか」

「ほらユーリ……じゃなかった、坊ちゃん、病人をかまってないで、コンタクト入れるからじっとして」

　魔族の総力をあげて開発された、カラーコンタクトレンズ・メイド・イン眞魔国を装着すると、おれの瞳ひとみは茶色になる。赤毛でヘーゼル・アイの平凡な人間、一丁あがりというわけだ。

「ヴォルフラムが船に弱いとはねえ。ちょっと可哀相な気もするよな」

「だから来るなと言ったのに。あんな弱った顔されちゃ、説教する気も失せますよ」

　ちょうど隣のドアからも、廊下に出てくる人影があった。五歳くらいの小さな女の子の手を引いた、立派な身み形なりの紳士だ。身長は魔族に及ばないが、がっちりとした体つきで、まだまだ現役はれそうだ。なんの現役かは不明。

　紳士はベージュの口くち髭ひげの下に精せい悍かんそうな笑みを浮かべ、同じ色の豊かな髪と帽子に右手をかけながら、ゆっくりとこちらに歩いてきた。そして。

「おはようございます」

「わあっ」

　帽子と髪を同時に取った。朝日に輝くスキンヘッド。

　カツラー、いきなりのカミングアウト!?

「失礼、主人はまだカヴァルケードの方の挨あい拶さつに慣れていないものですから」

　思わず後ずさったおれの背中に手をやり、コンラッドはにこやかに頭を下げた。

「あ、挨拶だったんですか」

　異文化との接触は、いつでも驚きに満ちている。

　おれに喋しやべらせてボロが出るよりはと、コンラッドがそつなく相手をしてくれる。こっちは示し合わせたとおりに、内気な坊ちゃんのふりをした。

「朝食ですか。私も妻が船酔いでして、部屋でゆっくりくつろげないのです。どうです、ご一緒しませんか」

　おれはできる限り可愛らしく見えるように、コンラッドの脇に身を隠しながら、俯うつむいて小さく首を振った。自分的には気持ち悪いこと、この上なし。

「ご覧のとおり、たいへん内気な主あるじでして」

「そうでしたか、それは残念。婚約者が密航の危険を冒してまで追い掛けてきたと聞きましたので、どんなに情熱的な美丈夫かとお噂しておりますれば……」

　ヴォルフラム、おれたちとんでもないことになってるぞ。

　したり顔で中年紳士は、帽子とカツラを頭に乗せた。

「そのような可愛らしいお方とは……いや失礼、しかし、さぞやご苦労もおありでしょうなあ。……申し遅れました、私はミッシナイのヒスクライフ、これは娘のベアトリスです」

　可愛らしいのはおれじゃなくて、男の娘のほうだった。

　薄紅のワンピースの女の子は、親譲りの白茶の髪を左右で結って、おれをじっと見つめていた。子供の前で噓をつくのは気が引けるが、ここはコンラッドに任せるしかない。

「主人はエチゴの縮ちり緬めん問屋のミツエモン。わたくしは供のカクノシンと申します」

「エチゴ？　エチゴ、というのは、どの辺りの」

「越えつ中ちゆうの東にあたります」

「エッチュウ……」

「飛ひ驒だの北です」

「と、とにかく遠いところからおいでのようだ」

　混乱している。大成功だ。

　おれは「め組の居候」でいこうと主張したのだが、コンラッドが黄門様を気に入ってしまったのだ。チリメンドンヤという響きが、妙に耳に残ったらしい。

「では、やはりヴァン・ダー・ヴィーアの火祭りを……」

「そんなことも満足にできねぇのか！」

　近くで悪意に満ちた怒鳴り声がして、おれは反射的に走り出した。お供のカクさんことカクノシンが、ヒスクライフ氏に詫わびてから追いついてくる。三つ続く特別室の扉を過ぎて、一等船室の廊下を曲がり、屋根がなくなってすぐのデッキだった。

　海の男そのものという船員が、見習いらしき若手を殴っている。この世界では仕事に就く歳なのかもしれないが、少年はおそらくおれより二つ三つ下だ。

　心の内を察したのか、コンラッドは短く囁ささやいた。

「騒ぎを起こさないように」

「でも子供なのに」

「これ以上、殴らせなければいいんですか？」

　振り向いて覗のぞき込んできた薄茶の眼は、すっかり役になりきっている。

「まったく、坊ちゃんの気紛れには参りますよ」

　本当にどら息子になった気がして、首の後ろがむずむずする。

「この船では朝っぱらから見習いを殴るのか？」

「うるせえ、下のもんをどうしようとこっちの勝……これはお客さん、どうもお見苦しいところを」

　相手が一等以上の客と知ると、船員の態度はがらりと変わった。

「ですが、こいつがつまんねぇ間違いをやらかしまして」

「耳障りだ、主人が気分を害している」

「はあ、ご主人様というのは、そちらのお方で？」

　コンラッドは船員に何かを握らせた。おそらく金だろう。男は肩越しに首をのばし、おれの様子を窺うかがい見る。下品なニヤつきで顎あごを撫なでている。

「こりゃあ、さぞやご苦労の多いことでしょうなぁ。申し訳ありません、お客さま！　不愉快な思いをさせちまって」

「もういい、早く消えろ」

　立ち去るようにと手で示すと、柵さく近くに転がっていた少年も深々と頭を下げて走って行った。アメリカのＣＭに起用されそうな、顔中そばかすの子供だった。

「やだやだ……なにごとも金、っつー感じ」

「正義感や良心がいたみますか？　けどこれで、少なくともあの男は、金銭で動くことが判りました」

「その上、子供を殴る最低野郎。あーあ、おれ、なんかちょっと反省しちゃったよ」

「反省？」

「うん。おれってこっちにいる間ずーっとさあ、よりによってなんで魔王なんかにって思ってたわけ」

　平凡な高校生が異世界に飛ばされて、冒険の旅に繰り出すとなれば、誰だって真っ先に考えるのは、勇者とか魔法使いとか王子様だろう。なのに与えられたジョブは「魔王」、探しにいく武器も「魔剣」だという。

　木目の柵に寄り掛かり、おれは暖かい海風を受けた。額を撫でる前髪は、他人のもののような赤色だ。

「運が悪い、おれって不幸ぉー、って。でもそれがすごい勘違いだって、やっと判った気がするんだ。世の中には、おれなんかより、もっとこう、さ」

「不幸な者が存在するって？」

　コンラッドは背を反らして腕を組み、演じるのをやめて『ユーリ』に言った。

「さっきの子供が不幸だというわけだ」

「だって日本じゃ多分まだ中一か、へたすりゃ育ちのいい小学生だよ。児童に労働を強制しちゃいけないって、国連だってユニセフだって言ってるよ。しかもミスしたからって殴るなんてさ、子供の権利条約ってのがあるんだろうに」

「……だとしても」

　おれの手を引っ張ってまっすぐ立たせ、人々の居るキャビンに向かって歩きだす。

「彼が不幸だと決めつけるのは、ちょっと一方的でしょう」

「そうかなぁ」

　幸せな匂いが漂ってきた。焼きたてのパンと、フライパンで溶けるバターと、ベーコンの端っこが焦げる香ばしい香りだ。

「それより、気掛かりなのはヒスクライフです」

　名前と同時にエキセントリックな挨拶がよみがえる。ああ驚いた。世界は広い。

「市内の人だって言ってたよね、近場かなぁ、市内ってことは」

「ミッシナイはヒルドヤードの北の外れだけど……あの挨拶は確かにカヴァルケードの上流階級のものだった。一度見たら絶対に忘れませんからね」

「あれは……忘れようったって忘れらんないよな」

　上流社会の皆様が、ごきげんよう代わりにあっちでもピカ、こっちでもペカ。若くて髪の多い男性はどうするんだろう。

「あれ、そのカヴァルケードって、例の」

「そう、例のです。しかもあの男、かなりの使い手ですよ。マイホームパパぶって娘と手をつないでたけど、指にしっかり剣ダコが」

「剣ダコ！　できるんだータコが。まあ使い手っていったって、コン……カクさんほどの剣豪じゃないだろうけど」

「いやだなぁ坊ちゃん、剣豪だなんて。照れるじゃないですか」

　互いに役に戻っている。もうダイナーの入り口だった。

「ま、俺の場合は、長いことそればっかりだったから。八十年も握ってりゃ上達しますよ」

「なるほど。剣豪一筋、八十年かぁ。[image: 吉]野家ヨシギユーみてーだな」

　継続は力なりってことか。
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　フォンクライスト卿きようは、もし人間だったらオーマイゴッドと叫びそうなくらいに動転していた。だが彼はアメリカ人でも人間でもなかったので、天を仰いでこう言った。

「陛下！」

　長い脚だからこそ可能な大おお股またで、広い室内をひっきりなしに歩き回る。開きっぱなしの扉の向こうを通り掛かったこの城の主あるじが、怪け訝げんそうな顔で入ってくる。

「ギュンター、まだ王都に戻っていなかったのか」

「ああグウェンダル、それどころではないのです！　姿が見えないと思ったら、姿が見えないと思ったらたらたら」

「落ち着け。お前、本当にフォンクライスト卿か？」

　グウェンダルは冷静に、ギュンターから一歩離れた。巻き込まれてはたまらない。

「私のことなどよいのです！」

　きっ、とばかりに睨にらまれる。

「大変なのは陛下です。姿が見えないと思ったら、ヴォルフラムは陛下の後を追ったらしいのです。ああどうしましょう、万が一、陛下の御身に何事かあったら、私はどう償ったらよいのやら！」

「大げさな。ヴォルフラムだって自分の身くらいは自分で守るだろう、足あし手で纏まといになるとも思えんが」

「足手纏いにならないですって？　あのわがままプーが!?」

「わがままプーだと？」

　一瞬の沈黙が訪れた。

　いくら王の教育係で補佐役だといっても、つい先日まで王子だった人物をプー呼ばわりとは大胆だ。しかも当人の兄の前で。グウェンダルが腹を立てるのも当然だが。

「……実は、私もそう思っていた」

「珍しく意見の一致をみましたね」

　ここに、眞魔国・ヴォルフラムのことはずっとわがままプーだと言えずにいたんだ同盟、略してプー同盟が結成された。










「えくしッ」

「お大事に」

　キャラぴったりの可愛いくしゃみに条件反射で言葉を返しながら、おれは荷物を引っ搔かき回し、衣装箱の中身をぶちまけていた。

「ああもう、ないないないないないないないーっ」

「何を探しているんだ？」

　昼頃にようやく快復してきたヴォルフラムが、俯うつぶせに寝転がって訊きいてくる。足をすっかり枕に乗せていて、時々じたばたと蹴けったりしている。

「このね、バンドのね、ここんとこを留める金具みたいなやつが、確かどっかに入ってたはずなんだよね」

「ふーん」

　不満と失望の混ざった声。

　その気持ちはよく解る。おれだって、目の前でまったくの素人しろうとがスタメン入りしたら、こうやって拗すねたくもなるだろう。野球のヤの字も知らない奴より、おれを使うほうが賢いと思うよって。

　これから行くのは舞踏会、まさに元プリンスにお似合いの場所だ。

　朝食時の船長の挨あい拶さつから始まって、昼は甲板をそぞろ歩いてはお茶に付き合わされ、夕方は遊戯室でビリヤードもどきに誘われて、日が暮れればディナーのフルコース。やっと終わって風ふ呂ろに入ると、今度は正装で社交場に集合と、豪華客船での生活は気の休まる暇がない。特別室のお客が欠席すれば、すぐに変人と噂になってしまう。

「こんなことなら三等客室とって、終点までずーっと閉じこもってたほうが、目立たずに島まで行けたんじゃねえ？　おれ別に二段ベッドで相部屋でも、寝台車だと思えば気にならないし」

「ぼくはそんなこと耐えられない」

「計画じゃお前は来ないはずだっただろう」

「その計画自体が間違っていたんだ」

　いつもの調子を取り戻しつつある。だが元気になったからといって、彼を人前に出すわけにはいかない。プライドの高いお貴族様には、縮ちり緬めん問屋の関係者役はちょっと無理そうだ。

「その箱には何が入っているんだ」

「ん？　ああこれはギュンターが、旅には絶対必要で必ず役に立ちますからって……本だな」

　外側の油紙を手荒に剝はがすと、緑色の山羊やぎ革の表紙をつけた高級そうな本が現れた。ハードカバー、金の箔はく押おし文字でタイトルがあるが、悲しいことにおれは魔族の文字が読めない。

「貸してみろ、読んでやる……春から始める夢日記」

「日記帳？　なんだあのセンセ、おれに紀きの貫つら之ゆきにでもなれってのか」

「……本日、初めて陛下にお会いした。陛下は私の乏しい想像力で思い描いていたよりも数倍も数十倍も素晴らしい方だ」

「なに？」

　ヴォルフラムはページをめくり、声を大きくして読み続ける。

「黄金色の麦の穂を背にして馬から降り立たれたユーリ様は、白く優雅な指先で漆黒の髪をさらりと払い、ご聡そう明めいそうな輝く瞳ひとみで、私に向かって仰った」

「わーっちょっと待て、それ何だよ、ギュンターがおれに書かせようとしてる新しい日記帳じゃないのか？」

「忠実なる真友ともフォンクライスト卿よ、私が戻れたのはお前のおかげだ」

「そんなことは言ってなーい！」

　どうしておれが、他人の日記でこんなに悶もだえ苦しまなければならないのか。自分の日記を朗読されているのなら、のたうち回るのも頷うなずけるが。

「ユーリ、用意は……ずいぶん元気になったんだな、ヴォルフ。ギュンターの『陛下ラブラブ日記』をどこで手に入れた？」

　居間から覗のぞいたコンラッドが、苦笑いを浮かべつつタイを結ぶ。

「うう……おれにとっちゃサブサブ日記だよう」

「おおかた新品のと間違えて包んじゃったんだろうけど。さ、いつまでも聞いていたいのでなければ、早く服を着ちゃってくださいよ」

「陛下は何よりも国の、そして民のことをお考えになる。ああそのような、ご立派でお美しいユーリ様だからこそ、このフォンクライスト・ギュンターはいつまでもお傍そばにいたいのです」

「連れ出して、おれをここから連れ出してくれーっ」

　超絶美形のインテリは、読まれていると知ったらどんな顔をするだろう。










　教育係は、すごい顔になっていた。

　目は血走り、青白い頰には後れ毛がはりついて、眉み間けんのしわは深く複数だ。半径五メートル以内に女性がいたら、この美しく苦悩する姿にもらい泣きを禁じ得まい。

「ギュンター、雑務が山程あるのではなかったのか」

「それどころではありません」

　カルシウムの燃える独特の匂いが、ヴォルテール城内に充満していた。廊下で誰かが呻うめいて倒れた。臭くさいのだ。

「見てください、この上腕の関節のひび割れ具合を」

　ギュンターは焼けこげた骨を高々とかざし、とりつかれたような眼をして宣言した。

「三本の縦線と短い斜めの交差が二ヵ所。これは行く手を阻む障害を意味します。つまり今、現在、私めの手の届かないところにおられる陛下に、大変な危険が迫っているのです！」

　グウェンダルの長くて節くれだった指が、無意識に小さく動いている。苛いらつきを表に出しているのはそこだけで、他はいつもどおり不機嫌そうな貴人のままだ。

「どうでもいいが、何の骨を焼いた？」

「牛です」

「……ほう、牛ごときの骨で運命が占えるようでは、あの小僧の存在もたかがしれているな」

「牛ごときって。あなたは心配ではないのですか、私達魔族の希望の星なのですよ？　無関心を装うにもほどがあるでしょう！」

「星やら月やら牛のせいで、私の城に悪臭が広がるのは耐えがたい。骨を焼くなら外でやれ。牛を焼きたければ肉ごと焼け。苦情が出ているんだ、苦情が」

　恨みがましく火を消して、心配性の側そば用よう人にんはぼそっと言う。

「……どうせアニシナに言われたんでしょうけどっ」

　三秒後、フォンヴォルテール卿きよう、心の中だけで逆ギレ。










　骨。

　鹿鳴館に駆り出されたエキストラよろしく、慣れない正装でぎくしゃく歩くおれを、一気に凍りつかせたのは、色とりどりのきらびやかなドレスのご婦人方でも、ステージで生演奏の管弦楽団でもなかった。

　床に散らばる無数の骨。食事の時も、おれたち以外の周りには、鳥や魚の骨が落ちていた気がする。そうこうしている間にも、すぐ前のテーブルで立食中だった女性が、フライドチキンの肉を食いちぎり、ぺっとばかりに骨を投げ捨てた。男らしい。

「そういうマナー……なのかな」

「としか考えられませんね」

　テニスコート二面くらいは優にあるダンスホールの中央に向かうには、人間の胃袋へと消えていった小動物の屍しかばねを越えなければならない。足の下で物悲しい音がする。物騒な舞踏会だ。

　おれはといえば美形に囲まれる生活から解放されたにもかかわらず、中途半端な妙な気分だった。人間ばかりの場所にいるのだから、もっとリラックスできていいはずなのに、どうもびくついて落ち着かない。

　誰もが道を空け、優雅に膝ひざを折ってお辞儀をする。男性の中には握手を求めてくる者もいたりして、おれはまるで一日警察署長にでもされたみたいな、どうにでもしてくれって気になってきた。ホールの前方につく頃には、有名人の苦労がよーく判った。今度、街でプロ野球選手を見かけても、遠くでそっと見守ろう。

　近くで聞くとピアノは木琴の音色で、バイオリンは弦の張り過ぎで超高音だ。

「ここまできたら腹を決めて、踊っていただかなくては」

「おれ？　おれが踊れるわけないじゃん！　中三の途中まで野球部だったんだよ、チアリーダーじゃなくてキャッチャーだったんだから」

「そうはいっても、ご婦人方が、誘ってもらいたそうにこっち見てるし」

　うわ本当だ、おれのことを見ている。中にはよだれをたらさんばかりの、けだものめいたものまである。

「し、しかも男女で組んず解ほぐれつダンスなんて、小学校の運動会どまりだよ」

「……組んず解れつは大げさだけど、ダンスなんて中学の卒業パーティーでやったでしょう」

　ＵＳＡ文化と一緒にするな。中学の卒業パーティーでは野球部の顧問にピザを投げつけてやった。楽しい思い出はそれだけだ。

「ちなみに小学校では、どんなステップを？　ワルツ？　タンゴ？」

「オクラホマミキサーと秩ちち父ぶ音頭」

　両極端。一緒にするなと自分で言っておきながら、日米混合。共通点はカントリーという土地柄だけだ。コンラッドは僅わずかに首を傾げて、ちょっと悩んでから飲み物を置いた。

「じゃあオクラホマミキサーでいきましょう」

「いきましょうって、ええーっ!?　やだやだやだやだ、男と組むのはいやだよーッ」

「いきなり女性と踊ってリードしきれずに恥をかくより、まず俺で練習しときましょうか。大丈夫、男同士ペアもけっこういるから。テニスでいう男子ダブルスみたいなもんだよ」

　聞き捨てならない言葉があったぞ。万年ベンチウォーマーの控え捕手とはいえ、リードのことには敏感だ。女性をピッチャーに喩たとえるならば、リードしきれないなんてことはあってはならない。

「けどおれ、女子の役やるのは絶対いやだ」

「いいですよ。前々からそっちのパートも覚えたいと思ってたんです。さあ坊ちゃん、えーいつもと逆だから……こっちから俺の腰に手を回して」

　ぎょええ。

　おれはもう半泣き眉まゆ毛げも八の字で、コンラッドに囁ささやかれるままに足を踏み出した。左左、右右、左、右……視力検査か？　右右、左左、ターンターンストップ休み、摑つかんで離れて海老えび反ぞってポン。

　靴の裏には砕ける小骨、さながら地獄の舞踏会だ。

「ダンスのパートって、男女問題じゃなくて、身長関係重視だったみたいだな」

「のようですね。相手がグウェンダルじゃなくてよかったでしょう？」

「かんがえっ、たくもないっ」

　ホールの中央ではヒスクライフ氏が、礼儀正しくカツラを取ったままで、奥さんらしき細くて軽そうな女性を、プロレス技みたいに回していた。汗と照明に輝く彼は映画『王様と私』を彷ほう彿ふつとさせる。

「おっと」

　急に演奏がスローテンポになり、周囲がみんなお互いに密着しはじめた。

「チークは、まあこうやって揺れてりゃなんとかなります」

「はあ、揺れてりゃねェ。あっ、すんません」

　肩がぶつかったお隣さんは、船長と操そう舵だ長のカップルだった。

　ああ、むくつけき男ペアよ。チークというより、ヒゲダンス。

　頭をちょいちょいとつつかれる。振り向くと、見事なオレンジ髪の、大柄な女が微笑んでいた。服の上からでも判るような、筋肉質で引き締まった胴回り。肘ひじまで隠す絹の手袋。反対に剝むき出だしの肩から背への曲線は、惚ほれ惚ぼれするような外野手体形だ。

「うっわ……素晴らしい上腕二頭筋ですねえ」

「ありがと。よろしければ、わたしと踊ってくださらない？」

　これまたぎょっとするほどジャジーなハスキーボイスだ。ただしセクシーとは程遠い。勇気をもって誘ってくれたのだろうが、おれの手には余りそうなスポーツマン、いやスポーツレディだ。

「せっかくですけど、あのー……」

「ちょっと待った！」

　はい？

　レースてんこもりのドレスの女性が、人垣を搔かき分けて進み出る。

「あたしが先に目を付けていたのよ。踊ってもらうならあたしだわ」

　すると萌もえ葱ぎ色の民族衣装のご婦人が。

「最初に目が合ったのはわたくしですわ。だったら、わたくしがお相手できるはず」

「お待ちなさい、私なんか真っ先に狙いをつけてたんだから。お願いするなら私が先でしょ」

　あの、骨を投げ捨てたワイルドな人だ。他にも皆さん勇気でてきちゃったらしく、次々とちょっと待ったコールがかけられる。大変なことになってきた。

「第一印象から決めてましたの。どうか一曲」

「あーらそんなこといったら、こっちだって心の中で念じてたのよっ」

「やァだァ、マミリンだって電波送ったんだからァ」

「てゆーかマジあたしチョー気に入ったんだけど」

「夢にまで見た妾わらわの運命の人なのじゃ」

「拙者最後でもかまわぬでござるよ」

　ちょっと何か違う方も混ざっている。

「いやーすごい、さすがミツエモン坊ちゃん。羨うらやましいかぎりです」

「なにいってんだよコン、えーとカクさん、まさかこのまま見殺しにするつもりじゃないだろうね」

「ええ？　自分の主人がモテモテなのは、見てても楽しいもんですよ？」

　内心面白がっているくせに、浮かべる笑みはあくまで爽さわやかだ。

　コンラッドが、しょうがないですねと口にする直前だった。野心家なら武器にしそうなバリトンが、女性の背後からおれを狙った。

「決めかねておられるようですな」

「ぴっかりくん！　あー、じゃなかった、ヒスクライフさん！」

「これだけ魅力的なお方ならば、胸を焦がす者もさぞや多いことでしょう」

　はいはい、こんな野球小僧がミリョクテキなら、甲子園行ったら失神だね。

「だがミツエモン殿はまだお若い、このような光栄に慣れておられまい。ではこういう案はいかがかな」

　オーバーに両手を広げ、壁ぎわの椅子でグラスを傾ける、彼の妻を目で示した。

「あれと踊ってやってはもらえませぬかな」

　妻の横に座って退屈そうな、夜更かし体験中の小さな淑女を。

　桜色のワンピースからのぞく両足を、交互にぶらぶら振っている。ほどいた髪に貝の飾り。

「ベアトリスは、今夜が初めての夜会なのですよ。あの子ももう六歳だ、私の故国では六の倍数の春に初めて夜会で踊ると、その者は情熱的な一生を送るという。かくいう私がその例で」

　ユル・ブリンナーよりも胸を張って、ヒスクライフは誇らしげに笑った。

「密航まがいのことをしてまで、婚約者は貴方あなたを追い掛けてきた。これは燃えるような恋の結果でしょう。娘にもそんな人生を送らせたい。だからこそ最初の相手になってやってほしいのです」

　普通の父親は、なるべく男を遠ざけようとするものじゃないだろうか。外国人の考えることは判らない、というより、異世界の人って難しい。

「いいですか坊ちゃん、彼女の前に行って、一曲踊っていただけませんかとか、お嬢様お手をどうぞとか、ダンディーにかっこよく誘うんですよ」

「わ、わかった」

　少女の席に足を向けると、女性達は気を悪くして散っていった。中には聞こえよがしに舌打ちして、「幼女趣味ロリコンかよ」と捨て台詞ぜりふを残す者もいた。断じてそのようなことはございません。ベアトリスの前にひざまずいて、おれは可能なかぎり男前な声をつくる。

「お嬢さん、お手を拝借」

　しまった！　それでは三本締めだ。

　彼女はぴょんと椅子を飛び降りて、自分からフロアの中央へ。積極的だ、きっと父親に似たのだろう。曲は踊りやすいスローテンポのワルツだったが、おれは背中を丸めるために、腰の引けたみっともないステップになってしまった。

「髪を染めてるの？」

　大きな目は、懐かしいラムネの壜びんのビー玉色で、悪意のかけらも存在しない。そんな澄んだ瞳ひとみで見上げられたら、平然と噓をつける男はいないよ。

「そうだよ、どうしてわかったの？」

「似合わないから」

　子供はとても残酷だ。

「お父さんのことを聞かせて。ベアトリス、きみのお父さんてどんな人？」

「こいのためならなにもかもすてられるひと」

「なるほど、そりゃあ、かっこいいな」

　毎日そう言い聞かされているのだろう。この親子、お受験面接には向いていない。ベアトリスが含羞はにかんだ。ビー玉の真ん中に輝きがさし、スターサファイアの色になる。

「あなたも、ちょっとかっこいい」

「おれが？」

　三拍子が終わると彼女は手を離し、父親の膝ひざに力一杯抱きついた。ぴっかりくんは娘を高々と抱き上げて、日本人なら歯が浮きそうな讃さん辞じを次々と並べる。

「素晴らしかったよベアトリス、さすがは私のお姫さまだ。とても優雅に踊れたな」

「王女さまみたいだった？」

「もちろん、お前はいつでも王女さまだよ。お前とお母さまは私の誇りだ」

　聞いてるおれのほうが恥ずかしくなってきて、顔にも首にも汗がにじむ。無意識に拳こぶしで拭ぬぐったのが悪かった。

「……あ」

　右目のどこかで、コンタクトがぐるりと動いた。

　やばい。

　こんなところで魔族だとばれたら、フクロにされて夜の海に投げられてしまう。お正月っぽいメロディーが浮かんだ。いや、それはかの有名な「春の海」だ。

「コンラッ……ああもう、こんなときに」

　ピアノの近くのテーブルで、ウェラー卿きようは誰かと歓談中だ。

　よりによって相手はおれにモーションかけてきた女、理想的外野手体形のミス上腕二頭筋だ。割と、いやかなりマニアックな趣味だとは思う。けれど異性の好みは千差万別。それとももしかして眞魔国では、ああいう女性がもてはやされるのかもしれない。考えてもみろ、おれのことを美しいとか言い切っちゃう国だぞ。イチローか新しん庄じようかというナイスボディが、エキゾチックと評されてもおかしくない。おれはまあ、ツェリ様のがタイプだけどね。

　肩なんて抱いちゃって親密そうだ。

「応援してるぜ、コン……カクさん」

　彼等二人に、心密ひそかにエールを送って、おれは独りでホールを抜け出した。

　チームメイトの恋愛は、成就を願うのが友情ってもんだ。

　使い慣れた二十四時間制で計算すると、時刻は夜の十時過ぎ。闇に沈んだデッキを歩くうちに、少しずつ全身の緊張がとけてきた。波は緩やかな黒いうねりで船腹を撫なでたり叩たたいたりしている。真っ黒な海面を見ていると、何故か心が静かになった。

　そういえば華やかで眩まぶしいあの部屋には、足元に縮こまる影以外に、黒と呼べるような色がどこにもなかったのだ。

　遠くで炎がちらりと揺れる。シルドクラウトからついて来ていた護衛船だろう。

　右目の痛みが強くなる。早く戻って外したくて、おれは小走りに角を曲がった。

「あっすみませんっ」

　薄明るい廊下に入ろうとした時に、思い切り誰かとぶつかった。その衝撃が決定打だった。

「あーっ、目から鱗うろこが、目からウロコがーっ！」

　落ちた。

「申し訳ありませんお客さま、どこかお怪我でもされましたか!?」

「動くな！」

　条件反射で相手が止まる。

「おれは生まれて初めてコンタクトを落とした。そして今、生まれて初めてコンタクトを探そうとしている。ランプは床を照らしてくれ。足元に無いことを確認したら、そーっと膝をついて手で探せ」

「は、はい。でもコンタクトって、どんな物なのか……」

　おれは冷静に右目を覆って、左手だけで床を撫でた。

「あのー……顔を怪我されたんですか？」

「そうじゃないよ、あれ、そばかすくんじゃん」

　おれに不意打ちを食らわせたのは、ピーナッツバターのＣＭに起用されそうな、満面そばかすの船員見習いだった。心から申し訳なさそうに頭を搔かき、一緒に地面を探しだす。

「朝も変なとこ見せちゃって、夜もまたこんな……ほんとにすみません。仕事で見回りだったんですけど、誰かいるとは思わなくて」

「んー、まあいいよ、コンタクト落として探すのは、少女漫画なんかじゃよくあるらしいし」

　遅刻覚悟で一緒に探してくれた相手と、恋に落ちることもしばしばあるようだ。今日が入学式じゃなくて本当によかった。こんなとこでフォーリンラブりたくないですから。

「こんな夜に独りで巡回だなんて、見習いさんも大変だねぇ。なのに上司があんな乱暴者じゃ、頑張ってんのに割に合わないよな」

「でも、あの時はオレがうっかり梯はし子ごを降ろしちゃって。あ、乗り降りする梯子の出し方を教わってたんですけどね。だから怒られても仕方ないんです。覚えることはたくさんあるのに、オレって頭が悪いから」

　顔を上げると、少年は笑っていた。おれはちょっと意外な気がして、左手を休めて膝で立つ。

「仕方ないって？　あんなに殴られて？」

「見習いの頃は、みんなそうですから。船乗りは誰でも同じです。オレなんか最初の航海から、こんなすごい船に乗れて幸せです」

「……幸せ……なの？」

「ええ！」

　ほんの半日前、おれは彼のことを不幸だなんて思った。可哀相だと決めてかかった。急にそれが自分の中で恥ずかしくなって、慌てて下を向いて表情を隠す。

「いつかこれくらい大きな船を、自分の手で動かすのが夢なんで……あっお客さん、胸に何か光るものがありますよ！」

　本当だ。茶色くて小さい硝子ガラス片が、ボタンの脇にしがみついている。ということは今までのおれは、眼鏡を頭に乗せたまま「メガネメガネ」言ってたのと同レベルか!?

　恥ずかしさ倍増。

　誤魔化すように咳せき払ばらいをして、短く礼を言って立ち上がる。

「では見習いくん」

「リックです、お客さん」

「ではリックくん。見回りご苦労であった。今後もその意気で頑張るようになっ」

　返事も聞かずに猛ダッシュし、自分達の部屋に飛び込んだ。

　どうしておれはこう短絡的なんだろう。黙ってじっくり観察するとか、熟慮するってことを知らない。相手チームの隠し球を、たった一回の打席だけで、ヘボバッターと断定してしまうようなものだ。これではいい捕手になれるはずがないし、偉大な王様にだってなれっこない。野球の方は……まあ、もうかなり挫ざ折せつしているんだけど、王様の道は始まったばかりだ。

　おれのキャリアはまだ仮免魔王くらい。いや、仮仮免魔王くらいかな。

　どっかの中華まんのスペシャルみたい。

「聞いてくれよーヴォルフラム。コンタクトすっとんじゃって、もうびっくりでさ」

「踊ったのか？」

　寝室から出てきた元プリンスは、生き成なりのふかふかしたバスローブを羽織り、ターバンみたいに頭を包んでいる。

「……お前、なに風ふ呂ろ上がりのマダムみたいな恰好してんだよ」

「踊ったのかと訊きいているんだ」

　険のある声、眉み間けんのしわ、腕組みしたまま仁王立ち。わがまま注意報発令中だ。

「そりゃ踊りますよ、踊りに行ったんですからね。お料理教室に行ったわけでも、映画の試写会に行ったわけでもないんだからさ。それがどーしたの、なんでそんな刺とげ々とげしい言い方なの」

「この尻しり軽がる！」

「はあ!?」

　男に向かって尻軽とはどういうことだ!?　おれは脳のう味み噌そ内のエンサイクロペディアをサーチして、該当する項目を探そうとした。だがどうにも回転が遅い、百科事典をめくるのと大差なかった。しりがい、しりからげ、しりがる……尻軽。

「ああ、フットワークが軽いってこと!?」

　すぐ前の「尻しりからげ」も、ちょっと気になる。

「なーんだ、おれのこと誉めてんのか。そうそう、尻は軽いにこしたことないよ、セカンドへの送球も速くなるし」

「裏切り者と言ったんだ！」

「またまた、はあ？　いつどこでだれがだれをどのようにして裏切ったよ。何時何分何秒？　おれはだーれも裏切らないし、この先も多分、裏切りません。裏切るときは信念が折れるときだし、裏切ればどうなるかも判ってる。それでもお前は裏切れっていうのか!?」

　あともう少しで五段活用！

「いいか、確かにお前は外見だけは上等だ。中身はといえばとんでもない、へなちょこだがな。目をつける輩やからも多いだろう。しかしいちいち取り合っていてどうする。いくら可愛いからって貞節もなにもなしでは、貴族の伴はん侶りよとして認められないぞ！」

「ちょっと待て！　可愛いのはお前だろ!?　それとその貞節ってのはなん……」

　突き上げるような衝撃がきたのは、重要な質問の途中だった。
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　自分の城の厨ちゆう房ぼうに入るのは、およそ六年ぶりだった。

　グウェンダルは入り口で足を止めた。なるべくならこれ以上、かかわりたくない。

「ギュンター、他人の厨くりやで何をしている!?」

　鬼気迫る眼をしたフォンクライスト卿きようの前には、煮えたぎる油の満ちた大おお鍋なべがある。

「また占いか」

「そうです。少しでも危険を察知して、陛下のお役に立ちたいのです」

「無駄なことを」

　ここで危険を予知したところで、助ける手段が見つかるまい。彼等は魔力の及ばない海上にいるのだ。しかし額のはちまきと、新たにできた青黒い隈くまに、事実を突き付ける気力もなくして、グウェンダルは油に視線を落とした。

「……どうするつもりだ」

「この煮えたぎった油の鍋に、生きた子ネズミを落とすのです」

　知的で美しく気品ある容よう貌ぼうだった教育係は、哀れな白いネズミを持ち上げた。尻しつ尾ぽの先を摘んでいる。その凄せい絶ぜつな笑みの中に、真の魔族の姿がかいま見えた。人々を虜とりこにし、惑わせる、魔性の美とでもいうべきか。

　グウェンダルにとっては、そんなことはどうでもいい。

　彼は耳にした全ての者がひれふしそうな、威圧感たっぷりの低音で皮肉げに言う。

「なるほど、相手があの陛下なら、下等動物で充分だろうな」

　口元はシニカルに上がっている。

「そうでした！　この私としたことが、なんと愚かな過ちを！　気高く偉大な陛下の旅を、ネズミごときで占えるはずがない！　ああどうしましょう、グウェンダル!?　ではせめて」

　ギュンターは、逆の腕を勢いよく持ち上げた。

「子猫なら」

　ペット本に悪い例として載っているような摑つかみ方をされて、斑まだらの猫が震えている。

　冷徹で皮肉屋な美丈夫（女性達・談）の、思わぬ部分のテグスが切れる。

「や、やめろ、貴様これは虐待だぞ!?　ほら恐がってめえめえ鳴いているではないか！　可哀相に、もう大丈夫でちゅよー、そんな酷ひどいことはさせましぇんからにぇー」

「……グウェン……あなた……」

「ギュンター……貴様……」

　地の底から響くような声に、教育係の血の気が引いてゆく。

「私の目の黒いうちは、二度と子猫の虐待は許さん」

　フォンヴォルテール卿の瞳ひとみは、青だ。










　裏切り五段活用どころではない。救命胴衣はどこだっけ!?

　おれはベッドの下を覗のぞき込む。揺れは一回だけで終わったようだ。

「ほらみろ、やっぱりタイタニックだ、きっと氷山にぶつかったんだ！」

「航路は暖流だぞ？」

「暖流でも氷山に当たったんだーっ」

　ホールやダイナーの方角から、悲鳴と大勢の足音が聞こえる。早くもパニックになっているのだろうか。沈むとしたらあの楽団は、最後に賛美歌を弾いてくれるかな。

「ぼーっとしてんなよヴォルフラム、ズボンとコート持って逃げるんだよ！　くっそ、こんなときに限ってコンラッドはいねーし……」

「ユーリ！」

　壊れるくらい乱暴にドアを開けて、コンラッドが部屋に駆け込んできた。彼らしくなく表情が強ばり、袖そでには酒をこぼした染みまである。

「よかった、無事に戻ってたんだな。ヨザが大丈夫とは言っていたけど」

「ヨザ？　ヨザってあのセンターでゴールデングラブ賞とかとれそうな女性？　あのねぇ悪いんだけどコンラッド、ミス上腕二頭筋とうまくいったか聞いてる余裕はないんだよな、おれ。なあ、この船沈む？　もう半分くらい沈んでる!?」

　コンラッドは何のことかという顔をした。どうやら氷山ではないらしい。だとしたら座礁？　それとも漁師を十人喰くらった、憎き幻の巨大イカ？

「沈没することはないと思う、けどそれ以上にまずいことになった。ヴォルフ！」

「なんだ」

「剣はあるか？」

「ある！」

　船酔いと不機嫌で青白かった頰が、目に見えて興奮の朱に変わる。剣を振るえるのが嬉うれしいのだろうか。斬り合いがそんなに楽しいか？

「よし。じゃあ二人とも、ここに隠れて」

「何すんだよっ」

　コンラッドはおれたちをクローゼットに押し込み、自分は道中ずっと持ち歩いていた杖つえを手にした。すらりと抜き放つと、鋼の輝き。仕込み杖だとは知らなかった。刃を背に回して片かた膝ひざをつき、顔を近付けて低く言う。

「冷静に聞いてください。この船は賊の襲撃を受けています」

「海賊!?」

「そう、もうかなりの数が突入してきている」

「じゃ、コンラッドも早く隠れろよ！」

「なに言ってるんですか」

　ウェラー卿は、こっちの息が詰まりそうな笑みを見せる。

「こういうときのために、俺がいるんだ」

　一瞬で切り替え、扉に手を掛けた。

「できる限りデッキで食い止めます。この部屋は逃げた後だと見せかけるから、足音がしなくなるまで我慢してください。決して短気を起こさないように。あなたに万一のことがあれば、ギュンターも国民も泣きますからね」

「あんたは？」

「俺？」

「泣いてくれるんだろ」

　少しだけ目め尻じりを下げる。

「そのときは違う場所で再会してるよ」

　それどういうこと、と訊きく暇はない。ヴォルフラムは細身の剣を握り、自分も外に行こうとやっきになっていた。

「ぼくも外で戦うぞ！　ぼくの腕を信じないのか!?」

「信じてるさ。だからこそヴォルフ、陛下のことを」

　気の強い美少年は言葉に詰まった。そう頼まれては反論できない。おれは堅苦しいジャケットを脱ぎ捨て、腕をまくって三男と肩を組む。

「よーし、じゃ、弟さんのことはおれに任せろ！」

「頼もしいね……ユーリ」

　末弟が目を離したすきに、彼はおれの首に手を回し、引き寄せて低く囁ささやいた。

「俺が戻れなくても、許してくれ」

「なん……」

　両開きの扉が閉められて、コンラッドは足早に行ってしまった。甲板へと遠ざかる靴音は、あっという間に周囲に飲み込まれる。

　意味深く不安な台詞せりふを残して、彼は戦場へと去ってしまった。

　それからしばらくは、剣のぶつかり合う金属音や、花瓶や皿の割れる音、耳を覆いたくなるような悲鳴と泣き声、慌ただしく走る靴音が続いた。

　おれとヴォルフラムは息をひそめて、外部の状態を耳だけで推測していた。

　そのうち段々と静かになり、悲鳴と怒号はなくなった。

　おれは半年前の受験直前に、テレビで見た洋画を思い出した。隠れた子供が外に出ると、そこには誰も残っていない。あんなに騒がしくて激しかったのに、敵も父親ももういない。

　気持ちが通じたわけでもないだろうが、ヴォルフラムが指を重ねてきた。ウォークインじゃない狭苦しいクローゼットで、おれたちは身を寄せ合って震えている。

　いや、震えているのはおれだけだ。

　ヴォルフラムだって一応は軍人だ。この程度の危なさの隠れんぼは、慣れているとまではいかなくても、初めてということはありえない。

「……大丈夫かユーリ」

「あっ、あたりまえ、だろっ」

　触れていた指をきゅっと握ってしまい、おれは目を閉じて俯うつむいた。

「ごめん」

「かまわない」

　笑われているんじゃないだろうか。

　おれはただ、怖いとかビビってるとかじゃなくて、この沈黙と緊張感が、堪えられないほど苦しいだけで……見透かしたようなルームメイトの小声。

「いいか、見つかっても無闇に抵抗するな。そうすれば奴等は命まではとらない。お前は見目がいいからな」

「そんじゃお前も手ェ出すなよ。お前のがおれより数段カワイイもん。これだけの美少年つかまえて、斬っちゃえって奴はそうそういないぜ？」

「駄目だ。ぼくは魔族の武人として、戦わずして生き延びることは許されない」

「そんなばかな」

「しっ！」

　鍵かぎをガチャガチャやる音がしてから、それを強引に叩たたき壊こわし、誰かが部屋に踏み込んできた。

「貴重品だけ持ち出されてやがんな。もう逃げたんじゃねーのか？」

「そんなはずぁねぇよ。甲板で特別室の客が一組いないって確認したんだからな。あいつはこの船の乗客に詳しい。海にでも飛び込んだなら話は別だが、金持ちの物もの見み遊ゆ山さんの旅行客に、そんな度胸のある奴ぁいねえさ」

　二人だ。

　声の特徴で区別すると、喉のどの奥でキャタピラが回ってそうな戦車ボイスと、きーんとくる高音で耳障りな戦闘機ボイスだ。

「それにしても、こいつら本当に金持ちか？　たいしたもん持ってねーなぁ」戦車

「けどよ、この特別室一泊の料金で、三等客船で一年は暮らせるっていうぜ」戦闘機

「ひゃー、あやかりてェー」戦車

「馬鹿言ってんな。寝室も捜せ」戦闘機……だんだん軍人将棋みたいな気がしてきた。

　ベッドの前の床板が一枚軋きしむので、二人がそばまで来ていることが判る。

「そーいや、あの勇敢な連中はどうしたよ」

　コンラッドのことだ！

　無意識に身を乗り出してしまったのか、爪先が扉にぶつかった。

「おい！　あの中に何かいるぞ!?」

　しまった！

　おれたちは今まさに、時代劇の忍者の状況だ。天井裏や床下で密談を盗み聞きするが、ばれると槍やりで刺されてしまう。「越えち後ご屋、今なんぞ物音がせなんだか？」

「ネズミでございましょう、お代官様」そうか、その手があった。

　聞こえるか聞こえないかという囁き声で、おれはヴォルフラムに意見を求める。

「動物の鳴き声で誤魔化せないかな」

「そうだな、ネグロシノマヤキシーなんかどうだ」

　ネグ……なんですかそいつは!?　子供の頃によくかけていた鳴き声ＣＤには、そんな難しいのはいなかった。というよりそいつは地球種ではないのでは。

　どんな動物なのか想像している場合ではない。おれたちはネズミにしては大き過ぎるし、かといってクローゼットに牛がいるのも変だ。残るレパートリーはあとひとつ、とりあえずこの場は、猫でしのごう。

「に、にゃーあ」

　戦車と戦闘機が色めきたつ。

「ゾモサゴリ竜だ！」

「ゾモサゴリ竜は幼獣でも人間を食う、二人じゃ危ねえ、もっと人を呼べ！」

　竜だって？　竜っていうとダイナソーの親しん戚せきですか。

　ヴォルフラムが、がっくりと掌てのひらで顔を覆った。

「まずいぞ、あいつら誤解しちゃったよ。おれがいつ竜の鳴き真似なんかしたってんだ。おれは可愛い猫ちゃんを……」

「猫は、めえめえだろう」

「めえめえは羊だろ？」

　事態は悪い方へと進み、おれたちは推定八人に取り囲まれていた。

「開けるぞ、いいか」

　よくないです。

　隣で銀がきらめいた。

「ヴォルフラム、駄……」

　全開にされた扉から、光がなだれ込んでくる。おれの目が眩くらんでいるうちにヴォルフラムは、一人の腕を斬り二人目の腹を掠かすめていたが、残る六人は彼の背を狙って、巨大な刃やいばを振りかざしている。

「ヴォルフラム！　駄目だ、多すぎるっ」

「うるさいッ」

「頼むからヴォルフ、やめてくれっ……命令だ！」

　彼は凍りついたように動きを止め、おれを見もせずに剣を放した。

　金属が落ちる高い音が、いやに虚むなしくその場に響く。










　至る所に松たい明まつがかかげられ、一足先に火祭りといった様子だ。真昼のような明るさで、横付けされた海賊船まで照らしている。

　ほとんどの乗客と乗員が集められた甲板は、鮪まぐろの解体ショーの匂いがした。どちらのサイドのものであれ、血が流れたということだ。

　木箱を重ねた壇上で、海賊の親分は上機嫌だった。

「皆さーん、元気じゃったかのーォ」

　小指を立てた持ち方のまま、メガホンを乗客に向ける。マイクパフォーマンスだ。

　おれたちは八人の男に囲まれて、捕虜の一団に加わった。ヴォルフラムは湯上がりマダムのままだったし、おれも上着を置いてきてしまった。春とはいえ、海上を渡る風は冷たい。

　船員と男性客の集団に、コンラッドとヒスクライフの姿がある。それと何故かミス・上腕二頭筋も。きっと男なみに勇敢だったのだろう。三人とも自分の足で立っているということは、大きな怪我はなさそうだ。

　ごめんなコンラッド、せっかく隠してくれたのに。おれは心の中で謝り続ける。

　弟さんに非はありません、悪いのは百パーセントこのおれです。あ、でもいい報告もあるんだよ、物真似のレパートリーが一つ増えたんだ。ゾモサゴリ竜。江え戸ど家や猫ねこ八はちもびっくり。

　そっちに行こうと全力でもがいたのだが、両腕と奥襟えりを摑つかまれて親玉の足元に連れていかれてしまう。

「これが特別室のお客さんかの？」

「そうです、親分」

　おれは木箱の上を見て、あいた口が塞ふさがらなくなってしまった。初海賊なので物珍しいのもあるが、幼児期から思い描いていた海賊とは、あまりにかけ離れていたからだ。彼等は横よこ縞じまのシャツを着ていなかった。ピーターパンともカリブの海賊とも違うし、手足がゴム状に伸びることもなさそうだ。

　背は低めだが、肩幅が広く胸板も厚い。ほとんど白に近いシルバーブロンドは、もみあげと顎あご髭ひげが繫つながっている。古い傷が頰に残る赤ら顔は、見事な海の男の面構えだ。

　だが、着ているのは……どの角度から見てもセーラー服。

　どうしてセーラー服!?　そりゃ海賊だってある種の水兵さんには違いないけど、けどまたどうしてギャザースカート？　白と水色のセーラー服!?

　あまりのショックに膝ひざの力が抜けて、おれはそのまま座り込みそうになる。メガホンを持っていない左手で、幅広の鋼がぎらりと光った。

　セーラー服と……半月刀。

「気の毒になあ、お客さん。そんなに怯おびえることはありゃせんよ。わしらは由緒正しい海賊じゃけん、客を殺すようなことはないけんのう」

　語尾が中国四国地方風。

「ただし刃向かう奴等は別じゃ。喚わめこうが死のうが関係ない。まあこの船にいた勇敢な皆さんは、ご婦人方の前では静かじゃがの」

　要約すると、女おんな子こ供どもを人質にとったということか。

「聞けばお二人は新婚ちゅーことじゃが、同じ場所に買われることを祈っとるよ」

　ヴォルフラムは頭のターバンを取りながら、セーラー服ショックが抜けないおれに訊きく。

「新婚なのか？」

「もう知りませんよそんなこと」

　相変わらず小指を立てたままで、親分はメガホンを口に当てた。

「さあそいじゃご婦人方は隣に移ってもらおうかのう！　新しいご主人と出会うまで、わしらの船で働いてもらうけん」

　新しい出会いって、サイドビジネスで結婚相談所でもやっているのだろうか。だがこの世は雇用機会均等時代だ、男女は同じ職に就く権利があるんだぞ。女性達がさめざめと泣きながら、追い立てられてタラップを渡り始める。

「んー？　特別室のお客さんは、なんか言いたいことがありそうじゃの」

「……由緒正しい海賊ってッ……」

　おれの様子に気付いたのか、十メートルくらい離れているコンラッドが、両手を下に向けたジェスチャーをした。低め低め？

　あ、抑えて抑えて、か。

　おれはぐっと言葉を吞のみ込んだ。

「……海賊って……朝食はやっぱバイキングなんですカ……」

「わしら朝食は食べない派じゃ」

　くそ。

　コンラッドの言うとおりだ。ここは抑えておかなくては。おれ一人が文句をつけたところで、形勢が逆転するわけじゃない。へたに逆らって海に投げ込まれでもしたら、尻しり拭ぬぐいをする彼等が大変だ。それに他の乗客のこともある。

　大きな犠牲を払ってまで、小さな正義感を貫くわけにはいかない。いかないけど。

　親分は、ギャザーの裾すそを風になびかせ、樽たるに片手をついて言った。

「そんじゃ続いて、高く売れそうな子供も貰っておこうかの！」

「売るだと？」

　母親から引き離された幼い女の子が、壊れたアラームみたいに泣き叫ぶ。

「ババァー！」

　おれは反射的にお婆さんを捜した。いない。

「クソババーぁ！」

　まさかお母さんに対してその暴言!?　お嬢さん、ちょっと品が悪いぞ。ヴォルフラムが軽けい蔑べつをこめて鼻を鳴らした。

「ふん、人間の幼児語は耳障りだ」

「幼児語？」

「あれは、愛してるお母様、と言ってるんだ」

　ははあ、ディアマミー、みたいなもんなのか。

　他の子供も連鎖して叫びだした。

　月もなく濁った曇り空を、人間の燃やす松明の光と、人間のあげる嘆きの声が昇ってゆく。

　こんな光景をどこかで見た。やっぱり受験前の深夜映画で、おれは炬こ燵たつに参考書を広げたままで、テレビの前に座って独りで泣いた。

　人が人を殺してゆく理不尽さに、父親が起きてくるくらい泣き続けた。

　濡ぬれて丸まったポケットティッシュで涙と鼻水を拭ふきながら、さすがにアカデミー賞だなんてうそぶくおれに、親父はさらりと訊いてきた。

「お前だったらどうする？」

　マックとケンタとどっち好き？　くらいの気軽さで。

　お前だったらどうする？　ちゃんとやるべきことをやれる？







　やれるさ。







「ちょっと待て、おまえら……」

　コンラッドが、こうなると思ったという顔をした。

　噴火口のすぐ下で、辛うじて抑えられていたマグマは、それだけ勢いも増している。せっかく数分前にこらえたのに、爆発しちゃっていいのか、おれ!?

　だがもうトルコ行進曲は中盤を過ぎ、鍵けん盤ばん連打目前だ。

「おまえら、聞けーッ！」

　親分は斜めにおれを見下ろしたが、すぐに部下達に視線を戻す。おれなど所しよ詮せん、捕虜の一人だ、真面目に取り合ってくれそうにない。

「ちょっと待てよアンタ、あっちの船に移すって、女性と子供をどーする気だ！　そもそも由緒正しい盗賊っつーのは、金品だけ頂いてトンズラだろ、女や子供を売り飛ばすのは、畜生ばたらきこの上ないぞ!?」

「わしら、盗賊じゃなくて、海賊じゃけん」

「そーゆーことを言ってんじゃねえよッ」

　頰と耳に血液が昇って顎あごが震えた。震えは指先まで伝わって、腿ももの脇をモールス信号調に打つ。目が充血して熱くなり、眼圧も上がって奥まで痛む。

　おれは殺されるかもしれない。あの幅広の半月刀で斬りつけられて。あるいは一撃では死ねずに、傷を押さえてのたうち回るかもしれない。

　でも。

「いいか、人身売買は国際法で禁止って、そんなの小学生だって知ってんだろ。たとえ聞いたことなくっても、ちょっと考えりゃ判ることじゃねーか。あんたは確かに親分で、他の連中より偉いかもしれない、けどそれは仕事上の地位であって、人間としての存在の問題じゃないだろ!?　全ての人間は平等で、あんたもあの人たちもおんなじなんだ。つまりいくらこの船を占拠したからって、あんたたちに女性を売り飛ばす権利はない！　天は人の上に人を造らずって、いい言葉だから覚えとけ！　福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちって先生は、日本じゃ万札になった偉い人だぜ！」

　親分はメガホンを振って、手下四人を呼び付けた。

「なあ親分、おれはこの辺りに詳しくないけど、もしかして他の海賊もみんなこんなことしてんの？　みんなやってるから自分もいいって、ホントにそんなふうに考えてんの？　だったらそれは間違ってる。金品だけ奪って危害は加えない、そういう男気のある海賊に、義のある海の男になってくれよ。敵ながら天あつ晴ぱれな海の義賊に、あんたが最初に変わろうよ」

「連れてけ、こいつは高く売れるぞ。片目だけじゃが、黒に近い」

「話を聞かない男だなぁ、もうっ！」

　奥さんは、地図が読めない女かもしれない。

　その時、大半の女子供が隣の船に移されてかなり広くなったデッキの端の方へと、見覚えのあるベージュの髪が連れていかれた。子供の列の最後尾に、おれと踊ったお姫さまの、ラムネのビー玉色の瞳ひとみがある。

　少女は肩に置かれた賊の手を、まるで汚れを拒否するみたいに、強く素早く払い除のけた。

　男の頭に血が昇り、小さな身体を突き飛ばす。

「ベアトリス！」

　ヒスクライフが叫んだ。

　ワルツを踊ったときのままの、桜色のふんわりしたワンピース。貝の髪飾りがちらっと光って、彼女は大きくバランスを崩し、低い木の柵さくを越えてしまう。

「危な……っ」

　すぐそこは海。黒く口を開けて待ち受ける海だ。

　何人かが走り出したが、おれが一番先に着いた。落ちかける少女の腕を摑つかみ、自分も引きずり込まれながら、身を乗り出して持ち堪こたえた。コンラッドとヴォルフラム、それとおそらくヒスクライフが駆け寄る。

「しっかり……ベアトリス……手を摑んでっ」

　腕一本で繫つながったまま、ベアトリスはあの眼でおれを見上げた。スターサファイアになりきらない、おれを少しだけ誉めてくれた少女の瞳だ。

「いいの」

「なにが、いい、の」

　おれの服とベルトと腰が摑まれる。

「お父さまやお母さまと会えなくなるくらいなら、落ちてもいいの」

「そんな、こと」

　そんなこと言っちゃだめだ。

　これから何人もの素敵な男性と踊り、情熱的な恋をして、幸せをつかむはずの女の子が、そんなことを澄んだ瞳で言っちゃだめだ。

　そんなことを、言わせては、駄目だ。

　力強い数本の腕が二人を引き上げ、ベアトリスは父親に抱えられる。おれは不様に尻しり餅もちをついて、板の上に仰向けに転がった。雲の流れる夜空を凝視した。

　脳天に長くて太い針を刺し、それを避雷針にして雷が……おれの全身に電流を送っているような、痺しびれと熱と恍こう惚こつ感かん。

　心臓は倍速で血を送り、鼓動の位置がはっきりしなくなる。

　海馬が警告を発するが、アドレナリンもシャンパンみたいに栓を飛ばす。

　三半規管のもっと奥で、懐かしい歌が一節だけ聞きとれた。

　呼んで……。

　呼んで、誰を？

　その先は、わからない。
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　船では起こりえないような震動が、甲板にいる者たちを襲った。

　ぞぞ。

　地響き？　しかしここは大地ではなく、緩やかで規則的な揺れを繰り返す波の上だ。

　皆が原因を求めて周囲を見回し始める頃、ユーリはコンラッドの手も借りず、覚おぼ束つかない足どりで歩きだす。

　デッキのほぼ中央まで行くと、俯うつむいていた顔を上げ、コンタクトが外れた片側だけ黒い眼で、正面の男を鋭く見据えた。

「……ユーリ？」

　ヴォルフラムが、偽名も忘れて声をかけるが、耳に届いた気配はない。

　はっとして彼はユーリの手を握る。人差し指以外は氷のようだ。

「コンラート、こいつ……」

「わかってる。でも俺達にはどうすることもできない」

　おそらくユーリ自身にも、抑えることはできないだろう。

「……力を持たぬ船に限って襲い、壊し奪うの悪行三ざん昧まい」

　声も口調も変わっている。ちょんまげがないのが残念だ。

「正々堂々、勝負もせず、卑ひ怯きような手段で押し込めては、か弱き者まで刃やいばで脅しおのれの所有と言い立てる」

　ぞぞぞぞぞぞ。

　今や震動は音も伴い、大きく、というより迫ってきていた。

　年若い捕虜の変へん貌ぼうぶりに呆あつ気けにとられた海賊は、おろおろと親玉の許もとへと集まってきた。

　セーラー服のヒゲオヤジを、熱いままの食指でビシッと狙う。

「盗ぬすつ人と猛たけ々だけしいとはこのことである！」

　平素の驚いてばかりいる彼からすると、この物言いはまるで別人だ。これなら一国の王として、グウェンダルと比べても遜そん色しよくがない。

　足元からしてモデル立ち。

「海に生きる誇りもなくした愚かな者どもめ！　命を奪うことは本意ではないが、やむをえぬ、おぬしを斬るッ！」

　ヴォルフラムが苦い顔になった。彼にとっては屈辱の記憶だ。

「ぼくもあれをやられた」

「手厳しかったな」

「だが、あの時とは状況が違う。ここは人間の領域だ、要素に制限があるだろう」

「俺もそれが気掛かりなんだが……」

　魔力は魂の持つ資質。それを持ち合わせた者だけが、自然界の要素と盟約を結び、命令し操ることで魔術を使えるのだ。しかしここは神を崇あがめる人間達の領域だ、魔族に従う粒子は極端に薄い。

　斬ると断じた言葉どおりに、剣を使えば問題ないのだが。

「成敗ッ！」

　ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ。

　キャビンの入り口付近にいた部下が、恐怖に満ちた悲鳴をあげる。

　震動と音の原因が判明したのだ。

　そいつらは猛スピードで甲板に進出し、過たず賊を選んで身体を這はい登る。

　這い登る!?　辺りが絶叫につつまれた。

　パーツもばらばらの動物の骨が、虫かネズミかヤドカリのように床一面を埋め尽くしてゆく。客達が食い散らかして落としたものも、厨ちゆう房ぼうに捨てられたものもある。鳥や魚の小骨から、カルビ残り肉、スペアリブ骨だけ、巨大な牛の頭ず蓋がい骨こつまで、ありとあらゆる食肉の骨が、復ふく讐しゆうとばかりに襲いかかる。

「うわ……こ、こんな悪趣味な魔術は初めてだ……」

「ぎゃーこっちにくる！　コンラートくるぞ、なんとかしろ、なんとかッ」

　あまりのグロテスクさに、ヴォルフラムはホットプレートの上の海老えびみたいに跳ね回った。うっかり踏むと足下で砕け、尖とがった破片で怪我をしそうだ。

「動かないでじっとしてるんだ。蠍さそりや毒グモをやり過ごす要領で」

「あーっ、のっ、のっ、登ってくる！」

「騒ぐな」

　よほど肝が据わった人物でなければ、これをやり過ごすのは難しい。

　乗客や乗員が静かなのは、ほとんどが気を失っているからだ。襲撃を受けている海賊達は、涙を流して阿あ鼻びき叫よう喚かん状態。刺されたり嚙かまれたり引っ搔かかれたり、他人の食べかすが口に入ったり。

　木箱の壇から転げ落ち、耳と鼻にチキンボーンを突っ立てた親分は、恐怖に腰を抜かしたまま、ユーリから逃れようと這いずった。

「こっ、こいつ悪魔だ、悪魔だーっ！」

「悪魔だと？　余の顔を見忘れたか」

　彼の前には漢字で『正義』、人文字ならぬ骨文字だ。

　悪魔ではなくて、魔王である。

　海賊船のデッキでことを見守っていた女達が、投げられた光に歓声をあげる。

「船よっ、シマロンの巡視船よ」

　ユーリの爛らん々らんと輝く右目が、海上の灯あかりを確認した。

　あちこちで乾いた軽い破裂音がし、骨軍団は意思を失って動かなくなる。

　魔王は、相応ふさわしい威厳をもって、海賊達に向かって言い放った。

「おのれの行いを悔い、極刑をもって償う覚悟をいたせ！」

　ゆらりと彼が前のめりになる。

「……追って沙さ汰たを、申し渡す」

　今夜は絶対に、うなされる。その場の誰もがそう思った。










　　　　６




　おれの中ではその間ずっと、ポーリュシカポーレが流れていた。

　それも幼稚園の運動会用ではなく、ロシアのごついおっさんが、ウォッカ片手に唄うたいあげる、名付けてゴーリキーパーク合唱団バージョンだ。

　そんなコーラス集団はいないだろうけど。

　夢と現うつつの境目あたりで、身体は心地よく暖かかった。降り注ぐ日光が当たっていて、まぶたの裏まで真っ白い闇だ。

　やがて陽光も翳かげってゆき、再び夜が訪れる頃、おれはようやく目を覚まし、コンラッドの胸から頰を離した。

「……ロシア民謡が……」

「なんですか、東西冷戦問題再発ですか？」

「違う、それはもうなさそうだよ」

　データがちょっと古い次男は、へえ本当にと感心している。戸口に立っていた三男坊は、バスローブ姿のままだった。

　綺き麗れいな眉まゆを大げさにひそめてみせる。

「うなされてたぞ」

「誰が？　おれが？」

「違う、ぼくがだ」

「ヴォルフラム、何を怒って……ああ、またおれなんか凄すごいことやっちゃったの？」

「やっちゃったって、覚えていないのか？　あれを、まったく!?」

　ヴォルフラムは戸に寄り掛かってずるずると座り込み、首を晒さらしてのけ反った。

「幸せ者」

「ええっ、おっ覚えてないほうが幸せっていうほど酷ひどいことやっちゃったの、おれ。てゆーか、ここどこ？　わたしは誰、じゃなくて……」

　特別室とは雲泥の差の、三畳程の薄暗い小部屋だった。この規則的な揺れは、海上だ。三等客室だって二段ベッドくらいはあるだろうに、この部屋には家具類が何ひとつなかった。窓には格子がはめられて、床も壁も剝むき出しの木のままだ。

「なんで鉄格子……おれ何やって、どれくらい寝てた？　確かセーラー服に説教かまして、誰かが海へ落ちそうに……ベアトリス、ベアトリスだよ！　どうなった？」

　おれはコンラッドの腕を摑つかみ、彼が夜会衣装のままなのに気がついた。所々にある赤茶の乾いた染みは、斬り合いの激しさを物語っている。

「ひとつずつ順に答えますよ。まず、ベアトリスは元気だし両親と一緒です。あなたは彼女を助けた後に、この世のものとは思えない強力で恐ろしい術を披露し、海賊どもを懲らしめました。俺が思うにこの船はヒルドヤード船籍なので、仕入れていた肉の大半が、うちの国の輸出した飼料からカルシウムを摂取してたんじゃないですかね。だから結果としてああいうことに」

　……どういうことに。

「で、陛下のおかげでほとんど鎮圧されたところへ、シマロンの巡視船が駆け付け、賊を全員、拘束しました。あなたはそのまま寝込んでしまって、もうすぐ二日が経とうとしている。窓の外の紫が紺に変わると、また新しい夜が訪れ、恐ろしい体験を酒の肴さかなにパーティーが始まるというわけです。ひとつお願いがあるんですけど」

　おれの頰をつまんで軽く引っ張る。

「コンタクトは外してから眠ってくれ」

　保育士になれそうなスマイル０円。

「けど、どうしておれたちは閉じ込められてんの？　あー、えーと自分で言うのもなんだけどさあ、おれは皆さんを助けたわけだろ。それでちょっと怖がらせたのかもしんねーけど、おれがいなけりゃ巡視船だかも間に合わずに、海賊に逃げられてたかもしんないよね」

　人身売買の「商品」を乗せて。含む、おれとヴォルフラム。

「そればかりじゃない。護衛船も大きなダメージだったし、この船の救命艇は全て壊されていました。おそらく去りぎわに火を放って、船ごと沈める計画だったろうね。皆殺しだ」

　含む、コンラッド。

　まるで他人ひとごとのように淡々と説明する。自分だって殺されてたかもしれないのに、どうしてそんなに平静でいられるんだろう。

　いやそれよりも、せっかく大惨事を防いだのに、何故おれたちがこんな目に遭っているのだろうか。

「ばれたからですよ、魔族だと」

　コンラッドは慣れた様子で肩をすくめた。

「シマロン領は俺達魔族にとって、旅を楽しめる地域じゃないんです」

「そんなばかな」

　そんな理不尽な話ってアリか。

　小市民的で規模の小さい正義感だけど、おれはどうにかして助けようとしたんだ。魔族だからとか人間だからとか関係なしに、みんなを助けようとしたはずなのに。

　やっぱり余計なことだったのだろうか。

「……ごめん……」

「なにがです？」

「軽はずみなことしちゃって」

　おれは体育座りで膝ひざを抱え、コンラッドの肩にこめかみを押しつけた。

「おれが爆発を我慢できりゃ、今頃はディナーテーブルでメインディッシュだ」

　両脚を投げ出し、おれに喉のどを向けた無防備な姿勢で、ヴォルフラムが言った。

「ユーリが謝ることはない」

「ヴォルフ……」

「愚かなのは人間どもだ」

　目め尻じりに触れているコンラッドの身体が、困惑を示してわずかに揺れた。彼の父親は人間で、彼自身にも人間の血が流れている。だいたい魔王なんて持ち上げられているおれだって、人間と何ら変わりがない。

　この話はここまでで終わりにしよう。どうしてこんなことになったのかより、この先どうするかのほうがずっと重要だ。

　おれは四角く切り取られた薄紫の雲と空を存分に眺めた。

「今日の日暮れは縦たて縞じまだよ。窓から外は見えるのに、決して行けない不自由さ！」

「お前、魔王なら、何か飛べるものに姿を変えてあそこから脱出してみせろ」

「無茶言うなよー、バットマンじゃねーんだからさぁ」

　あの人だって、変身はしない。

「バットマン、それ知ってますよ。全身黒ずくめで、胸に黄色で蝶ちようが描いてある」

「……それじゃバタフライマンじゃん」

「二人でぼくの知らないことを話すな！」

　おれの寝起きの腹が、山鳩のような呻うめきを発した。一日半飲まず食わずでいれば、胃腸も苦情を訴える。

「豪華ディナーは無理だとしてもさ、とりあえず脳のう味み噌そに燃料やんないと、今後の計画も立てられないよ」

「ちゃッらーんッ！」

　こん平ぺい師匠の掛け声で勢いよく扉が開かれて、寄り掛かっていたヴォルフラムが弾かれた。そこにはオレンジの髪を緩くまとめ、大きな銀の盆を捧ささげ持った、笑顔の男が立っていた。

「お待たせ、豪華夕メシよんっ」

　皿からの湯気と食欲をそそる匂いが、部屋の隅々まで広がった。

　最初おれは男を見張りと思い込み、ふざけた人選をしたものだとあきれた。

　だが彼はすぐそばまで近付いて、おれの脇に盆を置き跪ひざまずく。

「お目覚めのようですな陛下。大事にいたらず何よりです。さ、これは他の客と寸分違わぬ献立ですが、陛下のお口にあいますかどうか……」

「ななななんでおれのこと陛下なんて呼ぶの？　確かに魔族だってのはバレちゃったけど、おれ平凡な旅の魔族で、もっと正確に言うと身体は人間で……」

　奴はしなやかな上半身を起こし、ロジャーラビットが跳ねるみたいな笑い方で、おれの両肩をどついてきた。

「いーねぇ！　ほんとだ、聞いてたとおりだ。素だと相当かわいいねーェ」

　コンラッドの口元は、複雑だがリラックスした緩み具合だ。どうやら敵対勢力ではないらしい。

「おい、陛下に失礼だろう」

「だぁねェー。けどそりゃ国内なら無礼だけど、ここは遠い海の上、オレのこと忘れてるつれない男を、ちょっとくらい困らせてもいいんじゃあねぇかぁ？」

「忘れてる、ということは、おれはどっかでアナタとお会いしているわけですか？」

　やや吊つり目気味の切れ長の目は、現在はいたずらっぽく笑っている。だがそれは簡単なスイッチで、どんなに冷酷にもなれそうなブルーだ。

「……すいません、お顔に覚えが……」

「これといって特徴もない顔だしね」

　古いジャズレコードで聞けそうな嗄しやがれ声。太く安定した首と、肩から背中への絶妙な曲線、服の上からでも断言できる惚ほれ惚ぼれするような外野手体形。

「あっ、みっ、ミス上腕二頭筋！」

「ご名答ーぅ」

「えっ、あれっ、でもなんで男性になっちゃったんですか」

「変なこと仰いますな、オレは元から男だよ。女装は仕事、仕事上の都合」

　男性だと教えられてから聞けば、ハスキーな声も魅力的だ。理想的外野手体形も、ミスター上腕二頭筋なら納得がいく。

「じゃあなんでコンラッドにナンパされてたんだよ」

「オレが隊長になんだって？　仲がいいってこと？　そーりゃ当然ですよ、ガキの頃から一緒なんだから」

　ガキの頃から!?　待てよ、ということは、また新たなファミリー出現なのか。グウェンとコンラッドとヴォルフが兄弟で、こいつとコンラッドの父親が同じだったりすると……。

「違いますよ、兄弟じゃありません」

　次男本人が早めに否定してくれた。

「てっとり早く言うと、幼なじみです。二人とも片親が人間だったので、子供の頃、同じ場所で育ったんです。成長してからは同じ隊に属し、戦友として生死を共にしたわけ。彼の名前はグリエ・ヨザック。非常時に俺達を支援するようにと、シルドクラウトからずっとついてた護衛です」

「よろしこー」

　陽気でふざけたボディーガードは、耳の横でひらひら手を振った。

「無礼な奴だけど腕は立つんで、旅の間だけ目をつぶってください」

「ホントいうと乗船する前に、国内で裸の付き合いしたんだけどね」

「裸の……あっもしかしてニューハーフ風ぶ呂ろにいた？　じゃあの時おれの、こっ、こっ」

「息子さん？　拝ませていただきやしたよーォ」

「ぎゃああああああ」

「なんだと、ユーリ、ぼくに内緒で子供なんか生んだのか!?」

「生むかボケっ！」

　ヨザック、与作、武器は斧おの。

　車のＣＭのメロディーで歌ってみたが、見られたショックは拭ぬぐえない。

「……とにかく、冷める前にこれを腹に詰め込んでしまおう。陛下、いきなり普通の食事して大丈夫ですか？　もっとこう、病人食から試したほうが」

「いや、食う、食いますとも！」

　愚かにも意地汚くおれは言った。自分の内臓を過信していたのだ。

「いいねえ、そうこなくっちゃいけねぇや。こいつは厨ちゆう房ぼう長がお前さんの行為を意気に感じて、こそっと持たせてくれたんだぜ。普段、何気なく捨てちまってる物で、あんな芸術見せてもらったのぁ初めてだって」

「へえ、芸術だってさ。コンラッド、リサイクルでなんか作ったの？」

　兄弟の視線はおれに注がれている。

「……おれ？」

「まあ気にしなさんな」

　ヨザックが、含み笑いで胡座あぐらをかいた。食卓がないから盆を床に置き、アジアご飯っぽく車座で食べた。

　子羊の骨つき肉ハーブソース添えには、誰一人手をつけようとしなかった。

　おいしいのに、何故だろう。










　夜明け前にヨザックが戻ってきて、脱出するからと起こされた。

　おれたちは身を寄せ合って眠っていて、おれはキャリアウーマンと女子高生に足を絡められる夢を見ていた。現実はどうだったのか考えたくない。

「こっからは救命艇で手て漕こぎでも、本船より先に上陸できるだろ。海の真ん中で逃げ出したって、漂流すんのが精々だもんな。さ、陛下も隊長も起きてくれ。閣下はまだまだおねむらしーけどな」

　美女と美少年には低血圧が似合う。可愛らしく目を擦こすったヴォルフラムは、粗末な毛布を手た繰ぐり寄せた。

「ヴォルフラム、二度寝は遅刻の元だぞ。一限の数学、寝ていいから」

　おれもどこかズレてるようだ。

「荷物が半分しか取り戻せなくてよォ。要るもんが揃そろってりゃいいんだが」

「船はどうしたんだ？　この船の救命艇は、海賊どもに壊されていただろう」

「おう、直させといた。そいつが見張りも誤魔化して、うまく脱出させてくれるって手て筈はずよ」

　ヨザックは抱えてきた袋から、三人分の服と黄色いゴム風船を取り出した。ひとつ口につけ、息を吹き込んで膨らませる。

「ぼーっと見てないで、早く脱いでそれ着て、これ膨らまして」

「なにそれ」

「水難救助訓練用人形、救命くん」

　溺おぼれ役のエキスパートか。

「こいつに、ふーっ、服着せて、ふーっ、ここに残してけば、ふーっ、あんたたちがこいつに化けたってんで、ふーっ、相手は魔族だ何してくるか判らんぞって、この救命くんを幽閉したりするわけよ、ひゃはは、考えるだけで楽しーねェ」

「そういうことするから、魔族に関してでたらめな噂ばっか流れるんじゃね？」

「まあ確かに、時間稼ぐ身代わりは必要ですよ陛下」

　言い包くるめられているような気がする。

　おれたちはデッキまで忍者走りで行き、準備万端で繫つながれていた救命艇に乗り込んだ。ニヤリと笑って葉巻をくわえ、親指を突き出して送ってくれたのは、そばかすの見習いくん、リック……ではなく、彼を殴っていた船員だった。金銭で動くのは確認済みだ。

「大丈夫かな、あいつすぐチクったりしないかな」

　斜め横でオールを握りながら、コンラッドは遠くなる客船に視線を向ける。

「金を受け取る者には、二通りあります。小銭で動いて裏切る者と、大金でしか動かず裏切らない者と。あいつは金には汚いけど、貰もらったからには裏切りませんよ」

「なるほど。あ、じゃあ大金を貰っといて裏切るパターンは？」

「それは金銭じゃなくて、損得で動いてるんでしょう」

「あんたら喋しやべってねーでどんどん漕げ！　本船に追い付かれちゃ元も子もない」

　わずかにボートが曲がっている。隣でヴォルフラムが居眠りしていた。

「わーっヴォルフ、寝るな、回る、回っちまう！」

「はへ」

「はへじゃなーい！　漕げっ、漕げってほら、引いてェ戻す、引いてェ戻す、ヒーヒーフー、ヒーヒーフー」

「……陛下それ、ラマーズ法なんじゃないかなぁ」

　どうしてそんなこと知ってるんだろう。おれ以前に、コンラッドさんが。

　四人の逃亡者は白み始めた夜明けの海を、揺れる島の灯めざして必死に漕いだ。

　さようなら、最初で最後の豪華客船の旅。思い残すことはあまりない。

　櫂かいの雫しずくが頰に跳ね、舐なめると塩が舌にしみた。

　今はまだ、ヴァン・ダー・ヴィーアは静まり返っている。祭りが始まれば賑にぎわうのだろう。

　あの島に眞魔国の宝が眠っている。最凶最悪の……いや、悪と決め付けてはいけない。魔王にしか持てないという最強の最終兵器。おれはそいつを取りにきたんだ。

　海賊に襲われに来たわけじゃないんだぜ。

「よーし、待ってろよ、魔剣メルギブ！」

「モルギフ」

　あっという間に訂正された。

　小さく遠ざかる帆船を尻しり目めに、おれたちは陸へと近付いてゆく。

　おれは日本語で、コンラッドは聞きかじりの英語で、なんとなくマイケルさんの歌を口ずさんでいた。ご一緒に。

「はーれーるーやー」

　ついつい神を讃たたえちゃう魔王ってのも、珍しい。
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　〽島の乙おと女めに恋をすりゃ

　　ヴァン・ダー火山も大噴火

　　ともに海は渡れねど

　　見上げる空に同じ月

　　あコリャ、ヴァン、ヴァン、ヴァンダヴィーア、夢の島

　　一度来たなら忘られぬ（手拍子）









　以上、ヴァン・ダー・ヴィーア音頭、一番でした。

　おれとしてはこの、夢の島ってのはどうだろうかと思うのだが。だって埋立地みたいなイメージがあるし、

「ぜーんぜん、夢の島なんかじゃねーしーぃ！」

　息が弾むし足が重い。

　だが登山道は果てしなく続き、ごねても叫んでも変わらない。

　かれこれ四時間半前に、汗と塩水と名も知れぬ海草でずぶ濡ぬれになりながら、おれたちは半魚人よろしく上陸した。ドックでもマリーナでもない普通の砂浜に。そのままの恰好ではあまりにも怪しいだろうということで、使われていない海の家で身み形なりを整え、ほんのちょっと仮眠をとってから、すぐさま山登りを開始した。

　道は舗装されてますから、子供でも楽に山頂に行けますよなんてコンラッドの知ったかぶった言葉に騙だまされて、スタートしたのが運のつきだった。

「楽に登れる子供がいたら、世界スーパーチルド連に入れるよッ」

「なにいってるんですか、こんな坂道。登とう攀はん訓練にもなりゃしない」

　登攀訓練なるものは、いち高校生には縁がない。

「昼前になんとか登り切れば、時間に余裕がもてますよ」

「けどおれさっき胃の中のもん全部吐いた病人だぞ。なのにこれじゃ過酷すぎるよ」

「それは陛下が意地汚く、急にフルコース食ったから」

　二日近く眠った空っぽの腹は、いきなりのご馳ち走そうに驚いて胃い痙けい攣れんを起こした。豪華客船の下層の監禁室には、身代わり人形といっしょにおれの吐と瀉しや物が残された。

　高くなってきた太陽に髪を灼やかれ、後頭部が熱をもってズキズキする。靴底に当たる石畳は、平らというには程遠い。

「信じらんない、も、箱根の旧街道歩かされた時みたい。あれも噓だろってくらい険しくってさぁ、けものみちなんじゃねーかと疑ったよ」

　ただし、ここは気候温暖の夢の島、脇に立つのは広葉樹林。

　ヴァン・ダー・ヴィーアは周囲百キロメートルくらいの火山島で、数多くの温泉に恵まれている。海の幸も豊富なので、収入は観光資源に頼っている。おれが地図帳で覚えた島といえば、バヌアツ共和国エロマンガ島くらいのものだから、百キロの島が大きいのか小さいのか判らないが、リゾート地としては手頃だろう。

　後続を引き離して一人旅をしていたヨザックが、振り向いて大きく手を振った。

「もうちょっとで休憩所があるよーん！」

「ちょっとってどれくらい!?」

　女装していないときのヨザックは本当にパワフルで、さすが理想的外野手体形の持ち主だった。しなやかで素早い身のこなしは、どんな打球でもシングルヒットにしてしまいそうだ。仕事と称して女性にまざっていたときも、もしかしてパワフルだったのかもしれない。お相手しなくて賢明だった。

　いやに長い「ちょっと」を登り切ると、確かに休憩所はそこにあった。

「……ちゃ、茶ちや店みせ……？」

　緋ひ毛もう氈せんを多用した店の造りは、上様がよくお茶と団子を召し上がる、時代劇の茶店にそっくりだった。

　おれはへなへなと座り込み、メニューも見ずに注文した。

「おかみ、団子と茶を」

「へえ」

　出てきたのは金髪碧へき眼がんの美人女将おかみで、出されたものはクッキーと紅茶だった。

　コンラッドとヨザックは涼しい顔で白磁のティーカップを口元に運んでいるが、おれとヴォルフラムは指先も震え、飲み物をすすり込む気力もない。

　盆を抱えて立ったままの美人女将は、お元気さん二人とぐったりさん二人という妙な団体に興味津々で、一番声のかけやすそうなおれに尋ねた。

「あのね、お客さん、ご存じだとは思うんだけどもね。祭りの神輿みこしが出発すんのは、ここじゃなぐって隣の山なんだけどもね」

「えっ、ここは祭りと関係ないの？」

「休火山はお隣の山だよ。ここは温泉宿が四、五軒あっだけで、それだってうちんとこでおしまいだけども」

　店から数十メートル離れた奥に、ひなびた感じの建物がある。

「ちょっとォ、おれたち間違えたらしいよ、下山してもう一度チャレンジなんて、おれはまだしも……」

　茶ちや碗わんを両手で握ったきりのヴォルフラムは、虚うつろな目をして動かない。

「……こいつなんかもう別の世界にイッちゃってるし」

「間違えてませんよ。用があるのは隣の神殿じゃない」

「え、じゃあ観光協会で配ってたパンフの、パルテノン神殿みたいなとこには行かないの？」

「見たかったんですか？　それは申し訳ないことを」

　コンラッドはカップをソーサーに戻した。ヨザックは幼なじみの言葉に頷うなずきながらも、焦げ気味のクッキーを前歯でかじり、熱量の補給に余念がない。

「休火山から駆け下りる炎の神輿なんかに興味があると思わなかったんで。俺達が用があるのはこの山の頂上。勇壮な火祭りじゃないんです」

　炎の神輿……なんかちょっとそっちも見たくなってきた。

「お客さん、山の上に行ってもどうしよっもないよ！」

　女将が色を失った。

「頂の泉はあれ以来、閉鎖されてっし、他に見るよなもんもなんもないし！　確かまだ釣り堀は残ってるけどもね」

「あれ以来ってなに？　何かあったのか」

　彼女はちらっとコンラッドの方を窺うかがった。あちらが保護者だと判断したらしい。

「十五、六年前の夏の夜に、天から赤い光が降ってきたんだけども。そいづが頂の泉に落っこって、泉は三日三晩も煮え立ったんっす」

「隕いん石せきだったんだ!?」

　女は大げさに首を振り、意味もなく声をひそめて演出効果を上げた。

「……魔物だったんっす」

「魔物？」

「そう。それから泉にはだーれも入れなくなって。入るとビビビっと痺しびれちゃうんだけども。ひどい人は心臓止まっちまったり、大おお火傷やけどしたりで大変なんっす。湯に触らずに奥の泉まで行って、魔物を見た人が一人だけいるんだけどもね。なんか銀色でピカピカしてって、摑つかもうとしたらあまりのことに気ィ失っちゃったんっす」

　銀色でピカピカしてて、摑もうとしたら気絶させられた？

「そいづは半死半生で発見されって、今でも意味わがんねっことぶつぶつ言うらしんっすけどもね。顔の火傷はとうに治ってっのに、顔が顔がって喚わめくんですってさ」

　稲いな川がわ淳じゆん二じ調で語られたら数倍怖い。けど、おれの頭脳が導きだした推測では、そいつは魔物ではなくて魔剣じゃないかな。ということは魔剣をゲットして持ち帰れば、閉鎖された泉も元どおりになる。

　眞魔国の強さもアップして、他国に侵攻される心配もなくなる。おまけに王様としての権威も増し、すべてにおいて万万歳だ。

「安心せい、おかみ。我々はその魔物を退治するために参ったのだ。じきに泉にも平穏が訪れるであろう」

「……銀のピカピカが摑めりゃあな」

「ヨザ！」

「だってそーだろ？　これまで何十人もが被害に遭ってるんだぜ？　坊ちゃんだけが無事って保証はねーじゃん」

　お庭番が縁起でもないことを言う。ディズニーの兎みたいな笑い声を軋きしませて。

「ま、心配しなさんな。もしそうなってもオレたちが、縄で吊つってまたお船で連れて帰ってあげっからよ」

「ヨザ！　無礼が過ぎる」

　おれは咄とつ嗟さに手を叩たたいていた。

　そうだ、船だよ！










　幸いなことに、山頂の釣り堀には、白い塗装が所々はげたナイスボートが放置されていた。

「……まあ、底さえ抜けなければ、それで」

「そうだよ！　ちょっとボロくたって、泥の船よりずっとましだよ」

「柄ひ杓しやく、どっかに柄杓ねえか？　溜たまった水を掬すくいだす柄杓！」

　このお庭番ときたら。女装しててくれるほうが静かでありがたい。お銀と飛とび猿ざるを一人二役で便利だし。

　釣り堀の濁った水面を、巨大な魚がダボンと跳ねた。宿敵がいなくなった吞のん気きな生活は、鮒ふなを鮪まぐろに進化させたようだ。

　お粗末なバリケードを乗り越えて、頂の泉のほとりに立つ。入り口の壁には数え切れない落書きがあったが、赤や黄色の様々な線は、おれの目にはまったく意味をなさない。

「なんて書いてあんの？」

　ヨザックが棒読みする。

「オレたちゃここに来たぜヘイヘイヘイ、命知らずだぜイエーイ」

「度胸試しかい」

　入り口からすぐに洞ほら穴あなになっていて、壁も天井も剝むき出だしの岩だ。広いし高いから圧迫感はないが、外の光が届かないので薄気味悪さは格別だ。それぞれカンテラで別方向を照らす。

　水温が高いのか湯気もうもうだ。

「俗に言う、洞どう窟くつ風ぶ呂ろの大規模なやつだな。温泉テーマパークにあったりする……」

「ちっ」

　オールから湯が跳ねたのか、コンラッドが手の甲を押さえた。

「そんなに熱いの？　まさか熱湯風呂？」

「陛下、危な……」

　ボートから指を浸してみる。適温だ、いい湯加減という感じ。

「ほどほどじゃん」

「平気なんですか？」

　おれは元々、気が短いから、風呂は熱めが好みなのだ。

「平気も何も……ぁいてッ！」

　太ふと腿ももに百足むかでに刺されたような、激痛と痺れが同時に走る。濡ぬれた指を振った拍子に、雫しずくが落ちてかかったらしい。

「うわぁやばっ！　あつ、あつつ、ビリビリするぞ!?　海月くらげ、海月に刺された、それも電気クラゲ、電気クラゲっ！　けどなんで手は？　なんで素手で触って熱くなかったんだ」

　服の上から濡れた太腿が大惨事なのに、直接浸した指はどうして何ともないのか。

「俺は手も痺れましたよ。ほら、腫はれてきてる」

「ほんとだ、これはつまり泉質が酸性だってことかな」

　弱酸性ならお肌にいいのだが。うまい説明にはなっていない。

　試しに靴も靴下も脱いで、裸足はだしの親指を下ろしてみる。

「……大丈夫だ」

「まずいな」

「どして？」

　おれは両足とも浸してみた。熱めという他に感想はない。

「俺達は魔剣モルギフが山頂にあるって情報を得て、ここに来ました。地元の人の話と照らし合わせても、どうやらこの泉の魔物がモルギフらしい。湯が特殊な変化を起こしているのも、おそらくそいつの仕業でしょう」

「へえ、そんなことできるんだぁ。さすが魔剣」

「感心してる場合じゃないですよ。モルギフを持てるのは魔王陛下だけだと言ったでしょう。だからこそ湯に触れても平気なんですよ。服の部分は陛下じゃないから、攻撃を受けて熱いってわけです」

「いやな予感がしてきた」

　慎重に漕こぎ進んでいたヨザックが、左手の照明を高くかかげる。

「銀のピカピカが見えてきたぜ！」

　地元民の恐れる泉の魔物は、洞窟の最奥の岩壁に、寄り掛かるように沈んでいた。灯あかりを反射して輝くさまは、きらきらというよりギラギラだ。おれの信頼する野球仲間は、申し訳ないがと前置きしてから、言った。

「服を脱いでください」

「ええええええっ!?」

「いや、そうじゃなく、湯に入ってもらわないとならないので。ボートではこれ以上進めないし、服を着てるとさっきのように逆に被害が」

「ああ、そ、そーゆーこと」

　おれはまた、前回ヴォルフを引っ掛けたように、相撲すもうでどうにかするのかと思っちゃったよ。

「ＯＫ、ＯＫ、あそこまで歩いて行ってメルギブとってくりゃそれでいいのね」

「気をつけて。足を滑らせたりしないように」

　よーし、男は思いきりが肝心だ。どうせ今回こっちに来たのだって、銭湯で流されたのが原因じゃないか。見た感じも聞いた感じも流された感じも、トイレの水よりゃずっといい。しかもここは休火山島の温泉地、身体にいいことお墨付きだ。

　おれは二人に背を向けて、用心深く足を下ろした。ボートが止まっているのは浅瀬で膝ひざまでの水位だが、その先は急に深くなる。

「大丈夫ですか？　痺しびれるとか、そういうのは」

「ちょい熱めでいい感じ。血圧の高い人は要注意ィ」

　コンラッドは苦笑して、いつもの耳に心地いい声で言った。

「しばらく温まっていきますか？」

「仕事しちゃってからにしよ」

　問題の物が沈んでいる付近は、鳩みぞ尾おちも濡れるくらいの水深だ。これは風呂でなくプールだろう。膝を曲げてゆーっくりと手を伸ばし、指先が硬い金属に触れるか触れないか……という時だった。

「ぎゃ！」

「どうした!?」

　気のせいかもしれない。もう一度、恐る恐る指を伸ばす。そちらをなるべく見ないようにして。だが。

「うぎゃ！　咬かんだ、なんか魚みたいな口がおれの指を咬んだ、絶対咬んだッ」

　飛びすさって水中を覗のぞき込む。波が静まるのを待って目を凝らすと、そこにいたものは銀色に輝く剣……についた……。

「ぎゃー顔が！　顔が顔がぁぁ！」

　これだったのか！

　魔物を直接みた被害者が、顔が顔がと喚わめいたのはこのことだったのだ。

　そこにいたのは、顔を持つ剣だった。

　いくら野球に明け暮れていたとはいえ、おれだってゲームくらいやっている。パワプロもやきゅつくもやり込んだし、村田に押し付けられてサカつくもやった。もちろんドラクエ、ＦＦというビッグタイトルのＲＰＧも人並みにプレイした。だからキャラクター限定の特殊な武器として、顔のある剣くらいは何度も見ている。多くが不気味な彫刻で、柄つかの部分の装飾が鬼面になっている。魔王になる前の話だが、その武器でヴァンパイアと闘ったこともある。ああ、それは昔のＰＳプレステでね。

　だが、こいつときたら。

「聞いてねーぞ、おれこんなヤバイやつだなんて全然聞いてねーかんな！　これ絶対呪われる！　触ったら誰でも呪われる！」

　柄の部分ではなく、刃の根元に、彫ったものではないようなリアルな顔が浮かんでいるのだ。そいつはよくある鬼とかモンスターとかの険しく強そうな表情ではない。ムンクの叫びに悪意を持たせたような、おどろおどろしくもどこか情けない、いやーな顔つきだ。

「やだよーこんなスクリームの悪役みたいな奴ぅー。しかも困った系も入ってるし」

　おれも泣きが入ってる。

「しっかり、陛下、落ち着いて」

「だって咬んだんだぜ？　こいつこんな、ヒトに見える壁の染しみみたいな顔しててからにさ、おれの人差し指を咬んだんだぜ。ああおれもう絶対呪われた、もう恋愛も結婚もできないんだ。こんなヤツ触れるわけねぇじゃん、こんなヤツ持てる勇者いるわけないよ」

「判った、ユーリ。無理ならいいんだ、他の手を考えよう。落ち着いて、ゆっくり歩いて、戻って来るんだ」

　おれは呼吸を整えようと、胸の石を摑つかんで唾つばを飲んだ。

　ヨザックが、どこか歌うように手招いている。

「戻っておいで陛下、危険なことはしなくていい。戻っておいで早く、危ない橋は兵隊が渡るから」

　嚙かみすぎて固くなったガムが、喉のどにつかえて邪魔してるみたいだ。抑えておくべき厄介な感情が、飲み下せなくて苦しくなる。

「……無責任だ、っていいたいのか」

「ユーリ、いいから」

「おれが無責任だっていいたいのか？」

　ヨザックは小舟のへりに腰を掛けたまま、オレンジの髪を搔かき上げてはおろしていた。おれの護衛にきたはずの男は、頭のいい動物特有の笑みを浮かべた。

　賢くて強い、けれど優しくない獣の笑いだ。

「オレぁそんなこと言ってやしませんよ、陛下。早く戻ってきてくださいよ、こんなとこさっさとおさらばしましょーよ」

「……あんたに何が解る……」

「ユーリ、こっちに……」

「あんたに何がわかるってんだ！」

　おれは幼稚だといつも思う。もっと大人になれと思う。ここで微笑んで受け流しておければ、これまでの人生ももっと楽だった。

　自分の肌と同じ温かさのライオンズブルーの石を握り、まるで水中に敵がいるように、俯うつむき加減で言葉を吐く。

「おれはごく普通の高校生で、当たり前の十五年しか送ってないんだ。それを夢みたいな世界に呼び寄せて、いきなり魔王になれなんて押し付けたんじゃないか。魔剣なんか幽霊や妖よう怪かいみたいなもんで、今まであるなんて思ったこともない。なのに怖おじ気けづいたからって責められんのか。誰だってあんなの見たらビビるだろうがっ！　この剣すっごい攻撃力なんですって、勇者とか英雄にでも渡してみろよッ。それだってだーれも使いやしねーよ！　あんな気持ち悪くできてんだぜ!?　そいつをおれにっ」

　石がまるで、心臓みたいに脈打っている。もちろんそんなはずはない。

「刀なんて博物館でしか見たこともない、このおれに持てって？　おれがどんな気分かなんて、あんたに解るはずがないだろうが！」

　コンラッドが、精一杯おれに手を差し出している。もう一人の男は肩をすくめた。

「解りませんね。オレには陛下がどんな幼年時代を過ごされたのか、どんなお人柄なのか全然わからない。陛下がどんなお気持ちなのか、どんなお考えなのかも皆目わからねぇ。たとえどんなお方が魔王になられても、オレたちは黙って従うだけだ。兵士も民も子供もみんな、王を信じて従うだけなんですよ」

　これ以上待たせると、コンラッドは飛び込んで来てしまいそうだった。おれは自分の爪先を見詰めたまま、ゆっくりとボートまで歩いていった。

　ヴォルフラムを残してきた店に戻るまで、誰一人、口を開こうとはしなかった。










「なんだ、取ってこなかったのか？」

　午後中ずっと休憩して、温泉宿に部屋までとっていたヴォルフラムは、開口一番そう言った。正直おれはかなりへこんでいて、申し開きする気にはなれなかった。

「……とてもじゃないけど、おれの手には負えねーや」

　観光客でごった返した街に戻るよりも、ここに止とどまるほうが何かと楽だろうと、もう一部屋おさえるために、コンラッドとヨザックは出ていった。眞魔国を発たつときの予定では、ヴァン・ダー・ヴィーアでは最高級のホテルにご宿泊のはずだった。

　途中で海賊などに遭遇しなければ、今もまだミツエモン坊ちゃんの豪遊だったのに。

　ヴォルフラムは木枠の寝台に座り込み、ログハウス風の丸太壁に寄り掛かっていた。手には、ギュンターの日記がある。

「どうだった？　幅や刃渡りは？　優美で雄々しく気高い輝きだったか？」

　おれはモルギフの映像を、頭の中で再生した。

「……正反対」

「正反対？　だって魔王にのみ従う剣だぞ。ほら読んでみろ、ギュンターがここに書いている」

「いいよ、どうせおれ字が読めないから」

「あ、そうか。早く覚えろ、不便だぞ」

　おれは並んだベッドに転がって、大の字状態で天井を見た。

「おれだってさ、仮にも王様の剣ツルギなんだから、きんきらゴールドか細工もんのプラチナの柄、職人泣かせの透かし彫りの鍔つば、何ていうの？　ケツんとこ、グリップエンドにはさ、大きな宝石でも塡はめてあるっつー、典型的な王様の刀を想像してたわけよ」

　しかも切れ味は最高で、イカ素そう麵めんから河ふ豚ぐの薄造りまでお任せあれってな名刀だ。

「それが実際は、顔が……思い出すのも恐ろしい顔があって、しかも持ち主でありご主人さまになろうっていうおれの指をか、か、か、咬んでっ」

「咬んだ？　妙だな。魔剣モルギフは魔王に絶対服従なのに……ひょっとして、腹が減っていたんじゃないのか」

「腹がぁ？　金属なのに」

　金属なのに口があるのだから、もう変とか言ってもいられない。

「いいか、よく聞け。モルギフは人間の命を吸収して力とするので、発動するには精力補給の必要がある。公式な資料とは言い難いが、若い女性を好むという史書もある……ギュンター詳しく調べているな」

「それはさ、人を、こっ、殺せってこと？　それじゃメルギブって妖刀じゃん」

「城で説明をされなかったか。必ずしも殺せということではないだろうが……何を狼狽うろたえてるんだユーリ。人間ごときに情けをかけようというんじゃなかろうな。お前だってあいつらがどんな連中か判ったろう。命を救ってやったぼくらを、魔族だからと監禁したんだぞ。ああ思い出すだけで腹が立つ」

「……あの恩知らずぶりには、返す言葉もございませんです」

　日本で育った人間代表としては猛省頻しきり、第二十七代魔王としては言語道断だ。

　ヴォルフラムが、ぱん、と山羊やぎ革の日記を閉じた。

「なんにせよモルギフを取ってこなければ話にならない」

「そうでした」

「明日はぼくが一緒に行ってやる」

「へ？」

　彼が加勢してくれたところで、特に助けにもならないだろう。剣豪くんと呼んでも差し支つかえないコンラッドでさえ手も足も出ないのだから。だが、おれの密ひそかな困惑をよそに、ヴォルフラムは腕組みをして嬉うれしそうだ。

「なにしろユーリはへなちょこだからな」

「へなちょこ言うな」

　ああ。

　湖底を思わせるエメラルドグリーンの瞳ひとみ、天使の容よう貌ぼうの我わが儘ままなプリンス。やっかみ半分で略すと、わがままプー。

　ヴォルフラムはいつでも単刀直入だ。ストレート勝負で投げ込んでくる。

　おれのミットも胸も抉えぐるけれど、噓より優しく親切だ。

「どうした、何をにやけている？」

「……なんか、久しぶりだなーと思って」

「何が」

「お前に、へなちょこって言われるの」

「それはお前が国を空けるからだ。民も土地も他人に任せきりで、まったく王としての自覚に欠けている。へなちょこをへなちょこと言って何が悪い」

「悪くないよ」

　そうだよ、どうせへなちょこなんだから、一度し損じただけでへこむことないんだ。

　板張りの天井の染みを眺めると、メルギブに似ていて、ちょっと可笑おかしくなった。

「そうだよなぁ。おれみたいな、なりたての新しん前まい陛下が、最初から完かん璧ぺきなわけないよな。初めて対戦するバッターを初打席でがっちり三振とろうったって、癖もタイプも知らないんじゃどう攻めたもんだか迷うもんな」

　迷ったあげく、内野安打を打たれた。

　でもそれだけ。

「ヴォルフ」

「なんだ」

　おれは勢いよく両足を振り上げて、反動でマットに起き上がった。

「ありがとな」

「なにが？」

「理由は判らないけど、ついてきてくれて」

　しまったと思ったときにはもう遅かった。天使の起爆装置を踏んでしまったらしい。彼は白い頰を紅潮させ、癇かんに障るアルトでまくしたてる。

「なんだその誠意のなさそうな物言いは！　そもそも何故ぼくがこんなひどい旅に同行しなくちゃならないか、お前きちんと考えているのか。お前がぼくに求婚なんかしたから、ぼくはユーリが旅先で、どうにかなってしまわないように、目を光らせなくてはならないんだぞ！　その……旅先でよからぬ輩やからにだな、分不相応な感情を持たれないようにだ！」

「あ？　あ、あーそっか。そうか忘れてた、思いつきもしなかったよそんなこと。まだそれ解決してなかったんだっけ」

「忘れてただとー!?」

　無意識に両腕で顔を庇かばうおれ。

「じゃあさ、おれが取り下げればいいんだろ？　ごめんなさいなかったことにしてくださいって」

「やめろ、そんなことされたら、ぼくの自尊心に傷がつくだろうが！」

「あ、あーじゃ、それじゃそっちから断りゃいーじゃん。このお話はお断りしますって。おれのプライドはこの際どうでもいいや。自分が間違えちゃったんだからしゃーないや」

「そんなことは、できないっ」

「なんで？　そういうルールがあんの？　宗教上の理由とかそーいう？」

　ヴォルフラムはすっくと立ち上がり、無言で部屋の隅の戸を開けた。

「あーっ、ヴォルフ！　ごめんごめんおれが悪かった！　謝るからクローゼットに籠こもるのはやめてくれー」

「黙れ尻しり軽がるっ」

　だからそれは、フットワークが軽いってことでしょうか。










　炭水化物中心の夕食を終えると、美人女将おかみに祭りのことを聞かされた。

　この宿から、隣の山の炎の神輿みこしが駆け下りる様子はとてもよく見えるが、横から見物するのは縁起が悪いとかで、あまりお薦めできないこと。明日の夕方、港近くの闘技場で、グランドフィナーレがあり、それを見逃すと後悔すること。今年は参加者が直前に追加されたから、例年になく大規模なイベントになりそうなこと。

　イッツ、エキサイティング！

　人間の祭りに興味のないヴォルフラムは、ワインを飲んでさっさと寝てしまった。

　こちらこそ酔っ払って弱音を吐きたい気分だが、身長の伸びる可能性が残されている限り、飲酒も喫煙もしない主義のおれは、ベッドで月の行方ゆくえを辿たどっていた。

　夜半に喉のどが渇いたのだが、水差しの中身は底をついていた。上着だけ羽織って汲くみに行こうと、クローゼットの戸を開ける。

「……してるわけじゃねーって」

　収納の薄い壁越しに、隣室の声が聞こえてきた。

「結局オレは、お国に忠実。どんな理不尽なものだって陛下の命令には従うさ。そんなのはお前が一番、知ってるだろ。ただ新しい陛下はどんなお人かなーって、そこんとこちょっと知りたくなっただけだよ」

「それを試すというんだ」

　コンラッドだ。グラスをテーブルに置く音がする。

「そんな大げさなことじゃねぇよ。ちょっと準備がしたかっただけさ。もしあの坊やが前王と同じなら、オレたち兵隊は覚悟を決めなきゃならん。黙って死ににいく覚悟をな。誤解すんなよ、オレはツェリ様をこれっぽっちも恨んだことはないし、それどころか実の親以上に慕ってるつもりだ。けど、あの方は間違えた。ご自分の目で全てを見ようとはしなかったんだ。だから次はどういう時代になるのかを、ココロの準備として知りてぇんだよ」

「だからといって」

「お前だってそうだろ？　何人の部下を失った？　どれだけの友を奪われた？　シュトッフェルなんかに任せずに、ツェリ様がご自分で判断されていたら、ジュリアだって今頃は……」

「ヨザック！」

　滅多に声を荒げることのないコンラッドが、苛いら立だちもあらわに机を叩たたいた。

「……今後、陛下を惑わすような言動があれば、お前をこの任から外すことになる」

「悪いけどウェラー卿きよう、閣下にその権限はないぜ。命令したいなら早く復帰しろ、まさか新王陛下のお守もりをして、一生を過ごすわけじゃねーだろな」

「陛下のお許しがいただければ、そうするつもりだよ」

「噓だろ!?　どうしたらそこまで入れ込めるんだ!?　可愛さだけに騙だまされてねぇか!?　ルッテンベルクの獅し子しとも呼ばれた男が、どこで牙きばを抜かれて……」

　いつでも思い出せる爽さわやかな笑いで、コンラッドはヨザックの言葉を切る。

「ずいぶん昔の話を持ち出してきたな」

「またまたご謙けん遜そんをォ。そーいや、あれ、坊ちゃんにあげちまったんだな。グランツの若大将に知られたら、脳ミソ沸騰させ……」

　おれはそっと壁から離れ、上着をとってクローゼットの戸を閉めた。

　ヴォルフラムは美少年らしい寝息だが、まぶたがひくついて白目が出ている。夢の真っ最中だろう。起こさないように用心深く部屋を出て、フロントのカウンターからランプを失敬する。山道からは、ライトアップされたパルテノン神殿がよく見えた。赤くゆらいで美しかった。

　轟とどろくような鯨波ときの声があがり、燃え盛る神輿とそれに続く松たい明まつの行列が走り始めた。二百年前の噴火を模した行事なのだという。こうして年に一度、祭りとして再現することで、神の怒りを鎮め火山活動を抑えようという趣旨だ。百年前までは罪もない女の子が、生いけ贄にえとして何人も命を捧ささげていたらしい。

　隣の山は大騒ぎだが、おれは独りきりで頂にいた。深夜の洞どう窟くつ風ぶ呂ろと洒落しやれ込もう。

　落書きだけが迎えてくれる。

　オレたちゃここに来たぜヘイヘイヘイ。おれも来たぜ、おれなんか二回目だぜ、おれなんかひとりきりだぜ。誰か誉めてイエーイ。

「……だってルッテンベルクの獅子なんだろ？」

　そんな人が、おれを信じてくれてるんだろ。

　おれはへなちょこ陛下だけど、少しでも相応ふさわしい男になるように、進化するへなちょこでありたいんだ。

　昼間と同じくやや熱めで、皮膚にぴりっとくる泉質だった。モルギフがいる位置は判っている。足をしっかりと踏みしめて、腰までくる湯の中をゆっくり進む。

「よう、魔剣」

　水中で刃が光を放った。

　たちまちおれの空元気がなりをひそめ、小心な本性があらわれる。気が強いくせに、気が小さい。

「なあ、メルギブ、じゃなかったモルギフ。初めましてじゃないよな、昼も会ったよな、覚えててくれた？　おれ、ユーリ」

　ぼくドラえもん、わたしリカちゃん。一人称的自己紹介。

「お前を……いーえ、あなたを誘いにきたわけよ。もう十五年も浸つかってるんだろ？　湯治にしたってもう傷も治っただろ。どんなに無類の温泉好きだって、こんなに長いこと入ってたら、身体がふやけて溶けちゃうって。だからそろそろあがらない？　外もいろいろ楽しいよー。自分であがる踏ん切りがつかないんだったら、おれがちょちょいと手ェ貸すから、咬かまないって約束してくれる？」

　中腰で恐る恐る手を伸ばす。

「ぎゃ！」

　思わずランプを取り落とす。明かりがなくなって周囲に闇が広がった。だが息を凝らしてじっと待つと、入り口から斜めに差し込む月の光が、洞内をやわらかく照らしてくれた。

「……どうして咬むんだよ、剣のくせに。武器って普通、顔ないだろ。顔があっても生き物じゃないから、咬まねえだろ!?」

　自分で口に出して言ってみたら、一瞬にして答えが浮かんだ。

　普通じゃないんだよ。なにしろこいつは魔剣なのだ、普通じゃないのが当たり前。何故咬むのかそれは口があるから。何故咬むのかそれは生きてるから。生きているからだ。

　咬むはずのないものを摑つかむんじゃなくて、咬むと決まってる生き物を捕まえるんだ。そう、咬み癖のある子犬とか……可愛さに雲泥の差があるなあ。関係ないけど「咬む」って何度言ったでしょう。

　よーし、データも度胸も揃そろってきたぞ。こいつとの対戦は二回目だ。もうリードの仕方が判らないじゃ済まされない。おれは記憶を総動員し、あの時の感触を思い出そうとした。

　生まれて初めてプロの球を捕ったときの、勇気のかけらを。

「生きてんなら生きてるって最初から言えーっ！　もうテメーを剣だなんて思ってやんねーかんな、お前は犬！　犬じゃなきゃネグロシノマヤキシー！」

　叫びつつじりじりと正面に回る。渋谷、キャッチングは正確さが大切だ、常に正面で受けるようにしろ。モルギフの柄がおれの真ん前にくるように立ち、両手を揃えて中腰になる。待てよ、重いものはしゃがんでから持ち上げないと。腰をやられたら選手生命にかかわるもんな。

　顔まですっかり沈んでしまう。湯の中で見たモルギフは、水の屈折のせいか歪ゆがんでゆれて、折り曲げた紙幣の偉人みたいに、目め尻じりを下げて笑っていた。

「ゴボっじゃ、べるびぶびっじょでぃびごーで！」

　鼻と口に温泉が流れ込む。刀身の割に細い柄を両手で握り、膝ひざの力で一気に立ち上がった。モルギフはしばらく抵抗したが、やがて引き揚げられて姿を現す。

　十五年ぶりに空気に触れて、刃が風を切って音をたてる。

『あー』

「……あー？」

『うー』

「……ていうか……風ないじゃん……」

『はーうー』

　まさか、鳴くの、こいつ。

「ま、まあ、生きてりゃ鳴く。生きてりゃ子犬だって子猫だって鳴くさ」

　ちなみに子猫は、めえめえだ。

　それにしてもどういう剣だろう。宝石や彫刻の代わりに顔があり、自己主張して唸うなるやら呻うめくやら。けれど柄は握りやすく、おれの手にしっくりと馴な染じんでいる。振り慣れたバットのグリップみたいに。

　魔剣の唸りを聞かないようにして、落書きの横を通り過ぎた。おれも命知らずだぜ。

　月の明るい外に出ると、コンラッドが手を腰に当てて待っていた。

　逆光で表情は見えない。

「笑ってるだろ」

「どうして判るんです？」

「あんたがどんな顔してるのか、おれは見なくてもちゃんと判んの」

　ほら、こうなると思ったって顔だ。

　彼は盛大に両腕を広げて迎え、おれをバスタオルで巻いてしまう。

「やりましたね」

「やったぜ。どーよ？　王様のツルギ」

「素晴らしい」

「素晴らしいだって？　見ろよこいつ、この不気味な顔。しかも声まで出るんだぜ。あっ大仏と同じ場所に黒子ほくろがある」

　金ピカでも宝剣でも特殊合金でもなかったが、小粒納豆くらいの黒い石が、額の中央にポツンとあった。

「ふーん、これが素晴らしいかねえ」

「モルギフじゃなくて、あなたがです」

「おれ？」

「そう、ユーリが」

　またまたそんな歯の浮くようなことをさらりと言う。おれは照れを隠すために、魔剣で素振りをしなくてはならなかった。右足を一瞬引いて振り子打法。バットが唸る音じゃなくて、不満げな呻きが耳障りだ。

「……これで、少しは支持率上がるかな」

「支持率？」

　打撃コーチよろしく見守っていたコンラッドは、意外な単語だったのか、軽く顎あごを上げて続きを促す。

「そう、王様支持率。だっておれ今んとこ支持率すごく悪いだろ？　国民の皆さんに問うまでもなく、元王子やお庭番にまで嫌われてる」

「ヨザックは任務に忠実なだけで、陛下を評価するような感情は持ちません。それにグウェンダルのことだったら……」

　誰もいないのに声のボリュームを下げる。

「グウェンがユーリを嫌うはずがない」

「なんで」

「彼は、小さくて可愛らしいものを愛してるから」

　なに？　

「子猫とか、リスとか、地球でよく見たハムスターとかね」

「えーっ!?」

　腰のタオルが、はらりと地面に広がった。ギュンターがいたら、鼻血ものだ。
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　またしても厨ちゆう房ぼうに嗅かいだことのない異臭が充満して、フォンヴォルテール卿きようは衛士に泣き付かれた。

　諸悪の根源であるひとりの男の名前と呪いの言葉を吐きながら、石の床を蹴けって厨くりやに踏み込む。

「ギュンタ……ぐ……ごほ……げェっ……」

　朱色の煙がもうもうとあがっている。グウェンダルは顔を押さえて腰を折った。目に来ている。涙が止まらない。

「貴様、こっ、これは何事だ!?」

　息を吸うと鼻と喉のどに刺すような痛みが。喋しやべるのと咳せきはほとんど一緒だ。

「ギュンターっ、ここで、げほッ、何をしていゴふッ」

「グウェンダル、あなたですかーぁ？」

　デスカも何もないもんだ。毒ガス発生の張本人は、ちゃっかりマスクと眼鏡を着けて、たちのぼる煙の中にいる。

「なっ、なんだこの、すごい気体は」

「小動物を油に落とすのを禁じられたから、とりあえず植物で代用したのです。ほーらこの赤唐辛子の大ぶりの実、よく見ると子ネズミに似ていませんか？」

「赤、唐辛子を、煮えたぎった油に入れたのか？」

「そうです」

「しかも大量に」

「そうです！」

　こうして眞魔国にラー油が誕生した。

　グウェンダルはギュンターの腕を摑つかみ、どうにか厨房から連れ出した。涙はまだ止まりそうにない。

「もう占いはやめるんだ」

「何故ですか？　陛下のご無事を祈る気持ちが、あなたにはないというのですか!?」

「そうは言っていない。何事もなく戻るようにとは思っている。国外で死なれると面倒だからな」

「死……よくもそんな恐ろしいことを口にできるものですねッ！　この鬼、悪魔、冷血漢！」

「悪魔、といわれてもな」

　二人とも魔族だし。

　美しすぎて女性に敬遠され、抱かれたい男ナンバーワンは逃しているギュンターだが、眞魔国一の美形の座は五十年近く不動のままだ。その彼にここまで鬼気迫る表情をさせるとは、新王の力も侮れない。もっともユーリが来たことで、国内ランキングにも変化があるだろうが。

「それともまさか……」

　いまや見る影もなくやつれた顔に、恐怖の色をにじませる。

「陛下への身のほどをわきまえぬ邪よこしまな感情を、押し隠すためにわざと無関心を装っているのでは!?」

「身のほどをわきまえないのは貴様だろう」

「きーっ悔しいィーッ！　やはりそうだったのですねーッ！」

　何がそうだったというのだ。

「うすうす勘付いてはいたのです。陛下はあのようにご聡そう明めいで、お美しく、高貴な黒を御身に宿し、正義感がお強くて国民想い、何事にも新鮮な驚きをもって接し、ちょっとお気が小さくてちょっとお気が強い、世が世であれば眞王のご寵ちよう愛あいをも……グウェンダル！」

　こっそり立ち去ろうとしたフォンヴォルテール卿は、ギュンターの思いの外ほか強い力で奥襟えりを摑まれる。

「考えてみれば、そうでした。あなたがた兄弟三人とも、過去の恋愛遍歴をひもとけば、気の強い相手とばかり恋に落ちていましたね……」

「そんなものをひもとくな！」

　ギュンターの目の光が尋常ではない。背後から効果音も聞こえそうだ。

「……ヴォルフラムのみならず……もしやあなたまで……」

「とてつもなく不愉快な誤解だ」

「誤解などであるものですかーッ！　ああああーっ、もう誰もかれもが陛下にメロメロで、陛下に骨抜きなんでしょーッ!?」

「誰か手を貸せっ！　乱心だ、フォンクライスト卿が乱心したぞ！」

　もう人を呼ぶしかない。










　西病棟に助けてくれの声あれば、走って行って脈をとり、東治療棟に死なないでの声あれば、全速力で駆けつけて呼吸を確かめる。

　おれたちは精彩を欠いたモルギフをかついで、ヴァン・ダー・ヴィーア総合病院を駆けずり回っていた。魔剣に人間の命を吸わせるために、重病患者が一人くらい亡くなりはしないかと、不謹慎な期待をしての東奔西走だ。

「どっ、どうしてこの病院は、生存率が異様に高いんだろ。いや、あのね、患者さんのご家族にとっては、いいことなんだよ？　いいことなんだけど」

　悪いことはできないもので、朝から誰一人としてご臨終しない。三つ星クラスの病院だ。先程も意識のなくなった老人が、心音を確かめようとしたヴォルフラムの手を摑み、かっと両目を見開いて女性の名を叫んだ。娘と孫は大喜び、四年ぶりにお爺じいちゃんが喋ったと泣くわ泣くわ。

　ダメージが大きかったのはヴォルフラムで、額に冷たい汗を浮かべ、手首を握って何事か呟つぶやいていた。魔よけの言葉だったらしい。魔族が魔よけって、妙な気もするが。

　おれたちが病院レースをするはめになったのはモルギフにエネルギーを充じゆう塡てんするためだった。温泉からあがってしばらくすると、奴は輝きも硬さもなくなり、弱々しく『はう……』と吐息をついたきり、うんともすんともいわなくなってしまった。

　普通、剣はうんともすんともいわないものだが、こいつの場合は話が別だ。心なしか肌までかさついて、ダイエット中の女性みたいな元気のなさだ。

　きっと温泉の効能は、錆さび止どめだったのだろう。

「ギュンターが日記に書いていたとおり、人間の命を吸収させないと、魔剣として使いものにならないんじゃないのか？」

「命ったってお前ねえ、そう簡単に言うけど……どうやって人間の命を吸わせりゃいいんだよ。コンビニで売ってるもんじゃないんだぞ」

「てっとり早くて数を稼げるのが村の焼き討ちだなぁ。ちょっと頭数が減るけど一家惨殺も有効じゃないすか？」

「ヨザック、陛下がそんな恐ろしいことなさるわけがないだろう。かろうじて闇討ちか辻つじ斬ぎりなら、ニッポンのサムライも昔やってましたよね」

「だーっもう、お前等、倫理観喪失もたいがいにしろよ。罪もない人の命を奪うなんて、おれにそんなことできるわけないでしょ。おれじゃなくてもヒトとして駄目だし」

　その結果、一行は病院におもむき、東西南北を駆けめぐることとなった。

　だが、昼まで頑張っても誰も旅立たず、逆に三人ばかり生き返らせてしまった。感謝されることしきりだし、ヴォルフラムなんか愛の天使なんて異名までもらったのだが、おれたちとしては複雑だ。

「……なんか、作戦として、駄目だったのかもしれない」

　病院の食堂で遅い昼食をとりながら、おれはぐったりとテーブルに頰をつけた。

　周囲に人は少ない。そりゃそうだ。本日は祭りの最終日、夕方にはグランドフィナーレがひかえている。島の住人は商売で忙しいし、客は観光で忙しい。こんなときに病院で悩んでいるのは、患者と関係者と職員くらいだ。

　モルギフは鞘さやがないので布でぐるぐる巻きにして、ハムナプトラの刀版という情けない姿だ。もちろん顔は見えないが、そんなこと今更どうでもよかった。

　あれだけ大騒ぎしたモルギフの顔が、不思議とまったく怖くない。スプラッタ映画を一晩でいっぺんに見たら、夜が明ける頃には笑えるようになっちゃってたという、俗にいうスクリーム１・２・３アンド４現象だろう。

「慰問団を装って訪ねたんだけど、この病院にはもう重態の患者はいないそうです。となると東の療養所と、西の老人施設のどちらかに向かうしかないな」

「やだなあ、いくらモルギフのためとはいえ、こんな、誰かが亡くなるのを待つ生活」

「生活ったってまだ半日しか過ぎてないけどね、陛……おっと、お坊ちゃん」

　コンラッドはおれの皿を確かめて、自分のデザートをこちらに押してきた。

「本来の食欲とは程遠いな。どうしました？　朝はそれなりに食べていたのに。病人食で口に合わないんですか」

「そうじゃないよ、そうじゃないけど……」

「他に食べたいものがあるなら、言ってくれれば調達しますよ。この島は観光で成り立ってるから、客が所望するほとんどのものは、用意できるようになってますし」

「ぼくはネグロシノマヤキシーが食べたい」

　そいつは食用だったのか。だがヴォルフラムの注文は無視された。

「おれは……そうだな、舟盛りかな」

「フナモリ？　それはどんな」

「舟の上にね、新鮮な魚の刺身とか貝とかが載ってんの。外国人は生魚いやがるけどね、日本人はやっぱ刺身なのね。鰤ぶりとかハマチとかイナダとかさぁ……ごめんこれ全部同じ魚だった」

　本当は、そうじゃなかった。

　誰かの死を待つような状態がいやで、ストレスを感じているのだと思う。祖父母も四人とも健在なおれにとって、死はまだまだ遠い存在だったので。

　コンラッドはおれを覗のぞき込み、頰に触れて、母親が熱を測るように額をくっつけた。

「よせって、ガキじゃねぇんだから！」

「熱はないけど、顔色がいいとはいえないな。多分、昨夜の疲れも残ってるんでしょう。よし、じゃ、午後は俺とヨザがそれぞれ西と東の施設へ行ってみます。あなたはヴォルフと街に残って。民家の二階を借りたから、宿屋よりは人目に触れずに過ごせるはずだ」

「ちょっと待てよ、メルギブはおれにしか持てないんだぞ。おれが行かなきゃ始まんないだろ」

「無駄足になる可能性も高い。それに俺だけなら馬を借りて片道二時間てとこですが、坊ちゃんがご一緒だと倍かかります。様子を見て、ことが起こりそうだったらすぐ戻りますよ」

　おれは渋々うなずいて、いやに重いモルギフに手を掛けた。

　剣として構えるととても軽く、グリップも掌てのひらに吸い付くように握りやすいのに。通常の荷物として持ち運ぶと、見た目以上にずっしりくるのだ。しかもどんなに布を巻いても、おれ以外の誰にも触れない。指先が接した途端に電気が走り、雷にうたれたような衝撃を受ける。

「よいしょっと」

「なんだユーリ、年寄りくさいな」

　八十二歳に言われたくない。

　街は人であふれていて、みんな晴れ晴れしい顔つきだった。祭りを心から楽しんでいて、今日ばかりは悩み事も忘れているのだろう。女達は裾すその長いワンピースをまとい、大きな花柄が風に広がった。本物のように美しかった。

　島は色に満ちていた。目が痛くなるくらい華やかだった。

　借り切った民家の二階から、おれは彼等を眺めていた。モルギフは唸うなりも呻うめきもせず、おれの脇に黙って横たわっている。

「なあヴォルフ」

「なんだ？」

「ルッテンベルクの獅し子しってなに？」

　ヴォルフラムは宙を見て少し考え、日記に視線を戻してからやっと言った。

「そういえば昔、コンラートがそう呼ばれているのを聞いた。もう少し髪が長かったからな。ルッテンベルクはあいつの生まれた土地の名だ」

「じゃあ、ジュリアって誰」

「ぼくではなく母上に訊きくといい。ジュリアと親しかったはずだから」

「親しかったって、どういうことだ」

「つまり……眞魔国には三人の桁けた外はずれの魔力を持つ女性がいたんだ。一人は黄金のツェリ、ぼくらの母上だ。もう一人は赤のアニシナ、彼女は兄上……グウェンダルと事情がある、燃えるような赤毛の小柄なご婦人だが」

「グウェンダルと事情があるって……事情ってどんな危険な情事……」

「ぼくに訊くな。最後の一人が白のジュリア。ジュリアは亡くなった。二十年近く前にな。眞魔国の三大魔女だったんだが、彼女は生まれつき目が見えなくて……」

　おれの胸で魔石が熱を増した。これの元の持ち主が、きっと。

「気の毒に……コンラッド……恋人を亡くしてるんだ……」

　ヴォルフラムが素すっ頓とん狂きような声をあげた。いつもならコンラッドの話をすると怒るのだが、おれがあまりに馬鹿げたことを言い出したので、爆発のタイミングを外したようだ。

「ジュリアが？　ジュリアがコンラートの恋人だって!?　そんな話は一度も聞いたことがない！」

「なんだよ、コンラッドの元彼女じゃないの？　あれー、おれどこで間違えちゃったかな。じゃあもうひとつだけ、ヴォルフ。グランツの若大将ってのは？」

　表情が硬くなる。ささくれだった机の上で、白い指がきゅっと握られた。開いたままの日記帳のページが、流れる風で僅わずかに動いた。

「グランツは眞魔国の北の端。アーダルベルトの生まれ故郷だ」

　フォングランツ・アーダルベルト。

　背筋を冷たい汗が落ちる。

　おれがこの世界で最初に接触した魔族。おれの脳のう味み噌そをいじった男。おれを殺そうとした男。

「あいつは婚約者が死んですぐに国を捨てた。魔族に復ふく讐しゆうするために。アーダルベルトと婚約していたのが……」

　どういうことだ、コンラッド。

「白のジュリア、フォンウィンコット卿きようスザナ・ジュリアだ」

　どういうことだ。

　昨夜、盗み聞いた会話の様子からは、ジュリアという女性と単なる友人とは考えづらい。となると結婚の決まった彼女と、不倫寸前の三角関係を続けていたことに？　いやーっ、不潔よコンラッドったらー。母親の性格をしっかり受け継いでいる。

「ユーリ」

　ヴォルフラムが冷たい声でおれを呼んだ。

「あ、はい」

「お前、どうしてそんな顔しているんだ」

「おれどんな顔してます？」

　昼の連ドラ観てる母親と同じ顔だろう。

「何故お前が、アーダルベルトとジュリアのことでそんな期待した顔するんだ？　なにか段々腹が立ってきたぞ。よーし、またこの日記を読み上げてやる！」

「うわ、それを朗読するのだけはヤメテ」

「戴たい冠かん式しきに臨まれる陛下のご様子は気丈にふるまわれながらもどこか不安げで」

「やーめーろーっ！」

　それもうほとんど小説じゃんか!?　日記帳を取り上げようと手を伸ばすが、彼は身を反らしてベッドに逃れた。

「……触れれば倒れてしまいそうな儚はかなさは、まだ少年と青年の境を越えぬ者だけが持つ……」

「いっそそいつを燃やしてくれー！」

　どうにかして奪おうと飛び掛かり、ヴォルフラムの上に乗っかったときだった。

「ちょっと聞いてくださいよ坊ちゃん方……っと」

「…………」

「ひょっとして、お楽しみ中だったかな？」

　ヨザックは、開けたドアをそのまま閉めかけた。

「ちがう違うちっがーう！　お楽しんでないお楽しんでない、誤解誤解ごかイテ」

　舌を嚙かんだ。

「昼間なんだから、いちゃつくなら鍵かぎかけてくれねーと。おにーさん目の毒で困っちゃうわ」

　ニューハーフ訛なまりで茶化しつつ、ヨザックは部屋に入ってきた。右手の黄色い紙をひらつかせ、卓上に掌で叩たたきつける。

「あんた老人施設へ行ったんじゃないの？」

「行こうとしましたとも。けどオレちょっとだけ頭使って、まず役所で施設入所者を調べたのよ。だって着いてみて空だったら骨折り損でしょー？　そしたら予想どおり祭りの期間中は、年寄り全員帰省中だって。事前に判ってホントよかった……で、何の気なく貰もらったこのチラシなんですけど」

　黄色に赤い文字で、大きく一行、小さく三行、もっと細かく二、三行。中央には肩を組んで太陽を指差す少年達が、ヘタうまタッチで描かれている。

「だからおれには読めないんだってば」

「急募！　命の最後に立ち会う仕事。死を目前にした同年代の少年を励ましてみませんか？　十代の容姿端麗な少年求む。剣持参歓迎、賃金破格、面接随時……細かい文字の部分は、ぼくにも読めない」

　ヴォルフラムは、いまいましそうに紙を弾いた。

「人間どもの筆記体は崩し方が変だ。美しさとか流麗さをまったく考慮していない。我々の文字とは芸術性が違いすぎる」

「けど、どういう仕事だよ、命の最後に立ち会うって。そんなの医者か看護婦しか……あ、葬儀屋さんも立ち会うかな」

　それは亡くなった後だろう。もしかしたら宗教家も含まれるかもしれない。懺ざん悔げを聞いたり祈ったりで。だとしたらなにゆえ、剣持参歓迎？　僧そう侶りよが剣を持てば僧兵だ、信のぶ長ながに弾圧されてしまう。

「わっかんないなあ、この島の文化は」

「要するに、その魔剣と一緒に命の最後に居合わせりゃいーんだろ？」

　ヨザックが、ぱんと両手を打ち鳴らした。

「ものは試しだ。面接、行ってみましょーや」

「えー？　おれ容姿に自信ないし」

　魔族二人で異口同音。

「容姿は絶対大丈夫！」

　あんたたちの美的感覚は、言っちゃ悪いがマニア気味だ。










「ちっとばかし貧相な剣だけどもねえ」

　カーネル・サンダースそっくりの面接官は、モルギフをねめまわして呟つぶやいた。

「いやー、昨日になって急に十代の子供が送られてきて、こっちとしても困ってたんだけども。やっぱ若者には若者相手でねっと、客も満足しないっからねえ」

　客？　ああ、依頼人ということか。

　面接会場には、おれを含めて六人が来ていたが、いずれも劣らぬ格好いい青少年ぞろいだった。魔族特有の美び貌ぼうとはタイプが異なるが、地球でいったらブラピとジュード・ロウとユアン・マクレガーとイーサン・ホークとレオさまを若くした感じだ。後半二人はパ・リーグ球団のマスコットキャラクターの名前ではない。

　そんな中に、三丁目の野球小僧が放り込まれたのだ。百メートル走とか遠投とか反復横跳びならまだしも、外見勝負でいけるはずがない。ない……のに。

「容姿だったら、ちみが一番カワイイんだけどもねぇ」

「はあ!?　あっすいません、そのー、自分に自信がないもんで」

　おい待てよヴァン・ダー・ヴィーア島お祭り実行委員会委員長代理。美的感覚がずれてるのは、魔族だけではなく世界的な問題なのか。

「ちみ、職業は何だったんっけ？」

「自由業です」

「自由業は、どんな」

　やばい、まったく考えてなかった。

「ぼ、冒険野郎ですっ」

「名前は？」

「……マクガイバーです……」

　冒険野郎はマクガイバーで、特攻野郎はＡチームだ。それしか頭に浮かばなかった。

「んっじゃあ、ちみにやってもらおっかね」

「おれが!?」

「うんそう、名誉職っだから全力で頑張ってねっす」

　なみいる容姿端麗を蹴け散ちらして、野球小僧が当選ということだ。

　これでモルギフに人間の命とやらを吸わせてやれる。とはいえ、そのためには同年代の少年の臨終に立ち会わなければならない。後ろめたいし、気が重い。おそらく少年は重病患者だ。残り少ない彼の時間を、悔いなく有意義に送れるように、誠心誠意、話相手になろう。

　おれは密ひそかに決意を固め、控え室のヴォルフラムとヨザックに報告に行こうとした。

「どこいぐの、付き添いの方はもう会場に行ってもらってっすから、ちみも早く馬車の中で服を着替えて」

「そんなに急ぐの」

「お客さん待だしたら失礼でっしょ」

　あれよあれよという間に馬車に押し込まれて、白い上着を手渡された。委員長代理は嬉うれしそうに座席に落ち着き、おれとの間隔を詰めてきた。

「昨日になって急に対象者が十人も増えたんだけどもね、今年の祭りはこら大盛況だ。例年は多くても五人だから、十二人も見られればお客さんも大満足だっし」

「はあ」

　なんのことやらさっぱりだが、おれの腿ももを撫なでくりまわすのは気色悪いからやめろ。どうやらセクハラされてるらしい。素知らぬ顔でモルギフの柄つかをくっつけてやった。

　おっさんは悲鳴をあげて飛びすさった。

「すいません、おれって静電気体質でぇー」

　送り届けられた会場は港の近くで、煉れん瓦がを積み上げた壁に囲まれていた。ちょっと見どこかのスタジアムみたいで、蔦つたの絡まり方なんか高校球児憧あこがれの聖地に似ていた。

　甲子園に縁のないこのおれに、こんな場所で何をしろというのだろう。トークバトル？　瀕ひん死しの少年と？

　係員に連れられて長い廊下を進む。途中、何ヵ所かで外の音が聞こえた。地下鉄のホームにいるようだった。

　案内された部屋には先客がいた。

　広い室内は汚れた浅黄色で、何本かのベンチが並べられている。十人近くの男達が、それぞれ離れて座っていた。壁に寄り掛かって天井を仰ぐ者も、宙を見つめてまじないを呟く者もいる。中には何が嬉しいのか、残忍そうな笑みを浮かべた奴もいる。全員、渡された白い服を着て、各々の武器を抱えたり立て掛けたりしている。

　隅の方に一人だけ女性がいた。

　他の連中の殺気に気け圧おされて、自然とおれの足はそちらに向いた。二十代後半の瘦やせた女で、くすんだブロンドは肩までしかない。薄い唇を引き結び、両腕で自分の身体を抱くようにして、じっと壁ぎわに立っている。

　名誉職に選ばれて光栄だ、そういう態度の者はあまりいなかった。

　不意に喉のどの渇きを意識して、おれは部屋の中を見回した。お茶の用意はありそうにない。小銭を探してズボンのポケットを搔かき回すが、数枚の紙幣があるだけだ。

「おねーさ……えーと奥さん？　細かいのあったら両替して……」

　女は弾かれたように顔を上げ、おれの顔と紙幣を見比べた。黄色がかった薄茶の細い目は、疲労と恐れで充血している。

「そんな大金持ってるのに、どうしてあんたみたいな子が、こんなこと……」

　言ってしまってから口を押さえるが、他の奴等は誰も聞いていない。

「あたしの末の弟と同じくらいだろ、弟は今年で十四なの。ねえ、金に困ってないのなら、こんな仕事引き受けちゃいけないよ。名誉職だとか言われて騙だまされたんだろ？　そりゃ客として観てる分には勇ましくてかっこいいかもしんないけど、やるとなったら話は別だ。こんなのは正義でも神の使者でもない、ただの汚い人殺しだよ！」

　人殺し!?

　女は一方的にまくしたてると、おれの肩を摑つかんで揺さぶった。

「悪いことはいわない、今すぐここを出て家にお帰り。家がないなら親方んとこにお帰り！　あたしだって息子が病気でなけりゃ、こんな恐ろしいことに手を染めやしない。どうしても金が入り用だってんじゃないんなら、若いうちからこんなこと覚えちゃいけない」

「待ってください、ちょっと待って。こんなことって何？　だってチラシを読んでもらったら、命の最後に立ち会う仕事、死を目前にした少年を励ませって……待てよ、人殺しってどういうことだよ。客として観るぶんにはかっこいいって」

「あんた自分で字が読めなかったんだね？　そういう子はいくらでもいる、そういう子がみんな騙されるんだよ。これは相手を励ます仕事なんかじゃないよ、これはね、処刑なんだよ。祭りの最後に客を喜ばせる、残酷な見せ物の殺し合いなんだよっ」

　祭りの最終日には、港近くの闘技場でグランドフィナーレがあって、それを見逃すと後悔すると宿の女将おかみは力説していた。

　それが、ここなのか？　それを、おれが!?

「どういうこと!?　処刑って、殺し合いってどういうことだ!?」

「毎年一人は、必ずこういう奴がいやがるんだよなあ」

　動転しているおれの質問を聞きつけて、男がからかうように声を掛けてきた。残酷な笑みを浮かべた髭ひげ面づらの中年で、巨大な斧おのを脇に置いている。モルギフを握る手に力が入った。薄ら笑いがいっそう楽しげになる。

「そんなにビクつくなよ。ここで騒ぎを起こしゃしねぇさ。言ってみりゃ俺たちゃ仲間同士だろ？　俺だってぶっ殺す相手くらい心得てらぁ。だがお前さんは全然わかっちゃいねーようだよな。毎年必ずこういうガキがいるんだ、俺ぁ四回目だから詳しいけどよ」

「詳しいって……じゃあ教えてくれよ。あんたが三度もしたことをさ」

　自棄やけ気味の強がりで言うと、男は胸を反らせて立ち上がった。この場では味方はモルギフだけで、おれは右手の相棒をおそろしく意識していた。頼りにしてるといってもいい。

　低い唸うなりが指に伝わる。

「教えてやるよ、これからお前は闘技場に行って、反対側から引き出された罪人と闘うのさ。剣でも槍やりでもナイフでも、好きなエモノで相手を切り刻むんだ。なぁに容赦するこたぁねえ。向こうは死刑にされる罪人だ。いたぶればそれだけ観客は喜ぶ。客をよろこばせりゃこっちのもんだ、来年もこの仕事にありつけるぜ。罪人に同情するやつぁいやしねえ。誰にも責められずに人が殺せる。なんせこいつは、名誉職だからよう」

　女がおれに囁ささやいた。

「あんなふうになる前にここから消えなよ。あいつ人殺しが癖になっちまってるんだ。もう殺さなきゃ渇いちまって生きていけないのさ」

　冗談じゃない、そんなことを癖にしてたまるか。趣味でも特技でもチャームポイントでもまずい。入ってきたドアに駆け寄って、ノブを摑んで引いてみる。

「くそ、鍵かぎかけやがった」

「貧相な武器だな、ろくに研いでもないんじゃねーか」

　男が、立て掛けておいたモルギフに手を伸ばす。

「危なっ……」

　不様な悲鳴で男が尻しりから倒れる。少しでも冷たいところを探して、左手を床に擦こすりつける。

「なんだ？　なんだこいつ！　こいつ普通の剣じゃねぇぞ!?　おいガキ、おめーこいつをいったいどこで……」

　入り口とは反対の扉が、鉄の軋きしみを響かせて開いた。続く廊下の向こうから、歓声と光が流れ込む。

「二人、準備しろ」

　完全武装した兵士が三人、おれと女性を手招いた。

　おれがトップバッターで奥さんが二番手だ。

　兵士を振り切って、全速力で走ろうとも考えたが、闘技場の中央に出てしまうだけだ。事態は何も変わらない。

　薄暗い通路を追い立てられながら、彼女はおれに教えてくれた。

「いいかい、こうなったらもう逃げられないけど、それでも絶対に自棄になっちゃ駄目だよ。あんたみたいな子が人殺しなんてしちゃいけない。とにかく時間を稼ぐんだ。相手はあたしたちに勝てば死刑を免れるって聞かされてるから、必死になってかかってくるけど、逃げたり避けたりでやり過ごしな」

「おれたちに勝てば死刑を免れるって、じゃ、こっちが負けることもあんの」

「そういうことは滅多にない。あたしは子供の頃からこの祭りを観て育ったけど、罪人が生き残ることは滅多にないんだ」

　ごくまれに、名誉職側が負けることもアリ。

「時間を稼ぎな、時間をね。観客が焦じれてくればなんとかなる。あんたの手で息の根を止めなくて済むからね」

「けど……」

　不意に屋根がなくなって、歓声が、わんと耳に飛び込んでくる。円形の場内には大量の松たい明まつがかかげられ、昼間以上の明るさだ。まるでナイターの開始時のようだが。

　だが、ここは、スタジアムじゃない。ベンチもベースも芝もない、ざらつく石畳と潮風だけだ。ここで行われるのは試合ではなく、人と人の殺し合いだ。

「コロシアム……一字違いか」

　観客全員が起立する。管楽器の高らかな旋律が流れ、人々は胸に手を当てて歌いだす。ポールに二枚の旗が並んだ。シマロン国旗とヴァン・ダー・ヴィーア島旗だろう。

　皆が高揚してゆく中、おれだけが茫ぼう然ぜんと突っ立っていた。

　生まれて初めて直面する事態に、身体が硬直して動けなかった。

　この世界に喚よばれるようになってから、現代日本の高校生では一生体験しないような様々な危機にさらされてきた。襲撃も受けたし決闘もした、暗殺と誘拐もされかけた。けれど、いつでもおれは一人じゃなかったし、必ず誰かが助けてくれた。

　そうだ、コンラッド！

　見回しても彼の姿はない。片道二時間の遠出の途中だ。

　これまでにも増して、どピンチだ。言ってみれば、レオナルド・ど・ピンチというくらいの危機的状況。

　兵士が鉄の格子戸を閉め、おれたちが戻れないように鍵をかけた。

「お前はツイてるぜ。昨日追加した罪人連中は海賊だが、大物はほとんど本国送りだ。残ったのは下っ端の小物ばかり。剣の腕だってたかが知れてる」

「海賊って、一昨昨日さきおとといかその前に、豪華客船を襲ったあれか!?」

「そうだ。驚いたことにその船には、客になりすました魔族が乗っていたらしいが」

　なりすました、って。れっきとした客ですよ、支払いしたんだから。

「ところがそいつら、船が港に入る頃にゃ、風船人間に姿を変えちまったらしい。この祭りに加えるつもりだったが、生きてるか死んでるかも判らねーようじゃ……」

　その対戦が実現すれば、おれ対おれ（水難救助訓練用人形、救命くん）のドリームマッチだったのに。しかも、おれ圧勝。おれ秒殺。

　トランペットらしき楽器がファンファーレを鳴らす。客がＧジーⅠワンの期待にどよめいた。

　向かい合ったゲートから罪人が曳ひかれ、双方、出走間近となる。

　遠目ではっきりとは見えないが、十二、三歳の少年だ。

「まだ子供だぞ!?」

「ガキでも立派な悪党だ。護衛船や客船の見張りに一服盛って、賊をやすやすと引き込みやがった」

「子供は殺せねーよ！　って大人も老人も殺せないけどさ」

　本当は羊も豚も殺せない。わんこに石を投げることもできない。

「あたしの言ったことを忘れないで。時間を稼ぐんだ。客を焦らして」

「あっ、そうだった。そうすりゃ殺さずに済むんだったな。よーし、おれ頑張って塁に出るから、奥さんバントで送ってな！」

　混乱している。

　おれは兵士に腕を摑つかまれ、闘技場の中央に運ばれた。

　独りだ。ひとりきりで、どうにか切り抜けなければならない。どうする!?

　どうする、渋谷ユーリ。

　指先に低い振動が伝わった。相棒が呻うめいておれを呼ぶ。

「……モルギフ」

　そうだった。

　こいつは最強の魔剣、モルギフ。

　魔王の忠実なるしもべ。

　おれが正真正銘、本物の魔王だというのなら、お前はおれを独りにはしないはずだよな。

「なんだよ相方、武者震いか？」

　相方って言うな（自己ツッコミ）。

　敵は大ぶりの両手剣を握っている。手入れの行き届いた輝きだ。

　遠くの波の上を渡ってきた、潮風がコロシアムを吹き抜ける。おれはモルギフの黄ばんだ布をほどき、風の思うままになびかせる。

　魔剣が姿を現した。

「きっと皆がお前のことを、すげー剣だって噂してるぜ」

「なんだあの情けない顔の彫刻は」

「あんななまくらで人が斬れるのか」

「キモーイ」

　キモイはねえだろ、キモイは！　予想以上の大不評だ。

　中央に辿たどり着つく前に、相手が奇声を発して走りだす。銀の刃を上段から、おれに向かって振りおろした。

「……おォっと」

『うー』

　すんでのところで受けとめて、両腕に衝撃が走るのを堪える。金属がぶつかり合う瞬間に、モルギフは空腹そうに短く呻いた。

「まだ審判がコールしてねぇだろ！　危険球で退場くらわすかんなッ」

　すぐ近くに、興奮した相手の息遣いがあった。跳びすさり間を取って、ようやく互いの顔を見た。やはりまだ子供だ、おれより三つは年下だろう。顔全面に散らばった見事なそばかす、ピーナッツバターのＣＭに使われそうな……。

「リック!?」

　まさか。

　少年もこちらに気付いたのか、ぎょっとして剣先が下を向く。

「なんできみがこんなとこに……何かの間違いだろ？　きみはちゃんとした船員だもんな、見習いとはいえ罪人扱いされる筋合いはないよ」

「あんたこそどうして、こんなこと……」

「おれのことはいいんだよ！　冗談じゃない、こんなの誤解だ、おれから役人に言ってやるよ。ちょっとー、この子は海賊なんかじゃないよ！　おれが身元を保証するから……」

　客が叫んだ。モルギフに強く引っ張られて、おれは前のめりにバランスを崩す。

「……っ」

　肩が細く浅く焼けた気がする。

「リック……お前……」

　少年が背後から斬りかかったのだ。血走った眼と歪ゆがんだ口元、頰にさした朱で、もはやそばかすは見えない。

「相変わらずお人ひと好よしだね、お客さん」

　白い服を着せられた理由が判った。赤が美しく映えるからだ。

「おれを倒そうとしてるのか？」

「あんたを倒せば無罪になるってきまりだからね」

「騙だまされてるんだろ？　なあリック、きみ騙されてんだよ。殴られたり脅されたり恐い思いして、海賊ですって言わされたんだろ？　あのねえ、そんな自供は無効だよ。ちゃんと弁護士に助けてもらおうよ。なんだったらおれも力になるって」

　リックは少しだけ顎あごを上げ、それから乾いた声で長く笑った。狂気に支配される寸前の、自分では止められない嘲ちよう笑しようだ。

「騙されてんのはそっちだろ!?　見習い船員として潜り込んで、見張りを眠らせるのがオレの仕事さ。それから仲間が乗り移りやすいように、梯はし子ごを降ろすのもオレの役目だ。ああ、特別室の客が居るはずだって、甲板で報告したのもこのオレだよ。決行直前にあんたと出くわした時は、正直いって肝を冷やしたね。なのにあんたときたらどこまでも間抜けで、見回りを励まして行っちまいやがった！」

　後頭部を殴られたようなショックと自己嫌悪。穴があったら入りたい。信じてはいけない彼を信じ、信用していい船員を軽けい蔑べつしていたなんて。

「なんで、そんな……だって船乗りになるんだろ？　大きな船を操るんだろ!?」

「そうだよ、お客さん。大きな船の船長になるはずだった。あんたたちがあの時、邪魔をしなかったらね」

「船長って……海賊船のか」

「それ以外にどんな道があるってんだよ。物心ついたときから賊の中にいた、オレみたいなガキに、どんな道がよぉ!?」

　悪魔に憑つかれたような茶色の瞳ひとみは、瞳どう孔こうを収縮させておれを狙う。

　ガキと平凡な高校生だ、剣の腕も何もあったもんじゃない。ただどちらがより多く修羅場をくぐっているかといえば、生まれついての海賊リックなのだろう。おれはこの世界での経験も浅い。本気の殺し合いに慣れていない。

『はうー！』

　モルギフが、かろうじて鍔つばで切っ先を撥はねのけて唸うなった。

「そりゃあお前は経験豊富、百戦錬磨かもしれないけどさ、おれはバットしか握ったことないの。ついでに言うとほとんど代打要員で、スタメン経験まったくなし！」

「あんた余裕だね！　誰と喋しやべってんの？」

「剣と！」

　なんだかスーパー腹話術師みたいな気持ちになってきた。

『ばぶー』

「イクラちゃん、じゃ、ねーんだから」

　まだ人間の命とやらを吸収していないから、能力を発揮できないのは解る。だからといってこのまま防戦一方では、相手に主導権を握られたままだ。どうにかしてモルギフにも戦ってもらわないと。

　必殺技の名前を叫んでみるってのはどうかな？

「メルギブ、じゃなかったモルギフ、パンチョ！」

　パンチョは伊い東とう。

「ちがーう、モルギフ、パーンチ！」

　パンチは佐さ藤とう。落ち着け、パンチとかキックとかは剣の必殺技ではないだろう。やはりここは袈け裟さがけとか、唐竹割りとか、真剣白刃どりとか。

　どれも日本刀の得意技っぽい……。

　できることをしよう。

「え？」

　頭の中にいきなり文字が閃ひらめいた。声ではなく、文字だ。

　高音域の打楽器みたいに、鋼はさかんにぶつかり合う。上にある右手の指が痺しびれる。人差し指が鍔の裏にかかった。

　できる限りのことを。

「あんたを殺せば自由になれるんだ！　オレは殺せるよ!?　そっちは怖いみたいだけどねっ！　だってあんた、魔族だって話じゃないか！　魔族を倒せば箔はくが付く！　こんなオレでも生きてく道が、悪党以外に開けるかもしれない！」

「できることを、するだけだ」

　落ちてくる銀の弧を下から弾き、切っ先を反らしてよろめかせる。再び振りかぶるのを斜めに避けて、おれはモルギフを思いきり引いた。テイクバック。

　リックの刃先が地面に叩たたきつけられ、青い火花が四散する。グリップエンドを臍へそすれすれに掠かすめ、前かがみの腰を目がけて振りぬいた。

　軸足の親指から体重が移動し、左腕一本で持っていく。勢い余って膝ひざをついた。フルスイングだが、どう見ても変化球に合わせただけだから、よくてせいぜいファウルチップ。

「……ぐっ」

　リックは、ぐらりと傾いて、腹を押さえてうずくまった。口からは血の混ざった泡が滴たれている。

　おれはモルギフをぶら下げたまま、やっとのことで息を吐く。

「ごめん。手加減できるほど、剣豪じゃないんだ」

「……こっ……」

「内臓やっちゃったかもしれないけど、上半身と下半身真っ二つよりはましだろ？　こいつ見かけどおりのなまくらでね。気合い入れて研がないと斬れないんだ」

　リックは、おれの足首を摑つかんだ。うずくまったままひどい眼で見上げてくる。ひどい眼だ、おれを憎んでる。きっとこんな仕打ちをしたおれを、憎悪している。

「……ころ……せ……」

「殺さないよ。さっき聞いた。時間稼ぎすれば、殺さずに済むって。観客を焦じらせば、なんとかなるって」

『うー』

　モルギフが警告を発している。お前は魔剣だから、早く彼の命を吸いたいのかもしれないけど、そう簡単な問題じゃないんだよ。

「殺さないよっ、きみはきちんと裁かれるべきだ。もちろん、幼い頃から海賊の世界しか知らなかったこととか、正しい教育を受けてないから、善悪の判断ができないこととか、そういう事情を考慮してね。それからやり直したって遅くはない。きっと船乗りにもなれる」

　二人の動きがなくなったので、会場からは非難の声があがる。観客は総立ちでギルティーコールだ。男も女も、耳を覆いたくなるような言葉を吐いて。勝負の決着をつけたがる。

「お前等、どうなってんだよ。こんなのどこが、楽しいんだよ……」

　汗と砂で汚れた指が、おれの膝を這はい上る。

　必死で立とうとする肩に手を置いて、口角の血を拭ぬぐってやろうとした。

「フルスイングされたんだ、無理すんなって」

　視界のはじを、一いつ閃せんの風が横切った。

　びくんと大きく痙けい攣れんして、少年の身体が倒れ込んできた。おれは片腕で支え切れず、湿った石畳に尻しりをつく。

「リック？」

　両脚の間にある彼の背には、じわりと深紅が広がっている。重い鈍にび色いろの鉄の矢が、白い服に突き立っていた。

「……リック……なんで？」

　観客がすさまじい歓声を上げる。踊りだす者までいる。うねる拍手と喜びの歌で、息をするのも苦しくなる。

「なんでだよ!?　なんでスタンディングオベーションだよ！　もう闘えなかったじゃないか！　ここまでする必要ないじゃんか！　誰だ、誰がこの矢を射うった!?　降りて来いよ、おれの前に出てこいよッ」

　時間を稼いで観客を焦らせば、おれの代わりに射手が息の根を止めてくれる。そういう仕組みだったのか。罪人が生き残ることは滅多にない。

　そういうことだったのか。

「畜生ッ！　降りて来い、姿みせろよっ！　きたねぇだろこんなの、卑ひ怯きようじゃねーかよっ！　誰だ、誰がこんなこと考えた!?　そいつを出せ！　そいつを、おれが……おれが、こっ、殺して、やる……ッ、こ、ろし……」

　駄目だ！

　真っ白になりかける頭の中で、おれの日本人のＤＮＡが魔王の魂をくいとめる。

　そんなことするために、この世界にいるわけじゃない。

　そんなことさせるために、おれを選んだわけじゃないんだろ？

『ううううう……うう……うう……』

「モルギフ？」

　魔剣が断続的に唸った。大仏様と同じ位置の、額の黒曜石が強く光る。

　客席の最前列で、何か騒ぎが起こっていた。そこから薄青いぼやけた球が、正確な放物線で落ちてくる。ピンポン玉程度の大きさで、まるで引き寄せられるように、モルギフの口にダイレクトで入った。

「ちょっと、モルギフ、今のなに!?　変なもん拾って食っちゃいけません、ぺっしなさい、ぺって！」

　動転している飼い主は、犬の拾い食いなみの反応。

「大変だ。じいさんの心臓が止まってっぞ!?」

「言わんこっちゃない、もう百十二歳なのに、最前列で処刑なんか観てっからだ」

「二番目の若いおねーちゃんを観たがってたのに、最初ので死んじまうなんて気の毒すぎる」

「だけど、ごらんよ。この満足そうな顔」

「ほんとだ。女に生き女に斃たおれの人生だったけど、最後の最後で可愛い少年にも目覚めっちゃったんかもねぇ」

　どういう感想を持ったものか……。

　魔剣が手の中で震え始めた。おれはリックをそっと下ろし、慌ててグリップを両手で持ちなおした。額の石の光は強まって、天を目指して駆け昇る。

「待てよ。まさか、まさかお前、あのお年寄りの命を吸って、こんな所で発動しちゃおうってんじゃ……」

　だが悲しいかなおれには知識がない。魔剣が発動とやらをすると、どういったことになるのか、ＶＴＲはおろか図解でも教えられていないのだ。えーと確か、牛が宙を飛び、牛が宙を飛び……無理だ、そのインパクトが強烈すぎて、他の部分が思い出せない。

　その間もモルギフは震え続け、さすがに観客も浮かれてばかりはいられなくなった。二人目の処刑どころではない。あの剣は何だとざわめきが走る。

　と、モルギフが吐いた。

「うわぁ、お前っ、口から何を!?」

　どう見ても黄色いゲロ状の物を、おれを咬かんだ口から流れさせている。液体、とは言い難い。うっかり身体にかかっても、濡ぬれた感じはしないからだ。

　黄色い吐と瀉しや物はやがて太い帯になり、ものすごいパワーでおれを引っ張り始める。放せばモルギフは遠心力実験のバケツみたいに、どことも知れず飛んでいってしまうだろう。せっかく手に入れた最終兵器を、ここで失うわけにはいかなかった。

『おえーおえー』

「ぎゃーお前、もしかして、十五年近く空っぽだった腹に」

　いきなり食ったから胃い痙けい攣れん!?

　飼い主が飼い主なら、剣も剣だ。似たもの同士でうまくやれそう。

　客の一人が気付いて叫んだ。

　あれは魔剣だ。

「あれは魔剣だ、ここは焼き払われる、俺達みんな、殺されるぞ！」
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　自ら猛省したフォンクライスト卿きようは、これまでの奇行を謝罪しようと、フォンヴォルテール卿の私室に向かっていた。

　手にした苺いちごはお詫わびのしるしである。

　随分と長い付き合いなのに、居室を訪ねるのは初めてだった。ギュンターは派手な溜ため息いきをつく。何人もの美女を侍はべらせていたりしたらどうしよう。

「……グウェンダルに限って、そのようなことは……」

　うなだれて階段を登る様子は、悲壮感が漂ってたいへん美しい。本人には失礼な話だが、巨匠の名画になりそうだ。

　来訪を告げるノッカーを手早く叩たたいて、重い扉を押し開く。

「グウェンダル、一言、お詫びをしに……うっ……」

　あまりにも意外な光景に、言葉も動きも止まってしまった。

　美女もしくは美男を侍らせていたわけでも、倒錯的な趣味に興じていたわけでもなかった。城主の居間に相応ふさわしい調度品と、磨き上げられた装飾用のきらめく武具。額には先代城主とその妻女。この部屋に足りないのは鹿の首だけだろう。だが、部屋の一角に妙なものが。

　フォンヴォルテール卿は、窓ぎわの椅子で、長い両脚を組んでいる。

「入っていいと言ったか」

「ああ、あの、えーと、本当に、申し訳ありません。あのーグウェンダル、そのぉ」

　暖炉から離れた隅に、山と積まれた毛糸の産物。

　下の方にあるのは畳まれた布状の物だが、上にいくほど複雑な品になっている。今にも転げ落ちそうに重なっているのは、数え切れないほどの、あみぐるみだった……。

「編み物が……趣味だったんですか……」

「趣味ではない」

　それじゃああの、うさちゃんやねこちゃんやわんちゃんは何なんだ!?　おまけにあなたが手にしている、制作中の新作は何なんだ!?

「精神統一だ」

「せ……」

「こうして毛糸を編んでいると、邪念を払って無心になれる」

　無心になって可愛い動物達を作り上げているというわけか。ろくに表情も変えずに、グウェンダルは膝ひざの上で指を動かしている。

　ああなるほど、と教育係は合が点てんがいった。彼が苛いらついているときに、指が動くのはこれだったのだ。平常心を保とうと、無意識に空想編み物をしているのだろう。

　いけない事実を知ってしまった。できることなら知りたくなかった。

「だが、ここのところ不快な出来事が多くてな。作品が次々と完成してしまう。部下や使用人たちにも持たせたのだが、正直、里親が不足気味だ」

「さ、里親ですか」

「持っていくか？」

　投げてよこされた黒っぽいあみぐるみを、ギュンターは慌てて受け取った。

「か、かわいいクロブタちゃんですね」

　ぴくりと眉まゆが上がる。グウェンダルの冷徹無比な氷の瞳ひとみが、青く恐ろしい光を放つ。

「……それは、くまちゃんだ」










　黄色い帯はコロシアムを薙なぎ払はらった。

　場内は混乱し、逃げ惑う人々の悲鳴と怒号で満たされる。

　おれはなんとかしてモルギフを治めようと、宥なだめたりすかしたりしたのだが、十五年ぶりに人間の命を吸収した魔剣は、とどまるところをしらない様子だ。

　彼が口から吐いた液がかかったところで、人体に特に影響はない。それはおれの身体で実証済み。だがパニックに陥った人間達は、我先にと逃げ出して将棋倒しになる。

「とめろモルギフ、とめろって！」

「ユーリ！」

　聞き慣れた声で名前を呼ばれ、思わず涙が浮かんでしまう。

　柵さくを乗り越えて客席から飛び降りる。彼は珍しく血相を変えてこちらに走ってきた。

「コンラッド！」

「陛下、どうしてこんなことに」

「近付くと、危ない、ゲロには触れても、大丈夫」

「剣を下げて。下を向けるんだ、刃先を下に」

　あまりの力にコントロールできない。コンラッドは躊躇ためらわずおれの背後に回り、両手を重ねて剣の柄を握った。

「そんなことしたら、手がっ」

「……平気です。いいですか、ゆっくりと下に、そう」

　名を呼べ。

「なに？　なんか言った!?」

「俺じゃない」

　花火を見た直後の残像のように、文字が脳裏に閃ひらめいた。文字だ。誰かの声ではなく。

　わたしの名を呼べば、できる限りのことをしよう。わたしの名は……。

「ウィレムデュソイエイーライドモルギフ！」

「ユーリ？」

「吐くならエチケット袋の中にしろーッ!!」

　どひゃん。

　どひゃあでもうひょうでもどかんでもなく、どひゃん、と切れのいい擬音とともに、モルギフは胃痙攣を必死に止める。開きっぱなしだった口が一文字に結ばれ、眉み間けんにしわまで寄せていじましい。

「どんな魔術を使ったんですか」

「おれがエセ魔術師なのを知ってるだろ。魔法なんか使えないの。どんな魔術も使ってねえの。ただ脳のう味み噌そに送られてきた電波のとおりに、文字を声に出して読んだだけ」

「文字？　字が読めるようになったんですか。ああすいません、その話は後でゆっくり。ヴォルフとヨザックが道を確保しているはず。今のうちにここを脱出しないと」

「でもリックが」

　ちらりと見えたコンラッドの掌てのひらは、見るだけで痛そうな色になっていた。かまわず彼は少年を抱え上げ、陛下はモルギフを、と念を押して先に立つ。

　入場ゲートの脇には、おれに親切にしてくれた女性が、駆けずり回る群衆を眺めながら、独り途方に暮れていた。彼女は息子を治療する金を、ふいにしてしまったのだ。

「あの……奥さん」

　はっとしておれを睨にらむが、細い目の中には怯おびえと怒りの絡み合った彩いろがある。ポケットを探って摘み出した紙幣を、彼女の瘦やせた指に握らせようとする。

「これ……」

「あんた魔族だったんだね!?」

　女は素早く身を引いた。汚れたものにでも触れたみたいに。

「普通の子供だと思ったら、あんな、あんな恐ろしい魔剣を！　あんた、あたしたち人間を殺しに、滅ぼしに来た魔族だったんだね、触らないで！」

「わかった触らないよ。これ、お金、ここに置くから」

「あたしがそんなもん拾いにいくと思うかい？　あたしが金につられて近寄るのを待って、その魔剣の餌食にしようって肚はらなんだろ!?　畜生ッ、そんな武器がなんだっていうんだ、今にあたしたち人間にだって、神様がもっと強い武器をお与えくださる！　今にあたしたち人間だって、そんな剣よりずっと凄すごい兵器を造って……」

「どうでもいいよそんなこと！」

　おれはドラ坊ちゃん風に手を突き出し、コンラッドから財布を取り上げた。革の札入れの分厚さに、女は無意識に半歩よろめく。

「この金で息子さんの病気、治しなよ」

「魔族の金なんかで医者にかかったら、息子が呪われる」

　どうして？　なんで？　金は金だろ。誰が使っても変わらない、この島の貨幣だ。

　財布も札も地面に置いた。コンラッドは女を見もせず、おれに笑いながら言った。

「俺の父親は、魔族の女との間に子までつくったけど」

「呪われた？」

　絶対優位のわけ知り顔。

「いや、八十九まで気ままに生きたよ」

　走って控え室まで戻る。モルギフは重く、女のことは気掛かりだった。彼女が本当に母親ならば、きっと意を決して拾ってくれるだろう。

　兵士から奪った制服を持って、ヴォルフラムとヨザックが待ち兼ねていた。二人とも何事か言いたそうだったが、喋しやべっていられる雰囲気ではない。

「これを着て、早く。この混雑で馬は使えない。港ではなくマリーナまで兵士らしくしててください」

　モルギフを包むのに手間取っていると、見かねてコンラッドが手伝ってくれる。リックはどうしたのかと探したら、見慣れぬ金髪の男が抱えていた。

「陛下、お早く」

「あ、ああ」

　マリーナまではそう遠くなかったが、我先に闘技場から逃げ出した人々で、道の密度は高まっている。そんなときのための変装だ。制服の威力は抜群で、皆いやな顔をしつつも避けてくれた。

　数々の豪華クルーザーが停泊する中、ひときわきらびやかで優雅な船がある。純白のボディに銀の星、セイルは深いアクアブルーだ。デッキで女性が手を振っている。

　腰まである金色の巻毛、犯罪すれすれの扇情的な服……いや、服というより布。もしも彼女がアイドルだったら、事務所がダメ出ししてるだろう。三男そっくりの白い肌を、惜し気もなくさらした脚線美。

　ああ、もう、ツェリ様、勘弁してください。

　お手を振られるたびに、胸がお揺れになるんですー。










　お久しぶり、の扇情的で腰にくる挨あい拶さつをやり過ごしてから、おれたちはクルーザーに入れてもらった。海外の大富豪か加か山やま雄ゆう三ぞうしか所有できそうにない大きさで、こんなとこ鉄でいいだろ、と思うような部分まで、金やら銀やら宝石やらだ。例、便器。

「シマロンで懇意になった殿方が、是非にと仰るから使ってさしあげてるの。だって膝ひざをついて頼まれては、むげにするわけにもいかないでしょう？」

　セクシークィーン、世界各地でご活躍だ。今年のフェロモン注意報は、シマロン本国で発令されたらしい。

　フォンシュピッツヴェーグ卿きようツェツィーリエ様は、前魔王現上王陛下であるとともに、グウェンダル、コンラート、ヴォルフラムの魔族似てねえ三兄弟のおっかさんでもある。三児の母とはいえ三十そこそこにしか見えず、しかも人呼んで愛の狩人かりゆうど。おれのお陰で現役を引退できてからは、自由恋愛旅行中で国にはいない。

「有名なヴァン・ダー・ヴィーアの火祭りを観に寄ったら、魔族が捕えられたって噂が耳に入ったの。それでシュバリエに調べさせていたら、ヴォルフと接触できたのよ」

　シュバリエはリックを運んでくれた金髪の男で、ツェリ様のお供だという。驚いたことに彼とは初対面ではなかった。先月、血盟城の風ふ呂ろで会った、三助さんだ。

「陛下ったら相変わらず可愛らしくていらっしゃるのね。あたくしの息子と進展はあって？」

「ししし進展はないデス」

「あら残念。せっかくいろいろ想像していたのに」

　何を、ねえ、ナニを!?

「でも、ということはまだあたくしにも希望が残されてるのね？　んふ、こんなに震えちゃって。この『愛の虜とりこ』号は治外法権だし、どの海をゆくのも自由だから、不粋な者たちが邪魔してくる心配はなくてよ」

　だったら最初からこの船で旅をさせてよ。それにしてもまた、気恥ずかしい名前をお付けになったものだ。

「母上、そんなことより早く船を出してください。怪我人もいるし、陛下もお疲れです。癒いやしの手の一族を連れていますか」

　どんなに完かん璧ぺきな色気でも、息子には通用しないらしい。こういうとこは万国共通だ。

「そんなことシュバリエに言ってちょうだい。怪我人がいるの？　あらまあ」

　瀕ひん死しの状態のリックを見て、ツェリ様は可愛らしく唇に指を当てた。おれは頭がくらくらした。モテない高校生には天女に見える。

「……矢人間ね」

　矢ガモじゃないんだから。

「ちょうどよかった。癒し系美中年を乗せていてよ。でもあたくしの美容専任だから、怪我の治療はどうかしら……」

「癒し系、美中年とは……ううーん」

「それより陛下っ、魔剣を手に入れてらしたんでしょう？　ねえあたくしにも見せてくださらない？」

　まさか断るわけにもいかず、おれはモルギフの布を剝はぐ。彼を見たツェリ様の喜びようったらなかった。喜色満面で訊きいてきた。

「すごいわ、こんな不細工な剣は初めて！　ねえ陛下、あたくしの部屋に飾ってはだめかしら？」

「そういうことは城に帰ってからギュンターに訊いてくださいよー」

　でも多分、飾ったら毎晩うなされると思うな。

　コンラッドがキャビンから出てゆくのを目にして、何の気なしに後を追った。デッキでは、ヨザックひとりが島を眺めている。おれがまだ階段を登り切る前に、コンラッドは友人の胸ぐらを摑つかんでいた。

「どういうつもりだ!?」

「なにが」

　お庭番が、壁に叩たたきつけられる音がした。

「ヴォルフラムが祭りについて知らないのは当然だ。あいつは人間に興味がないからな。だがお前は十二を過ぎるまでシマロン本国で育ったんだ、文字が読めないはずはない。よからぬ行事に関しても、聞いていないわけがないだろう！」

　ヨザックは壁に強く押しつけられながらも、ロジャーラビットみたいな笑いを失わない。

「うまくいきそうだったじゃねーか。いざって時に陛下が怖おじ気けづきさえしなけりゃ、あのガキの命を吸ってモルギフも満足だ。ま、結果的に爺じいさんので我慢したみてえだが。これで魔剣をいつでも使える状態にして、国に持って帰れるだろ。使えねぇもん持ってたところで、敵国は恐がっちゃくれないかんな」

「……お前たちのやり方は、間違ってる」

「どこが？　あんなお子様みたいな陛下に任せといたら、この国はどうなるか判んねえぞ。背後からうまーく舵かじとりゃいいんだよ。陛下だってそのほうが楽なはずだ」

　出ていくわけにもいかなくなって、おれは手て摺すりをぎゅっと握った。張本人に聞かれているとはつゆ知らず、彼等の口論はエスカレートする。滅多なことでは怒らないコンラッドなのに。

「王をないがしろにして国政を操るのは、謀反と同じだ！」

「ないがしろに？　してねーだろ。陛下が戦争したくないと仰るから、オレたちは魔剣を取りにきたんじゃねぇか。確かに強い武器を持つのは悪いことじゃない。だったらいっそ、最強の兵器を手に入れて、どこよりも強くなっちまえばいい。そうすりゃ隣国も攻められない。なるほど、陛下のお考えにも一理ある。だからこうやってちゃんと協力したさ。このまま陛下がモルギフを持って帰国すりゃあ、歴代魔王の中での地位も高くなる。強き王として民にも支持される。オレたちのどこが間違ってるって？　どこがないがしろにしてるって？」

「あんな危険な目に遭わせることはないだろう!?　あんな、へたをしたら怪我だけでは済まなかったかもしれない……ましてや陛下に人を殺させるなんて、そんな」

　全ての言葉が思考に刺さり、目め眩まいがして立っていられない。

　おれは何かを忘れてる。おれも何かを間違えてる。

　でも、それをうまく形にできない。

「結局お前はさぁ」

　世間話でもするような調子で、ヨザックは友人の腕を外した。

「あの坊ちゃんが大事なわけだろ。表向きは人間との共存のためなんて言ってっけど、新しい王サマを傷つけたくないから、一生懸命、誉めて守って持ち上げてるんだろ」

「お前は何も判っていない」

「判ってるってェ。そんなに大切な王サマなら、箱に入れて城の奥にしまっておけばいい。部屋に閉じ込めて出さなけりゃいいのに」

「ヨザック！」

「高価な石でもかけてやって、なあ」

　胸で魔石が、熱を増した。

　彼がまだルッテンベルクの獅し子しと呼ばれていた頃、この石は誰の物だったんだろう。その人はおれよりずっと賢くて、操られることなどなかったんだろうな。

　ほらね、コンラッド、おれの支持率はサイテーだ。

「お前達は、あれだけ軽けい蔑べつしていたシュトッフェルと同じことをしようとしているんだぞ。前王ツェツィーリエ陛下と同じ過ちを、新王陛下に犯させようとしている」

「違うね、ウェラー卿きよう、コンラート閣下。ツェリ様の間違いは、ご自分で統治なさらなかったことじゃない。あの方は、誰に任せるかを間違えたんだ。選ぶ人物を間違えたのさ」

「……フォンヴォルテール卿に任せるべきだったと？」

「いや」

　ヨザックは、ふと口を噤つぐむ。

　おれは人差し指で、魔石の銀の縁取りをゆっくりなぞった。細かな溝のひとつひとつに、持ち主の記憶が刻まれている。祖父のコレクションのレコードのように、針で辿たどって再現できればいいのに。

「……今となっては全てが手遅れだ。二度とあんなことにならないように、今度はしくじるわけにいかねぇよな」

「お前達がどんな謀略を巡らせようと、陛下を傀かい儡らいにはできはしない」

「わっかんねーかなぁ、傀儡じゃねーって。愛があんのよ、ちゃんと愛が」

「だとしてもだ！　再びこのようなことが起こり、ユーリに危険が及んだときには」

　妙に長く重い沈黙。

「……その生命いのち、ないものと思え」

　押し殺した、聞いたこともないようなコンラッドの声。すぐに踵きびすを返し、足音が近付いてきたので、おれは慌てて階段を下りた。

「グウェンダルには俺が直接話す！　お前達のやり方は、陛下を傷つけるだけだ」

「ご自由に」

　声が遠くなって聞きづらい。

「けどああ見えて……坊ちゃんの……た……だぜ……気……い、手に……から……」

「そんなことは本人以外、皆、承知しているよ」










　豪華クルーザーでの帰国は、一斉に観光客が発たつ明朝スタートがいいだろうということで、おれたちは島の反対側に停泊し、一夜を船内で過ごすことになった。もちろん部屋数に不足はない。ベッドもきちんと人数分ある。

　先程までの喧けん噪そうが噓のように、北側はひっそりと静まり返っていた。祭りのマの字も感じられない。同じ島内だとは信じられないくらい、音も明かりも賑にぎわいもない。

　おれはわがままを言って浜に下りた。一週間ぶりにロードワークしたかったのだ。

　身体をいつもの調子に戻したい。でないと頭も働かない。足を動かせば血液が循環し、脳のう味み噌そにも行き渡る。もっと走れば脳内麻薬が分泌され、普段じゃ思いつかない名案も浮かぶかも。

　それは話がうますぎる。

　船の明かりだけが頼りの砂浜で、波打ちぎわを裸足はだしで走った。

　暖かく濡ぬれた砂が踵かかとを包み、衝撃を吸収してペタペタ鳴った。

　もちろん一人では走らせてもらえない。コンラッドが黙って後ろをついてきている。合衆国大統領だってボディーガードとジョギングだ。王様でいるためには仕方ない。

　走り始めてすぐ、汗が吹き出した。基礎体力が落ちている証拠だ。

「中学で、野球部だった頃は、毎日ランニング、させられたからさ、それが当たり前と、思ってたけど」

「今は？」

「部活辞めてから、ホント身体が、なまっちゃって、最近また、野球始めたけど、前みたいにいかないんだ」

「なるほど」

　にくたらしいことに、彼はほとんど息が乱れていない。剣豪でいるために毎日ジョギングとかしているのだろうか。

「あーあ、やっぱ辞めなきゃ、よかったのかな、高校でも野球部、入るべきかなあ」

「確か監督殴ってクビって言ってましたよね」

　膝ひざに両手を置き屈伸して、砂の乾いた所に座った。

「押して。柔軟すっから」

「柔軟？」

「そうだよ。夜の浜辺で柔軟。うー、ロマンチック」

　男相手でなければね。

「監督殴るとは、また、思い切ったことをしたもんだ」

「うん、いち、に、ひどいこと、言いやがったから。さん、言っちゃいけない、ようなこと」

　懐かしい記憶。今となっては腹もたたない。けれど微かに胸の痛む記憶だ。

　もうすぐちょうど一年になる。夏の始まる前だった。

　リトルリーグで全国ベスト４まで勝ち進んだピッチャーが、隣の学区の中学に入った。一方でうちの部の新人は、お世辞にもうまいとはいえないような初心者レベルの者ばかり。走攻守全て基礎から教えることになり、監督は毎日怒鳴っていた。

　ある日の練習試合で一人の一年生が、怪我をした三年の代わりにライトに入った。カットオフしなければ届かないのに、外野からホームまでダイレクトで返した。ボールは捕手にも中継にも渡らず、逆転のランナーがホームを踏んだ。

「試合後、監督は彼一人に向かって、あんなこともできねーならやめちまえって言ったんだ。……違うな、確か、退部届を書けって言ったんだな。お前には野球やる資格がない、ただでさえ三中は強くなってて、うちだってもっといい部員を入れないと勝てねーんだって。お前みたいな役立たずに使ってる時間はない、他の部活に行ってくれって言ったんだ」

　敵チームが残っているグラウンドで、皆に聞こえるような大声で。

「それで、ガツーンですか？」

「うん？　そう。資格がねぇのはテメーのほうだー！　ってんで、ガーン！」

　我ながら短気だ、お恥ずかしい。

「もちろん、奮起させるためにはっぱをかけるんならいいと思うよ。だけどおれは補欠人生を歩いてたからね、言葉の裏には敏感だった。とっととやめちまえ、と、できるまでやれの違いには、子供も勘付くものなんだ。もっと力入れて押していいよ、おれ身体かたいから」

「じゃあ、ご自分のためではなく、後輩の名誉のために部活をクビになったんですね」

「そんな美談になっちゃうかなぁ」

　海は黒かった。空も黒く、雲は灰色で、月と星だけが白く、あるいは青く赤く黄色く輝いていた。もしかして夜は、月と星を際立たせるために黒いのかもしれない。そして星は、夜の黒さを引立てるために燃えているのかもしれないと思った。

　寄せては引く波の音が、まばらな拍手にも似て聞こえる。

「……本当にそうだったのかな」

「ええ？」

「最近になって、思うんだ。おれは本当に後輩の名誉のために……チームのために抗議しようとして、監督を殴ったりしたんだろうかって。聞いた話じゃ、あれから監督は、ちょっとは態度を改めて、他校の生徒の前でけなしたり、無神経なこと言ったりはしなくなったらしい。けど、結果はどうあれ、おれ自身はどうだったんだろう。本当にチームのためにそれをやったのか、って」

　背中を押す力が弱まった。

「……全然芽の出ない自分の才能のなさに嫌気がさして、やめる機会を窺うかがっていなかったか。負け犬としてじゃなく、かっこよく部活を去れるチャンスを、知らず知らず狙ってなかったかって……今になって自分に尋ねてるんだ。ユーリ、あれは本当にフォア・ザ・チームだったのか？　ってね」

　答えは永久に出ないだろう。

　後ろから腕を回して、野球仲間が肩越しに言った。首位打者の名前でも訊きくように。

「俺に言いたいことがあるんだな」

「そうなんだ」

　砂のこすれる音が近付いてくる。

「……モルギフを、この島に置いていこうと思う」

　どう説明したらこの身勝手な決意を理解してもらえるのか、おれには見当もつかなかった。そもそも戦争に反対して、回避のために魔剣を取りに来たのだって、元はといえばおれのわがままだ。首尾よくとまではいかないが、なんとか目的を果たした晩に、せっかくのお宝を放棄するなんて宣言されたら……逆の立場なら靴底で殴ってる。

「どっ、どう言ったら解ってもらえるのか、困ってるんだけどさ！　あの、あの奥さんの言葉が引っ掛かってるんだ。人間だってもっと強い武器をっていう、神様が与えてくださるとかいう。神様はまさかそんなことしないと思うんだけどさ、あー、でももしそういうことになったら、超強力な兵器が開発されちゃったりしたら」

「考えられますね」

　ああやっぱり、怒ってる。

「そしたら他の国もそれを持ちたくなる。今まで戦争なんかとは無縁だった国や土地も、不安になって兵力を増やしたくなるだろ。おれたちがモルギフを手に入れたことで、世界中がどんどん武装し始めたら……核の抑止力か、それとも非核三原則かっていう……」

　新聞はプロ野球のためだけにあるのではない。もっときちんと目を通そう。だが、こんな問題を簡潔に説明できる十五歳は、進学校にしかいないだろう。

「どこよりも強い国に、したいわけじゃないんだ。いい国と強い国は……同じじゃないんだよ」

　モルギフを携えて凱がい旋せんすれば、おれの魔王としての評価は上がる。国民の皆さんの支持率も、強い王と認知されれば高くなるだろう。けれどユーリ、それは本当に皆のためなのか？

　おれの自己満足になっていないか？

　師匠に訊いたら、きっとこう言われる。

「フォア・ザ・チームだろ、シブヤユーリ」

　どっかの哲学者の書いた散文みたいな、こんな抽象的な説明で、納得してもらえるとは思えない。ところが耳の横でコンラッドは、感心したように呟つぶやいた。

「なるほど、ゲティスバーグですね」

「お前等、そこで何をしているーっ!?」

　突っ走ってきたヴォルフラムは息を荒げている。こちらに向けた人差し指は、月明かりでも判るほど戦慄おののいていた。

「帰ってこないと思ったら、砂浜でくっついて何してるんだ！」

「なにって、柔軟」

　立ち上がる気配がして、背中から体温が離れていった。

「お前こそどうした息急せき切って。わざわざ陛下を監視するために？」

「ああそうだった、それどころじゃなかった。大変だぞ、ユーリ。お前の剣が」

「モルギフが？」

「……壊れた」

　どうして、というより、どうやって!?










　目のやり場に困ってしまうネグリジェ姿で、ツェリ様はおれの腕を抱え込んだ。

「ごめんなさい陛下、そんなつもりはなかったのよ。壊れるなんて思ってもみなくて」

　不粋な下着をつけない胸が、肱ひじに当たって夢心地。なんだか花畑で迷うような、甘い匂いも漂っている。

　魔剣は船室の中央に、どす黒い塊となって横たわっていた。餌をもらってピカピカの太刀たち魚うおだったのに、瀕ひん死しの巨大鰻うなぎになってしまった。

「モルギフ」

『……うー……』

　生きてる。剣に対して生きてるという表現が正しいのかどうかは、ひとまず置いておくとしてだ。

「あまりにも不細工で変わっているから、せめて船旅の間だけでもあたくしのお部屋に飾ろうと思ったの。運ぼうと手をかけたら……この子が……」

　ペットショップの店員さんみたいに、ツェリ様は魔剣を「この子」なんて呼んでいる。まったく、おふくろさんにはかなわない。彼女を責められる奴など、この世にいないだろう。

「この子が咬かんだのよ」

「ビビビってなったりはしなかったんですか？」

「いいえ、それは大丈夫。でも、あたくしびっくりしてこの子を落としてしまって、そうしたら元気がなくなってしまったの。多分……」

　白くて細い指。優雅に伸ばした桜色の爪で、小粒納豆を摘んでいる。

「これが取れてしまったせいじゃないかしら」

　おれの爪は丸くて短くて、他人と違う場所にタコがある。黄ばんでけば立った布みたいな手で、モルギフの柄つかをぎっちり握りしめる。指の全ての関節が、ぴたりと馴な染じんでくっついた。素振りの前にバットをかざすよう、右手の親指を鍔つばにかけ、裏側を人差し指でそっと撫なでた。

　もしも額の石を失って……。

「何？　今だれかなんか喋しやべった？」

　あの時と同じだ。闘技場でモルギフの名を叫んだ時のように、脳に直接、文字が閃ひらめく。声ではなくて、残像だ。細かい記号が一瞬だけ浮かぶ。




　もしも額の石を失って、わたしがただの剣と成り果てても、魔王の忠実なる家来として、お傍においてほしいのよ。




「なぜ、女言葉」

「誰と話しているんだ、ユーリ」

「モ、モルギフと」

　そう、ウィレムデュソイエイーライドモルギフ。お傍においてあげる。

「ヨザック！」

　隅で傍観していたヨザックは、不意をつかれて背筋を正した。オレンジの髪が濡ぬれて額にはりついている。悠長にシャワーなんか浴びていたわけだ。

「なんです、陛下」

「この黒曜石をお前に預けることにする」

「はあ!?」

　その場の全員が啞あ然ぜんとした。コンラッドだけはすぐに平静さを取り戻し、次のフレーズを興味津々で待ち受けている。

「ツェリ様が持ってるその石を、誰も思いつかない所に捨ててほしい」

「捨て……」

「何故だ、ユーリ！　せっかく手に入れた魔剣の一部を、どうして捨てようなんてバカな真似を」

「そうよ、陛下、いい耳飾りになると思うわ。陛下の髪と瞳ひとみによく似合ってよ」

「母上、階下の御意志ですよ」

　次男はツェリ様の指から石をとり、お庭番の掌てのひらに押しつける。

「……オレがこれを持って姿を消して、他国の王に売りつけちまったらどうすんの？　それとも逆にこいつを国に持ち帰って、陛下以外の人間に渡したら？」

「グウェンダルに？」

　意外そうな顔をした。でもこれは明めい晰せきな頭脳による判断ではなく、こそっと盗み聞きした情報だ。

「それが眞魔国のためであると思うのなら、そうするがいい。ただし……」

　ようやくコンタクトを外せた眼に、力がこもっていますように。

「おれはお前を選んだんだ。この人選を間違いにしないでくれ」

　ヨザックは、獣の笑みを見せた。

「拝命つかまつります、ユーリ陛下」

　賢い獣の笑みだった。
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「こんな細かい文字に、よく気がつかれましたね！」

　モルギフをスタンドに立て掛けて、鍔の裏を下から覗のぞきながら、ギュンターは感嘆の声を上げた。オフホワイトの僧衣姿の教育係は、灰色の髪を後ろできっちりまとめ、縁の細い眼鏡をかけている。これがまた実に、麗しい。

　こんな科学者になら改造人間にされても構わないと、悪の組織の前に女性達が列を作りそう。だが騙だまされるな、お嬢さん方。百五十過ぎという年齢から考えて、あれはおそらく老眼鏡だ。

「確かに鍔の裏に文章が刻まれております。我が名を呼べ、さすれば限界を超えよう。我が名はウィレム・デュソイエ・イーライ・ド・モルギフ。もし額石を喪失し我が身が凡剣と成り果てども、魔王の忠実な下しも僕べであり、戦場で共に討ち果てん」

「そ、そーいうふうに読むもんだったの？」

　おれはすごく子供向けに要約していた。

「しかし文字を解されなかった陛下が、触れただけで頭に閃くというのは興味深いですね。やはり下々の魔族とは異なり、高貴な御力を授かっていらっしゃる」

「もしかして、おれってサイコメトラーなんじゃない？　触っただけで事件を解決する超能力」

「サイコメ……なんですかそれは。新種の米の名称ですか？」

　すっかり普通の剣に成り下がったモルギフを手て土産みやげに、豪華クルーザーで帰国したおれを迎えたのは、ちぎれんばかりに手を振るギュンターと、げっそりと目の下に隈くままでつくったグウェンダルだった。おれが不在だった十日あまりで、彼等の身にどんなことが起こったのだろう。

　ヨザックは魔剣の心臓ともいえる黒曜石を持って、シルドクラウトで船を降りた。どの方角へ向かうのか、おれにもコンラッドにも告げなかった。

　そういえばツェリ様はモルギフの代わりに、矢人間リックを乗せたままで、また旅に出てしまった。癒いやし系美中年の治療が済んだら、少年は船乗りへと一歩近付く。豪華クルーザーの見習い船員だ。シュバリエがきっちり指導してくれるだろう。

　ごめんなリック、巨大帆船に乗せてやれなくて。でも海賊船よりはずっといいと思うよ。

　せっかくの最終兵器を無効にしたというのに、ギュンターはそんなこと責めもしない。陛下さえご無事ならそれで幸せですなんて、真珠の涙を流すばかりだ。過保護な母親みたいな人だと思ってきたが、今回で考えが改まった。

　孫に目がない祖母みたいな人だ。

　だが、王佐としての職務に関しては、非のうちどころがない。

　旅の顚てん末まつとおれの考えを伝えると、彼はすぐさま行動した。

　魔族が魔剣を手に入れ損ねたという情報を「漏ろう洩えい」させたのだ。公然と発表すれば策略と疑われるが、弱点という形で漏洩させれば、人間達はあっさり信じるという。トップより周囲のほうが頭がいい。国政とはこういう仕組みになっている。

　おれは、ヴォルテール城の厨ちゆう師しが腕を揮ふるった歓迎料理に度肝を抜かれ、椅子の上でどうしたものかとうなだれていた。

「……なんでこんなことに」

「俺が教えたんですよ、陛下がフナモリ食べたがってたって」

「いくら舟盛りだからってさ」

　部屋を占拠した白いボートに、山と積まれた丸ごとの鮮魚。大小取り混ぜた海の幸は、元気に尻しつ尾ぽをばたつかせている。ピチピチと。

「言ってたでしょう、生の魚って」

「生きた魚とは言わなかったぞ!?」

　カヴァルケードの件も考えなければならなかった。

　この国が戦争を仕掛けてきそうだというのが、元々の懸案事項だったはずだ。魔剣の抑止力が期待できなくなった以上、他の逃げ道を探さなければならない。

　いっそおれが出向いて頭下げて、仲良くしようって持ち掛けてこようかと、本気で悩んでみたりもした。

　ところが、外交とは予想もつかないもので、解決策は先方から飛び込んできたのだ。

「陛下……カヴァルケードから訪国、拝はい謁えつの打診がございましたが……かねてよりカ船団を脅かしていた海賊の一部を、旅の魔族が討ち倒し、元王太子とその妻女、ご息女の命を救ったことに対する感謝の意を……そのようなことをなさいましたか？」

「海賊はひどい目に遭わせたらしいけど。ま、例によっておれ自身は覚えてないんだ。コンラッドかヴォルフに訊きいてくれる？」

「どうもヒスクライフなる人物らしいのですが……」

「ヒスクライフ!?」

　ぴっかりくんと、その家族だよ。

「どうやら現カヴァルケード王の長男、ヒスクライフは、ヒルドヤードの商人の娘と道ならぬ恋に落ち、王室を出奔して野に下ったようなのです。ところが現王の次男が病没し、子を生なしていなかったために跡継ぎがなく、カヴァルケード王室典範によりヒスクライフのご息女に継承権が生じたので、近々彼等を呼び戻すとか……」

「なんてこったい！　それじゃベアトリスは本物の王女様だったんだ！」

　情熱的なのはおれじゃなくて、ヒスクライフ本人だったわけだ。

　コンラッドが、したり顔で脇腹を小突いてくる。

「ということは陛下は、女王候補の夜会デビューのお相手ということになりますね。どうします？　一ひと目め惚ぼれされててカヴァルケード王室から求婚されたら」

「縁起でもないことをコンラート！　私達の陛下の唇を、人間ごときに奪われてなるものですか！」

　唇程度で済む問題か？

「あ、でもおれたち人形のまま、シマロン本国で尋問されてるはずだよ」

「このままでは国際規模の恩知らずになってしまいますからね、カヴァルケードは国を挙げて救出するでしょう……その、人形を……」

　想像するだけでも面白い。救命くんの空気が抜けたりしたらもっと可笑おかしい。これには生真面目なギュンターも、目め尻じりを下げて笑いを堪こらえた。

　とにもかくにもこれで、戦争は回避されるだろう。おれは背もたれに身体を預け、ヴォルテール城の天井を見上げてため息をついた。

「偶然って恐ろしいなあ」

「どうして」

「だって偶然、同じ船に乗り合わせて、偶然、海賊に襲われて、偶然、ベアトリスを助けたから、今になって平和的解決できたわけだろ？」

「全部が全部、偶然というわけじゃないですよ」

　手を伸ばしておれの襟を真っすぐにする。

「あの船に誰が乗っていようとも、あなたは同じことをしたはずだ。そこは必然であって偶然じゃない。もしこれが誰かの筋書きだとしたら、成功の可能性は極めて高い」

「筋書き？　こんなこと企画たててるやついるー!?」

「いないでしょうね、この世には」

　そんな人の好いい笑顔を見せられてしまうと、問い詰めようとしていた気持ちが萎なえてしまう。彼に訊きたいことは山程あったが、おれが言えたのはこれだけだった。

「コンラッド、虎とライオンとどっちが強いと思う？」

「……ライオンかな」

「だよな、おれも」

　おれもそう思う。獅し子しが強いにこしたことはない。










　久々に揺れないベッドで眠るために、用意された部屋にやっと辿たどり着いた。王城の寝室よりはずっと狭いが、ここでもベッドは超キングサイズ。いや、魔王サイズだ。百人乗ってもダイジョーブ。

　一人でゆっくりしたかったので、世話役の女性を追い払う。

　それなりのバスルームがついているのを確認し、角が五本の牛の口から湯を出した。溜たまるまで手足をのばそうと、ベッドに戻って服を脱ぐ。

「……あーあ、疲れ……だっ、誰っ？」

　シーツの中に誰かが潜んでいる。

　思い切ってめくると、

「ヴォルフ……こんなとこで何やってんの？」

「なにって」

　湯上がりマダム姿のヴォルフラムが、寝転がって四肢をばたばたさせている。

「夜よ這ばいだ」

「夜這い!?　よっ、夜這いというものはダな、おおお男が相手の布団にこっそり……」

「あってるじゃないか」

「あってるな……そうじゃないそうじゃないそうじゃない！　男が女のお布団にっ」

　相手のペースに乗せられてどうする。

　ヴォルフラムは偉そうに腰に手をやって、上半身を起こして眉まゆを顰ひそめた。そういう趣味のある人だったら、ノックダウンされてるような美少年だ。

「ユーリに任せておいたら、いつまで経っても決着がつかないだろう」

「ちなみに、どのような決着をお望みで……？」

　腰が引けている。従って言葉遣いも下した手てになる。

　魔族の元プリンスは、ぱっと顔を明るくし、おれの腕を摑つかんで引き倒した。

「うわ！」

「決着つける気になったのか？」

「なっていませんッ」

　それがどのような決着なのか、考えるだけで恐ろしい。命を落とすようなことにはなるまいが、別の何かを失いそうだ。おれは全力で彼から逃れ、バスルームに飛び込んで鍵かぎを掛ける。

「ユーリ！」

「待て待て待て！　とりあえず風ふ呂ろだろ、お前だって汗くさい野郎なんかとヤリたくねーだろがっ」

　やり……自分の言葉に自分で引いてしまう。血液が一気に下がってゆく。

　頭と鼻がつんとして、立ち眩くらみをおぼえてふらついた。

「ユーリ！　おい、開けろ」

「やだっ」

　おれは目め眩まいを我慢できず、バスタブの縁に腰をかけた。

「がぶ」

　ダイバー風に背中から落ちて、頭を下にして沈んでしまう。風呂までキングサイズなので、底につくまで時間がかかる……わけねーじゃん!?

「ちょボっ、だビれベかバ、せん、ぬブいビたバ……がボご」

　バーチャルリアリティー、鳴なる門との渦潮。バーチャルというより実体験だ。渦巻く湯の流れに吸い込まれつつ、おれは我が身の愚かさを呪った。

　下着をつけっぱなしだったのだ。それもよりによって、あのパンツ。

　通い慣れたスターツアーズの道中で、おれは涙を流して考えていた。

　まし。あのまま決着つけちゃう（あるいはつけられちゃう）よりは、このパンツのまま日本に戻るほうがまだ、ましだーっ！










　濡ぬれた身体を空気が撫なでて、薄ら寒い。

　濁った視界は水色だ。

　水色は、水色は、水色は、海賊の制服の襟の色だった。

「……セーラー服……っ」

　隣にしゃがんで顔を覗のぞき込んでいた影が、呆あきれた様子で呟つぶやいた。

「目を覚ましていきなり、セーラー服！　かよ……」

　そういえば彼の服もウォーターブルーだ。せっかく内野指定席なんだから、チームカラーである青系の服で来るようにと、おれが自分で念押しした。

「いつまでたってもあがってこないと思ったら、湯ゆ槽ぶねん中で眠りほうけて沈みかけてるんだもんなぁ。試合開始に間に合わないって、あれだけ大声で呼んだのに」

　見回すと、そこは地元の銭湯のままで、壁には半次郎が微笑んでいる。おれの浸つかっていた湯槽は空っぽだ。だが、どこにも穴は見つからない。

「オランダの英雄になるはずだったのに」

「渋谷、オランダの英雄って誰？　クライファート？　さまよえるオランダ人？」

「ちぇ、サッカー好きめ……って、サッカーじゃないでしょサッカーじゃ！　村田、今何時？　試合もう始まってる？」

「多分まだだと思うけど……もう行くのやめたと思ってたよ」

「やめるわけねーじゃん！　応援しないわけにいかないでしょー！」

　痛む身体を堪えて起き上がり、自分の下半身を見て絶句した。

「……しまった」

「渋谷、今日のところは店の人に言わないでおくけど、今度からパンツは脱いで入らなきゃ駄目だぞ？　銭湯にはルールというものがあって、たとえ珍しい紐ひもパンといえど……」

　村田は目を逸そらした。おれの黒い紐パンから。

「あのなあ、このパンツにはわけがあんの。話せば長いことながら、おれの国ではこいつが普段着なの」

「誰の国？　どこの話？」

「そりゃ、おれの国の話だよ……」

「なにそれ渋谷。きみは日本人だろ、他にきみの国があるの？」

　おれはぼんやりと思った。

　スタジアムで試合が始まっちゃう。

　それから、轟とどろくような歓声のコロシアムでの、少年との死闘を思い出した。この両りよう掌てのひらにしっくりくる、モルギフのグリップを思い出した。全ての理由はたったひとつの、扇の要かなめへと向かっている。

　日本人のＤＮＡと、新しん前まい魔王の魂スピリツト。

「……決めたんだ、永世平和主義だって」

　呟くおれを前にしたら、誰だって一歩、後ずさるだろう。

　けれど村田健は、曖あい昧まいな笑顔でこう言った。

「またいきなり、どうしたんだよ。男前なコメントを……」







　あたりまえだろ？

　魔王が男前じゃなくて、どうするってんだ。







　けれど心は弾むだろう







　久々の休日、遅く起きた朝にベッドから抜け出せずにいると、どこからかコーヒーのいい香り。重い瞼まぶたを上げると、トレイに載ったＡアメリカンＢ・ブレツクＦフアストを持つ優しい夫の姿が。映画やドラマでよく見る光景だし、お袋は未いまだにそういうのに憧あこがれているらしい。

「……けど実際にやられると、日本人としてはちょっとどうかなーって」

　流れる銀髪、菫すみれ色いろの瞳ひとみの教育係・フォンクライスト卿きようギュンターが、おはようございますと言った次の瞬間、血盟城にあるおれの寝室には、豪華な朝飯が続々と運び込まれてきた。

　呆ぼう然ぜんと見守るおれの目の前で、何種類もの皿が次々とセッティングされていく。飲み物、スープ、肉、もっと濃いスープ、魚らしき物体、スープを通り越してシチュー状になったスープ、パンかな、サラダっぽい皿、パン、明らかに色の違うスープ、チーズ、冷たいスープ、果物、スプーン入りのスープ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　どれだけスープだ！

「じゃなくて、わざわざシーツの上に置いてくれなくてもいいよ。病人じゃないんだから、今起きるって」

　広いとはいえベッドで朝食なんて、おれのライフスタイルには合っていない。

「そんな、陛下、どうぞそのままで。お式を控えた大切なお身体なのですから、少しでも休養して体力を蓄えてくださらなくては」

「そうだぞユーリ、疲労困こん憊ぱいなのだから、食事のために無理して起きる必要はない」

　不意に口を挟まれ横を向くと、ぎょっとするほど近くにヴォルフラムがいた。目ま映ばゆいばかりの金髪美少年ぶりに二度驚く。エメラルドグリーンの瞳はどうやらチーズと魚らしき物体に狙いを定めているようだ。

　この美少年王子様はどうして朝からおれのベッドにいるのだろう。ていうか本当に朝からなのか。ひょっとしておれが寝こけていたこの二日くらいの間、ずっと部屋にいたのでは……。いや考えるのはやめておこう、問い詰めるのもやめておこう。

「もう昨日のことじゃないんだから、寝たきりでいるほど疲れ切ってはいないよ」

「何を言う、ほぼ初めて使った魔術で、あれだけ広範囲に豪雨を降らせたんだぞ。疲れていないわけがない」

　あ、決闘でのことはノーカウントにしたいんだな。負け試合の多い野球人生を送ってきたから、その気持ちはよく判る。

　ふと視線を入り口の方に向けると、食事を運んできてくれた女性の内の一人から、コンラッドが紙片を受け取っていた。眞魔国には机の引き出しも下げ駄た箱ばこもないから、メッセージは直接手渡しなのだろう。困ったように笑いながら懐に入れる。モテ男だ、あれこそモテ男がラブレターを手渡された時のリアクションだ。

「ですから陛下」

　白い指を顎あごの下でお祈り型に組んで、ギュンターがこちらを見つめている。

「どうぞそのままお休みになりつつ召し上がってください」

「あ、は、はい」

　放っておけばスプーンで口元まで運びかねない。いくら相手が美人とはいえ、男にあーんしてされるのはご免だ。おれは仕方なく先割れスプーンをとり、一番手前にあったスープを口にした。うーん、とっても濃厚。

　自他共に認める食いしん坊（万歳）なおれをしても、起き抜けからこの「とってもこってりフルコース」は厳しそうだ。もうちょっと、軽い感じの朝食にはならなかったのだろうか。焼き鮭と白飯とまではいかなくとも、外国風ならパンとサラダとか。

「トーストとベーコンエッグとかね」

　料理名を聞いてギュンターが顔色を変えた。

「まさか、まさか陛下、ベーコン……んヌ山脈に棲せい息そくする百本足のウマい肉をご所望なのですか。朝食に？　しかも朝食に!?」

「え、待って、足百本ってこっちの世界のＥエＸグＩザＬイＥルは何人なの。ていうかそれって馬じゃなくてムカデですよね、朝飯であろうが晩飯であろうが食べられないよね？」

「もちろん食べられる、それなりの犠牲は払うが」

　頷うなずきながらヴォルフラムはもう二皿目のスープだ。美少年は食が細いなんていうのは、女の子が作った願望的お約束だ。

「わーごめん、ベーコンエッグは贅ぜい沢たく言いすぎだった。おれはただ、朝はもう少し軽めにだね、和定食か洋風モーニングセットか選べたらなーって、ちょっと思っただけなんだよ。城の食堂でバイキングして、ご飯と味み噌そ汁しる自分で持ってくるとかね」

　遅れて入ってきたコンラッドが、にこにこしながら「海賊？」と訊きいてきた。彼はかなりのアメリカ通だが、日本のカタカナ文化には通じていなかった。

「海の男の朝食がお好みでしたか。だったら船を出しますよ。釣って釣って釣りまくり、茹ゆでて煮て焼きまくりましょう」

　今度は漁師の朝飯きちゃった。いくら鮭定食希望といっても、自分で釣れとは極端な話だ。イクラ鮭定食希望だったら北の海まで行かなければならない。

「あー、コンラッド、いつかは釣りを趣味にしたいと思ってはいるけど」

　小声での訴えが耳に届かなかったのか、コンラッドは皿の一枚をとりギュンターに押しつける。

「ほらフォンクライスト卿、陛下は釣りに行かれたいそうだから、釣つり竿ざおを何種類か用意して。ああそれから、漁に出る前にこの朝食はちょっと重すぎるかな。適当に麵麭パンとチーズくらいを貰もらっておくから、料理は片付けてしまってくれ」

　教育係であり優秀な王佐でもあるフォンクライスト卿は、釣竿釣竿と呟つぶやきながらそわそわした様子で部屋を出ていく。ほぼ同時に、廊下に居たらしいメイドさん姿の女性達がやってきて、こってりフルコースをあっという間に運び去った。

　その早業が済むと寝室に残されたのは、コンラッド、ベッドに座ったままのおれとヴォルフラム、そしてヴォルフラムが手にしたままの魚らしき物体だけになった。

「……我わが儘ままだったかな」

　三人しかいないので、思わずこぼした一言も今度は耳に届く。

「全てスタッフが美味おいしくいただきます、本当にね。さて」

　コンラッドは窓際まで歩くと、薄いカーテンを全部開け放った。遅い朝の陽光が直接射さし込み、室内はいっそう明るくなる。

「釣って釣って釣りまくり作戦開始だ。ヴォルフラム、お前も急いでギーゼラのところに行っておいで」

「ぼ、ぼくには薬なんか必要ない！」

　なぜか狼狽うろたえたヴォルフラムは勢いよく立ち上がり、魚の皿を持って走り去る。

「怒っちゃったよ、一緒に来ないつもりかな」

「いいえ、必要なものを手に入れて全速力で戻ってきますよ、仲良くなりたいから」

　弟の心など全てお見通しといった顔だ。

「そうしたら昼食持って湖に行きましょう、海じゃなくてね。釣り糸でも垂れて、今日くらいはのんびりしてください。明日は戴たい冠かん式しきが待ってますから」

　明日の大仕事を思い出し、いけないと知りつつも大きな溜ため息いきをついてしまう。こんな態度はおれを信じてくれた人を不安にさせるだけだ。やると決めたからには弱音を吐かず、毅き然ぜんとした態度を貫かなければならない。キャプテンとかリーダーとはそういうものだと、頭では判っているのだけれど。

「できるのかな」

「戴冠式？　忙せわしない一日にはなりますが、そう難しいことはありませんよ」

「……そうじゃなくて、おれに……」

　王なんて大任が務まるのかな。喉のど元もとまできたその疑問を、おれはどうにか吞のみ込んだ。言っちゃいけない、今まさに出航する船が迷うようなことを口にしては駄目だ。

「これを渡さないと」

　コンラッドはゆっくりとベッドに腰をかけると、言葉の先は訊かず、懐中から四つ折りにした紙を取り出した。さっきメイドさんから受け取ったあれだ。

「なに、あんた宛あてのラブレターじゃないの？」

「ラブレターだとしたら、相手は俺ではないですよ」

　広げられたその紙の中央には、円が描かれていた。折り目の重なる一点を中心にして、大きめの丸が描かれている。他には何もない。文章らしき書き込みも署名も。

「これはブランドンからあなたへ」

「ああ！」

　それを聞いた瞬間に判った。これはボールだ。村に残してきたあの子が、少し元気になったんだ。おれに手紙を書けるくらいに。投げるのを教えてと言えるくらいに。途端にいくつもの質問がこみ上げてくる。怪我をした人はきちんと治療を受けられているのか、燃えてしまった家々は再建されつつあるのか、派遣した隊は村人達に受け入れられ、復興の助けとなっているのか。

「でも多分、うまくいってるからその手紙なんだろ」

「もちろん、意のままに」

　彼は一枚きりの手紙を掲げ、窓からの光に翳かざした。高くなってきた太陽が、ちょうどその球に重なり白く輝く。

「生まれる前のあなたもこんな様子でした」

「なにそれ、保健体育的な話？」

　何が可笑おかしかったのか声を立てて笑うと、コンラッドは手紙をおれに渡し、久しぶりに名前を呼んだ。

「ユーリ、できるかどうか迷うまでもない。もうずっと前から始まってる」

　始まるって何が、ずっと前っていつから？　だけどそれを訊く代わりに、描かれた円を指先で辿たどり、果たすべき約束を胸の内で確認した。

「コンラッド、釣り糸だけじゃなくてもっと太い糸も貰わないと。湖で小さい石も見つけなきゃ」

「あとは細く裂いた布とか糊のりもですか」

　今度は弟ばかりでなく、おれの考えまでお見通しといった顔だ。見透かされて少し悔しい気もするが、もはやそんなことはどうでもよかった。必要なものを思い出したから、今はそれを揃えるのが先だ。沸き立つ気持ちが抑えられず、おれはベッドから飛び降りる。

「そうだよ、大至急ボール作らなきゃならない。幾つもだ、練習用にたくさん要る」




　だってほら、絵に描いたボールは弾まないだろ。

















本書は、二〇〇一年一〇月、角川ビーンズ文庫より刊行された『今日から[image: まるま]のつく自由業！』『今度は[image: まるま]のつく最終兵器！』を改稿、合本の上、改題したものです。




「けれど心は弾むだろう」は書き下ろしです。
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【電子でんし特別とくべつ版ばん】




今日きようから[image: まるま]王おう！




魔ま王おう誕たん生じよう編へん








喬たか林ばやし 知とも
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